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無災害の推進、チームワークとコミュニケーション

No.01　現場作業における安全力

講
こ う ぎ

義のねらい
研
けんしゅうせい
修生自

じし ん
身にとってなぜ安

あんぜん
全が重

じゅうよう
要なのかを理

りか い
解させるとともに、安

あんぜん
全作

さぎょう
業実

じっこう
行への

具
ぐたいてき
体的努

どりょく
力を知

し
り、現

げんば
場での安

あんぜん
全確

かく ほ
保への姿

しせい
勢を養

やしな
う。

キーワード
作
さぎょう
業計

けいかく
画、ヒヤリハット活

かつどう
動（HH活

かつどう
動）、ハインリッヒの法

ほうそく
則、危

きけ ん
険予

よ ち
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かつどう
動、危

きけ ん
険

予
よ ち
知トレーニング（ＫＹＴ）、危

きけ ん
険予

よ ち
知ミーティング、指

ゆび
差
さ
し唱

しょう
和
わ
、リスクアセスメント、

危
きけん
険の見える化

か
活
かつどう
動

安
あんぜん

全に関
かん

する留
りゅうい

意事
じ こ う

項
安
あんぜん
全対

たいさく
策をしているから安

あんぜん
全だ、危

きけん
険がないと考

かんが
えてしまうが、危

きけんげん
険源がなくなった訳

わけ

ではない。客
きゃっかんてき
観的に危

きけんげん
険源を見

み
る眼

め
を養

やしな
う｡ 同

おな
じことでも、人

ひと
によって危

きけ ん
険を感

かん
じる

眼
め
が異

こと
なることに留

りゅうい
意する。

現
げ ん ば
場作

さぎょう
業における安

あんぜんりょく
全力

無
む さ い が い

災害の推
すいしん

進、チームワークとコミュニケーション

No.01
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無災害の推進、チームワークとコミュニケーション

No.01　現場作業における安全力

安
あんぜん

全確
か く ほ

保に大
たいせつ

切な意
い し き

識・姿
し せ い

勢―安
あんぜん

全衛
えいせい

生教
きょういく

育の学
まな

び方
かた

安
あんぜん
全確

かく ほ
保・維

い じ
持への意

いし き
識づけ、実

じっこう
行への姿

しせ い
勢を養

やしな
う

　安
あんぜん

全衛
えいせい

生を学
まな

ぶ際
さい

に最
もっと

も重
じゅうよう

要なことは、安
あんぜん

全の規
きそく

則・ルールを覚
おぼ

えるだけでは十
じゅうぶん

分ではないということ
です。ルールを覚

おぼ

えることはもちろんですが、ルールを守
まも

って安
あんぜん

全を確
かくほ

保・維
い じ

持しようという強
つよ

い意
いし き

識を
持
も

ち続
つづ

けられることが大
だいじ

事です。これは教
おし

える側
がわ

も同
どうよう

様で、ルールを伝
つた

えるだけではなく、安
あんぜん

全を確
かく ほ

保・
維
い じ

持する意
いしき

識をどう高
たか

めていくかが求
もと

められます。
　その具

ぐたいてき

体的手
しゅほう

法として、厚
こうせい

生労
ろうどうしょう

働省、都
とどう ふ け ん

道府県労
ろうどうきょく

働局および労
ろうどう

働基
きじゅん

準監
かんとく

督署
しょ

が推
すいしょう

奨する安
あんぜん

全衛
えいせい

生教
きょういく

育の
学
まな

び方
かた

（進
すす

め方
かた

）について紹
しょうかい

介します。これは、経
けいけん

験年
ねんすう

数の少
すく

ない未
みじゅくれん

熟練労
ろうどうしゃ

働者（製
せいぞうぎょう

造業）向
む

けに作
さくせい

成された
ものですが、林

りんぎょう

業現
げん ば

場にも共
きょう

通
つう

するものであり、安
あんぜん

全確
かく ほ

保・維
い じ

持への意
いしき

識・姿
しせい

勢を身
み

につけるため大
だいじ

事な
考
かんが

え方
かた

がまとめられています。

資料：�厚生労働省　都道府県労働局　労働基準監督署「製造業向け　未熟練労働者に対する安全衛生教育マニュアル」2016/3

　推
すいしょう

奨される安
あんぜん

全の学
まな

び方
かた

（教
おし

え方
かた

）のポイントを以
い か

下に整
せいり

理します。
	 ポイント１

いち

　３
さん

段
だんかい

階で学
まな

ぶ
	 ポイント２

に

　�なぜそれが危
きけん

険かの理
りゆう

由・根
こんきょ

拠を学
まな

ぶ
　災

さいがい

害を防
ぼう し

止する作
さぎょう

業方
ほうほう

法、安
あんぜん

全ルールを覚
おぼ

える前
まえ

に、まず、研
けんしゅうせい

修生自
じし ん

身が自
じぶ ん

分にも起
お

こりうる身
みぢ か

近な
危
きけ ん

険であることを意
いし き

識し、「自
じぶ ん

分はどう防
ふせ

いだらいいのか」という緊
きんちょうかん

張感を高
たか

めることが高
たか

い教
きょういく

育効
こう か

果を
もたらすとされます。それを実

じつげん

現する講
こうぎ

義方
ほうほう

法が３
さん

段
だんかい

階方
ほうほう

法です。

第
だい
１
いち
段
だんかい
階　職

しょくば
場にはさまざまな危

きけん
険があることを学

まな
ぶ（労

ろうどう
働災

さいがい
害事

じ れ い
例、ヒヤリハット事

じ れ い
例等

など
）

　現
げんば

場で実
じっさい

際に発
はっせい

生した労
ろうどう

働災
さいがい

害を自
じぶん

分でも調
しら

べ（下
か き

記WEBサイト事
じれい

例など）、作
さぎょう

業現
げん ば

場に実
じっさい

際に存
そん

在
ざい

す
る危

きけん

険を知
し

ることがまず第
だいいち

一です。自
じぶん

分にも起
お

こりうる、身
みぢか

近な危
きけん

険を意
いしき

識することにつながります。ヒ
ヤリハットの事

じれい

例も同
どうよう

様です。
	 �林

りんぎょう

業労
ろうどう

働災
さいがい

害事
じれ い

例が掲
けいさい

載されるWEBサイト
「職

しょくば

場のあんぜんサイト」　厚
こうせい

生労
ろうどうしょう

働省

災
さいがい

害の発
はっせい

生状
じょうきょう

況、原
げんいん

因
　林

りんぎょう

業における労
ろうどう

働災
さいがい

害について、発
はっせい

生状
じょうきょう

況（作
さぎょう

業の種
しゅるい

類）などについて国
くに

がまとめた報
ほうこくしょ

告書では図
ず

1-1〜
図
ず

1-3のように分
ぶんせき

析しています。伐
ばつぼく

木作
さぎょう

業（このうち、特
とく

にチェーンソー作
さぎょう

業）においての発
はっせい

生が多
おお

いこと
がわかります。

第
だい
２
に
段
だんかい
階　危

きけ ん
険意

いし き
識を持

も
つ（人

ひと
、モノの「かもしれない」危

き け ん
険を知

し
る）

　第
だい

１
いち

段
だんかい

階で見
み

てきた労
ろうどう

働災
さいがい

害は、人
ひと

やモノが原
げんいん

因となって発
はっせい

生する可
かのうせい

能性があることを理
りかい

解します。人
ひと

の「かもしれない」、モノの「かもしれない」を例
れいじ

示していきます。
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No.01　現場作業における安全力

　例
たと

えば、人
ひと

は転
ころ

ぶ、落
お

ちる、斜
しゃめん

面で姿
しせい

勢を崩
くず

す、足
あし

がずり落
お

ちることがあるかもしれないこと、枯
か

れた
木
き

、腐
くさ

れが入
はい

った木
き

、枝
えだ

が落
らっ か

下する、突
とっぷう

風で木
き

が傾
かたむ

く、ハーベスタが鋸
きょだんちゅう

断中にチェーンが切
き

れ鋭
えい り

利なチェ
ーンリンクが飛

と

んでくる、などがあるかもしれないのです。こうした「あるかもしれない」という危
きけんげん

険源
をできるだけ挙

あ

げてみて、講
こうし

師に確
かくにん

認することです。
　林

りんぎょう

業における災
さいがい

害（死
しぼう

亡）発
はっせい

生の原
げんいん

因となった起
きいんぶつ

因物、事
じ こ

故の型
かた

などの分
ぶんせき

析情
じょうほう

報（図
ず

1-2、図
ず

1-3）も覚
おぼ

え
ておきましょう。
　このように、人

ひと

やモノの「かもしれない」という誰
だれ

にでも、どこにでも起
お

こりうる身
みぢか

近な危
きけんげん

険源が重
じゅうだい

大
な労

ろうどう

働災
さいがい

害につながることを強
つよ

く意
いし き

識することが重
じゅうよう

要です。

第
だい
３
さん
段
だんかい
階　労

ろうどう
働災

さいがい
害防

ぼうし
止の基

きほ ん
本を学

まな
ぶ（正

ただ
しい作

さぎょう
業手

てじゅん
順、ルール、労

ろうどう
働災

さいがい
害防

ぼ う し
止活

かつどう
動等

など
）

　第
だい

１
いち

段
だんかい

階、第
だい

２
に

段
だんかい

階を経
へ

て労
ろうどう

働災
さいがい

害防
ぼう し

止の基
きほん

本ルールを学
まな

びます。安
あんぜん

全装
そう び

備・服
ふくそう

装、正
ただ

しい作
さぎょう

業方
ほうほう

法、
手
てじゅん

順などです（本
ほん

テキストのそれぞれの項
こうもく

目で詳
しょうさい

細に解
かいせつ

説します）。
　また、ヒヤリハット活

かつどう

動（ヒヤリハット経
けいけん

験の報
ほうこく

告、共
きょうゆう

有、改
かいぜん

善に生
い

かす）、危
きけん

険予
よ ち

知活
かつどう

動（ＫＹＴ）とい
った労

ろうどう

働災
さいがい

害防
ぼう し

止活
かつどう

動、さらには職
しょくば

場でのリスクアセスメント活
かつどう

動などを学
まな

びます。

学
まな
びのポイント―理

りゆ う
由、根

こんきょ
拠を知

し
り、理

りか い
解する

　安
あんぜん

全作
さぎょう

業のルールを学
まな

ぶとき、その理
りゆう

由を理
りかい

解することが重
じゅうよう

要とされます。
　なぜそれをしてはいけないか、なぜこの方

ほうほう

法でなければいけないかの理
りゆう

由の説
せつめい

明を聞
き

き、十
じゅうぶん

分理
りか い

解する

伐木作業中

集材作業中

造材作業中

その他

20（55.6%）

7（19.4%）

1（2.8%）

8（22.2%）

0 5 10 15 20 25 （人）

図
ず

1-1　林
りんぎょう

業における作
さぎょう

業の種
しゅるい

類別
べつ

死
しぼうしゃすう

亡者数（令
れ い わ

和２
に

年
ねん

）

資料：林野庁業務資料、厚生労働省「労働者死傷病報告」
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チェーンソー

掘削用機械
機械集材装置、

運材索道
トラック

不整地運搬車

走行集材機械

伐木等機械

地山・岩石

立木等

（人）

22

3

3

3

1

1

1

1

1

0 5 10 15 20 25

資料：厚生労働省WEBサイト「職場のあんぜんサイト」

図
ず

1-2　林
りんぎょう

業における死
し ぼ う

亡災
さいがい

害発
はっせい

生の起
き い ん ぶ つ

因物（令
れ い わ

和２
に

年
ねん

）

0 10 14 （人）

激突され

墜落・転落

崩壊・倒壊
はさまれ・
巻き込まれ
飛来・落下

転倒

激突

切れ・こすれ

16122 4 6 8

14

5

9

3

2

1

1

1

図
ず

1-3　林
りんぎょう

業における死
し ぼ う

亡災
さいがい

害での事
じ こ

故の型
かた
（令

れ い わ
和２

に
年
ねん

）

資料：厚生労働省WEBサイト「職場のあんぜんサイト」
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ことが必
ひつよう

要です。理
りゆう

由や作
さぎょう

業方
ほうほう

法の根
こんきょ

拠を理
りかい

解せずに、ルールだけを覚
おぼ

えても安
あんぜん

全技
ぎじゅつ

術を身
み

につける効
こうか

果
は十

じゅうぶん

分とは言
い

えません。なぜなら、ただルールどおりに言
い

われたことをやり続
つづ

けるということは誰
だれ

しも極
きわ

めて難
むずか

しいからです。理
りゆう

由を説
せつめい

明され、納
なっとく

得してはじめて、実
じっこう

行につながりますし、どのような場
ばめん

面であ
れ理

りゆう

由・根
こんきょ

拠に基
もと

づいて作
さぎょう

業できる実
じっせんりょく

践力・応
おうようりょく

用力が身
み

につきます。これが安
あんぜん

全確
かく ほ

保の重
じゅうようてん

要点とされます。
　ただし、例

たと

えば科
かがくてき

学的に伐
ばつぼく

木作
さぎょう

業すべてを説
せつめい

明できればいいのですが、現
げんじょう

状では研
けんきゅう

究が進
すす

んでいない
領
りょういき

域もあります。そこで、講
こうし

師・指
しどうしゃ

導者の経
けいけんそく

験則による裏
うらづ

付け、技
ぎじゅつ

術の成
な

り立
た

ちなどの根
こんきょ

拠について説
せつめい

明
を受

う

けるなども効
こうかてき

果的です。
　例

たと

えば、指
しどうれき

導歴の長
なが

い講
こう し

師は未
みじゅくれんしゃ

熟練者のチェーンソー動
どう さ

作（追
お

い口
くち

切
ぎ

り）の観
かんさつ

察経
けいけん

験から、「追
お

い口
くち

が
水
すいへい

平にならないのは、チェーンソーバーが傾
かたむ

いてしまうからだ」と指
してき

摘します。そしてバーが傾
かたむ

くのは、
腰
こしだか

高の姿
しせい

勢に原
げんいん

因があると身
しんたい

体動
どう さ

作の仕
し く

組みで説
せつめい

明します。
　「追

お

い口
くち

は水
すいへい

平に」と単
たん

に指
しど う

導されるのと違
ちが

い、受
じゅこうしゃ

講者は「腰
こしだか

高の姿
しせ い

勢が悪
わる

い」理
りゆ う

由・原
げんいん

因を納
なっとく

得して
いますから、改

かいぜん

善が早
はや

いのです。

資料：�厚生労働省　都道府県労働局　労働基準監督署「製造業向け　未熟練労働者に対する安全衛生教育マニュアル」2016/3
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コミュニケーションの重
じゅうようせいまるいち

要性①◯◯　作
さぎょう

業計
けいかく

画の作
さくせい

成と共
きょうゆう

有

作
さぎょう
業方
ほうほう
法、手

てじゅん
順を全

ぜんいん
員で周

しゅうち
知、共

きょうゆう
有することが災

さいがい
害防

ぼうし
止につながる

　林
りんぎょう

業の仕
しご と

事に必
ひつよう

要とされるコミュニケーションには、職
しょくば

場で必
ひつよう

要な一
いっぱんてき

般的コミュニケーション（挨
あいさつ

拶な
どの職

しょくば

場マナー、報
ほうこく

告、連
れんらく

絡、相
そうだん

談など）に加
くわ

えて、仕
しごと

事内
ないよう

容や安
あんぜん

全確
かく ほ

保に関
かん

する情
じょうほう

報共
きょうゆう

有という大
だいじ

事な
役
やくわり

割があります。
　ここでは安

あんぜん

全確
かく ほ

保に必
ひつよう

要な情
じょうほう

報共
きょうゆう

有の中
なか

で、作
さぎょうち

業地の事
じぜん

前調
ちょうさ

査情
じょうほう

報および作
さぎょう

業方
ほうほう

法などに関
かん

する情
じょうほう

報を
共
きょうゆう

有する手
しゅだん

段としての作
さぎょう

業計
けいかく

画の作
さくせい

成について説
せつめい

明します。
　作

さぎょう

業計
けいかく

画については、建
けんせつ

設、土
どぼ く

木などのさまざまな業
ぎょうしゅ

種において法
ほうれい

令で作
さくせい

成が義
ぎ む

務づけられており、
林
りんぎょう

業分
ぶん や

野では車
しゃりょうけいもくざいばっ

両系木材伐出
しゅつ

機
き か い

械、機
きかい

械集
しゅうざい

材装
そう ち

置、簡
かんい

易架
かせ ん

線集
しゅうざい

材装
そう ち

置でもすでに法
ほうれい

令で規
きてい

定されているも
のです（労

ろうどう

働安
あんぜん

全衛
えいせい

生規
きそ く

則）。伐
ばつぼく

木や造
ぞうざい

材については厚
こうせい

生労
ろうどうしょう

働省「チェーンソーによる伐
ばつぼく

木等
とう

作
さぎょう

業の安
あんぜん

全に
関
かん

するガイドライン」（2
にせんにじゅう

020（令
れい わ

和２
に

）年
ねん

１
いち

月
かつさんじゅういちにち

3 1日改
かいせい

正）に作
さぎょう

業計
けいかく

画の作
さくせい

成が示
しめ

されています。

　伐
ばつぼく

木等
とう

作
さぎょう

業における安
あんぜん

全対
たいさく

策のあり方
かた

に関
かん

する国
くに

がまとめた報
ほうこくしょ

告書には、「伐
ばつぼく

木作
さぎょう

業又
また

は造
ぞうざい

材作
さぎょう

業につ
いて、地

ちけい

形等
とう

の確
かくにん

認が不
ふじゅうぶん

十分であったこと、伐
ばっとう

倒する立
りゅうぼく

木の形
けいじょう

状に応
おう

じた伐
ばっとう

倒方
ほうほう

法が採
と

られなかったこと
などを原

げんいん

因とする災
さいがい

害が発
はっせい

生している。これらは、事
じぜん

前の調
ちょうさ

査及
およ

び作
さぎょう

業計
けいかく

画の作
さくせい

成が適
てきせつ

切に行
おこな

われていれ
ば防

ぼうし

止できたと考
かんが

えられる」とあります。
　また、
・�伐

ばっとう

倒範
はん い

囲に他
ほか

の作
さぎょういん

業員が立
た

ち入
い

ったことによる災
さいがい

害
・�伐

ばっとう

倒方
ほうこう

向の誤
あやま

りによる災
さいがい

害
・�作

さぎょう

業の方
ほうほう

法を誤
あやま

ったことによる災
さいがい

害
・�不

ふてきせつ

適切なかかり木
ぎ

処
しょ り

理をしたことによる災
さいがい

害
などが発

はっせい

生していると指
してき

摘しています。
　このため、伐

ばつぼく

木作
さぎょう

業を行
おこな

うときは
・�伐

ばっとう

倒範
はん い

囲
・�作

さぎょう

業の方
ほうほう

法及
およ

び伐
ばっとう

倒の順
じゅんじょ

序
・�退

たい ひ

避する場
ばしょ

所の選
せんてい

定方
ほうほう

法
・�かかり木

ぎ

処
しょ り

理の方
ほうほう

法
・�労

ろうどうしゃ

働者が伐
ばっとうぼく

倒木に激
げきとつ

突される危
きけん

険を防
ぼうし

止するための措
そ ち

置
・�労

ろうどう

働災
さいがい

害が発
はっせい

生した場
ばあい

合の応
おうきゅう

急の措
そ ち

置
・�傷

しょう

病
びょうしゃ

者の搬
はんそう

送の方
ほうほう

法
など作

さぎょう

業計
けいかく

画の記
きさい

載内
ないよう

容について示
しめ

しています。

　作
さぎょう

業計
けいかく

画作
さくせい

成で重
じゅうよう

要なポイントは、
・�作

さくせい

成に当
あ

たって事
じぜん

前に行
おこな

う現
げん ち

地の調
ちょうさ

査結
けっ か

果を記
きろく

録すること
・�作

さくせい

成した作
さぎょう

業計
けいかく

画を作
さぎょう

業班
はん

全
ぜんいん

員で共
きょうゆう

有すること
です。
　どんな場

ばしょ

所で、どんな段
だんど

取りで、どんな機
きかい

械を使
つか

い、誰
だれ

がどこを担
たんとう

当するか（山
やまわ

割り）などを、班
はん

の全
ぜんいん

員
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が理
りかい

解し、自
じぶん

分の担
たんとう

当作
さぎょう

業だけではなく工
こうてい

程全
ぜんたい

体を知
し

っておくことは、安
あんぜん

全確
かくほじょう

保上極
きわ

めて重
じゅうよう

要との考
かんが

え方
かた

です。

作
さぎょう
業計
けいかく
画の作

さくせい
成と共

きょうゆう
有方

ほうほう
法

　作
さぎょう

業計
けいかく

画の作
さくせい

成は、作
さぎょう

業責
せきにんしゃ

任者である班
はんちょう

長等
など

が行
おこな

いますが、その書
しょしき

式や記
きさい

載内
ないよう

容を間
まちが

違いなく読
よ

み取
と

り、
理
りかい

解できるように努
つと

めることが現
げんば

場従
じゅうじしゃ

事者に求
もと

められます。
　作

さくせい

成した作
さぎょう

業計
けいかくしょ

画書は、作
さぎょう

業責
せきにんしゃ

任者、現
げんば

場従
じゅうじしゃ

事者全
ぜんいん

員で共
きょう

有
ゆう

し、記
きさい

載事
じこ う

項を理
りかい

解しておくため、次
つぎ

のよ
うな活

かつよう

用方
ほうほう

法があります。
・�朝

ちょうれい

礼、危
きけ ん

険予
よ ち

知活
かつどう

動（危
きけん

険予
よ ち

知ミーティングなど）の場
ば

で全
ぜんいん

員に周
しゅうち

知し、作
さぎょうまえ

業前の安
あんぜん

全対
たいさく

策確
かくにん

認を行
おこな

う。
・�現

げん ば

場（事
じぎょうば

業場）へ移
いどう

動する前
まえ

の作
さぎょう

業手
てじゅん

順確
かくにん

認および説
せつめい

明資
しりょう

料として活
かつよう

用する。
・�作

さぎょう

業計
けいかくしょ

画書を休
きゅうけい

憩施
しせ つ

設などへ掲
けいじ

示し、作
さぎょう

業内
ないよう

容の確
かくにん

認を従
じゅうぎょういん

業員が常
つね

に行
おこな

えるように活
かつよう

用する。
・�社

しゃない

内での安
あんぜん

全教
きょういく

育の資
しりょう

料として活
かつよう

用する。

作
さぎょう
業計
けいかく
画の記

きさ い
載内

ないよう
容

　現
げんば

場（事
じぎょうば

業場）ごとに詳
しょうさい

細に計
けいかく

画を作
さくせい

成します。主
おも

な記
きさ い

載内
ないよう

容は次
つぎ

のとおりです（図
ず

1-4、図
ず

1-5）。
事
じぎょうば

業場（現
げんば

場･団
だん ち

地）名
めい

／作
さぎょう

業場
ばし ょ

所（林
りん

班
ぱん

等
など

）／作
さぎょう

業班
はんめい

名

作
さぎょう

業責
せきにんしゃめい

任者名・連
れんらくさき

絡先

作
さぎょう

業期
きか ん

間

作
さぎょうち

業地の概
がいきょう

況

・�地
ちけ い

形の状
じょうきょう

況：（傾
けいしゃ

斜）平
へいち

地、傾
けいしゃち

斜地、段
だ ん さ ち

差地
・�地

ちし つ

質･水
みず

はけの状
じょうきょう

況：岩
がんせきち

石地・崩
ほうかいち

壊地／転
てん

石
せき

・浮
うきいし

石／水
みず

はけ
・�埋

まいせつぶつ

設物･架
かく う

空線
せん

の近
きんせつ

接の状
じょうきょう

況：埋
まいせつぶつ

設物／架
かくう

空線
せん

 
・�伐

ばっとう

倒対
たいしょう

象の立
りゅうぼく

木の状
じょうきょう

況：樹
じゅしゅ

種／樹
じゅれい

齢／大
おお

きさ／大
おお

きさのばらつき／立
りゅうぼく

木の密
みつ ど

度
・�つるがらみ、枝

えだ

がらみの状
じょうきょう

況
・�枯

こそ ん

損木
ぼく

等
など

の状
じょうきょう

況：枯
こそ ん

損木
ぼく

／風
ふう

倒
とうぼく

木
・�下

かそ う

層植
しょくせい

生の状
じょうきょう

況：かん木
ぼく

／草
そうほん

本
作
さぎょう

業計
けいかく

画の内
ないよう

容

・�作
さぎょう

業の方
ほうほう

法：チェーンソーの使
しよう

用／車
しゃりょう

両系
けい

木
もくざい

材伐
ばっ

出
しゅつ

機
き か い

械の使
しよう

用／その他
ほか

・�伐
ばっとう

倒の方
ほうほう

法：間
かんばつ

伐（定
ていせい

性、列
れつじょう

状）／皆
かいばつ

伐／択
たくばつ

伐／切
きりす

捨て／その他
ほか

・�伐
ばっとう

倒の順
じゅんじょ

序：尾
お ね ぶ

根部から谷
たにぶ

部へ／谷
たにぶ

部から尾
お ね ぶ

根部へ／その他
ほか

・�かかり木
ぎ

の処
しょ り

理の作
さぎょう

業の方
ほうほう

法：車
しゃりょうけいもくざいばっ

両系木材伐出
しゅつ

機
き か い

械／フェリングレバー／ロープ／その他
ほか

・�退
たい ひ

避場
ばし ょ

所設
せってい

定標
ひょうじ

示：テープ表
ひょうじ

示／その他
ほか

・�立
たちいりきんし

入禁止設
せってい

定標
ひょうじ

示：標
ひょうしき

識看
かんばん

板／縄
なわば

張り／カラーコーン／その他
ほか

・�合
あい ず

図の方
ほうほう

法：笛
ふえ

／トランシーバー／手
てばた

旗／その他
ほか

・�伐
ばっとうぼく

倒木等
とう

転
てんらく

落・滑
かつどう

動防
ぼう し

止措
そ ち

置／杭
くいど

止め／支
しちゅう

柱／下
かほう

方の立
たちいりきんし

入禁止／その他
ほか

・�その他
ほか

安
あんぜん

全対
たいさく

策
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No.01　現場作業における安全力

作
さぎょう

業を行
おこな

う場
ばし ょ

所・作
さぎょう

業の方
ほうほう

法の概
がいりゃくず

略図

作
さぎょう

業班
はん

・�作
さ

業
ぎょうしゃめい

者名／チェーンソー使
しよう

用有
う む

無、チェーンソーメーカー、台
だいすう

数
緊
きんきゅう

急時
じ

の対
たいおう

応

・�緊
きんきゅう

急車
しゃりょう

両の走
そうこう

行経
けい ろ

路、緊
きんきゅう

急連
れんらくさき

絡先
・�携

けいたい

帯電
でん わ

話等
など

・無
むせ ん

線通
つうしん

信による通
つうしん

信可
かの う

能範
はん い

囲
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No.01　現場作業における安全力

図
ず

1-4　作
さぎょう

業計
けいかく

画の記
き さ い れ い

載例（伐
ばつぼく

木・造
ぞうざい

材作
さぎょう

業）　事
じぎょう

業の概
がいよう

要①
まるいち

� 出典：厚生労働省「チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン」2020/1/31
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無災害の推進、チームワークとコミュニケーション

No.01　現場作業における安全力

図
ず

1-4　作
さぎょう

業計
けいかく

画の記
き さ い れ い

載例（伐
ばつぼく

木・造
ぞうざい

材作
さぎょう

業）　事
じぎょう

業の概
がいよう

要②
まるに

� 出典：厚生労働省「チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン」2020/1/31
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No.01　現場作業における安全力

図
ず

1-5　作
さぎょう

業計
けいかく

画の記
き さ い れ い

載例（伐
ばつぼく

木・造
ぞうざい

材作
さぎょう

業）  伐
ばっしゅつ

出作
さぎょう

業計
けいかく

画①
まるいち

� 出典：森林環境リアライズ　厚生労働省委託「安全な作業に必要な作業計画の作成支援」2013/1
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無災害の推進、チームワークとコミュニケーション

No.01　現場作業における安全力

図
ず

1-5　作
さぎょう

業計
けいかく

画の記
き さ い れ い

載例（伐
ばつぼく

木・造
ぞうざい

材作
さぎょう

業）  伐
ばっしゅつ

出作
さぎょう

業計
けいかく

画②
まるに

� 出典：森林環境リアライズ　厚生労働省委託「安全な作業に必要な作業計画の作成支援」2013/1
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無災害の推進、チームワークとコミュニケーション

No.01　現場作業における安全力

コミュニケーションの重
じゅうようせいまるに

要性②◯◯　安
あんぜん

全作
さぎょう

業に必
ひつよう

要な現
げ ん ば

場のコミュニケーション

危
きけん
険情
じょうほう
報の共

きょうゆう
有

　班
はんちょう

長からの指
し じ

示の確
かくにん

認や作
さぎょう

業についての報
ほうこく

告・連
れんらく

絡・相
そうだん

談など基
きほんてき

本的なマナーを実
じっこう

行できることがまず
必
ひつよう

要です。また、安
あんぜん

全確
かく ほ

保の面
めん

から、危
きけん

険につながるような発
はっけん

見などを班
はんちょう

長へ報
ほうこく

告するなど、全
ぜんいん

員で共
きょうゆう

有
することが林

りんぎょう

業現
げん ば

場のコミュニケーションでもあります。

●�危
きけ ん

険箇
かし ょ

所の発
はっけん

見、共
きょうゆう

有する情
じょうほうれい

報例
・�倒

とうぼく

木
・�枯

か

れた木
き

、腐
くさ

った木
き

などの危
きけん

険木
ぼく

情
じょうほう

報
・�放

ほう ち

置されているかかり木
ぎ

・�林
りんない

内土
どじょう

壌の水
みずし

染み出
だ

し箇
かし ょ

所
・�作

さぎょう

業道
どう

など路
ろめん

面からの流
りゅうしゅつ

出流
りゅうりょう

量増
ぞう か

加箇
かし ょ

所
・�車

しゃりょう

両系
けい

機
きか い

械が走
そうこう

行する路
ろめん

面、路
ろかた

肩、側
そっこう

溝の損
そんしょう

傷箇
かし ょ

所
・�林

りんぎょう

業機
きか い

械の異
いじょうおん

常音、不
ふ ぐ あ い

具合
・�山

や ま ど ば

土場、丸
まるた

太集
しゅうせき

積の崩
くず

れ

　なお、現
げんば

場での説
せつめい

明において、次
つぎ

のような工
くふう

夫も必
ひつよう

要です。例
たと

えば、位
い ち

置を示
しめ

す場
ばあ い

合に「右
みぎ

」や「左
ひだり

」
といった言

こと ば

葉は適
てきせつ

切ではありませんから、方
ほう い

位を用
もち

いましょう。例
たと

えば「西
にしがわ

側の境
きょうかい

界に沿
そ

って」「○
まるまる

○
作
さぎょう

業道
どう

の南
みなみ

」など。伐
ばっさい

採現
げん ば

場に関
かんけい

係することを伝
つた

える場
ばあい

合、図
ずめん

面（作
さぎょう

業計
けいかくしょ

画書の図
ずめん

面など）に書
か

き込
こ

むか、
現
げんば

場の簡
かんたん

単なスケッチなどで伝
つた

えます。

職
しょくば
場環
かんきょう
境、チームワーク向

こうじょう
上につながるコミュニケーション例

れい

　次
つぎ

のような機
きかい

会を積
せっきょくてき

極的に活
かつよう

用し、チームワーク向
こうじょう

上に努
つと

めることが必
ひつよう

要です。

仕
しごと

事の進
すす

め方
かた

に関
かん

するコミュニケーション例
れい

仕
しご と

事の進
すす

め方
かた

に関
かん

するもの（図
ず

1-6）

・�従
じゅうぎょういん

業員が参
さんか

加するミーティングに必
かなら

ず参
さん か

加し、仕
しごと

事の進
すす

め方
かた

について話
はな

し合
あ

います。
・�事

じ む

務所
しょない

内のボード、掲
けいじばん

示板、共
きょうゆう

有ファイルなどを活
かつよう

用して、必
ひつよう

要な情
じょうほう

報が全
ぜんいん

員で共
きょうゆう

有できるようにします。
職
しょくば

場の人
にんげん

間関
かんけい

係・相
そうご

互支
しえ ん

援に関
かん

するもの

・�自
じぶ ん

分の問
もんだい

題を整
せいり

理したり、課
かだい

題として解
かいけつ

決できるように同
どうりょう

僚や上
じょうし

司に相
そうだん

談したり、支
しえん

援・助
じょげん

言を求
もと

めます。
・�仕

しごとじょう

事上の問
もんだい

題を同
どうりょうかん

僚間で報
ほうこく

告し合
あ

い、相
そうだん

談しやすいように、小
しょうかいごう

会合や日
にっぽう

報を活
かつよう

用します。
・�職

しょくばない

場内でお互
たが

いを理
りか い

解し助
たす

け合
あ

う雰
ふ ん い き

囲気が生
う

まれるよう、日
ひご ろ

頃から意
いしきてき

識的にお礼
れい

を言
い

ったり、懇
こんしん

親の
機
きかい

会を持
も

ち、参
さんか

加するなど工
くふう

夫します。
・�作

さぎょう

業の習
しゅうじゅく

熟や技
ぎの う

能向
こうじょう

上のための職
しょく

場
ば な い

内での訓
くんれん

練の機
きかい

会や研
けんしゅう

修に参
さん か

加します。

資料：�厚生労働省「【2018改訂版】いきいき職場づくりのための参加型職場環境改善の手引き」
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No.01　現場作業における安全力

図
ず

1-6　仕
し ご と

事の進
すす

め方
かた

に関
かん

する事
じぎょう

業所
しょない

内コミュニケーションの例
れい

短
たんじかん
時間の全

ぜんいん
員参

さん か
加ミーティングで情

じょうほう
報共

きょうゆう
有したり、掲

けいじばん
示板などの活

かつよう
用で必

ひつよう
要情

じょうほう
報の共

きょうゆう
有を行

おこな
う。
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無災害の推進、チームワークとコミュニケーション

No.01　現場作業における安全力

労
ろうどう

働災
さいがい

害防
ぼ う し

止の基
き ほ ん

本１
いち

　作
さ

業
ぎょうしゅ

種ごとの安
あんぜん

全装
そ う び

備

チェーンソーによる伐
ばつぼく
木等
とう
作
さぎょう
業の安

あんぜん
全に関

かん
するガイドライン

　保
ほ ご

護具
ぐ

などの安
あんぜん

全装
そう び

備は、ソーチェーンなどが身
からだ

体の一
いちぶ

部に接
せっしょく

触しそうなときに保
ほ ご

護する最
さいご

後の砦
とりで

とな
る重

じゅうよう

要なものです。安
あんぜん

全を守
まも

るため、以
い か

下の点
てん

に注
ちゅうい

意し、保
ほ ご

護具
ぐ

など安
あんぜん

全装
そう び

備の装
そうちゃく

着を徹
てってい

底してください。

安
あんぜん
全装

そう び
備の選

せんてい
定基

きじゅん
準

　森
しんりん

林整
せい び

備（造
ぞうりん

林、育
いく

林
りん

、保
ほい く

育間
かんばつ

伐など）、素
そざい

材生
せいさん

産（伐
ばつぼく

木・造
ぞうざい

材・集
しゅうざい

材）など現
げんば

場の仕
しごと

事に際
さい

しては、安
あんぜん

全
を守

まも

る保
ほ ご

護具
ぐ

を確
かくじつ

実に身
み

につけてください（図
ず

1-7、図
ず

1-8、図
ず

1-9、表
ひょう

1 -1）。防
ぼう ご

護性
せいのう

能が高
たか

く、作
さぎょうせい

業性
が良

よ

いこと、良
りょうこう

好な視
しか い

界がある視
しにん

認性
せい

が高
たか

いもの、人
にんげん

間工
こうがくてき

学的に使
つか

いやすいものを選
えら

んで確
かくじつ

実に装
そうちゃく

着する
ことです。
　保

ほ ご

護具
ぐ

など安
あんぜん

全装
そう び

備の選
せんてい

定にあたっては次
つぎ

の点
てん

に留
りゅうい

意してください。
１
いち

．防
ぼう ご

護ズボン（チェーンソー防
ぼうご

護衣
い

）

前
ぜんめん

面にソーチェーンによる損
そんしょう

傷を防
ふせ

ぐ保
ほ ご ぶ ざ い

護部材が入
はい

っており、日
にほん

本産
さんぎょう

業規
きか く

格（JIS）T8125 -2に適
てきごう

合する
防
ぼうご

護ズボンまたは同
どうとう

等以
いじょう

上の性
せいのう

能を有
ゆう

するものを使
しよう

用すること。なお、既
すで

に刃
は

が当
あ

たって繊
せんい

維が引
ひ

き出
だ

されたものなど、保
ほ ご

護性
せいのう

能が低
てい

下
か

しているものは使
しよう

用しないこと。
２
に

．衣
いふ く

服

ア�　衣
いふ く

服は、刃
はもの

物、工
こうぐ

具、用
ようぐ

具、危
きけん

険な動
どうしょくぶつ

植物、枝
しじょう

条等
など

と皮
ひ ふ

膚との接
せっしょく

触を防
ふせ

ぐため皮
ひ ふ

膚の露
ろしゅつ

出は避
さ

け、
身
からだ

体にあった長
ながそで

袖の上
うわぎ

衣および長
なが

ズボンを着
ちゃくい

衣すること。また、周
しゅうい

囲の物
もの

や機
きか い

械へ引
ひ

っかかること等
など

を防
ぼう し

止するため、袖
そで

じまり、裾
すそ

じまりの良
よ

いものとすること。
イ�　衣

いふ く

服の素
そざい

材は、防
ぼうすいせい

水性と透
とう

湿
しつせい

性を備
そな

えた作
さぎょうせい

業性の高
たか

いものを選
せんてい

定すること。
ウ�　寒

かんれい

冷な環
かんきょう

境において作
さぎょう

業に従
じゅうじ

事するときは、防
ぼうかん

寒に配
はいりょ

慮した肌
はだぎ

着を着
ちゃくい

衣すること。
３
さん

．手
てぶくろ

袋

防
ぼうしん

振および防
ぼうかん

寒に役
やくだ

立つ操
そうさせい

作性のよい手
てぶくろ

袋を使
しよう

用すること。
４
よん

．安
あんぜん

全靴
ぐつ

つま先
さき

、足
あし

の甲
こう ぶ

部、足
あしくび

首および下
かたい

腿の前
まえがわ

側半
はんぶん

分に、ソーチェーンによる損
そんしょう

傷を防
ふせ

ぐ保
ほ ご ぶ ざ い

護部材が入
はい

ってい
るJIS T8125 -3に適

てきごう

合する安
あんぜん

全靴
ぐつ

または同
どうとう

等以
いじょう

上の性
せいのう

能を有
ゆう

するものを使
しよう

用すること。
５
ご

．保
ほ ご ぼ う

護帽、保
ほ ご も う

護網・保
ほ ご

護眼
めが ね

鏡および防
ぼうおん

音保
ほ ご

護具
ぐ

ア�　物
ぶったい

体の飛
ひら い

来または落
らっ か

下による危
きが い

害並
なら

びに墜
ついらく

落による労
ろうどうしゃ

働者の危
きけ ん

険を防
ぼう し

止するため、保
ほ ご ぼ う

護帽を常
つね

に
着
ちゃくよう

用すること。保
ほ ご ぼ う

護帽は、保
ほ ご ぼ う

護帽の規
きかく

格（昭
しょうわごじゅうねん

和50年労
ろうどうしょう

働省告
こく じ

示第
だいろくじゅうろくごう

66号）に適
てきごう

合し、型
かたしき

式検
けんてい

定の標
ひょうしょう

章が
貼
ちょうふ

付されているものを選
せんてい

定すること。
イ�　木

もくへん

片や石
いし

の飛
ひら い

来から顔
かお

や眼
め

を保
ほ ご

護するため、保
ほ ご も う

護網（防
ぼうさいめん

災面）または保
ほ ご

護眼
めが ね

鏡等
など

を使
しよ う

用すること。
ウ�　騒

そうおん

音障
しょうがい

害を防
ぼう し

止するため、チェーンソーや刈
かりはらいき

払機のエンジンを掛
か

けている時
とき

は、耳
みみ

栓
せん

（イヤマフ）等
など

を使
しよ う

用すること。

性
せいのう

能の基
きじゅん

準注
ちゅうい

意事
じこ う

項
○�防

ぼう ご

護ズボン、安
あんぜん

全靴
ぐつ

はJIS、ISOまたはEN規
きか く

格に適
てき

合
ごう

するものを使
しよう

用すること。
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No.01　現場作業における安全力

表
ひょう

1-1　安
あんぜんそう

全装備
び ひ ん

品一
いちらんひょう

覧表

造林作業

地拵え作業
ヘルメット、呼子、防災面（バイザー）、耳栓（イヤマフ）、防蜂ネット、防振用グローブ、
チェーンソー防護衣、刈払機腰バンド、股バンド、すね当て、防護ブーツ、安全靴等
→必要に応じて選択すること

植栽作業 ヘルメット、呼子、防災面（バイザー）、防蜂ネット、グローブ、防護ブーツ、安全靴等
→必要に応じて選択すること

育林作業 下刈り作業 ヘルメット、呼子、防災面（バイザー）、耳栓（イヤマフ）、防蜂ネット、防振用グローブ、
刈払機腰バンド、股バンド、すね当て、防護ブーツ、安全靴等

伐倒作業
保育間伐
利用間伐
主伐

ヘルメット、呼子、防災面（バイザー）、耳栓（イヤマフ）、防振用グローブ、チェーンソ
ー防護衣（防護ズボン）、防護ブーツ、安全靴等

造材作業 造材作業 ヘルメット、呼子、防災面（バイザー）、耳栓（イヤマフ）、防振用グローブ、チェーンソ
ー防護衣（防護ズボン）、防護ブーツ、安全靴等

集材作業 集材作業 ヘルメット、呼子、防災面（バイザー）、耳栓（イヤマフ）、防振用グローブ、チェーンソ
ー防護衣（防護ズボン）、防護ブーツ、安全靴等

資料：全国森林組合連合会「FW集合研修の改善に係る検討委員会報告書」2019/3

図
ず

1-7　�安
あんぜん

全装
そ う び れ い

備例�  
（造

ぞうりん
林・育

いく
林
りん

作
さぎょう

業）
図
ず

1-8　�安
あんぜん

全装
そ う び れ い

備例 
（下

し た が
刈り作

さぎょう
業）

図
ず

1-9　�安
あんぜん

全装
そ う び れ い

備例�  
（伐

ばつぼく
木・造

ぞうざい
材・集

しゅうざい
材作

さぎょう
業）
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○�保
ほ ご ぶ ざ い

護部材があり、JIS等
とう

の規
きか く

格を満
み

たす地
じ か た び

下足袋はガイドラインに適
てきごう

合すること。
○�安

あんぜん

全靴
ぐつ

の下
かた い

腿の前
まえがわ

側半
はんぶん

分に保
ほ ご ぶ ざ い

護部材がない場
ばあい

合は、すね当
あ

てを使
しよう

用すること。

資料：�厚生労働省「チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン」2020/1/31
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労
ろうどう

働災
さいがい

害防
ぼうし

止の基
きほ ん

本２
に

　労
ろうどう

働災
さいがい

害防
ぼうし

止、安
あんぜん

全衛
えいせい

生のルール、活
かつどう

動

作
さぎょう
業手
てじゅん
順の励

れいこう
行

　森
しんりん

林整
せい び

備、素
そざい

材生
せいさん

産などの現
げんば

場作
さぎょう

業では、作
さぎょう

業手
てじゅん

順が必
かなら

ず定
さだ

められています。基
きほん

本は、厚
こうせい

生労
ろうどうしょう

働省が示
しめ

す「チェーンソーによる伐
ばつぼく

木等
とう

作
さぎょう

業の安
あんぜん

全に関
かん

するガイドライン」、安
あんぜん

全確
かく ほ

保のための関
かんけい

係法
ほうれい

令での規
きせ い

制
を土

どだい

台にしたものです。
　例

たと

えば、伐
ばつぼく

木では、
・�作

さぎょうまえ

業前の準
じゅんび

備（位
い ち

置、地
ちけい

形、風
ふうこう

向、風
ふうそく

速や樹
じゅしゅ

種、重
じゅうしん

心、つる・枝
えだ

の状
じょうたい

態、枯
か

れ枝
えだ

の有
う む

無などの確
かくにん

認）
・�立

たちいりきんし

入禁止区
くいき

域および退
たいひ

避の確
かくにん

認
・�伐

ばっさい

採作
さぎょう

業（受
う

け口
くち

切
ぎ

り、追
お

い口
くち

切
ぎ

り、くさびの打
う

ち込
こ

み、伐
ばっとう

倒および退
たいひ

避）
といった作

さぎょう

業手
てじゅん

順です。
　作

さぎょう

業手
てじゅん

順は、第
だいいち

一は作
さぎょう

業の安
あんぜん

全を確
かくほ

保するためであり、加
くわ

えて作
さぎょう

業結
けっ か

果の質
しつ

を高
たか

め、効
こうりつ

率良
よ

く作
さぎょう

業をチ
ームとして行

おこな

うためにそれぞれの事
じぎょうしょ

業所で定
さだ

められています。
　重

じゅうよう

要な点
てん

は、作
さぎょう

業手
てじゅん

順は安
あんぜん

全衛
えいせい

生に配
はいりょ

慮したものですから、安
あんぜん

全衛
えいせいじょう

生上必
ひつよう

要なことや、やってはいけな
いことなどが示

しめ

されていますので、なぜそのような決
き

まりがあるのかを学
まな

び、手
てじゅん

順を守
まも

った作
さぎょう

業を徹
てってい

底し
ましょう。
　注

ちゅうい

意事
じこ う

項は、以
い か

下のとおりです。
・� 安

あんぜんじょう

全上やるべきこと、やってはならないことについて、関
かんけい

係法
ほうれい

令や職
しょくば

場でのルールを守
まも

ること
・� 作

さぎょう

業手
てじゅん

順がわからない時
とき

は、そのままとせず責
せきにんしゃ

任者（作
さぎょう

業班
はんちょう

長等
など

）に必
かなら

ず確
かくにん

認すること
・� 慣

な

れによるケガに注
ちゅうい

意し、軽
かる

はずみな動
どうさ

作や強
ごういん

引な動
どうさ

作をしないこと

　なお、作
さぎょう

業手
てじゅん

順については、事
じぎょうしょ

業所がリスクアセスメントを行
おこな

い、より安
あんぜん

全なものとするような見
みなお

直し
を行

おこな

うことも大
たいせつ

切です。

ヒヤリハット活
かつどう
動の概

がいよう
要

　ヒヤリハット活
かつどう

動（HH活
かつどう

動）とは、仕
しごと

事をしていてもう少
すこ

しでケガをするところだったなど、「ヒヤっ
とした」あるいは「ハッとした」ことを取

と

り上
あ

げ、災
さいがい

害防
ぼう し

止に結
むす

びつけることが目
もくてき

的で始
はじ

まった活
かつどう

動です。
作
さぎょう

業現
げん ば

場にはどのような危
きけん

険があるのかを把
はあく

握する効
こうかてき

果的な方
ほうほう

法です（図
ず

1-10）。

「ヒヤリハット活
かつどう

動」実
じっし

施のポイント
①
まるいち

ヒヤリハット経
けいけん

験の報
ほうこく

告
記
きお く

憶は時
じかん

間が経
た

つとともに薄
うす

れます。終
しゅうぎょう

業時
じ

に所
しょてい

定の用
ようし

紙で報
ほうこく

告をします（図
ず

1-11）。
②
まるに

報
ほうこくしゃ

告者の責
せきにん

任を追
ついきゅう

及しない
ヒヤリハットは不

ふあんぜん

安全な行
こうどう

動により発
はっせい

生しますが、報
ほうこくしゃ

告者の責
せきにん

任は追
ついきゅう

及せず、職
しょくば

場の安
あんぜん

全活
かつどう

動のみでの
使
しよう

用を徹
てってい

底します。そうしないと、報
ほうこく

告が出
で

てこないこととなります。
③
まるさん

ヒヤリハットを改
かいぜん

善に生
い

かす
報
ほうこく

告した後
あと

に作
さぎょう

業責
せきにんしゃ

任者、経
けいえい

営幹
かん ぶ

部による改
かいぜん

善が行
おこな

われ、従
じゅうぎょういん

業員に共
きょうゆう

有されなければなりません。それ
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報告書を作成

安全担当が 関係者※で

※職長の代理も可

コメントを記入 具体的な
安全対策を検討

安全対策を
周知する

体験者など※が 全員に

※安全担当者・各部
署の責任者など

図
ず

1-10　ヒヤリハット活
かつどう

動の実
じ っ し

施方
ほうほう

法（フロー）

出典：�厚生労働省新潟労働局WEBサイト�
「ヒヤリハット事例・想定ヒヤリ 報告制度の導入について（例）」

図
ず

1-11　ヒヤリハット報
ほうこくしょ

告書の書
しょしきれい

式例

出典：�厚生労働省 新潟労働局WEBサイト� �
「�ヒヤリハット事例・想定ヒヤリ 報告制度の��
導入について（例）」�
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がヒヤリハット活
かつどう

動への参
さんか

加動
どう き

機付
づ

けになります。ヒヤリハットにつながる危
きけん

険の根
こんぽん

本原
げんいん

因に立
た

ち返
かえ

り、
早
そうき

期の対
たいさく

策を行
おこな

うことが重
じゅうよう

要とされます。
④
まるよん

ヒヤリハット情
じょうほう

報の共
きょうゆう

有
「ヒヤリハット」情

じょうほう

報は、職
しょくば

場で同
どうしゅ

種の作
さぎょう

業を行
おこな

っている人
ひと

に早
そう き

期に知
し

らせ、再
ふたた

び同
おな

じことが繰
く

り返
かえ

さ
れないようにすることが大

だいじ

事です。

　厚
こうせい

生労
ろうどうしょう

働省が示
しめ

すヒヤリハット報
ほうこくしょ

告書の書
しょしきれい

式例を以
い か

下に示
しめ

します。

ハインリッヒの法
ほうそく

則
　多

おお

くの労
ろうどう

働災
さいがい

害を分
ぶんせき

析すると、１
いっ

件
けん

の死
しぼ う

亡・重
じゅうしょう

傷災
さいがい

害が発
はっせい

生した場
ばあ い

合、それと同
おな

じ原
げんいん

因で2
にじゅうくけん

9件の軽
けいしょう

傷
災
さいがい

害が、また同
おな

じ性
せいしつ

質の無
むしょうがい

傷害事
じ こ

故が3
さんびゃく

00件
けん

伴
ともな

っていることがわかりました。これをハインリッヒの法
ほうそく

則
と言

い

います。
　この3

さんびゃく

00件
けん

の無
むしょうがい

傷害事
じ こ

故（ヒヤリハット）を減
へ

らすことで、軽
けいしょう

傷災
さいがい

害、重
じゅうしょう

傷災
さいがい

害を減
へ

らすことが期
きたい

待でき
ますので、死

ししょう

傷災
さいがい

害を事
じぜん

前に防
ぼうし

止するための有
ゆうえき

益な情
じょうほう

報ということになります。

資料：�厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署「製造業向け 未熟練労働者に対する安全衛生教育マニュアル」2016/3

危
きけ ん
険予

よ ち
知トレーニングの概

がいよう
要

　人
にんげん

間はだれでも勘
かんちが

違い、思
おも

い込
こ

み、ついうっかりといった経
けいけん

験があると思
おも

います。これらのヒューマン
エラーが労

ろうどう

働災
さいがい

害の原
げんいん

因の大
おお

きな割
わりあい

合を占
し

めています。そのヒューマンエラーに起
きいん

因する労
ろうどう

働災
さいがい

害を防
ふせ

ぐ
ための手

しゅほう

法の１
ひと

つに危
きけん

険予
よ ち

知トレーニング（KYT）があります。ローマ字
じ

のＫＹＴは、危
きけん

険のＫ、予
よ ち

知のＹ、
トレーニングのＴをとったものです。
　危

きけ ん

険予
よ ち

知トレーニングは、職
しょくば

場や作
さぎょう

業の危
きけ ん

険についての話
はな

し合
あ

い方
かた

の手
てじゅん

順です。1
じゅうご

5～
から

2
にじゅう

0のバリエー
ションがあり、その中

なか

で基
きほ ん

本になっているのが、危
きけん

険予
よ ち

知トレーニング基
き そ

礎４
よん

R（ラウンド）法
ほう

です。この
方
ほうほう

法は、１
いち

Rでこの作
さぎょう

業に、どんな危
きけん

険が潜
ひそ

んでいるか、工
こうてい

程の前
ぜん ご

後を予
よそ く

測して話
はな

し合
あ

います。この時
とき

、
作
さぎょう

業の様
よう す

子を描
えが

いた簡
かんたん

単なイラストシートがあると話
はなし

に集
しゅうちゅう

中できます。２
に

Rでは、１
いち

Rで出
で

た問
もんだい

題の中
なか

か
ら最

もっと

も危
き け ん

険なポイントを絞
しぼ

り込
こ

み、指
ゆび さ

差し唱
しょうわ

和で確
かくにん

認し、３
さん

Rでは危
きけ ん

険のポイントに対
たい

する対
たいさく

策を出
だ

し
ます。４

よん

Rでは、その対
たいさく

策の中
なか

から有
ゆうこう

効で実
じっこうかのう

行可能な対
たいさく

策を決
き

め、チームの行
こうどう

動目
もくひょう

標を作
さくせい

成し、みんなで
指
ゆび さ

差し唱
しょうわ

和します。最
さい ご

後に確
かくにん

認として指
ゆび

差
さ

し呼
こしょう

称項
こうもく

目を設
せってい

定し、みんなで実
じっせん

践行
こうどう

動の意
い し

志を込
こ

めて３
さん

回
かい

指
ゆび さ

差し呼
こ

称
しょう

します（写
しゃしん

真1-1）。
　基

き そ

礎４
よん

R法
ほう

は討
とう ぎ

議の経
けい か

過を紙
かみ

に記
きろ く

録しながら進
すす

めますが、これを口
こうとう

頭で数
すうふん

分で完
かんりょう

了させるのを「ワンポ
イントKYT」といい、現

げんば

場作
さぎょう

業の実
じっせん

践向
む

き手
しゅほう

法です。
　行

こうどう

動目
もくひょう

標の作
さくせい

成のポイントは、具
ぐたいてき

体的に肯
こうていてき

定的に表
ひょうげん

現することです。「何
なになに

々しないようにしよう。ヨシ」
ではなくて「何

なになに

々しよう！」と前
まえむ

向きに表
ひょうげん

現します。例
たと

えば「伐
ばっとう

倒の際
さい

に退
たい ひ

避場
ばし ょ

所確
かくにん

認を忘
わす

れずにしよう」
という言

い

い方
かた

はよくありません。これでは何
なに

をどう注
ちゅうい

意するかわかりません。もっと具
ぐたいてき

体的な対
たいさく

策が必
ひつよう

要
です。例

たと

えば「斜
しゃめん

面斜
なな

め上
じょうほう

方に退
たい ひ

避、ヨシ」というようにします。
　行

こうどう

動目
もくひょう

標の唱
しょうわ

和や指
ゆびさ

差し呼
こしょう

称を行
おこな

うとは、この作
さぎょう

業では「これを必
かなら

ず守
まも

る」というチームの決
けつい

意表
ひょうめい

明に
なります。指

ゆびさ

差し呼
こしょう

称することで、誤
あやま

りの発
はっせいりつ

生率が何
なに

もしない時
とき

の６
ろく

分
ぶん

の１
いち

に減
へ

ると言
い

われています。口
くち
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や腕
うで

の筋
きんにく

肉を使
つか

えば神
しんけい

経が刺
しげき

激され、それが脳
のう

を刺
しげ き

激し、意
いしき

識レベルを上
あ

げることができるからです。
　危

きけん

険予
よ ち

知トレーニングの仕
し あ

上げには「タッチ・アンド・コール」を行
おこな

います。手
て

を重
かさ

ねたり触
ふ

れ合
あ

った
りして、「ゼロ災

さい

でいこうヨシ！」と声
こえ

を合
あ

わせて指
ゆび さ

差し唱
しょうわ

和します。これがチームワークを高
たか

めます。
単
たん

に安
あんぜん

全の手
しゅほう

法でなく、人
にんげん

間を尊
そんちょう

重しよう、職
しょくば

場を大
だいじ

事にしようという思
しそう

想が流
なが

れています。

リスクアセスメント活
かつどう
動の概

がいよう
要

　リスクアセスメントは、作
さぎょう

業における潜
せんざいてき

在的な「危
きけんせい

険性または有
ゆうがいせい

害性」を見
み

つけ出
だ

し、そのリスクの
程
ていど

度により優
ゆうせんど

先度をつけて、これを除
じょきょ

去、低
ていげん

減するための手
しゅほう

法です。労
ろうどう

働災
さいがい

害をできるだけ発
はっせい

生させない
ように、もし発

はっせい

生したとしても重
じゅうとく

篤な災
さいがい

害とならないようにする効
こうかてき

果的な手
しゅほう

法です。
　リスクアセスメントは、ヒヤリハット情

じょうほう

報や、作
さぎょう

業手
てじゅんしょ

順書をもとに実
じっし

施することもできますので、作
さぎょう

業
経
けいけん

験が少
すく

ない現
げんば

場従
じゅうじしゃ

事者が安
あんぜん

全に作
さぎょう

業を進
すす

める上
うえ

でも効
こうか

果のある手
しゅほう

法です。
　リスクアセスメントは、管

かんりしゃ

理者、安
あんぜん

全衛
えいせい

生推
すいしんしゃ

進者、作
さぎょう

業班
はんちょう

長など現
げんば

場管
かんりしゃ

理者、現
げんば

場従
じゅうじしゃ

事者など複
ふくすう

数（３
さん

～
から

５
ご

名
めい

程
てい ど

度を目
めやす

安）で実
じっし

施しますので、まず実
じっししゃ

施者を決
けってい

定することから始
はじ

めます。手
てじゅん

順は図
ず

1-12のとおり
です。

　進
すす

め方
かた

の主
おも

なポイントは次
つぎ

のとおり。
	 �１

いち

の「危
きけん

険・有
ゆうがい

害要
よういん

因の洗
あら

い出
だ

し」では、人
ひと

（作
さぎょう

業・行
こうどう

動）、物
もの

（道
どう ぐ

具、林
りんぎょう

業機
きか い

械、設
せつび

備）、作
さぎょう

業環
かんきょう

境など
さまざまな面

めん

を確
かくにん

認します。
　例

たと

えば、
・�伐

ばっさい

採作
さぎょう

業における危
きけんぼく

険木
・�伐

ばっさい

採作
さぎょう

業において他
た

の作
さ

業
ぎょうしゃ

者が危
きけ ん

険区
くい き

域に入
はい

ること（人
ひと

の行
こうどう

動）
というようにさまざまな危

きけん

険・有
ゆうがい

害要
よういん

因を洗
あら

い出
だ

します。

写
しゃしん

真1-1　�危
き け ん

険予
よ ち

知トレーニングの仕
し あ

上げ 
「タッチ・アンド・コール」�
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	 �２
に

の「リスクの評
ひょうか

価」は危
きけんせい

険性・有
ゆうがいせい

害性の大
おお

きさ（重
じゅうとくど

篤度）と危
きけん

険発
はっせい

生の可
かのうせい

能性（可
かのうせい

能性の度
ど あ

合い）の観
かんてん

点
でリスクを評

ひょうか

価します。その例
れい

は次
つぎ

のとおりです。
（第

だい

１
いち

段
だんかい

階）
・�「災

さいがい

害になる可
かのうせい

能性」と「災
さいがい

害になったときのケガの程
ていど

度」を、現
げんば

場（事
じぎょうば

業場）であらかじめ定
さだ

められ
た区

くぶん

分基
きじゅん

準に従
したが

って区
くぶ ん

分します。
・�「災

さいがい

害発
はっせい

生の可
かのうせい

能性」→ 「高
たか

い×、可
かのうせい

能性がある△、ほとんどない○」
・�「災

さいがい

害の重
じゅうとくど

篤度」→ 「重
じゅうだい

大×、中
ちゅう

程
て い ど

度△、軽
けいど

度○」
（第

だい

２
に

段
だんかい

階）
　上

じょうき

記の２
ふた

つの区
くぶん

分をもとに、別
べつ

に定
さだ

められた見
みつもりひょう

積表をもとに、リスクを見
み つ

積もります。ここでは、表
ひょう

1 -2の見
みつもりひょう

積表（マトリクス方
ほうしき

式）で行
おこな

うこととします。
	 �３

さん

の「リスクの低
ていげん

減」は、上
じょうき

記第
だい

２
に

段
だんかい

階で行
おこな

ったリスクの評
ひょうか

価から対
たいおう

応措
そ ち

置について優
ゆうせんど

先度を決
けってい

定しま
す（表

ひょう

1 -3）。

危
きけ ん
険の見

み
える化

か
活
かつどう
動

　「危
きけん

険の見
み

える化
か

」とは、作
さぎょう

業現
げん ば

場に潜
ひそ

む危
きけ ん

険や、安
あんぜん

全のため注
ちゅうい

意すべき事
じこう

項などを可
か し か

視化（見
み

える化
か

）
することで、より効

こうかてき

果的な安
あんぜん

全活
かつどう

動を行
おこな

うものです。
　「危

きけ ん

険の見
み

える化
か

」は、危
きけ ん

険認
にんしき

識や作
さぎょうじょう

業上の注
ちゅうい

意喚
かん き

起をわかりやすく知
し

らせることができ、また、経
けいけん

験

・・・

・・・

・・・

危険なこと、有害なこと（危険・有害要因）
を洗い出します。複数の人によるさまざ
まな視点で確認すると良いでしょう。

洗い出された要因を、危険性・有害性の
大きさ（重篤度）と、危害発生の可能性（可
能性の度合い）の観点でリスクとして評
価します。

評価結果をもとに、リスクの大きな項目
から、リスク低減策を検討し、対策を実
施します。
対策を行ったら、再度リスクを評価して、
対策の必要性を検討します。

１．危険・有害要因の洗い出し

２．リスクの評価

３．リスクの低減

リスクアセスメントの進め方・考え方

図
ず

1-12　リスクアセスメントの進
すす

め方
かた

資料：�厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署� �
「製造業向け 未熟練労働者に対する安全衛生教育マニュアル」2016/3�
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表
ひょう

1-2　リスクの評
ひょうか

価方
ほうほう

法（評
ひょうかひょう

価表）

� 重篤度
可能性�

重大
×

中程度
△

軽度
◯

高い　　　　　　　　× Ⅲ Ⅲ Ⅱ

可能性ある　　　　　△ Ⅲ Ⅱ Ⅰ

ほとんどない　　　　◯ Ⅱ Ⅰ Ⅰ

Ⅲ：重大なリスク、Ⅱ：速やかにリスク低減必要、Ⅰ：必要に応じてリスク低減

資料：�厚生労働省委託�
一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会�
「平成24年度リスクアセスメント研修事業　受講者用テキスト」

表
ひょう

1-3　リスク評
ひょうか

価から対
たいおう

応措
そ ち

置について優
ゆ う せ ん ど

先度を決
けってい

定

リスクレベル
（優先度） リスクの程度 対応措置

Ⅲ 直ちに解決すべき、または重大なリスク
がある。

措置を講ずるまで作業停止する必要がある。
十分な経営資源（費用と労力）を投入する必要がある。

Ⅱ 速やかにリスク低減措置を講ずる必要の
あるリスクがある。

措置を講ずるまで作業を行わないことが望ましい。
優先的に経営資源（費用と労力）を投入する必要がある。

Ⅰ 必要に応じてリスク低減措置を実施すべ
きリスクがある。

必要に応じてリスク低減措置を実施する。

資料：厚生労働省委託　一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「平成24年度リスクアセスメント研修事業　受講者用テキスト」

の少
すく

ない従
じゅうじしゃ

事者も参
さんか

加しやすいなど、安
あんぜん

全確
かく ほ

保のための有
ゆうこう

効なツールです。 「危
きけ ん

険の見
み

える化
か

」を行
おこな

った
ときは、なぜ危

きけん

険か、どのように安
あんぜん

全な作
さぎょう

業をしなければならないかを作
さぎょう

業責
せきにんしゃ

任者（班
はんちょう

長）などから学
まな

んで
おくことが必

ひつよう

要です。

危
きけん

険の見
み

える化
か

の方
ほうほう

法
　なによりもまず、危

きけん

険の見
み

える化
か

ツールを活
かつよう

用して危
きけん

険箇
かし ょ

所を明
めいじ

示する方
ほうほう

法があります。危
きけん

険マップ、
危
きけん

険マーカー、危
きけん

険ステッカーなどで、その活
かつよう

用方
ほうほう

法は厚
こうせい

生労
ろうどうしょう

働省から示
しめ

されています。
・�危

きけ ん

険マップとは、職
しょくば

場の平
へいめんず

面図等
など

に労
ろうどう

働災
さいがい

害発
はっせい

生の危
きけん

険のおそれのある箇
かしょ

所を明
めいじ

示して、注
ちゅうい

意を喚
かんき

起す
るためのものです。
・�危

き け ん

険マーカー（図
ず

1-13）は、マップの危
きけ ん

険箇
か し ょ

所に貼
は

り付
つ

けるもので、遵
じゅんしゅ

守すべき事
じこ う

項のコメントを
付
ふ せ ん し

箋紙等
など

で示
しめ

すようにします。
・�危

きけ ん

険ステッカー（図
ず

1-14）は、危
きけん

険箇
かし ょ

所等
など

に貼
は

り付
つ

け、危
きけん

険箇
かし ょ

所と危
きけん

険内
ないよう

容を警
けいこく

告するためのものです。
空
くうらん

欄には、危
きけん

険の内
ないよう

容、危
きけん

険への注
ちゅうい

意事
じこ う

項、安
あんぜん

全のため守
まも

るべき事
じこう

項などを記
きにゅう

入します。
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　事
じぎょうば

業場の危
きけ ん

険な部
ぶぶ ん

分を目
め

で見
み

てわかるようにすることは、大
たいへん

変大
おお

きな効
こう か

果があります。このため、
各
かくじぎょうば

事業場では工
くふう

夫をこらし、見
み

える化
か

に取
と

り組
く

むことが必
ひつよう

要とされます。皆
みな

さんの事
じぎょうば

業場でも、これらの
事
じれい

例を参
さんこう

考に、危
きけん

険の見
み

える化
か

に取
と

り組
く

みましょう。
　例

たと

えば、危
きけんぼく

険木（枯
か

れ木
き

、腐
ふきゅう

朽木
ぼく

など）を示
しめ

した地
ち ず

図作
さくせい

成、危
きけんぼく

険木への目
めじるし

印テープの巻
ま

き付
つ

けなど、工
くふう

夫
できることはたくさんあるはずです。
本文の資料：

厚生労働省　都道府県労働局　労働基準監督署「製造業向け 未熟練労働者に対する安全衛生教育マニュアル」2016/3／厚生労
働省「職場のあんぜんサイト」／厚生労働省「チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン」2020/1/31／厚
生労働省労働基準局安全衛生部「伐木等作業における安全対策のあり方に関する検討会報告書」／厚生労働省委託　森林環境リア
ライズ「安全な作業に必要な作業計画の作成支援」2013/1／鶴岡政明「イラスト図解　林業機械・道具と安全衛生」全国林業
改良普及協会

図
ず

1-13　危
き け ん

険マーカーの例
れい

墜落・転落転倒 腰痛 災害

図
ず

1-14　危
き け ん

険ステッカーの例
れい
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講
こ う ぎ

義のねらい
心
しんしん
身の健

けんこう
康維

い じ
持が屋

おくがい
外労

ろうどう
働である林

りんぎょう
業にとって重

じゅうよう
要であることを認

にんしき
識し、一

いっぱんてき
般的に学

がくしゅう
習

機
きか い
会が少

すく
ない健

けんこう
康管

かん り
理全

ぜんぱん
般の知

ちしき
識を学

まな
ぶことで就

しゅうぎょう
業生

せいかつ
活の土

どだい
台づくりへの意

いしき
識を養

やしな
う。

キーワード
腰
ようつう
痛予

よぼ う
防体

たいそう
操、転

てんとう
倒防

ぼう し
止、健

けんこう
康経

けいえい
営、プレゼンティーイズム損

そんしつ
失、生

せいかつ
活習

しゅうかん
慣リスク、

熱
ねっちゅうしょう
中症、熱

ねつ
失
しっしん
神、熱

ねつ
けいれん、熱

ねつ
疲
ひろ う
労、熱

ねっしゃびょう
射病、食

しょくじ
事バランスガイド、疲

ひろう
労蓄

ちくせきど
積度

健
けんこう
康管

か ん り
理

無
む さ い が い

災害の推
すいしん

進、チームワークとコミュニケーション

No.02

No.02　健康管理
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屋
おくがい

外労
ろうどう

働と健
けんこう

康管
か ん り

理１
いち

　屋
おくがい

外労
ろうどう

働の特
とくちょう

徴と気
き

をつけるべき点
てん

作
さぎょうまえ
業前の準

じゅんび
備体

たいそう
操の重

じゅうようせい
要性

　さまざまな職
しょくば

場で始
しぎょうまえ

業前の体
たいそう

操が行
おこな

われています。林
りんぎょう

業でも同
どうよう

様に身
からだ

体をほぐし、従
じゅうじしゃ

事者の健
けんこう

康維
い じ

持、
事
じ こ

故を防
ふせ

ぐために体
たいそう

操が重
じゅうよう

要なことは同
おな

じです。
　とりわけ、林

りんぎょう

業現
げん ば

場においては
・�重

おも

いものを扱
あつか

う作
さぎょう

業があること（腰
ようつう

痛予
よぼ う

防対
たいさく

策が必
ひつよう

要）
・�斜

しゃめん

面での転
てんとう

倒のおそれがあること（転
てんとう

倒防
ぼう し

止対
たいさく

策が必
ひつよう

要）
・�高

こうおん

温多
たし つ

湿環
かんきょう

境での作
さぎょう

業も避
さ

けられないこと（熱
ねっちゅうしょう

中症対
たいさく

策が必
ひつよう

要、後
こうじゅつ

述）
といった仕

しごと

事環
かんきょう

境を考
かんが

えた身
から だ

体の準
じゅんび

備が必
ひつよう

要とされます。

腰
ようつう

痛予
よぼ う

防体
たいそう

操
　重

おも

いものを扱
あつか

う作
さぎょう

業に従
じゅうじ

事する場
ばあい

合、職
しょくば

場における腰
ようつう

痛予
よぼ う

防対
たいさく

策を行
おこな

うことを国
くに

が定
さだ

めています（厚
こうせい

生
労
ろうどうしょう

働省「職
しょくば

場における腰
ようつう

痛予
よぼ う

防対
たいさく

策指
しし ん

針」2
にせんじゅうさん

013（平
へいせいにじゅうご

成25）年
ねん

）。
　腰

ようつう

痛予
よぼ う

防方
ほうほう

法として、国
くに

の指
しし ん

針では、
・�適

てき ぎ

宜、筋
きん

疲
ひろ う

労回
かいふく

復、柔
じゅうなんせい

軟性、リラクセーションを高
たか

めることを目
もくてき

的として、腰
ようつう

痛予
よぼ う

防体
たいそう

操を実
じっし

施させる
こと
・�腰

ようつう

痛予
よぼ う

防体
たいそう

操を行
おこな

う時
じ き

期は作
さぎょう

業開
かいしまえ

始前、作
さぎょうちゅう

業中、作
さぎょう

業終
しゅうりょう

了後
ご

等
など

が考
かんが

えられるが、疲
ひろう

労の蓄
ちくせき

積度
ど あ

合い等
など

に
応
おう

じて適
てきぎ

宜、腰
ようつう

痛予
よぼ う

防体
たいそう

操を実
じっし

施する時
じかん

間・場
ばしょ

所が確
かくほ

保できるよう配
はいりょ

慮すること
と事

じ

業
ぎょうしゃ

者へ指
しど う

導しています。このように職
しょくば

場で体
たいそう

操・ストレッチなどを行
おこな

い、腰
ようつう

痛を予
よぼう

防することが求
もと

め
られていますので、研

けんしゅうせい

修生の皆
みな

さんは自
みずか

ら率
そっせん

先して腰
ようつう

痛予
よぼ う

防に取
と

り組
く

みましょう。

転
てんとう

倒防
ぼう し

止対
たいさく

策としてのストレッチ
　全

ぜんぎょうしゅ

業種について見
み

ると、転
てんとう

倒による災
さいがい

害は最
もっと

も多
おお

い労
ろうどう

働災
さいがい

害（休
きゅうぎょう

業４
よっ

日
か

以
いじょう

上）で、しかも休
きゅうぎょう

業期
きか ん

間が長
なが

い
（１

いっ

カ月
げつ

以
いじょう

上が約
やく

６
ろく

割
わり

）という傾
けいこう

向があります。転
てんとう

倒災
さいがい

害を防
ふせ

ぐため、厚
こうせい

生労
ろうどうしょう

働省は労
ろうどう

働災
さいがい

害防
ぼう し

止団
だんたい

体とと
もに「ＳＴＯＰ！転

てんとう

倒災
さいがい

害プロジェクト」を推
すいしん

進しています。
　予

よぼう

防対
たいさく

策の１
ひと

つとして、ストレッチ体
たいそう

操や転
てんとう

倒予
よぼ う

防のための運
うんどう

動を積
せっきょくてき

極的に行
おこな

うことが提
ていしょう

唱されていま
す。

チェーンソーや刈
かりはらいき

払機作
さぎょう

業を行
おこな

う際
さい

の体
たいそう

操
　チェーンソーや刈

かりはらいき

払機ではエンジンの振
しんどう

動が身
から だ

体への影
えいきょう

響を及
およ

ぼすことから、これを防
ぼう し

止するための
体
たいそう

操が必
ひつよう

要とされます。
　「チェーンソー取

とりあつか

扱い作
さぎょう

業指
しし ん

針」（厚
こうせい

生労
ろうどうしょう

働省）では、チェーンソー作
さぎょう

業を行
おこな

う際
さい

に「体
たいそう

操等
とう

の実
じっ し

施」を
次
つぎ

のように定
さだ

めています。
　「筋

きんにく

肉の局
きょくぶてき

部的な疲
つか

れをとり、身
しんたい

体の健
けんこう

康を保
ほ じ

持するため、作
さぎょう

業開
かいしまえ

始前、作
さぎょうかん

業間及
およ

び作
さぎょう

業終
しゅうりょうご

了後に、
首
くび

、肩
かた

の回
かいてん

転、ひじ、手
て

、指
ゆび

の屈
くっしん

伸、腰
こし

の曲
ま

げ伸
の

ばし、腰
こし

の回
かいてん

転を主
しゅたい

体とした体
たいそう

操及
およ

びマッサージを毎
まいにち

日
行
おこな

うこと。」
　また、刈

かりはらいき

払機についても同
どうよう

様です。
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　チェーンソーや刈
かりはらいき

払機を使
つか

う作
さぎょう

業においては、上
じょうき

記の部
ぶ い

位での屈
くっしん

伸、ストレッチを十
じゅうぶん

分に行
おこな

うようにし
ましょう。

重
じゅうだい
大事

じ こ
故を起

お
こさないために

　ヒヤリハット活
かつどう

動や危
きけ ん

険予
よ ち

知活
かつどう

動（KYT）、リスクアセスメントなど事
じ こ

故を起
お

こさないための自
じしゅてき

主的な
安
あんぜん

全衛
えいせい

生活
かつどう

動については、本
ほん

テキストの「№01 現
げん ば

場作
さぎょう

業における安
あんぜんりょく

全力」で紹
しょうかい

介したとおりです。重
じゅうだい

大
事
じ こ

故を起
お

こさないための健
けんこう

康管
かんりめん

理面での注
ちゅういてん

意点としては、前
ぜんこう

項に挙
あ

げた転
てんとう

倒防
ぼう し

止対
たいさく

策としてのストレッチ、
運
うんどう

動などを行
おこな

うことが挙
あ

げられます。
　もう１

ひと

つ重
じゅうよう

要な点
てん

は、事
じ こ

故発
はっせい

生につながりかねない病
びょうき

気、身
から だ

体の不
ふ ぐ あ い

具合を事
じぜ ん

前に把
はあ く

握することです。
法
ほうれい

令では、事
じ

業
ぎょうしゃ

者は従
じゅうぎょういん

業員に対
たい

して年
ねん

１
いっ

回
かい

、定
て い き

期健
けんこう

康診
しんだん

断を実
じっ し

施することと定
さだ

められていますので、
研
けんしゅうせい

修生の皆
みな

さんは確
かくじつ

実に健
けんこう

康診
しんだん

断を受
じゅしん

診しましょう。
　加

くわ

えて特
とくてい

定の業
ぎょうむ

務については特
とくしゅ

殊健
けんこう

康診
しんだん

断を従
じゅうじしゃ

事者に対
たい

して実
じっし

施（６
ろっ

カ月
げつ

に１
いっ

回
かい

）することが法
ほうれい

令で規
きてい

定
されており、林

りんぎょう

業においては、エンジンの振
しんどう

動による身
しんたい

体への影
えいきょう

響があるチェーンソー作
さぎょう

業および刈
かりはらいき

払機
作
さぎょう

業がこれに該
がいとう

当します。（「チェーンソー取
とりあつか

扱い業
ぎょうむ

務に係
かか

る健
けんこう

康管
かん り

理指
しし ん

針」厚
こうせい

生労
ろうどうしょう

働省）。
　研

けんしゅうせい

修生の皆
みな

さんはこうした振
しんどう

動する機
き ぐ

具を使
つか

う作
さぎょう

業に従
じゅうじ

事するときには、以
いじょう

上の点
てん

を理
りか い

解し、特
とくしゅ

殊健
けんこう

康
診
しんだん

断を確
かくじつ

実に受
じゅしん

診しましょう。

資料：�厚生労働省労働基準局　都道府県労働局　労働基準監督署「振動障害の予防のために」

自
じしん
身の健

けんこう
康管

かんり
理が事

じぎょうたい
業体（業

ぎょうむ
務）に及

およ
ぼす影

えいきょう
響

健
けんこう

康経
けいえい

営で生
せいさんせい

産性低
てい か

下を防
ふせ

ぐ

　健
けんこう

康管
かん り

理を心
こころ

がけ、万
ばんぜん

全な体
たいちょう

調で働
はたら

き続
つづ

けることは自
じぶん

分自
じし ん

身や家
かぞく

族の幸
しあわ

せのためにとても大
たいせつ

切なことで
す。そして従

じゅうぎょういん

業員の健
けんこう

康維
い じ

持は、働
はたら

く企
きぎょう

業・団
だんたい

体の経
けいえい

営にとっても大
おお

きな意
い み

味を持
も

ちます。それは従
じゅうぎょういん

業員
の健

けんこう

康が損
そこ

なわれると、経
けいえい

営にとっても損
そんしつ

失となることがわかっているからです。従
したが

って、経
けいえいしゃ

営者は
従
じゅうぎょういん

業員の健
けんこう

康管
かん り

理を進
すす

めることで従
じゅうぎょういん

業員自
じし ん

身・家
かぞく

族および会
かいしゃ

社・団
だんたい

体の経
けいえい

営が、健
けんぜん

全に持
じぞく

続して活
かつどう

動でき
る姿

すがた

を追
ついきゅう

求することが求
もと

められています。そうした考
かんが

え方
かた

を取
と

り入
い

れた「健
けんこう

康経
けいえい

営」の普
ふきゅう

及を国
くに

が進
すす

めて
いるところです。健

けんこう

康経
けいえい

営推
すいしん

進で会
かいしゃ

社経
けいえい

営が安
あんてい

定・持
じぞく

続することは、従
じゅうぎょういん

業員にとっても職
しょくば

場の安
あんてい

定・安
あんしん

心
につながりますから、大

だいじ

事なことです。

　健
けんこう

康管
かん り

理と経
けいえい

営コストの関
かんけい

係では、従
じゅうぎょういん

業員の健
けんこう

康が阻
そがい

害されると、休
きゅうぎょう

業によるコストなどのほか、出
しゅっきん

勤
はしているものの生

せいかつ

活習
しゅうかんびょう

慣病、体
たいちょう

調不
ふりょう

良、アレルギー、メンタルヘルスなどの問
もんだい

題を抱
かか

えながらの就
しゅうぎょう

業が
生
せいさんせい

産性低
てい か

下を招
まね

き、それが間
かんせつてき

接的に経
けいえい

営コスト増
ぞう

につながっていると分
ぶんせき

析されています（プレゼンティー
イズム損

そんしつ

失と呼
よ

ばれます）。
　こうした企

きぎょう

業経
けいえい

営で生
しょう

じる健
けんこう

康関
かんれん

連総
そう

コストを縮
しゅくしょう

小させることが健
けんこう

康経
けいえい

営の目
もくひょう

標の１
ひと

つとなっています
（図

ず

2-1）。
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生
せいかつ

活習
しゅうかん

慣リスクと心
しんりてき

理的リスク
　従

じゅうぎょういん

業員の健
けんこう

康を阻
そがい

害するリスクとして生
せいぶつがくてき

物学的リスク、生
せいかつ

活習
しゅうかん

慣リスク、心
しんりてき

理的リスクに分
ぶんるい

類した上
うえ

で、
ある団

だんたい

体についての健
けんこう

康関
かんれん

連総
そう

コストを分
ぶんせき

析した結
けっか

果から、労
ろうどう

働生
せいさんせい

産性低
てい か

下によるプレゼンティーイズム
損
そんしつ

失は、生
せいかつ

活習
しゅうかん

慣リスク（喫
きつえん

煙、運
うんどう

動習
しゅうかん

慣、睡
すいみん

眠休
きゅうよう

養）、心
しんりてき

理的リスク（主
しゅかんてき

観的健
けんこうかん

康感、生
せいかつ

活満
まんぞくど

足度、仕
しごと

事
満
まんぞくど

足度、ストレス）との関
かんれん

連が強
つよ

いことが指
してき

摘されています（図
ず

2-2）。
　皆

みな

さん１
ひとり ひ と り

人１人が健
けんこう

康管
かん り

理に努
つと

め、健
けんこう

康を維
い じ

持することは自
じぶん

分や家
かぞく

族にとって大
だいじ

事なことであり、それ
が巡

めぐ

り巡
めぐ

って健
けんこう

康経
けいえい

営を推
すいしん

進し、生
い

き生
い

きと働
はたら

ける職
しょくば

場づくりになるのです（図
ず

2-3）。

心理的リスク

血 圧
血 中 脂 質
肥 満
血 糖 値
既 往 歴

アルコール

運 動 習 慣

睡 眠 休 養

生活満足度

仕事満足度

ス ト レ ス

主観的健康感喫煙＊男性のみ

生物学的リスク 生活習慣リスク

プレゼンティー
イズム損失

図
ず

2-2　労
ろうどう

働生
せいさんせい

産性低
て い か

下によるプレゼンティーイズム損
そんしつ

失
労
ろうどう
働生

せいさんせい
産性低

ていか
下によるプレゼンティーイズム損

そんしつ
失は、生

せいかつ
活習

しゅうかん
慣リスク（喫

きつえん
煙、運

うんどう
動習

しゅうかん
慣、睡

すいみん
眠

休
きゅうよう
養）、心

しんりてき
理的リスク（主

しゅかんてき
観的健

けんこうかん
康感、生

せいかつ
活満

まんぞくど
足度、仕

しごと
事満

まんぞくど
足度、ストレス）との関

かんれん
連が強

つよ
い。

出典：�厚生労働省保険局「データヘルス・健康経営を推進するための�
コラボヘルスガイドライン」2017/7

医療費

長期障害
短期障害

アブセンティーイズム

プレゼンティーイズム

健康関連総コスト

【１年目】
【数年後】

健康経営

健康関連
総コスト縮減
（円グラフ縮減）

図
ず

2-1　健
けんこう

康経
けいえい

営の推
すいしん

進で健
けんこう

康関
かんれん

連総
そう

コストを減
へ

らす
従
じゅうぎょういん
業員の健

けんこう
康が損

そこ
なわれるコスト（損

そんしつ
失）では、何

なん
らかの疾

しっかん
患や症

しょうじょう
状を抱

かか
えながら出

しゅっきん
勤し、業

ぎょうむ
務遂

すいこう
行能

のうりょく
力や労

ろうどう
働生

せいさんせい
産性が低

てい
下
か
している

状
じょうたい
態（プレゼンティーイズム）の損

そんしつ
失の割

わりあい
合が高

たか
い。これら総

そう
コストを健

けんこう
康経

けいえい
営で縮

しゅくしょう
小することが求

もと
められる。

� 出典：厚生労働省保険局「データヘルス・健康経営を推進するためのコラボヘルスガイドライン」2017/7
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健康経営により
従業員がいきいき
働く職場

組織の活性化

企業価値向上

業績向上

労働生産性向上

健康障害防止ベテラン社員が活躍

人材の定着率向上

学生にとって魅力的
→優秀な人材獲得

⑵人材不足

⑴平均年齢上昇

図
ず

2-3　従
じゅうぎょういん

業員の健
けんこう

康維
い じ

持は健
けんこう

康経
けいえい

営推
すいしん

進につながり、生
い

き生
い

き働
はたら

ける職
しょくば

場づくりとなる

出典：厚生労働省保険局「データヘルス・健康経営を推進するためのコラボヘルスガイドライン」2017/7
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屋
おくがい

外労
ろうどう

働と健
けんこう

康管
か ん り

理２
に

　睡
すいみん

眠と休
きゅうよう

養

屋
おくがい
外労

ろうどう
働と疲

ひろ う
労回

かいふく
復

　疲
ひろう

労は、肉
にくたいてき

体的疲
ひろ う

労、精
せいしんてき

神的疲
ひろ う

労、神
しんけいてき

経的疲
ひろ う

労の３
みっ

つに分
わ

けることができます。林
りんぎょう

業機
き か い か

械化が進
すす

んでは
いますが、林

りんぎょう

業現
げん ば

場では重
じゅう

筋
きん

労
ろうどう

働がまだ多
おお

く、作
さぎょう

業動
どう さ

作や作
さぎょう

業姿
しせ い

勢での筋
きんにく

肉を使
つか

う身
しんたい

体労
ろうどう

働の強
つよ

さが林
りんぎょう

業
作
さぎょう

業での負
ふた ん

担の特
とくちょう

徴となっています。そのほか、暑
あつ

さ、寒
さむ

さなど外
がい ぶ

部環
かんきょうてき

境的影
えいきょう

響による負
ふた ん

担、作
さぎょう

業安
あんぜん

全
確
かく ほ

保や林
りんぎょう

業機
きか い

械操
そう さ

作、出
で き だ か

来高などに関
かか

わる緊
きんちょうかん

張感による精
せいしんてき

神的、神
しんけいてき

経的な負
ふたん

担もあり、これらが林
りんぎょう

業労
ろうどう

働
での疲

ひろう

労に関
かか

わってきます。
　肉

にくたいてき

体的疲
ひろ う

労の主
おも

な原
げんいん

因は、筋
きんにく

肉を動
うご

かすためのエネルギー不
ぶそく

足、疲
ひろう

労物
ぶっしつ

質（乳
にゅうさん

酸）の蓄
ちくせき

積です。糖
とうしつ

質が
分
ぶんかい

解されてエネルギーとなるときにできるのが乳
にゅうさん

酸です。筋
きんにく

肉自
じた い

体は酸
さんせい

性に弱
よわ

い性
せいしつ

質を持
も

ち、乳
にゅうさん

酸が多
おお

く
蓄
ちくせき

積されると十
じゅうぶん

分に働
はたら

けなくなります。それが疲
つか

れやだるさ、筋
きんにく

肉の張
は

りとなって表
あらわ

れます。
　疲

ひろう

労回
かいふく

復の効
こうか

果があるとされる主
おも

なポイントは、休
きゅうよう

養、睡
すいみん

眠、運
うんどう

動、食
しょくじ

事です。以
い か

下にポイントを見
み

て
いきましょう。

�効
こうかてき

果的な休
きゅうよう

養
　昼

ひる

の休
きゅうけい

憩は現
げん ば

場ではとりわけ重
じゅうよう

要です。帰
き た く ご

宅後の入
にゅうよく

浴は、水
すいあつ

圧、湯
ゆ

温
おん

の働
はたら

きで筋
きんにく

肉を緩
ゆる

ませ、血
けつえき

液循
じゅんかん

環
を良

よ

くします。同
どう じ

時に体
たいない

内の老
ろうはいぶつ

廃物を排
はいしゅつ

出させるとともに、神
しんけい

経の緊
きんちょう

張をほぐしてくれます。ぬるめの
風
ふ ろ

呂につかり、リラックスしましょう。また疲
つか

れている筋
きんにく

肉部
ぶぶ ん

分を風
ふ ろ

呂の中
なか

でマッサージするのも効
こうかてき

果的
です。

効
こうかてき

果的な睡
すいみん

眠
　睡

すいみん

眠には脳
のう

や身
から だ

体を休
やす

めるとともに、成
せいちょう

長ホルモンが分
ぶんぴつ

泌されて細
さいぼう

胞が活
かっぱつ

発になったり、身
から だ

体にある
物
ぶっしつ

質をエネルギーとして使
つか

える物
ぶっしつ

質に変
か

える働
はたら

きがあります（これを代
たいしゃ

謝と言
い

います）。明
あした

日の仕
しごと

事の活
かつりょく

力
になるエネルギーが作

つく

られる大
だいじ

事な時
じかん

間が睡
すいみん

眠です（効
こうかてき

果的な睡
すいみん

眠の取
と

り方
かた

については、後
こうじゅつ

述）。

運
うんどう

動
　筋

きんにく

肉にたまった乳
にゅうさん

酸は、適
てきど

度に身
からだ

体を動
うご

かすことでよりスムーズに排
はいしゅつ

出されます。終
しゅうぎょうご

業後に疲
つか

れたから
とゴロゴロ動

うご

かないでいると、乳
にゅうさん

酸の排
はいしゅつ

出が遅
おく

れ、なかなか疲
つか

れが取
と

れません。近
きんじょ

所の散
さん ぽ

歩など適
てき ど

度な
運
うんどう

動で乳
にゅうさん

酸排
はいしゅつ

出を促
うなが

し、内
ないぞう

臓の働
はたら

きを活
かっぱつ

発にし、血
けつえき

液の循
じゅんかん

環を良
よ

くすることが疲
つか

れにくい元
げんき

気な身
からだ

体づく
りに役

やくだ

立ちます。

食
しょくじ

事
　疲

ひろう

労回
かいふく

復のための栄
えいよう

養補
ほきゅう

給は、作
さぎょう

業環
かんきょう

境を十
じゅうぶん

分に考
こうりょ

慮して行
おこな

うことが必
ひつよう

要です。夏
か き

季の筋
きんにく

肉作
さぎょう

業や高
こうおん

温
作
さぎょう

業においては、十
じゅうぶん

分な水
すいぶん

分の摂
せっしゅ

取と食
しょくえん

塩をはじめとした各
かくしゅ

種ミネラルのほか、ビタミンB 群
ぐん

、ビタミ
ンC の補

ほきゅう

給が必
ひつよう

要です。一
いっぱんてき

般的に、筋
きんにく

肉疲
ひろ う

労時
じ

には筋
きんそしき

組織での糖
とうしつ

質消
しょうひりょう

費量が増
ふ

えますが、精
せいしん

神疲
ひろ う

労時
じ

に
も脳

のう

神
しんけい

経でのブドウ糖
とう

の消
しょうひ

費は増
ふ

えます。いずれも疲
ひろ う

労回
かいふく

復には糖
とうしつ

質とビタミン B 群
ぐん

の補
ほきゅう

給は有
ゆうこう

効です
（栄

えいよう

養と健
けんこう

康管
かん り

理については後
こうじゅつ

述）。
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嗜
しこうひん

好品
　以

いじょう

上のほか、下
か き

記の嗜
しこうひん

好品にも疲
ひろう

労回
かいふく

復効
こう か

果があるとされますので、仕
しごと

事の疲
つか

れを癒
いや

すために適
てきど

度に楽
たの

しみましょう。アルコールは少
しょうりょう

量であれば、交
こうかんしんけい

感神経の緊
きんちょう

張を和
やわ

らげ、熟
じゅくすい

睡をもたらすことにより精
せいしん

神
疲
ひろ う

労の回
かいふく

復に効
こうか

果が期
きたい

待できます。また、アルコールは血
けつえき

液循
じゅんかん

環を良
よ

くして代
たいしゃ

謝を促
うなが

すほか、食
しょくよく

欲を増
ぞうしん

進
するので疲

ひろう

労回
かいふく

復に有
ゆうこう

効に作
さよう

用します。
　コーヒーや紅

こうちゃ

茶は、含
ふく

まれているカフェインの作
さよ う

用による疲
ひろ う

労回
かいふく

復効
こう か

果が認
みと

められています。また、
気
きぶ ん

分転
てんかん

換による精
せいしんてき

神的な効
こう か

果も大
おお

きいとされます。これらの飲
の

み物
もの

に、砂
さと う

糖を入
い

れることによる糖
とうしつ

質の
疲
ひろう

労回
かいふく

復効
こう か

果も期
きたい

待できます。
　ただし、これらの嗜

しこうひん

好品を就
しゅうしんまえ

寝前にとることは禁
きんもつ

物です。睡
すいみん

眠薬
やく が

代わりにとアルコールを飲
いんよう

用すると、
明
あ

け方
がた

の睡
すいみん

眠を妨
さまた

げるため、良
よ

い睡
すいみん

眠を取
と

ることができません。

資料：�厚生労働省e-ヘルスネット「休養・こころの健康」生活習慣病予防のための健康情報サイト／独立行政法人 国立精神・神経
医療研究センター（精神保健研究所・精神生理部）／日本産業衛生学会・産業疲労研究会編集研究会編「新装　産業疲労ハン
ドブック」労働基準調査会／世田谷区保健センター健康情報WEBサイト「上手な心とからだの休め方」

効
こうかてき
果的な睡

すいみん
眠の取

と
り方
かた

寝
ねどこない

床内環
かんきょう

境の整
ととの

え方
かた

　睡
すいみん

眠を取
と

る環
かんきょう

境を整
ととの

えることは快
かいみん

眠のための必
ひっす

須条
じょうけん

件です。第
だいいち

一は、寝
ねどこない

床内の環
かんきょう

境である寝
しんぐ

具選
えら

びで、
よく眠

ねむ

るために重
じゅうよう

要なポイントとなります。首
くび

や肩
かた

に無
む り

理のない枕
まくら

・適
てき ど

度な硬
かた

さのベッドマットや敷
し

き
布
ぶと ん

団・フィット感
かん

のある掛
か

け布
ぶと ん

団といったように、身
からだ

体への負
ふたん

担が少
すく

ない寝
ね し せ い

姿勢（寝
ねぞう

相）を保
たも

つことができ、
保
ほおんせい

温性と吸
きゅうしつせい

湿性・放
ほう

湿
しつせい

性に優
すぐ

れた寝
しんぐ

具を選
えら

ぶと良
よ

いでしょう。
　寝

しんぐ

具には、寝
ね

ているときの保
ほおん

温と良
よ

い寝
ねぞ う

相、つまり身
からだ

体への負
ふたん

担が少
すく

ない姿
しせい

勢を保
たも

つという２
ふた

つの大
おお

き
な役

やくわり

割があります。私
わたし

たちの身
からだ

体は体
たいない

内時
どけ い

計の働
はたら

きから眠
ねむ

ると体
たいおん

温が下
さ

がりますが、これは深
ふか

い眠
ねむ

りを保
たも

つために体
たいない

内から熱
ねつ

を出
だ

すためで発
はっかん

汗が起
おこ

っています。寝
しん ぐ

具はこの点
てん

を考
かんが

え、吸
きゅうしつせい

湿性・放
ほう

湿
しつせい

性が良
よ

く、
保
ほおんせい

温性の良
よ

いことが第
だいいち

一条
じょうけん

件になります。
　特

とく

に冬
ふゆ ば

場の寒
さむ

い季
きせ つ

節は寝
ねどこない

床内環
かんきょう

境が重
じゅうよう

要になります。冬
ふゆ

はあらかじめ毛
もうふ

布などで寝
しんぐない

具内を温
あたた

めておくと
寝
ね

つきが良
よ

くなります。寝
しんぐ

具が冷
ひ

えていると、体
たいおん

温の放
ほうねつ

熱を抑
おさ

えるために不
ふ し ぜ ん

自然な寝
ねぞう

相になることがあり
ます。寒

さむ

さが厳
きび

しいときには、湯
ゆ

たんぽや電
でんき

気毛
もう ふ

布などで就
しゅうしんまえ

寝前にあらかじめ寝
ねどこない

床内を温
あたた

めておくと、眠
ねむ

りにつきやすくなります。

快
かいみん

眠できる「枕
まくら

」の高
たか

さとは
　朝

あさ

目
め ざ

覚めたときに首
くび

や肩
かた

が凝
こ

っていたら、それは枕
まくら

が合
あ

っていないせいかもしれません。枕
まくら

の役
やくわり

割はベ
ッドマットや敷

し

き布
ぶと ん

団と後
こうとうぶ

頭部から首
くび

にかけてのすき間
ま

を埋
う

め、自
しぜん

然な体
たいせい

勢を保
たも

つことにあります。この
すき間

ま

は個
こ じ ん さ

人差が大
おお

きく、それに適
てき

した枕
まくら

も人
ひと

それぞれに異
こと

なるので、自
じぶん

分の体
たいけい

型に合
あ

った枕
まくら

の高
たか

さを知
し

り、安
あんていかん

定感のあるものを選
えら

ぶと良
よ

いでしょう。
　具

ぐたいてき

体的にはベッドマットや敷
し

き布
ぶと ん

団と首
くび

の角
かく ど

度が約
やく

５
ご

度
ど

になるのが理
りそうてき

想的と言
い

われています。頸
けいぶ

部のす
き間

ま

の深
ふか

さは人
ひと

によって異
こと

なりますが（一
いっぱん

般に１
いちからろく

～６㎝）、この深
ふか

さに合
あ

った高
たか

さの枕
まくら

を選
えら

ぶと首
くび

や肩
かた

への
負
ふたん

担が少
すく

なく眠
ねむ

りやすいと言
い

われています（図
ず

2-4）。
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快
かいみん

眠のために生
せいかつ

活習
しゅうかん

慣を整
ととの

える
　快

かいみん

眠のための生
せいかつ

活習
しゅうかん

慣には２
ふた

つの役
やくわり

割があります。１
ひと

つは直
ちょくせつてき

接的な役
やくわり

割で、「運
うんどう

動」や「入
にゅうよく

浴」のよう
に習

しゅうかん

慣そのものが直
ちょくせつてき

接的に快
かいみん

眠をもたらす場
ばあい

合です。もう１
ひと

つは間
かんせつてき

接的な役
やくわり

割で、良
よ

い習
しゅうかん

慣で体
たいない

内時
どけ い

計を
2
にじゅうよ

4時
じ か ん

間にきっちりと調
ちょうせつ

節すれば、規
きそく

則正
ただ

しい睡
すいみん

眠習
しゅうかん

慣が身
み

について快
かいみん

眠が得
え

られます。
　国

こくないがい

内外の疫
えきがく

学研
けんきゅう

究（数
すうせんにん

千人を対
たいしょう

象とした質
しつもん

問紙
し

調
ちょうさ

査）において、運
うんどう

動習
しゅうかん

慣がある人
ひと

には不
ふみん

眠が少
すく

ないこと
がわかっています。特

とく

に睡
すいみん

眠の維
い じ

持に習
しゅうかんてき

慣的な運
うんどう

動の効
こうか

果があるようです。運
うんどう

動の内
ないよう

容も睡
すいみん

眠に影
えいきょう

響しま
す。１

いっ

回
かい

の運
うんどう

動だけでは効
こうか

果が弱
よわ

く、習
しゅうかんてき

慣的に続
つづ

けることが重
じゅうよう

要です。その効
こうか

果として、寝
ね

つきが良
よ

くな
るのと深

ふか

い睡
すいみん

眠が得
え

られるようになります。激
はげ

しい運
うんどう

動は逆
ぎゃく

に睡
すいみん

眠を妨
さまた

げますので、負
ふたん

担が少
すく

なく長
ながつづ

続き
するような有

ゆうさんそ

酸素運
うんどう

動（早
はやあし

足の散
さんぽ

歩や軽
かる

いランニングなど）が良
よ

いでしょう。

資料：�厚生労働省e-ヘルスネット「休養・こころの健康」生活習慣病予防のための健康情報サイト／独立行政法人 国立精神・神経
医療研究センター（精神保健研究所・精神生理部）

5 度

すき間の深さ（1～6㎝）
図
ず

2-4　快
かいみん

眠できる枕
まくら

のめやす
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屋
おくがい

外労
ろうどう

働と健
けんこう

康管
か ん り

理３
さん

　熱
ねっちゅうしょう

中症の予
よ ぼ う

防

熱
ねっちゅうしょう
中症の症

しょうれい
例（林

りんぎょう
業現

げ ん ば
場での事

じ れ い
例等

など
）

　これは、下
したが

刈り作
さぎょう

業中
ちゅう

に熱
ねっちゅうしょう

中症で死
しぼう

亡した例
れい

です。
　――午

ごぜ ん

前1
じゅう

0時
じ

3
さんじゅう

0 分
ぷん

頃
ごろ

、午
ご ぜ ん

前の休
きゅうけい

憩時
じ か ん

間になっても被
ひさいしゃ

災者が休
きゅうけい

憩場
ば し ょ

所に下
お

りてこないので、同
どうりょう

僚が
被
ひさいしゃ

災者が作
さぎょう

業している場
ばしょ

所へ行
い

ってみると、被
ひさいしゃ

災者は刈
かりはらいき

払機を持
も

ったまま仰
あおむ

向けに倒
たお

れていた。
　そこで、同

どうりょう

僚は、すぐに車
くるま

で1
じゅっ

0分
ぷん

ほどの民
みん か

家まで行
い

き、電
でん わ

話を借
か

りて消
しょうぼう

防署
しょ

へ連
れんらく

絡し、その後
あと

、ヘリ
コプターで被

ひさいしゃ

災者は病
びょういん

院へ移
いそ う

送されたが、まもなく心
しんていし

停止のため死
しぼう

亡した。
　当

とうじつ

日の平
へい ち

地での天
てん き

気は、温
おん ど

度が 2
にじゅうはってんさん

8 . 3 ～
から

2
にじゅうきゅうてんはち

9 . 8 ℃、湿
しつ ど

度が 5
ごじゅういちからごじゅうご

1～55 %。猛
もうれつ

烈な暑
あつ

さであったとはいえ
ないが、炎

えんてんか

天下の下
したが

刈り作
さぎょう

業は熱
ねっちゅうしょう

中症のおそれが高
たか

かった。しかし熱
ねっちゅうしょう

中症の危
きけん

険、その予
よぼう

防対
たいさく

策等
など

につい
て被

ひさいしゃ

災者らは十
じゅうぶん

分な知
ちし き

識がなく、経
けいけんてき

験的にペットボトルに塩
えんぶん

分を含
ふく

ませたお茶
ちゃ

を少
すこ

し用
よう い

意した程
ていど

度で作
さぎょう

業
を継

けいぞく

続していた。
　また、作

さぎょう

業時
じか ん

間、休
きゅうけい

憩時
じか ん

間、緊
きんきゅうじ

急時の連
れんらく

絡方
ほうほうとう

法等についての作
さぎょう

業管
かん り

理、健
けんこう

康管
かん り

理に関
かん

する教
きょういく

育、マニュ
アルの作

さくせい

成も行
おこな

われていなかった。
　なお、健

けんこうしんだん

康診断については、７
なな

年
ねん

前
まえ

の雇
やと

い入
い

れ前
まえ

に、地
ちほう

方公
こうきょう

共団
だんたい

体が実
じっし

施した健
けんこうしんだん

康診断を受
じゅしん

診したが、
その後

あと

は定
ていき

期健
けんこうしんだん

康診断を実
じっし

施しておらず、被
ひさいしゃ

災者らの健
けんこうじょうたい

康状態について事
じぎょうぬし

業主は把
はあく

握していなかった。――

資料：�厚生労働省WEBサイト「職場のあんぜんサイト　労働災害事例」

　熱
ねっちゅうしょう

中症に対
たい

する知
ちしき

識、理
りかい

解、そして予
よぼう

防策
さく

がないと大
たいへん

変な危
きけん

険を招
まね

くことがわかります。熱
ねっちゅうしょう

中症が起
お

き
る原

げんいん

因、症
しょうじょう

状、そして予
よぼうさく

防策をしっかり学
まな

びましょう。

熱
ねっちゅうしょう

中症にはさまざまな病
びょうじょう

状がある
　「熱

ねっちゅうしょう

中症」は、高
こうおん

温多
たし つ

湿な環
かんきょう

境下
か

において、体
たいない

内の水
すいぶん

分および塩
えんぶん

分（ナトリウムなど）のバランスが崩
くず

れ
たり、循

じゅんかん

環調
ちょうせつ

節や体
たいおん

温調
ちょうせつ

節などの体
たいない

内の重
じゅうよう

要な調
ちょうせい

整機
きの う

能が破
はたん

綻するなどして発
はっしょう

症する障
しょうがい

害の総
そうしょう

称です。
　症

しょうじょう

状は、めまい・失
しっしん

神、筋
きんにくつう

肉痛・筋
きんにく

肉の硬
こうちょく

直、大
たいりょう

量の発
はっかん

汗、頭
ず つ う

痛・気
き ぶ ん

分の不
ふ か い

快・吐
は

き気
け

・嘔
お う と

吐・
倦
けんたいかん

怠感・虚
きょだつかん

脱感、意
いしき

識障
しょうがい

害・けいれん・手
てあし

足の運
うんどう

動障
しょうがい

害、高
こう

体
たいおん

温など。

　熱
ねっちゅうしょう

中症にはさまざまな症
しょうじょう

状が現
あらわ

れますので、それぞれに病
びょうめい

名がつけられています。
	 �「熱

ねつ

失
しっしん

神」

　暑
しょねつ

熱環
かんきょう

境下
か

で皮
ひ ふ

膚血
けつりゅう

流の著
いちじる

しい増
ぞう か

加と多
たりょう

量の発
はっかん

汗により、相
そうたいてき

対的に脳
のう

への血
けつりゅう

流が一
いちじてき

時的に減
げんしょう

少するこ
とにより生

しょう

ずる立
た

ちくらみのことを言
い

います。
	 �「熱

ねつ

けいれん」

　汗
あせ

で失
うしな

われた塩
えんぶん

分が不
ふそく

足することにより生
しょう

ずる筋
きんにく

肉のこむら返
がえ

りや筋
きんにく

肉の痛
いた

みのことです。
	 �「熱

ねつ

疲
ひろ う

労」「熱
ねっしゃびょう

射病」

　脱
だっすい

水が進
しんこう

行して、全
ぜんしん

身がだるく、集
しゅうちゅうりょく

中力の低
ていか

下した状
じょうたい

態をいい、頭
ずつう

痛、気
きぶん

分の不
ふかい

快、吐
は

き気
け

、嘔
おう と

吐など
が起

お

こり、放
ほう ち

置しておくと、致
ちめいてき

命的な「熱
ねっしゃびょう

射病」に至
いた

ります。これは、中
ちゅうすう

枢神
しんけい

経症
しょうじょう

状や腎
じんぞう

臓・肝
かんぞう

臓機
きの う

能
障
しょうがい

害、さらには血
けつえき

液凝
ぎょうこ

固異
いじょう

常まで生
しょう

じた状
じょうたい

態のことで、普
ふだん

段と違
ちが

う言
げんどう

動やふらつき、意
いしき

識障
しょうがい

害、全
ぜんしん

身のけ
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いれん（ひきつけ）などが現
あらわ

れます。
　ただし、実

じっさい

際の現
げんば

場では、これらの状
じょうたい

態が混
こんざい

在して発
はっせい

生するので、熱
ねっちゅうしょう

中症が発
はっせい

生した時
とき

には、重
じゅうしょう

症度
ど

に
従
したが

って、表
ひょう

2 -1のように、軽
けいしょう

症（Ⅰ度
ど

）、中
ちゅうとう

等症
しょう

（Ⅱ度
ど

）、重
じゅうしょう

症（Ⅲ度
ど

）に分
ぶんるい

類しています。

熱
ねっちゅうしょう
中症を生

しょう
じやすい条

じょうけん
件

　熱
ねっちゅうしょう

中症を生
しょう

じやすい条
じょうけん

件は、環
かんきょう

境、作
さぎょう

業、人
ひと

に分
わ

けて考
かんが

えることができます。

環
かんきょう

境：
　まず、熱

ねっちゅうしょう

中症が生
しょう

じやすい環
かんきょう

境とは、高
こうおん

温・多
たしつ

湿で、発
はつねつたい

熱体から放
ほうしゃ

射される赤
せきがいせん

外線による熱
ねつ

（輻
ふくしゃねつ

射熱）
があり、無

むふう

風な状
じょうたい

態です。このような環
かんきょう

境では、汗
あせ

が蒸
じょうはつ

発しにくくなり、体
たいおん

温の調
ちょうせつ

節には無
むこう

効な発
はっかん

汗が
増
ふ

えて、脱
だっすい

水状
じょうたい

態に陥
おちい

りやすくなります。

作
さぎょう

業：
　熱

ねっちゅうしょう

中症が生
しょう

じやすい典
てんけいてき

型的な作
さぎょう

業とは、作
さぎょう

業を始
はじ

めた初
しょにち

日に身
しんたい

体への負
ふ か

荷が大
おお

きく、休
きゅうけい

憩を取
と

らずに
長
ちょうじかん

時間にわたり連
れんぞく

続して行
おこな

う作
さぎょう

業です。加
くわ

えて、通
つうきせい

気性や透
とうしつせい

湿性の悪
わる

い衣
いふ く

服や保
ほ ご ぐ

護具を着
ちゃくよう

用して行
おこな

う
作
さぎょう

業では、汗
あせ

をかいても体
たいおん

温を下
さ

げる効
こうか

果が期
きたい

待できず、熱
ねっちゅうしょう

中症が生
しょう

じやすくなります。
　また、梅

つ ゆ

雨から夏
か き

季に向
む

けて急
きゅう

に暑
あつ

くなる時
じ き

期の作
さぎょう

業などでも熱
ねっちゅうしょう

中症が生
しょう

じやすくなります。

人
ひと

：
　実

じっさい

際に、熱
ねっちゅうしょう

中症が発
はっせい

生するかどうかには、個
こ こ

々の労
ろうどうしゃ

働者の健
けんこうじょうたい

康状態なども大
おお

きく影
えいきょう

響します。
糖
とうにょうびょう

尿病、高
こうけつあつしょう

血圧症および心
しんしっかん

疾患、腎
じんふぜん

不全については、注
ちゅうい

意が必
ひつよう

要です。
　自

じり つ

律神
しんけい

経に影
えいきょう

響のある薬
くすり

（パーキンソン病
びょう

治
ちりょうやく

療薬、抗
こう

てんかん薬
やく

、抗
こう

うつ薬
やく

、抗
こう

不
ふあ ん

安薬
やく

、睡
すいみんやく

眠薬等
など

）
を内

ないふく

服する場
ばあ い

合に発
はっかん

汗、体
たいおん

温調
ちょうせい

整が阻
そが い

害されやすくなること、広
こうはんい

範囲の皮
ひ ふ

膚疾
しっかん

患については、発
はっかん

汗が
不
ふじゅうぶん

十分となる場
ばあい

合があることなどから、これらの疾
しっかん

患等
など

については熱
ねっちゅうしょう

中症の発
はっしょう

症に影
えいきょう

響を与
あた

えるおそれ
があります。
　また、風

か ぜ

邪などで発
はつねつ

熱している人
ひと

、下
げ り

痢などで脱
だっすい

水状
じょうたい

態の人
ひと

、皮
ひ か し ぼ う

下脂肪の厚
あつ

い人
ひと

も熱
ねっちゅうしょう

中症の発
はっしょう

症に
影
えいきょう

響を与
あた

えるおそれがあります。

熱
ねっちゅうしょう
中症の救

きゅうきゅう
急処

しょ ち
置について

　高
こうおん

温多
たし つ

湿場
ばし ょ

所においての作
さぎょう

業時
じ

には、管
かん り

理責
せきにんしゃ

任者は作
さぎょうしゃ

業者の熱
ねっちゅうしょう

中症の発
はっしょう

症に備
そな

え、あらかじめ病
びょういん

院、
診
しんりょうじょ

療所などの所
しょざいち

在地・連
れんらく

絡先
さき

を把
はあ く

握するとともに、緊
きんきゅう

急連
れんらく

絡網
もう

を作
さくせい

成し、関
かんけいしゃ

係者に周
しゅうち

知します。
　作

さぎょう

業を行
おこな

っている際
さい

、自
じぶ ん

分自
じし ん

身が、または同
どうりょう

僚が“熱
ねっちゅうしょう

中症になったかもしれない！”と「疑
うたが

うこと」が、
作
さぎょう

業現
げん ば

場で行
おこな

われる応
おうきゅう

急処
しょ ち

置の第
だいいっぽ

一歩です。そして、熱
ねっちゅうしょう

中症を疑
うたが

わせる症
しょうじょう

状が現
あらわ

れた場
ばあ い

合には、救
きゅうきゅう

急処
しょ ち

置
として涼

すず

しい場
ばし ょ

所で体
からだ

を冷
ひ

やし、水
すいぶん

分および塩
えんぶん

分の摂
せっしゅ

取などを行
おこな

います。また、必
ひつよう

要に応
おう

じて救
きゅうきゅう

急隊
たい

を
要
ようせい

請し、または医
い し

師の診
しんさつ

察を受
う

けてください。
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表
ひょう

2-1　熱
ねっちゅうしょう

中症の症
しょうじょう

状と分
ぶんるい

類①
まるいち

�
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表
ひょう

2-1　熱
ねっちゅうしょう

中症の症
しょうじょう

状と分
ぶんるい

類②
まるに

�

出典：厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課「職場における熱中症予防対策マニュアル」2018/3
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作
さぎょう

業現
げん ば

場での応
おうきゅう

急処
しょ ち

置
　作

さぎょう

業現
げん ば

場での応
おうきゅう

急処
しょ ち

置は、図
ず

2-5に示
しめ

すとおりです。

　まずは意
いし き

識を確
かくにん

認します。例
たと

えば、「今
きょ う

日は何
なんがつ

月何
なんにち

日ですか」「今
いま

は何
なん じ

時頃
ごろ

ですか」「あなたの名
なま え

前は何
なに

ですか」「私
わたし

は誰
だれ

ですか」「ここはどこですか」などの質
しつもん

問にきちっとした“受
う

け答
こた

え”ができれば「意
いし き

識
は清

せいめい

明である」と判
はんだん

断できます。
１
ひと

つでも明
めいかく

確に答
こた

えられなければ「意
いしき

識がおかしい」と判
はんだん

断し、重
じゅうとく

篤なⅢ度
ど

の熱
ねっちゅうしょう

中症として扱
あつか

います。こ
の場

ばあい

合には救
きゅうきゅう

急隊
たい

を要
ようせい

請します。

　意
いし き

識が清
せいめい

明であっても、救
きゅうきゅう

急隊
たい

を呼
よ

んだ場
ばあ い

合でも、まずは①
まるいち

涼
すず

しい場
ばし ょ

所に移
うつ

し、②
まるに

脱
だ つ い

衣と冷
れいきゃく

却とを
開
かいし

始します。具
ぐたいてき

体的には、以
い か

下の①
まるいち

と②
まるに

のようにします。
①
まるいち

�暑
あつ

い現
げん ば

場から涼
すず

しい日
ひかげ

陰か、冷
れいぼう

房が効
き

いている部
へ や

屋などへ移
うつ

します。
②
まるに

�衣
い ふ く

服を脱
ぬ

がせて、身
しんたい

体から熱
ねつ

の放
ほうさん

散を助
たす

けます。加
くわ

えて、可
かのう

能な限
かぎ

り露
ろしゅつ

出させた皮
ひ ふ

膚・身
しんたい

体に水
みず

をかけ、
うちわ、扇

せんぷうき

風機の風
かぜ

に当
あ

てたりします。寝
ね

かせた状
じょうたい

態では下
か し

肢を持
も

ち上
あ

げて下
か し

肢に分
ぶんぷ

布する血
けつえき

液をより
多
おお

く身
しんたい

体の“内
ない ぶ

部”に集
あつ

めます。意
いしき

識清
せいめい

明でない時
とき

には、救
きゅうきゅう

急隊
たい

が到
とうちゃく

着する前
まえ

から早
そうそう

々にこれらの方
ほうほう

法を
開
かいし

始する必
ひつよう

要があります。

　意
いし き

識が清
せいめい

明な場
ばあ い

合で、上
じょうき

記の①
まるいち

、②
まるに

を行
おこな

いながら、水
すいぶん

分を自
じり き

力で摂
せっしゅ

取できるかどうかを判
はんだん

断します。
ここで、もし吐

は

き気
き

があったり、または実
じっさい

際に胃
い

の内
ないようぶつ

容物を吐
は

いたりしている場
ばあい

合には「水
すいぶん

分を摂
せっしゅ

取でき
ない」と判

はんだん

断します。
　この場

ばあい

合には医
いりょう

療機
きか ん

関での点
てんてき

滴による水
すいぶん

分補
ほきゅう

給を考
かんが

える必
ひつよう

要があります。ここで救
きゅうきゅう

急隊
たい

の要
ようせい

請を検
けんとう

討し
ます。
　吐

は

き気
け

、嘔
おう と

吐がなく、自
じり き

力で水
すいぶん

分を摂
せっしゅ

取できるなら、水
すいぶん

分を与
あた

えます。具
ぐたいてき

体的な方
ほうほう

法は次
つぎ

の③
まるさん

に示
しめ

す
とおりです。

③
まるさん

�冷
つめ

たい麦
むぎちゃ

茶やジュース、氷
こおりみず

水などを与
あた

えます。
作
さぎょう

業をしていた状
じょうきょう

況では水
すいぶん

分のみならず、塩
えんぶん

分も失
うしな

われているとみなして、塩
えんぶん

分を含
ふく

んだスポーツドリ
ンクや経

けいこう

口補
ほす い

水液
えき

を与
あた

えるのが簡
かんべん

便な方
ほうほう

法ですが、5
ごひゃく

00㎖の水
みず

に食
しょくえん

塩ないし市
しは ん

販の塩
えん か

化ナトリウム錠
じょうざい

剤
（１

いち

錠
じょう

0
れいてんご

. 5 g）で塩
しおみず

水を作
つく

って与
あた

えてもかまいません。

　ここでは誰
だれ

かが付
つ

き添
そ

って、患
かんじゃ

者を見
みまも

守ることが重
じゅうよう

要です。もし、体
たいちょう

調が回
かいふく

復しない、悪
あっか

化するなどが
あれば、やはり医

いりょう

療機
きか ん

関に運
はこ

びます。医
いりょう

療機
きか ん

関への搬
はんそう

送のために救
きゅうきゅうしゃ

急車を呼
よ

ぶことについて躊
ちゅうちょ

躇するには
及
およ

びません。少
すこ

しでもおかしい、腑
ふ

に落
お

ちない、と感
かん

じれば救
きゅうきゅう

急隊
たい

を要
ようせい

請すべきです。また、水
すいぶん

分を摂
せっしゅ

取
させた後

あと

に、嘔
おうと

吐することもないとは言
い

えません。そのような場
ばあい

合には身
しんたい

体と顔
かお

を横
よこ

に向
む

けて、嘔
おうと

吐した
水
すいぶん

分などが気
きどう

道（のどから気
きかん

管）に流
なが

れ込
こ

む（誤
ご

嚥
えん

）することがないように注
ちゅうい

意する必
ひつよう

要があります。
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熱中症を疑う

意識の確認 救急隊要請

①涼しい環境への避難

②脱衣と冷却

医療機関へ搬送

①涼しい環境への避難

②脱衣と冷却

③水分・塩分の摂取

回復する 回復しない

有

意識は清明である

水分を摂取できる

水分を自分で
摂取できるか

意識がない
呼びかけに応じない
返事がおかしい
全身が痛い　等

水分を自分で
摂取できない

※熱中症を疑う症状については、
表2-1「熱中症の症状と分類」
を参照のこと。

※上記以外にも体調が悪化する等の場合には、必要に応じて、救急隊を要請する等により、
医療機関へ搬送することが必要である。

図
ず

2-5　熱
ねっちゅうしょう

中症の応
おうきゅう

急処
し ょ ち

置（作
さぎょう

業現
げ ん ば

場での応
おうきゅう

急処
し ょ ち

置）

� 資料：厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課「職場における熱中症予防対策マニュアル」2018/3
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熱
ねっちゅうしょう
中症の予

よぼ う
防と対

たいさく
策

熱
ねっちゅうしょう

中症発
はっせい

生のリスク

　作
さぎょう

業場
ばし ょ

所が熱
ねっちゅうしょう

中症のリスクが存
そんざい

在する暑
しょねつ

熱環
かんきょう

境であるかどうかを客
きゃっかんてき

観的に評
ひょうか

価するためには、気
きおん

温はも
ちろん、湿

しつど

度、風
ふうそく

速、輻
ふくしゃねつ

射熱（放
ほうしゃねつ

射熱）、身
しんたい

体作
さぎょう

業強
きょうど

度、作
さぎょうふく

業服の熱
ねつ

特
とくせい

性を考
こうりょ

慮する必
ひつよう

要があります。
　そのためにはこれらの因

いん し

子をすべて考
こうりょ

慮した WBGT（湿
しっきゅう

球黒
こっきゅう

球温
おん ど

度）指
しす う

数を活
かつよう

用することが有
ゆうよう

用です
（写

しゃしん

真2-1）。
　WBGT指

しす う

数は、暑
しょねつ

熱環
かんきょう

境における熱
ねつ

ストレスのレベルの評
ひょうか

価を行
おこな

うことにより熱
ねっちゅうしょう

中症の発
はっせい

生リスクの
有
う む

無をスクリーニング（ふるい分
わ

け）する指
しひょう

標であり、日
にほん

本では暑
あつ

さ指
しす う

数とも呼
よ

ばれています。作
さぎょう

業場
ばし ょ

所に、 
WBGT指

しす う

数計
けい

を配
はい び

備するなどにより、WBGT値
ち

を求
もと

めることが望
のぞ

まれています。
　作

さぎょう

業内
ないよう

容によりWBGT基
きじゅん

準値
ち

が定
さだ

められていて、これを超
こ

える場
ばあい

合は低
ていげん

減対
たいさく

策が必
ひつよう

要となります。

熱
ねっちゅうしょう

中症の予
よぼう

防対
たいさく

策
　作

さぎょう

業環
かんきょう

境については、日
ひかげ

陰の涼
すず

しい休
きゅうけい

憩場
ばし ょ

所を設
もう

け、寝
ね

ころんで休
きゅうけい

憩できる広
ひろ

さを確
かくほ

保します。
　作

さぎょう

業そのものについては、作
さぎょう

業休
きゅうし

止時
じか ん

間や休
きゅうけい

憩時
じか ん

間を確
かくほ

保し、高
こうおん

温多
たし つ

湿作
さぎょう

業場
ばし ょ

所の作
さぎょう

業を連
れんぞく

続して行
おこな

う
時
じか ん

間を短
たんしゅく

縮すること、作
さぎょう

業場
ばし ょ

所を変
へんこう

更することなどの熱
ねっちゅうしょう

中症予
よぼ う

防対
たいさく

策を、作
さぎょう

業の状
じょうきょう

況に応
おう

じて実
じっし

施するこ
とが必

ひつよう

要とされています。

	 �水
すいぶん

分および塩
えんぶん

分の摂
せっしゅ

取

　自
じかく

覚症
しょうじょう

状以
いじょう

上に脱
だっすい

水状
じょうたい

態が進
しんこう

行していることがあることに十
じゅうぶん

分留
りゅうい

意した上
うえ

で、自
じかく

覚症
しょうじょう

状の有
う む

無にかかわ
らず、作

さぎょう

業前
ぜん ご

後および作
さぎょう

業中
ちゅう

に定
ていきてき

期的に水
すいぶん

分・塩
えんぶん

分をとることが必
ひつよう

要です。
　定

ていきてき

期的な水
すいぶん

分・塩
えんぶん

分の摂
せっしゅ

取については、作
さぎょう

業強
きょうど

度などに応
おう

じて必
ひつよう

要な摂
せっしゅ

取量
りょう

は異
こと

なりますが、WBGT
基
きじゅん

準値
ち

を超
こ

える場
ばあ い

合には、少
すく

なくとも、 0
れいてんいち

. 1 ～
から

0
れいてんに

. 2 ％の食
しょくえんすい

塩水またはナトリウム 4
よんじゅう

0 ～
から

8
はちじゅう

0 ㎎/1
ひゃく

00㎖の

写
しゃしん

真2-1　ハンディ型
がた

 WBGT 指
し す う

数計
けい
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スポーツドリンクまたは経
けいこう

口補
ほす い

水液
えき

などを、2
にじゅうからさんじゅう

0～30分
ぷん

ごとにカップ１
いちからに

～２杯
はい

程
てい ど

度（2
にひゃくからよんひゃく

00～400㎖）以
いじょう

上は
摂
せっしゅ

取することが望
のぞ

ましいです。

作
さぎょう

業前
まえ

の健
けんこうじょうたい

康状態の確
かくにん

認
　熱

ねっちゅうしょう

中症は労
ろうどうしゃ

働者の体
たいちょう

調も大
おお

きく関
かんけい

係しています。具
ぐたいてき

体的な対
たいさく

策例
れい

としては、事
じぎょうしゃ

業者・管
かん り

理責
せきにんしゃ

任者が、
前
ぜんや

夜の睡
すいみん

眠時
じか ん

間、前
ぜんじつ

日の疲
ひろう

労回
かいふく

復状
じょうきょう

況、朝
ちょうしょく

食の摂
せっしゅ

取の有
う む

無などについて、作
さぎょう

業前
まえ

の朝
ちょうれい

礼時
じ

に「体
たいちょう

調チェッ
クリスト」によりチェックする事

じぎょうしょ

業所があります。
　チェックの結

けっか

果、熱
ねっちゅうしょう

中症発
はっしょう

症の可
かのうせい

能性のある労
ろうどうしゃ

働者がいる場
ばあい

合は、事
じぎょうしゃ

業者は負
ふ か

荷の小
ちい

さい作
さぎょう

業に替
か

える
などの対

たいおう

応を取
と

っています。
　現

げん ば

場作
さぎょう

業に従
じゅうじ

事する皆
みな

さん自
みずか

らの体
たいちょう

調をチェックするための「体
たいちょう

調チェックリスト」の例
れい

を示
しめ

します
（表

ひょう

2 -2）。
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表
ひょう

2-2　熱
ねっちゅうしょう

中症に関
かん

する健
けんこうじょうたい

康状態自
じ こ

己チェックシート�

●この「チェックシート」は、作業員の方が各自で毎日体調をチェックするための「チェックシート」です。
●朝礼時と休憩時に、体調をチェックしてください。
●休憩時のチェックで症状が認められる方は、すぐに職長又は職員に申し出てください。
●職長は各作業員の方のチェックシートを見て、早目の対応に努めてください。

工事名： 所属会社：
氏名：

熱中症に関する健康状態自己チェックシート

区分 No. チェック項目 ／ ／ ／ ／ ／ ／
以下の人は熱中症にかかりやすい人です。

以下の人は熱中症にかかっている人です。

高齢者（65歳以上の人）である。

心筋梗塞、狭心症などにかかったことがある。

これまでに熱中症になったことがある。

高血圧である。

ふとっている。

風邪を引いて熱がある。

下痢をしている。

二日酔いである。

朝食を食べなかった。

寝不足である。

めまい、立ちくらみがする。

ふいてもふいても汗が出てくる。

手足や体の一部がつる。

頭がズキンズキンと痛い。

吐き気がする。

体がだるい。

判断力・集中力が低下する。

意識が無い。

体がけいれんする。

体温が高い。

呼び掛けに反応していない。

まっすぐに歩けない。走れない。

既
往
歴
・
生
活
習
慣

重
症
度
Ⅰ

重
症
度
Ⅱ

重
症
度
Ⅲ

朝
礼
時
チ
ェ
ッ
ク

休
憩
時
チ
ェ
ッ
ク

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

●熱中症の判断の目安として、体温と脈拍を測る方法があります。以下の値以上であれば、熱中症の可能性
があります。
●熱中症の疑いがある場合は、速やかに医師の診断を受けてください。

� 出典：厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課「職場における熱中症予防対策マニュアル」2018/3
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栄
えいよう

養と健
けんこう

康管
か ん り

理１
いち

　栄
えいよう

養バランスと食
しょくせいかつ

生活

フードガイド―栄
えいよう
養バランスの良

よ
い食

しょくじ
事の取

と
り方
かた

　健
けんこう

康のために、何
なに

をどれだけ食
た

べたら良
よ

いか目
め

で見
み

てわかるように示
しめ

した栄
えいよう

養教
きょういく

育教
きょうざい

材の総
そうしょう

称をフー
ドガイドと言

い

います。フードガイドは世
せかい

界各
かっこく

国で独
どくじ

自に策
さくてい

定されています。日
にほん

本でも2
にせんご

005（平
へいせいじゅうしち

成17）年
ねん

に
厚
こうせいろうどうしょう

生労働省と農
のうりん

林水
すいさんしょう

産省の合
ごうどう

同でフードガイドが策
さくてい

定されました（その後
あと

の日
にほんじん

本人の食
しょくじ

事摂
せっしゅ

取基
きじゅん

準（2
にせんじゅう

010
年
ねん

版
ばん

）の改
かいてい

定を踏
ふ

まえた変
へんこう

更済
ず

み）。それが「食
しょくじ

事バランスガイド」（図
ず

2-6）です。
　食

しょくじ

事バランスガイドは、「何
なに

を」「どれだけ」食
た

べたら良
よ

いかを食
た

べる時
とき

に食
しょくたく

卓で目
め

にする状
じょうたい

態、すなわ
ち主

おも

に「料
りょうり

理」で示
しめ

されていることが最
さいだい

大の特
とくちょう

徴です。日
にほん

本の伝
でんとうてき

統的玩
がん ぐ

具であるコマの形
かたち

を使
つか

って、１
いち

日
にち

に食
た

べると良
よ

い目
めや す

安の多
おお

い順
じゅん

に上
うえ

から「主
しゅしょく

食」、「副
ふくさい

菜」、「主
しゅさい

菜」、「牛
ぎゅうにゅう

乳・乳
にゅうせいひん

製品」、「果
くだもの

物」という５
いつ

つの
料
りょうり

理区
くぶ ん

分で示
しめ

されています。主
しゅしょく

食はごはん・パン・麺
めん

などであり、副
ふくさい

菜は野
やさ い

菜・いも・海
かいそう

藻・きのこを
主
しゅざいりょう

材料とする料
りょうり

理、主
しゅさい

菜は魚
さかな

・肉
にく

・卵
たまご

・大
だい ず

豆・大
だいず

豆製
せいひん

品を主
しゅざいりょう

材料とする料
りょうり

理のことを言
い

います。

何
なに

をどれだけ食
た

べたらいいかの目
めやす

安
　では、「食

しょくじ

事バランスガイド」を使
つか

って、何
なに

を、どれだけ食
た

べたらいいかの目
めや す

安を皆
みな

さんで調
しら

べてみて
ください。手

てじゅん

順は次
つぎ

のとおりです。

①
まるいち

�まず、自
じぶん

分の１
いち

日
にち

の活
かつどう

動量
りょう

から主
しゅしょく

食、副
ふくさい

菜、主
しゅさい

菜などの数
かず

（サービング数
すう

）を数
かぞ

えます（表
ひょう

2 -3）。サービ
ング数

すう

は「○つ」と数
かぞ

えます。

②
まるに

�①
まるいち

で数
かぞ

えた数
かず

（自
じぶ ん

分のサービング数
すう

）に合
あ

わせて、表
ひょう

から料
りょうり

理を選
せんたく

択します。これが自
じぶん

分にとってバラ
ンスの良

よ

い食
しょくじ

事の１
いち

日
にち

の目
めや す

安となります。

　例
たと

えば、自
じぶん

分のサービング数
すう

（活
かつどう

動量
りょう

が多
おお

い）に対
たい

して、表
ひょう

2 -4から、

・�主
しゅしょく

食（自
じぶ ん

分のサービング数
すう

／８
はち

）に対
たい

し、ごはん大
おおも

盛り３
さん

杯
ばい

（２
に

サービング×
かけるさん

３）＝
いこーるろく

６、うどん２
に

の合
ごうけい

計８
はち

サービング
・�副

ふくさい

菜（自
じぶん

分のサービング数
すう

／７
なな

）に対
たい

し、枝
えだまめ

豆１
いち

、生
なまやさい

野菜サラダ１
いち

、きんぴらごぼう１
いち

、野
やさ い

菜いため２
に

、
具
ぐ

だくさんみそ汁
しる

１
いち

、野
やさ い

菜ジュース１
いち

の合
ごうけい

計　７
なな

サービング
・�主

しゅさい

菜（自
じぶん

分のサービング数
すう

／６
ろく

）に対
たい

し、焼
や

き鳥
とり

（２
に

本
ほん

）２
に

、ハンバーグ３
さん

、目
め だ ま や

玉焼き１
いち

の合
ごうけい

計６
ろく

サービン
グ
・�牛

ぎゅうにゅう

乳・乳
にゅうせいひん

製品（自
じぶん

分のサービング数
すう

／３
さん

）に対
たい

し、牛
ぎゅうにゅう

乳（2
にひゃく

00㎖）２
に

、ヨーグルト（１
いち

パック）１
いち

の合
ごうけい

計３
さん

サ
ービング
・�果

くだもの

物（自
じぶん

分のサービング数
すう

／３
さん

）に対
たい

し、みかん１
いち

、りんご１
いち

、バナナ１
いち

の合
ごうけい

計３
さん

サービング
の以

いじょう

上が１
いち

日
にち

分
ぶん

の自
じぶ ん

分にとってのバランスの良
よ

い食
しょくじ

事と判
はんだん

断できます。
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図ず
2

-6
　

日に
ほ

ん 本
の

「
食し

ょ
く

じ 事
バ

ラ
ン

ス
ガ

イ
ド

」
コ
マ
の
形かた
ち ：
5いつ
つ
の
料り
ょ
う
り 理
グ
ル
ー
プ
（
主し
ゅ
し
ょ
く 食
、
副ふ
く
さ
い 菜
、
主し
ゅ
さ
い 菜
、
牛ぎゅ

うに
ゅう 乳
・
乳に
ゅ
う
せ
い
ひ
ん

製
品
、
果く
だ
も
の 物
）
か
ら
で
き
て
い
て
、
ど
れ
か
が
足た
り
な
い
と
コ
マ
（
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食し
ょ
く
せ
い
か
つ

生
活
）
が
倒た
お
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

運う
ん
ど
う 動
：
回か
い
て
ん 転
す
る
こ
と
で
コ
マ
が
安あ
ん
て
い 定
す
る
よ
う
に
、
運う
ん
ど
う 動
も
必ひ
つ
よ
う 要
で
す
。

水み
ず
・
お
茶ち
ゃ
：
体から
だ に
欠か
か
せ
な
い
水み
ず
や
お
茶ち
ゃ
な
ど
の
水す
い
ぶ
ん 分
は
、
コ
マ
の
軸じ
く
と
な
り
ま
す
。

菓か
し 子
・
嗜し
こ
う 好
飲い
ん
り
ょ
う 料
　
楽た
の
し
く
適て
き
ど 度
に
：
コ
マ
を
回ま
わ
す
た
め
の
ヒ
モ
の
役や
く
わ
り 割
と
な
り
ま
す
。

�
出
典
：
農
林
水
産
省
W
EB
サ
イ
ト「
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
に
つ
い
て
」



No.02　健康管理

45
無災害の推進、チームワークとコミュニケーション

�表
ひょう

2-3　自
じ ぶ ん

分の食
しょくじ

事目
め や す

安量
りょう
（１

いち
日
にち

分
ぶん

）を数
かぞ

える�

林
りんぎょう
業従

じゅうじしゃ
事者の場

ばあ い
合、自

じぶ ん
分の活

かつどう
動量

りょう
が「ふつう」以

いじょう
上だと判

はんだん
断した場

ばあ い
合、例

たと
えば、主

しゅしょく
食７

ななからはち
～８、

副
ふくさい
菜６

ろくからなな
～７、といった具

ぐあ い
合に決

き
める。特

とく
に活

かつどう
動量

りょう
が多

おお
い場

ばあ い
合は適

て き ぎ
宜増

ふ
やす。右

みぎ
の「私

わたし
の数

かず
」

欄
らん
に記

きにゅう
入する。

�出典：農林水産省WEBサイト「「食事バランスガイド」について」
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� 出典：農林水産省ＷＥＢサイト「「食事バランスガイド」について」

表
ひょう

2-4　主
おも

な料
りょうり

理・食
しょくひん

品のサービング数
すう

「つ（SV）」の早
は や み

見表
ひょう

�

（図
ず
2-6 に関

かんれん
連）表

ひょうちゅう
中の「ヒモ（お菓

か し
子・嗜

し こ う
好飲

いんりょう
料）」のヒモとは、コマを回

まわ
すヒモのこと。コマ（バランスのとれた

食
しょくせいかつ
生活）を回

まわ
す役

やくわり
割となることの例

たと
え。
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栄
えいよう

養と健
けんこう

康管
か ん り

理２
に

　心
しんしん

身の健
けんこう

康管
か ん り

理

身
から だ
体、心

こころ
のチェック―厚

こうせいろうどうしょう
生労働省の自

じ こ
己診

しんだん
断チェックリストで健

けんこう
康管

かん り
理を

　疲
ひろう

労が食
しょくじ

事、睡
すいみん

眠などによって回
かいふく

復せず、蓄
ちくせき

積することは健
けんこう

康障
しょうがい

害につながります。厚
こうせいろうどうしょう

生労働省では、
労
ろうどうしゃ

働者自
じし ん

身が疲
ひろ う

労の蓄
ちくせき

積をセルフチェックできるチェックリストを作
さくせい

成しています（表
ひょう

2 -5、表
ひょう

2 -6）。
疲
ひろう

労が溜
た

まっていると感
かん

じる前
まえ

にも、このチェックリストを利
りよう

用して健
けんこう

康維
い じ

持に努
つと

めましょう。

心
こころ
のチェック―職

しょくば
場のストレスセルフチェックリスト

　職
しょくば

場での環
かんきょう

境、仕
しご と

事内
ないよう

容、人
にんげん

間関
かんけい

係などを含
ふく

め、皆
みな

さんの周
しゅうい

囲で起
お

こるすべての出
で き ご と

来事は、私
わたし

たちにと
ってストレスとなります。そのストレスが大

おお

きくなり、また長
ちょうきかん

期間継
けいぞく

続することで私
わたし

たちの身
から だ

体は適
てきおう

応
限
げんかい

界を超
こ

え、結
けっか

果としてストレス関
かんれん

連疾
しっかん

患という心
しんしん

身の不
ふちょう

調状
じょうたい

態が発
はっせい

生することになります。
　ストレスは、私

わたし

たちが生
い

きていく上
うえ

で避
さ

けることができないものですが、ストレスに気
き

づき、ストレス
に対

たいしょ

処することができれば問
もんだい

題ありません。また、必
ひつよう

要に応
おう

じて多
おお

くの人
ひと

の支
しえ ん

援を受
う

けて、適
てきせつ

切に対
たいおう

応す
ることできれば、人

じんせい

生を豊
ゆた

かに送
おく

ることができます。もし、ストレスに押
お

しつぶされそうになったときに
は、専

せんもんか

門家にいち早
はや

く相
そうだん

談して、大
だいじ

事に至
いた

らないようにすることが大
たいせつ

切です。

　なお、労
ろうどう

働安
あんぜん

全衛
えいせいほう

生法に基
もと

づくストレスチェック制
せい ど

度（平
へいせい

成 2
にじゅうろく

6 年
ねん

６
ろく

月
がつ

2
にじゅうご

5 日
にち

公
こ う ふ

布、平
へいせい

成 2
にじゅうなな

7 年
ねん

1
じゅうに

2月
がつ

１
ついたち

日施
しこ う

行）の実
じっ し

施が労
ろうどうしゃ

働者数
すう

5
ごじゅう

0人
にん

以
いじょう

上の事
じぎょうば

業場では義
ぎ む

務づけられています。ストレスチェックは医
い し

師、
保
ほけん

健師
し

など外
がいぶ

部の専
せんもんか

門家が行
おこな

い、労
ろうどうしゃ

働者に直
ちょくせつ

接結
けっ か

果を通
つうち

知するというもので、労
ろうどうしゃ

働者の同
どうい

意なく事
じぎょう

業場
ば

へ
提
ていきょう

供することが禁
きんし

止されています。働
はたら

く人
ひと

が安
あんしん

心して実
じっし

施できると言
い

えます。
　事

じぎょうしゃ

業者にとっては、次
つぎ

のメリットがあるとされます。
・�深

しんこく

刻な状
じょうたい

態になる前
まえ

に認
にんしき

識することが難
むずか

しかった労
ろうどうしゃ

働者のメンタルに係
かか

る職
しょくば

場の問
もんだい

題をより早
はや

く把
はあ く

握で
きる可

かのうせい

能性があること
・�現

げんじょう

状把
はあ く

握により職
しょくば

場改
かいぜん

善の具
ぐたいてき

体的な検
けんとう

討が容
ようい

易になること
・�検

けんとう

討した職
しょくば

場改
かいぜんさく

善策を実
じっこう

行することにより、労
ろうどうしゃ

働者のストレスが軽
けいげん

減され労
ろうどう

働生
せいさんせい

産性の向
こうじょう

上につながる
など事

じぎょう

業運
うんえい

営に役
やくだ

立つこと

　厚
こうせいろうどうしょう

生労働省では、職
しょくば

場でのストレスを自
じぶん

分でチェックできるサイトを設
もう

けています。４
よっ

つのステップに
よる簡

かんたん

単な質
しつもん

問から職
しょくば

場における働
はたら

く人
ひと

自
じし ん

身のストレスレベルを知
し

ることができます。ぜひ皆
みな

さんも以
い か

下
のサイトで試

ため

してみてください。

厚
こうせいろうどうしょう

生労働省：「５
ご

分
ふん

でできる職
しょくば

場のストレスセルフチェック」サイト

（これは厚
こうせいろうどうしょう

生労働省「職
しょくぎょう

業性
せい

ストレス簡
かん い

易調
ちょうさ

査票
ひょう

フィードバックプログラム」に基
もと

づいて作
さくせい

成されたセル
フチェックです。2

にせんじゅうご

015（平
へいせい

成 2
にじゅうなな

7 ）年
ねん

1
じゅうに

2月
がつ

より施
しこう

行されている「労
ろうどう

働安
あんぜん

全衛
えいせいほう

生法に基
もと

づくストレスチェッ
ク制

せい ど

度」に関
かん

して、「５
ご

分
ふん

でできる職
しょくば

場のストレスセルフチェック」を行
おこな

っただけでは、法
ほう

に基
もと

づくスト
レスチェックを実

じっし

施したことにはなりません。）

資料：�厚生労働省「こころの耳：働く人のメンタルヘルス・ポータルサイト」
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表
ひょう

2-5　労
ろうどうしゃ

働者の疲
ひ ろ う

労蓄
ちくせき

積度
ど

自
じ こ

己診
しんだん

断チェックリスト１
いち

�

 1．イライラする

 2．不安だ

 3．落ち着かない

 4．ゆううつだ

 5．よく眠れない

 6．体の調子が悪い

 7．物事に集中できない

 8．することに間違いが多い 

 9．仕事中、強い眠気に襲われる

 10．やる気が出ない

 11．へとへとだ（運動後を除く）

 12．朝、起きた時、ぐったりした疲れを感じる

 13．以前とくらべて、疲れやすい

□ ほとんどない（0）

□ ほとんどない（0）

□ ほとんどない（0）

□ ほとんどない（0）

□ ほとんどない（0）

□ ほとんどない（0）

□ ほとんどない（0）

□ ほとんどない（0）

□ ほとんどない（0）

□ ほとんどない（0）

□ ほとんどない（0）

□ ほとんどない（0）

□ ほとんどない（0）

□ 時々ある（1）

□ 時々ある（1）

□ 時々ある（1）

□ 時々ある（1）

□ 時々ある（1）

□ 時々ある（1）

□ 時々ある（1）

□ 時々ある（1）

□ 時々ある（1）

□ 時々ある（1）

□ 時々ある（1）

□ 時々ある（1）

□ 時々ある（1）

□ よくある（3）

□ よくある（3）

□ よくある（3）

□ よくある（3）

□ よくある（3）

□ よくある（3）

□ よくある（3）

□ よくある（3）

□ よくある（3）

□ よくある（3）

□ よくある（3）

□ よくある（3）

□ よくある（3）

 1．１か月の時間外労働

 2．不規則な勤務（予定の変更、突然の仕事）

 3．出張に伴う負担（頻度・拘束時間・時差など）

 4．深夜勤務に伴う負担（★1）

 5．休憩・仮眠の時間数及び施設

 6．仕事についての精神的負担

 7．仕事についての身体的負担（★2） □ 非常に大きい （3）

□ 非常に大きい （3）

□ 非常に大きい （3）

□ 　　－

□ 　　－

□ 　　－

□ 非常に多い （3）□ ない又は適当 （0） □ 多い （1）

□ 多い （1）

□ 大きい （1）

□ 大きい （1）

□ 大きい （1）

□ 大きい （1）

□ 不適切である （1）□ 適切である （0）

□ 少ない （0）

□ ない又は小さい  （0）

□ ない又は小さい  （0）

□ 小さい （0）

□ 小さい （0）

0～4点 5～10点 11～20点 21点以上Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

A B C D1～2点0点 3～5点 6点以上

自覚症状の評価

勤務の状況の評価

各々の答えの（　）内の数字を全て加算してください。

各々の答えの（　）内の数字を全て加算してください。

合計 点

合計 点

このチェックリストは、労働者の仕事による疲労蓄積を、自覚症状と勤務の状況から判定するものです。

最近1か月間の自覚症状について、各質問に対し最も当てはまる項目の□に✓を付けてください。

最近1か月間の勤務の状況について、各質問に対し最も当てはまる項目の□に✓を付けてください。

１

★1：深夜勤務の頻度や時間数などから総合的に判断して下さい。深夜勤務は、深夜時間帯（午後10時－午前5時）の一部または全部を含む勤務を言います。
★2：肉体的作業や寒冷・暑熱作業などの身体的な面での負担

記入年月日 年 月 日

労働者の疲労蓄積度自己診断チェックリスト

２

� 出典：厚生労働省「労働者の疲労蓄積度チェック 本人用・家族用」
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　次の表を用い、自覚症状、勤務の状況の評価から、あなたの仕事による負担度の点数（０～７）
を求めてください。

総合判定

仕事による負担度点数表
勤務の状況

自
覚
症
状

A B C D
Ⅰ 0 0 2 4
Ⅱ 0 1 3 5
Ⅲ 0 2 4 6
Ⅳ 1 3 5 7
※糖尿病や高血圧症等の疾病がある方の場合は判定が正しく行われない可能性があります。

あなたの仕事による負担度の点数は： 点（0～7）

点 数
0～ 1
2～ 3
4～ 5
6～ 7

仕 事による負担度
低いと考えられる
やや高いと考えられる
高いと考えられる
非常に高いと考えられる

判 定

●疲労蓄積予防のための対策
　あなたの仕事による負担度はいかがでしたか？本チェックリストでは、健康障害防
止の視点から、これまでの医学研究の結果などに基づいて、仕事による負担度が判定
できます。負担度の点数が２～７の人は、疲労が蓄積されている可能性があり、チェ
ックリスト（表2-5）の2に掲載されている“勤務の状況”の項目（点数が１または
３である項目）の改善が必要です。個人の裁量で改善可能な項目については自分でそ
れらの項目の改善を行ってください。個人の裁量で改善不可能な項目については、上
司や産業医等に相談して、勤務の状況を改善するように努力してください。なお、仕
事以外のライフスタイルに原因があって自覚症状が多い場合も見受けられますので、
睡眠や休養などを見直すことも大切なことです。疲労を蓄積させないためには、負担
を減らし、一方で睡眠・休養をしっかり取る必要があります。労働時間の短縮は、仕
事による負担を減らすと同時に、睡眠・休養を取りやすくするので、効果的な疲労蓄
積の予防法のひとつと考えられています。あなたの時間外労働時間が月45時間を超
えていれば、是非、労働時間の短縮を検討してください。

表
ひょう

2-6　労
ろうどうしゃ

働者の疲
ひ ろ う

労蓄
ちくせき

積度
ど

自
じ こ

己診
しんだん

断チェックリスト１
いち

�

�出典：厚生労働省「労働者の疲労蓄積度チェック本人用・家族用」
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生
せいかつ
活習

しゅうかん
慣病

びょう
予
よ ぼ う
防の心

こころえ
得

　生
せいかつ

活習
しゅうかん

慣病
びょう

は、「食
しょくしゅうかん

習慣、運
うんどう

動習
しゅうかん

慣、休
きゅうよう

養、喫
きつえん

煙、飲
いんしゅ

酒等
など

の生
せいかつ

活習
しゅうかん

慣が、その発
はっしょう

症・進
しんこう

行に関
かん よ

与する
疾
しっかん

患群
ぐん

」のことを指
さ

しており、例
たと

えば以
い か

下のような疾
しっかん

患が含
ふく

まれるとされています。
食
しょく

�習
しゅうかん

慣：インスリン非
ひ

依
い ぞ ん

存糖
とうにょうびょう

尿病、肥
ひ ま ん

満、高
こうしけっしょう

脂血症（家
かぞくせい

族性のものを除
のぞ

く）、高
こう

尿
にょうさんけつしょう

酸血症、循
じゅんかんき

環器病
びょう

（先
せんてんせい

天性のものを除
のぞ

く）、大
だいちょう

腸がん（家
かぞくせい

族性のものを除
のぞ

く）、歯
ししゅうびょう

周病等
など

運
うんどう

動�習
しゅうかん

慣：インスリン非
ひ

依
いぞ ん

存糖
とうにょうびょう

尿病、肥
ひまん

満、高
こうしけっしょう

脂血症（家
かぞくせい

族性のものを除
のぞ

く）、高
こうけつあつしょう

血圧症等
など

喫
きつえん

煙�：肺
はい

扁
へんぺいじょうひ

平上皮がん、循
じゅんかんき

環器病
びょう

（先
せんてんせい

天性のものを除
のぞ

く）、慢
まんせい

性気
きか ん し え ん

管支炎、肺
はいきしゅ

気腫、歯
ししゅうびょう

周病等
など

飲
いんしゅ

酒：アルコール性
せい

肝
かんしっかん

疾患等
など

　厚
こうせいろうどうしょう

生労働省が推
すいしょう

奨する生
せいかつ

活習
しゅうかん

慣病
びょう

予
よ ぼ う

防の心
こころえ

得は次
つぎ

のとおりです。
	 身

しんたい

体活
かつどう

動・運
うんどう

動

　普
ふだん

段から元
げんき

気にからだを動
うご

かすことで、糖
とうにょうびょう

尿病、心
しんぞうびょう

臓病、脳
のうそっちゅう

卒中、がん、足
あしこし

腰の痛
いた

み、うつ、認
にんち

知症
しょう

な
どになるリスクを下

さ

げることができます。
　例

たと

えば、今
いま

より1
じゅっ

0分
ぷん

多
おお

く、毎
まいにち

日からだを動
うご

かしてみませんか。
	 �栄

えいよう

養・食
しょくせいかつ

生活

　バランスのとれた適
てきせつ

切な量
りょう

と質
しつ

の食
しょくじ

事を、１
いち

日
にち

３
さん

食
しょく

規
き そ く

則正
ただ

しく食
た

べることが健
けんこう

康な身
からだ

体の土
どだい

台となりま
す。生

せいかつ

活習
しゅうかん

慣病
びょう

を予
よぼ う

防するためには、食
しょくせいかつ

生活を整
ととの

えることが重
じゅうよう

要です。体
たいじゅう

重は健
けんこう

康と栄
えいよう

養状
じょうたい

態の目
めや す

安とし
て重

じゅうよう

要です。太
ふと

り過
す

ぎはがん、循
じゅんかんき

環器疾
しっかん

患、糖
とうにょうびょう

尿病などの生
せいかつ

活習
しゅうかん

慣病
びょう

の原
げんいん

因となりますが、一
いっぽう

方でやせ過
す

ぎも若
わか

い女
じょせい

性では骨
こつりょう

量減
げんしょう

少、低
てい

出
しゅっしょう

生体
たいじゅう

重児
じ

出
しゅっさん

産のリスクがあり、高
こうれいしゃ

齢者では虚
きょじゃく

弱の原
げんいん

因となるなどの問
もんだい

題
があります。自

じぶん

分の適
てきせい

正体
たいじゅう

重を把
はあ く

握し、維
い じ

持するようにしましょう。
　食

しょくじ

事は、表
ひょう

2 -3、表
ひょう

2 -4で見
み

たように主
しゅしょく

食・主
しゅさい

菜・副
ふくさい

菜を組
く

み合
あ

わせて、適
てきせつ

切な量
りょう

の食
しょくじ

事をバランス良
よ

く取
と

りましょう。
	 �飲

いんしゅ

酒

　過
か ど

度な飲
いんしゅ

酒はさまざまな健
けんこう

康障
しょうがい

害を引
ひ

き起
お

こすおそれがあります。
　「寝

ねざけ

酒」も大
おお

きな問
もんだい

題です。寝
ねざけ

酒は寝
ね

つきを良
よ

くしますが、深
ふか

い睡
すいみん

眠が得
え

られず眠
ねむ

りの質
しつ

が悪
わる

くなります。
どうしても寝

ね

つきが悪
わる

いのであれば、寝
ねざけ

酒よりも適
てきせつ

切に睡
すいみんやく

眠薬を使
つか

う方
ほう

がはるかに健
けんこうてき

康的です。かかりつ
け医

い

やメンタルクリニックにご相
そうだん

談ください。
	 �たばこ

　長
ながねん

年たばこを吸
す

い続
つづ

けていても、禁
きんえん

煙するのに遅
おそ す

過ぎることはありません。たばこをやめれば 2
にじゅうよ

4 時
じ か ん

間
以
いな い

内に心
しんぞう

臓発
ほっ さ

作の危
きけんせい

険性が減
へ

り、１
いち

年
ねん

後
ご

には肺
はいきのう

機能の改
かいぜん

善がみられ、５
ご

年
ねん

後
ご

以
いこ う

降は肺
はい

がんの危
きけんせい

険性も低
ていか

下
し始

はじ

めるなど確
かくじつ

実に健
けんこう

康の改
かいぜん

善につながります。
　また既

すで

に病
びょうき

気を持
も

っている方
かた

でも禁
きんえん

煙をすれば健
けんこう

康改
かいぜん

善効
こう か

果が期
きたい

待できますので、病
びょうき

気の予
よぼう

防だけでは
なく一

いちびょうそくさい

病息災のためにも大
たいせつ

切です。

　このほか、健
けんこうしんだん

康診断で定
ていきてき

期的にふり返
かえ

ること、上
じょうき

記に挙
あ

げた生
せいかつ

活習
しゅうかん

慣病
びょう

について知
し

ることも予
よぼう

防の心
こころえ

得
となるでしょう。

資料：�厚生労働省WEBサイト「生活習慣病を知ろう！」スマート・ライフ・プロジェクト
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本文の資料：
厚生労働省「チェーンソー取扱い作業指針」／厚生労働省労働基準局　都道府県労働局　労働基準監督署「振動障害の予防のために」
／厚生労働省保険局「データヘルス・健康経営を推進するためのコラボヘルスガイドライン」2017/7／厚生労働省「休養・ここ
ろ心の健康」e-ヘルスネット　生活習慣病予防のための健康情報サイト／厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課「職場にお
ける熱中症予防対策マニュアル」2018/3／農林水産省WEBサイト「「食事バランスガイド」について」／厚生労働省「こころの
耳：働く人のメンタルヘルス・ポータルサイト」／厚生労働省WEBサイト「生活習慣病を知ろう！」スマート・ライフ・プロジ
ェクト
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森
しんりん

林経
けいえい

営管
か ん り

理制
せ い ど

度、森
しんりん

林環
かんきょう

境譲
じょうよ

与税
ぜい

のスタート

　国
こくない
内の森

しんりん
林は、戦

せんご
後、高

こう ど
度経

けいざい
済成

せいちょうき
長期にかけて植

しょくさい
栽された人

じんこうりん
工林が大

おお
きく育

そだ
ち、木

もくざい
材として利

りよう
用可

かの う
能な

時
じ き
期を迎

むか
え、「伐

き
って、使

つか
って、植

う
える」という森

しんりん
林を循

じゅんかんてき
環的に利

りよう
用していく新

あら
たな時

じだい
代に突

とつにゅう
入しました。

　このような中
なか
、林
りんぎょう
業の成

せいちょう
長産

さんぎょう
業化

か
の実

じつげん
現と森

しんりん
林資

しげ ん
源の適

てきせい
正な管

かん り
理の両

りょうりつ
立を図

はか
っていくことを目

め ざ
指し、

2
にせんじゅうく
019（平

へいせいさんじゅういち
成31）年

ねん
４
し
月
がつ
１
ついたち
日に「森

しんりん
林経
けいえい
営管

かんりほう
理法」が施

しこう
行され、森

しんりん
林経
けいえい
営管

かん り
理制

せい ど
度がスタートしました。

　森
しんりん
林経
けいえい
営管

かん り
理制

せい ど
度は、経

けいえい
営や管

かんり
理が適

てきせつ
切に行

おこな
われていない森

しんりん
林（＊１）について、市

しちょうそん
町村が仲

ちゅうかい
介役
やく
となり

森
しんりん
林所

しょゆうしゃ
有者と「林

りんぎょう
業経

けいえいしゃ
営者」をつなぐ仕

し く
組みを構

こうちく
築し、林

りんぎょう
業経

けいえい
営に適

てき
した森

しんりん
林の経

けいえい
営管

かん り
理を林

りんぎょう
業経

けいえいしゃ
営者に

集
しゅうせき
積・集

しゅうやく
約化

か
するとともに、林

りんぎょう
業経

けいえい
営に適

てき
さない森

しんりん
林については、市

しちょうそん
町村が自

みずか
ら経

けいえい
営管

かん り
理を行

おこな
っていくも

のです。
　また、2

にせんじゅうく
019（平

へいせいさんじゅういち
成31）年

ねん
３
さん
月
がつ
には、「森

しんりん
林環
かんきょう
境税

ぜい
及
およ
び森
しんりん
林環
かんきょう
境譲

じょうよ
与税
ぜい
に関
かん
する法

ほうりつ
律」が成

せいりつ
立し、森

しんりん
林

整
せいびとう
備等の新

あら
たな財

ざいげん
源として、同

どうねん
年９

く
月
がつ
より全

すべ
ての市

しちょうそん
町村と都

とど う ふ け ん
道府県に対

たい
する森

しんりん
林環

かんきょう
境譲

じょうよ
与税

ぜい
の譲

じょうよ
与が始

はじ

まりました。さらに、近
きんねん
年、自

しぜ ん
然災

さいがい
害による甚

じんだい
大な被

ひが い
害が発

はっせい
生しており、災

さいがい
害防

ぼう し
止等

など
の観

かんてん
点からも森

しんりん
林

整
せい び
備の推

すいしん
進が喫

きっきん
緊の課

かだい
題となっていること等

など
を踏

ふ
まえ、2

にせんにじゅう
020（令

れい わ
和２

に
）年
ねん ど
度から2

にせんにじゅうよん
024（令

れい わ
和６
ろく
）年
ねん ど
度の各

かく

年
ねん ど
度における森

しんりん
林環

かんきょう
境譲

じょうよ
与税

ぜい
の譲

じょうよ
与額

がく
を前

まえだお
倒しで増

ぞうがく
額することとなりました。森

しんりん
林経

けいえい
営管

かん り
理制

せい ど
度と併

あわ
せ

て、森
しんりん
林環

かんきょう
境譲

じょうよ
与税

ぜい
を活

かつよう
用することで、これまで手

て
を入

い
れることができなかった森

しんりん
林の整

せいびなど
備等が進

しんてん
展す

ることが期
きたい
待されます。

＊�１　国
こくない
内の私

しゆうりん
有林人

じんこうりん
工林のうち、森

しんりん
林経

けいえい
営計

けいかく
画が策

さくてい
定されていないなど経

けいえい
営管

かん り
理が担

たん ぽ
保されていることが確

かくにん
認できない

森
しんりん
林は、全

ぜんたい
体の約

やく
２
さんぶんのに
/３となっている。加

くわ
えて、わが国

くに
の私

しゆうりん
有林では、所

しょゆうしゃ
有者が不

ふめい
明な森

しんりん
林や、森

しんりん
林が所

しょざい
在している地

ちいき
域

に居
きょじゅう
住していない不

ふざいそんしゃ
在村者が所

しょゆう
有する森

しんりん
林の存

そんざい
在が課

かだ い
題となっており、このような森

しんりん
林では境

きょうかい
界の明

めいかく
確化

か
も進

すす
まず、

森
しんりん
林の経

けいえい
営管

かん り
理に支

ししょう
障を生

しょう
じさせる事

じたい
態も発

はっせい
生する等

など
、これらの課

かだい
題への対

たいおう
応が必

ひつよう
要となっている。

� 参考：林野庁「令和元年度 森林・林業白書」

経営管理が行われていない森林について市町村が仲介役となり
森林所有者と担い手をつなぐ仕組みを構築

これまでは森林所有者自ら、
又は民間事業者に委託し経営管理

森林所有者

意向を確認

市町村

林業経営者

市町村が自ら管理
経営管理を委託

新たな制度を追加

（所有者が不明の
場合にも特例を措置）

※森林所有者から
市町村への申出も可

経営管理を
再委託

林業経営に
適した森林

林業経営に
適さない森林
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講
こ う ぎ

義のねらい
刈
かりはらいき
払機のメンテナンスに必

ひっす
須の知

ちしき
識と技

ぎじゅつ
術・技

ぎのう
能を学

まな
び、確

かくじつ
実なメンテナンスを実

じっこう
行で

きる能
のうりょく
力を養

やしな
う。

キーワード　
刈
かり
刃
ば
、鋸

のこ
刃
ば
、笹

ささ
刈
かり
刃
ば
、チップソー、飛

ひさん
散防

ぼう ご
護カバー、緊

きんきゅう
急離

りだ つ
脱装

そう ち
置、キックバック、

刈
かり
刃
ば
の目

め た
立て、アサリ出

だ
し、混

こんごう
合燃

ねんりょう
料

安
あんぜん

全に関
かん

する留
りゅうい

意事
じ こ う

項
●�刈
かりはらいき
払機を用

もち
いて作

さぎょう
業を行

おこな
う場

ばあ い
合には自

みずか
らの体

からだ
を守

まも
るために、防

ぼうしん
振手

てぶくろ
袋、難

なんちょう
聴を防

ふせ

ぐための耳
みみせん
栓（イヤマフ）〈使

しよう
用に伴

ともな
って、音

おと
が聞

き
こえなくなる音

おんいき
域が生

しょう
じるため、

音
おと
が聞

き
こえていない時

とき
の意

い し
思疎

そつ う
通の方

ほうほう
法を事

じぜん
前に決

き
めておくこと〉、保

ほ ご
護眼

めが ね
鏡（バ

イザー）を着
ちゃくよう
用すること

●�刈
かり
刃
ば
の目

め た
立ての不

ふ ぐ あ い
具合によって発

はっせい
生する振

しんどう
動が振

しんどう
動障

しょうがい
害（職

しょくぎょう
業病

びょう
）を引

ひ
き起

お
こす

可
かのうせい
能性があること

●�刈
かり
刃
ば
の部

ぶし ょ
所によって発

はっせい
生するキックバックの危

きけんせい
険性

刈
かりはらいき
払機のメンテナンス

メンテナンス

No.03

No.03　刈払機のメンテナンス
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刈
かりはらいき

払機のメンテナンスの必
ひつようせい

要性

刈
かりはらいき
払機の構

こうぞう
造と危

きけんせい
険性

　刈
かりはらいき

払機は、高
こうそく

速回
かいてん

転する刈
かり

刃
ば

で草
くさ

などを刈
か

り払
はら

う手
て も

持ち機
きかい

械です。林
りんぎょう

業での刈
か

り払
はら

い作
さぎょう

業は、足
あしば

場の悪
わる

い山
さんちゅう

中で歩
ある

きながら作
さぎょう

業することになり、作
さぎょう

業中
ちゅう

に転
てんとう

倒したり、刈
かり

刃
ば

が跳
は

ね返
かえ

ったり（キックバック）、刈
かり

刃
ば

で跳
は

ね飛
と

ばした物
もの

が当
あ

たったりするなど、刈
かりはらいき

払機を使
しよう

用した作
さぎょう

業で多
おお

くの災
さいがい

害が発
はっせい

生しています。また、
刈
かりはらいき

払機の構
こうぞう

造上
じょう

、刈
かり

刃
ば

がむき出
だ

しであり、回
かいてん

転する刈
かり

刃
ば

による切
せっそう

創では痛
いた

ましい死
しぼう

亡災
さいがい

害も発
はっせい

生しています。

刈
かりはらいき
払機のメンテナンスの必

ひつようせい
要性

　カマを使
つか

った刈
か

り払
はら

い作
さぎょう

業と比
ひかく

較すると、刈
かりはらいき

払機の登
とうじょう

場によって作
さぎょう

業効
こうりつ

率は大
おお

きく上
あ

がりました。しか
し、誤

あやま

った使
しよ う

用方
ほうほう

法だけでなく整
せいび

備不
ふりょう

良による災
さいがい

害も発
はっせい

生しています。これは刈
かりはらいき

払機に限
かぎ

った話
はなし

ではあり
ませんが、労

ろうどう

働安
あんぜん

全、作
さぎょう

業効
こうりつ

率の両
りょうめん

面から、点
てんけん

検整
せい び

備を徹
てってい

底して常
つね

に最
さいりょう

良の状
じょうたい

態で作
さぎょう

業に臨
のぞ

むことが大
たいせつ

切
です。
　また、刈

かりはらいき

払機の作
さぎょう

業に振
しんどう

動はつきものです。その振
しんどう

動の大
おお

きさは、刈
かりはらいき

払機の整
せいび

備状
じょうきょう

況に大
おお

きく関
かんけい

係する
とされています。特

とく

に、各
かくぶ

部のネジの緩
ゆる

み・脱
だつらく

落、刈
かり

刃
ば

の目
め た

立て不
ふりょう

良などは、振
しんどう

動が大
おお

きくなる原
げんいん

因とな
ります。振

しんどう

動障
しょうがい

害防
ぼう し

止の観
かんてん

点からも、しっかりメンテナンスを行
おこな

うようにしましょう（図
ず

3-1）。
　足

あしば

場の悪
わる

い山
やま

の中
なか

、むき出
だ

しの刈
かり

刃
ば

を高
こうそく

速回
かいてん

転させながら刈
か

り払
はら

い作
さぎょう

業を行
おこな

う場
ばめ ん

面を考
かんが

えてみてくださ
い。もし、刈

かり

刃
ば

が欠
か

けて自
じぶん

分に向
む

かって飛
と

んできたら…。突
とつぜん

然に吊
つ

り金
かな ぐ

具がはずれたら…。
　メンテナンスを徹

てってい

底することで防
ぼうし

止できる災
さいがい

害もあります。また、作
さぎょう

業中
ちゅう

に刈
かりはらいき

払機の調
ちょうし

子が悪
わる

くなれば
作
さぎょう

業効
こうりつ

率も落
お

ちます。刈
かりはらいき

払機の構
こうぞう

造、仕
し く

組み、そして各
かくぶ

部のメンテナンス方
ほうほう

法を、本
ほんしょう

章でしっかり身
み

につ
けましょう。

図
ず

3-1　刈
かりはらいき

払機のメンテナンスをしっかり行
おこな

うようにしましょう
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刈
かりはらいき

払機の種
しゅるい

類と構
こうぞう

造

刈
かりはらいき
払機の種

しゅるい
類と基

きほ ん
本構

こうぞう
造

　近
きんねん

年ではバッテリー式
しき

の刈
かりはらいき

払機も登
とうじょう

場していますが、一
いっぱんてき

般的に林
りんぎょう

業では、エンジン式
しき

の刈
かりはらいき

払機を使
しよう

用し
ます。そのため、本

ほん

テキストで示
しめ

す刈
かりはらいき

払機はエンジン式
しき

のものとします。
　さて、刈

かりはらいき

払機の種
しゅるい

類はおおまかに次
つぎ

の３
さん

タイプに分
わ

けられます。
・�肩

かたかけ

掛式
しき

刈
かりはらいき

払機
・�背

せおいしき

負式刈
かりはらいき

払機
・ツーグリップ式

しき

刈
かりはらいき

払機

肩
かたかけ

掛式
しき

刈
かりはらいき

払機（Ｕハンドル）
　エンジン部

ぶ

と操
そう さ

作桿
かん

部
ぶ

が直
ちょっけつ

結されていて、操
そうさ

作桿
かん

に装
そうちゃく

着されている吊
つり

金
かな ぐ

具を、肩
かた

に掛
か

けるバンド・腰
こしあ

当
て・腰

こし

バンドで構
こうせい

成する肩
かたか

掛けバンドに吊
つる

して操
そうさ

作します。安
あんぜんめん

全面から腰
こし

バンド付
つ

きであることが必
ひつよう

要で
す。Ｕ字

じ

形
がた

のハンドルを手
て

で握
にぎ

り、刈
かり

刃
ば

を左
さゆ う

右に動
うご

かして操
そうさ

作します（図
ず

3-2）。

背
せおいしき

負式刈
かりはらいき

払機
　エンジン部

ぶ

を背
せな か

中に背
せ お

負い、操
そうさ

作桿
かん

に付
つ

いているグリップ、またはループ型
がた

のハンドルを手
て

で握
にぎ

り、刈
かり

刃
ば

を左
さゆ う

右に動
うご

かして操
そうさ

作します（図
ず

3-3）。

ツーグリップ式
しき

刈
かりはらいき

払機
　エンジン部

ぶ

と操
そう さ

作棹
かん

、肩
かた

に掛
か

けるバンド類
るい

は肩
かたかけ

掛式
しき

刈
かりはらいき

払機と同
どうよう

様で、U字
じけ い

形のハンドルではなく、ル
ープ式

しき

のハンドル（図
ず

3-1）を左
ひだりて

手で握
にぎ

り操
そう さ

作するタイプと左
ひだりて

手で直
ちょくせつ

接操
そう さ

作棹
かん

を握
にぎ

って操
そうさ

作するタイプの２
に

種
しゅるい

類があります（図
ず

3-4）。

※�３
さん

種
しゅるい

類の刈
かりはらいき

払機を紹
しょうかい

介しましたが、「緑
みどり

の雇
こよ う

用」の研
けんしゅうせい

修生は、U字
じ

ハンドルの機
きしゅ

種を使
しよう

用します。

機
きしゅ

種ごとの操
そうさせい

作性と安
あんぜんせい

全性

肩
かたかけ

掛式
しき

刈
かりはらいき

払機（Ｕハンドル）

　肩
かたかけ

掛式
しき

刈
かりはらいき

払機（Ｕハンドル）は、右
みぎこし

腰骨
ぼね

付
ふき ん

近に接
せっしょく

触させ、腰
こしぼね

骨を中
ちゅうしん

心に左
さゆ う

右に、あるいは腰
こしぼね

骨に付
つ

けた
状
じょうたい

態で上
じょうげ

下させて作
さぎょう

業するタイプです。腰
こしぼね

骨の付
ふきん

近に半
はん

固
こて い

定状
じょうたい

態となるので、前
ぜんご

後の移
いどう

動距
きょ り

離が短
みじか

いこと、
上
じょうげどう

下動の時
とき

の差
さ

（あまり高
たか

く上
あ

げられない）が大
おお

きくないこと等
とうとう

々により、他
ほか

の機
きし ゅ

種に比
くら

べ刈
かり

刃
ば

が作
さぎょうしゃ

業者に
接
せっきん

近しにくく、操
そうさ

作の上
うえ

でリスクが低
ひく

いといえます。ただし、そのことは自
じゆう

由度
ど

が他
ほか

の機
きし ゅ

種より少
すく

ないと
いうことも意

い み

味します。

背
せおいしき

負式刈
かりはらいき

払機

　背
せおいしき

負式刈
かりはらいき

払機は、動
どうりょく

力部
ぶ

を背
せ お

負い、操
そうさ

作パイプは伝
でんたつ

達装
そう ち

置を間
あいだ

に入
い

れて独
どくりつ

立した動
うご

きが可
かのう

能になってい
ます。作

さぎょう

業する時
とき

に操
そう さ

作パイプの自
じゆう

由度
ど

が大
おお

きい（幅
はば

が広
ひろ

い）ということは、刈
かり

刃
ば

の移
いど う

動範
はん い

囲（可
かのう

能範
はん い

囲）が
広
ひろ

いということです。一
いっぽう

方で、手
て

に保
ほ じ

持しない時
とき

の操
そう さ

作パイプはフレキシブルシャフトの自
じゆう

由度
ど

が大
おお

きい
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リコイルスタータ

コントロールレバー

エンジン本体

燃料タンク

吊り金具

Uハンドル

スロットルレバー

操作桿飛散防護カバー

刈刃
歯車室

図
ず

3-2　肩
かたかけ

掛式
しき

刈
かりはらいき

払機（Ｕハンドル）

図
ず

3-3　背
せ お い し き

負式刈
かりはらいき

払機

スロットルレバー

グリップ

ループハンドル

スロットルワイヤ

コントロールレバー
飛散防護カバー

操作桿（メインパイプ）

歯車室

刈刃

フレキシブルシャフト

図
ず

3-4　ツーグリップ式
しき

刈
かりはらいき

払機
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ため、その移
いどう

動距
きょ り

離は非
ひじょう

常に大
おお

きく、作
さぎょう

業中
ちゅう

に滑
すべ

って操
そうさ

作パイプから手
て

を離
はな

した時
とき

や、足
あし

を滑
すべ

らせて足
あし

が
前
ぜんぽう

方へ飛
と

び出
だ

した時
とき

は大
たいへん

変危
きけ ん

険です。

ツーグリップ式
しき

刈
かりはらいき

払機

　エンジン・操
そうさ

作パイプが一
いったい

体型
がた

であるため、いたってシンプルな構
こうぞう

造です。操
そうさ

作フォーム・作
さぎょう

業条
じょうけん

件等
など

は背
せおいしき

負式刈
かりはらいき

払機と同
どうとう

等と見
み

ることができます。しかし、使
しよう

用リスクという点
てん

では、背
せおいしき

負式と違
ちが

って体
からだ

から
離
はな

れやすいため、はるかに大
おお

きくなります。下
したが

刈り用
よう

のカマの代
だいよう

用的
てき

感
かんかく

覚でショルダーベルトも付
つ

けずに
作
さぎょう

業をして、事
じ こ

故を起
お

こす例
れい

も後
あと

を絶
た

ちません。

エンジン
　刈

かりはらいき

払機は手
て

や体
からだ

で支
ささ

えながら作
さぎょう

業するため、小
こがた

型軽
けいりょう

量でも高
たか

い出
しゅつりょく

力が得
え

られ、姿
しせい

勢の変
へんか

化にも影
えいきょう

響され
ない、空

くうれい

冷２サイクルエンジンが主
おも

に使
つか

われています。２サイクルエンジンは、ピストンが１
いち

往
おうふく

復する
間
あいだ

、すなわちクランクシャフトが１
いっ

回
かいてん

転する間
あいだ

に吸
きゅうき

気、圧
あっしゅく

縮、膨
ぼうちょう

張、排
はい き

気（掃
そう

気
き

）の作
さどう

動を行
おこな

い、これを繰
く

り返
かえ

すことによって動
どうりょく

力が発
はっせい

生します。最
さいきん

近はこのような作
さぎょう

業でも使
しよう

用できる空
くうれい

冷４サイクルエンジンも
開
かいはつ

発されています。

動
どうりょく

力伝
でんたつ

達部
ぶ

　エンジンの力
ちから

を刈
かり

刃
ば

に伝
つた

えるための伝
でんどう

動部
ぶぶ ん

分で、遠
えんしん

心クラッチ、操
そうさ

作桿
かん

、伝
でんどう

動軸
じく

、歯
は

車
ぐるましつ

室で構
こうせい

成されて
います。エンジンから取

と

り出
だ

された動
どうりょく

力は、遠
えんしん

心クラッチを介
かい

して操
そうさ

作桿
かん

の中
なか

の伝
でんどう

動軸
じく

を通
とお

り、歯
は

車
ぐるましつ

室に
伝
つた

えられます。操
そうさ

作桿
かん

には肩
かたかけ

掛式
しき

用
よう

と背
せおいしき

負式用
よう

の操
そう さ

作桿
かん

があります。背
せおいしき

負式刈
かりはらいき

払機の操
そうさ

作桿
かん

は自
じゆ う

由に上
じょうげ

下
に動

うご

かしたり、手
てもと

元に寄
よ

せることができるように、フレキシブルシャフトは細
ほそなが

長くなっており自
じゆう

由に曲
ま

げ
ることができます。

刈
かり

刃
ば

　刈
かり

刃
ば

にはさまざまな種
しゅるい

類があります。必
ひつよう

要とする刈
かり

刃
ば

をより入
にゅうしゅ

手しやすく、かつ良
りょうしつ

質の刈
かり

刃
ば

供
きょうきゅう

給によっ
て作

さぎょうば

業場の安
あんぜん

全を高
たか

めることをねらいとして、刈
かり

刃
ば

には日
にほん

本産
さんぎょう

業規
きか く

格の「刈
かりはらいき

払機用
よう

回
かいてん

転刈
かり

刃
ば

」（JISB9212）
が制

せいてい

定されています（ 1
せんきゅうひゃくななじゅうはち

9 78 年
ねん

制
せいてい

定）。制
せいてい

定にあたり、刈
かり

刃
ば

の形
けいじょう

状、寸
すんぽう

法についてアンケート調
ちょうさ

査も
実
じっし

施され、広
ひろ

く普
ふきゅう

及しているものを基
き そ

礎にして決
き

められましたが、外
がいけい

径については、大
だいしょう

小の両
りょうたん

端を切
き

り、

表
ひょう

3-1　刈
かりはらいき

払機の操
そ う さ せ い

作性と安
あんぜんせい

全性のイメージ�

刈払機のタイプ 操作性 安全性

肩掛式刈払機（Ｕハンドル） ○ ◎

背負式刈払機 ◎ ○

ツーグリップ式刈払機 ◎ △
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実
じっしつてき

質的に差
さ

のないものを統
とういつ

一して、2
にひゃく

00㎜、 2
にひゃくさんじゅう

30 ㎜、 2
にひゃくごじゅうご

55 ㎜としています。
　林

りんぎょう

業での刈
か

り払
はら

い作
さぎょう

業（下
したが

刈り）では、丸
まる

ノコ刃
ば

、チップソー、笹
ささ

刈
かり

刃
ば

（笹
ささ

刃
ば

）等
など

が使
つか

われます（切
きり

込
こみ

刃
ば

は
下
した が

刈り作
さぎょう

業には使
つか

わない）。刈
かり

払
はら

う対
たいしょう

象への適
てきせい

性や切
き

れ味
あじ

の持
じぞくせい

続性、目
め た

立てのしやすさ等
など

にそれぞれ特
とくしょく

色
があります。

操
そうさ

作部
ぶ

（コントロールレバー）
　肩

かたかけ

掛式
しき

刈
かりはらいき

払機、背
せおいしき

負式刈
かりはらいき

払機ともに、ハンドルのグリップとスロットルレバーを一
いっしょ

緒に握
にぎ

って操
そうさ

作しま
す。その際

さい

にコントロールレバーを高
こうそく

速側
がわ

に、ゆっくりと移
いどう

動させ、カッターの回
かいてん

転が適
てきせつ

切になるように
設
せってい

定します。スロットルレバーから手
て

を離
はな

すと、アイドリング（低
ていそく

速運
うんてん

転）になります。もう一
いちど

度スロット
ルレバーを握

にぎ

れば、また設
せってい

定した回
かいてん

転に上
あ

がります。
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刈
かりはらいき

払機の安
あんぜん

全装
そ う ち

置の点
てんけん

検

刈
かりはらいき
払機の安

あんぜん
全装

そう ち
置

　刈
かりはらいき

払機には、刈
かり

刃
ば

によるキックバックや飛
ひさん

散物
ぶつ

など機
きかい

械特
とくゆう

有の危
きけん

険があります。これらを理
りかい

解し、正
ただ

し
く使

しよう

用しましょう。特
とく

に初
はじ

めて使
しよう

用する場
ばあい

合は、取
とりあつかい

扱説
せつめいしょ

明書をよく読
よ

み、使
しよう

用方
ほうほう

法や危
きけんせい

険性を十
じゅうぶん

分理
りか い

解し
てから、使

しよう

用しましょう。

飛
ひさん

散防
ぼう ご

護装
そう ち

置（飛
ひさん

散防
ぼう ご

護カバー）
　飛

ひさん

散物
ぶつ

によるケガの危
きけん

険を低
ていげん

減するための装
そうち

置です（図
ず

3-5）。使
しよう

用する刈
かりはらいき

払機の取
とりあつかい

扱説
せつめいしょ

明書に沿
そ

って正
ただ

しい位
い ち

置に装
そうちゃく

着します。飛
ひさん

散防
ぼう ご

護装
そう ち

置が装
そうちゃく

着されていない場
ばあい

合は、絶
ぜったい

対に作
さぎょう

業を行
おこな

わないでください。
　なお、飛

ひさ ん

散防
ぼう ご

護装
そう ち

置を装
そうちゃく

着していても、作
さぎょうしゃ

業者側
がわ

への飛
ひさ ん

散がなくなるわけではありません。飛
ひさ ん

散物
ぶつ

を
発
はっせい

生させる（跳
は

ね飛
と

ばす）刈
かり

刃
ば

が身
から だ

体の前
ぜんぽう

方にあるためで、被
ひさい

災部
ぶ い

位の特
とくちょう

徴は目
め

を中
ちゅうしん

心とした顔
がんめん

面と膝
ひざ

から
下
した

が多
おお

いことです。飛
ひさん

散防
ぼう ご

護装
そう ち

置で膝
ひざ

から下
した

の被
ひさ い

災は防
ふせ

げますが、顔
がんめん

面被
ひさ い

災事
じれ い

例ではゴーグルなどの防
ぼうご

護
具
ぐ

で顔
がんめん

面を保
ほ ご

護していれば被
ひさい

災を免
まぬが

れたという報
ほうこく

告があります。

緊
きんきゅう

急離
りだ つ

脱装
そう ち

置
　使

しよう

用前
まえ

に、必
ひつよう

要に応
おう

じ作
さぎょうしゃ

業者が緊
きんきゅうじ

急時に機
きたい

体を切
き

り離
はな

すこと（離
りだつ

脱）ができる構
こうぞう

造です（図
ず

3-6）。肩
かたかけ

掛式
しき

刈
かりはらいき

払機、背
せおいしき

負式刈
かりはらいき

払機等
など

の型
かたしき

式によって構
こうぞう

造の違
ちが

いがありますが、ワンタッチの操
そうさ

作で刈
かりはらいき

払機本
ほんたい

体を体
からだ

か
ら緊

きんきゅう

急離
りだ つ

脱させられる機
きこう

構です。使
しよう

用の際
さい

には装
そうち

置が機
きのう

能するかを確
かくにん

認するとともに、使
しよう

用方
ほうほう

法について
は習

しゅうじゅく

熟し、慌
あわ

てずに操
そうさ

作できるようにしておく必
ひつよう

要があります。

飛散防護カバー

刈刃
歯車室

図
ず

3-5　作
さぎょう
業を行

おこな
う際

さい
は、所

しょてい
定の位

い ち
置に

必
かなら
ず装

そうちゃく
着します。

図
ず

3-6　緊
きんきゅう

急離
り だ つ

脱装
そ う ち

置と股
また

バンド

腰バンド

股バンド

連結

肩バンド

カラビナ

緊急離脱装置
上部の金具
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腰
こし

バンド、股
また

バンド
　刈

かりはらいき

払機の災
さいがい

害発
はっせい

生の原
げんいん

因となる「転
てんとう

倒」「キックバック」による災
さいがい

害事
じれ い

例では、斜
しゃめん

面で足
あし

を滑
すべ

らせ転
てんとう

倒
したときに、またキックバックしたときに、刈

かりはらいき

払機がずれ上
あ

がり、その結
けっ か

果、刈
かり

刃
ば

が足
あし

に当
あ

たり災
さいがい

害が
発
はっせい

生しています。身
からだ

体と刈
かりはらいき

払機を固
こてい

定することできる「腰
こし

バンド付
つ

き肩
かた か

掛けバンド」を装
そうちゃく

着しても、ずれ
上
あ

がりまでは防
ふせ

ぐことができません。ずれ上
あ

がり防
ぼうし

止のための「股
また

バンド」（図
ず

3-6）を併
へいよう

用することで、
災
さいがい

害のリスクを軽
けいげん

減することができます。

停
ていし

止スイッチの確
かくにん

認
　緊

きんきゅうじ

急時には、直
ただ

ちにストップスイッチでエンジンを停
てい し

止します。停
てい し

止しない場
ばあ い

合には販
はんばいてん

売店に点
てんけん

検と
修
しゅうり

理を依
いらい

頼します。

トリガー式
しき

スロットル
　近

きんねん

年販
はんばい

売されている刈
かりはらいき

払機は、トリガー式
しき

スロットル装
そうち

置を備
そな

えています（図
ず

3-7）。スロットルレバー
を握

にぎ

ると刈
かり

刃
ば

が回
かいてん

転し、転
てんとう

倒などによってスロットルレバーを離
はな

すとすぐにエンジン回
かいてん

転数
すう

が落
お

ちて遠
えんしん

心
クラッチが切

き

れ、刈
かり

刃
ば

の回
かいてん

転が落
お

ちる仕
し く

組みです。
　近

きんねん

年までは、この安
あんぜん

全装
そう ち

置のない固
こてい

定式
しき

のスロットルが多
おお

く用
もち

いられていましたが、メーカーの自
じしゅてき

主的
な取

と

り組
く

みとして、2
にせんじゅういち

011（平
へいせいにじゅうさん

成23）年
ねん

9
く

月
がつ

末
まつじつ

日をもって生
せいさん

産が中
ちゅうし

止されました。

資料：�社団法人日本農業機械工業会刈払機部会「刈払機のスロットルレバー装置に係わる合意内容」2010/4/30

コントロールレバー
「高速」

コントロールレバー
作業に適した位置に
セットする

定速保持作業 加減速繰り返し作業

スロットルレバーを
握ると刈刃が回転し、
離すと停止する

図
ず

3-7　トリガー式
しき

スロットルの機
き こ う

構例
れい

図
ず
はコントロールレバー（固

こて い
定レバー）でアクセル開

かい ど
度を決

き
め、トリガーレバーを握

にぎ
ると決

き
められた開

かい ど
度まで

刈
かり
刃
ば
の回

かいてん
転数

すう
が上

あ
がり、離

はな
すとアイドルに戻

もど
る仕

し く
組み（コントロールレバーのない機

きし ゅ
種もあります）。
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刈
かりはらいき

払機の点
てんけん

検（清
せいそう

掃）・整
せ い び

備
　刈

かりはらいき

払機は、定
ていきてき

期的に点
てんけん

検・整
せいび

備し、常
つね

に良
りょうこう

好な状
じょうたい

態で使
しよ う

用することが安
あんぜん

全・効
こうりつ

率の両
りょうめん

面で大
たいせつ

切ですし、
そのことが機

きかい

械を長
ながも

持ちさせることにもつながります。
　また、ハーネスの機

きかい

械吊
つ

り下
さ

げ部
ぶぶ ん

分の樹
じゅし

脂の損
そんしょう

傷により、作
さぎょう

業中
ちゅう

に機
きか い

械が脱
だつらく

落し、足
あしゆび

指を切
せっそう

創するとい
う事

じ こ

故が実
じっさい

際に起
お

こったりもしているので、刈
かりはらいき

払機の点
てんけん

検・整
せいび

備は、製
せいひん

品付
ふぞ く

属の取
とりあつかい

扱説
せつめいしょ

明書に従
したが

うととも
に、毎

まいにち

日・毎
まいしゅう

週・毎
まいつき

月の３
さん

段
だんかい

階で行
おこな

うことが大
たいせつ

切です。

必
ひつよう
要な道

どうぐるい
具類

　刈
かりはらいき

払機の点
てんけん

検・整
せいび

備には、刈
かりはらいき

払機各
かく ぶ

部の脱
だっちゃく

着や締
し

め付
つ

けに必
ひつよう

要なソケットレンチ、六
ろっかく

角レンチ、ドライ
バーといった工

こうぐ

具のほか、歯
はぐるま

車室
しつ

（ギヤケース）等
とう

を潤
じゅんかつ

滑するグリスやエアクリーナー等
など

の汚
よご

れを落
お

とすブ
ラシなどを使

しよう

用します。

点
てんけん
検・整

せい び
備の目

めやす
安

　点
てんけん

検・整
せいび

備をするときは、エンジンを停
ていし

止し、エンジンが冷
ひ

えてから行
おこな

います。
　刈

かりはらいき

払機を安
あんぜん

全に使
しよ う

用するためには、定
ていきてき

期的な点
てんけん

検・整
せい び

備が必
ひつよう

要です。目
めや す

安については表
ひょう

3 -2、表
ひょう

3 -3で
紹
しょうかい

介します。点
てんけん

検・整
せい び

備には専
せんもんてき

門的な知
ちし き

識が必
ひつよう

要です。取
とりあつかい

扱説
せつめいしょ

明書を確
かくにん

認し、自
じぶ ん

分で点
てんけん

検・整
せい び

備や故
こしょう

障
対
たいさく

策ができない場
ばあい

合は、売
ばいてん

店等
など

に相
そうだん

談します。
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表
ひょう

3-2　作
さぎょう

業前
ぜ ん ご

後点
てんけん

検�
作
さぎょう
業前

ぜん ご
後に次

つぎ
の点

てんけん
検を行

おこな
ってください。

点　検　項　目 処　　置

1 刈刃 ・取り付けボルト緩み
・割れ、欠け、チップ飛び、曲がり
・刃先磨耗

・締め付け
・交換
・研ぎ直しまたは交換

2 飛散防護カバー ・取り付け部緩み
・破損

・締め付け
・交換

3 ハンドル ・取り付け部緩み
・曲がり、破損

・締め付け
・交換

4 グリップ ・オイル付着 ・ふき取り

5 スロットルレバー ・動きが悪い ・修理または交換

6 スロットルワイヤ ・遊び過大／過小
・動きが悪い

・修正
・修理または交換

7 肩掛バンド ・フックの変形、損傷
・バンドのほつれ

・修理または交換
・修理または交換

8 エンジン取り付け部 ・緩み ・締め付け

9 燃料タンク ・取り付け部緩み
・燃料パイプ損傷
・キャップパッキン損傷

・締め付け
・交換
・交換

10 ギヤケース  ・刈刃取り付けシャフトのガタ ・修理または交換

11 マフラ ・取り付け部緩み
・排気ガス出口の詰まり

・締め付け
・�マイナスドライバなどで詰まりを取り除く

12 プロテクタ ・プロテクタの変形、変色 ・修理または交換

13 防振ゴム ・磨耗、亀裂、変形、ガタツキ ・交換

� 参考：ゼノア刈払機取扱説明書

表
ひょう

3-3　定
て い き

期点
てんけん

検�
下
か き
記の使

しよ う
用時

じか ん
間毎

ごと
に点

てんけん
検を行

おこな
ってください。

点検整備項目
使用時間

備考
25時間 50時間 100時間

エンジン エアクリーナエレメントの清掃 ○

燃料フィルタの点検清掃 ○

スパークプラグの点検清掃、調整 ○ スキマ0.6～0.7㎜

冷却空気取入口、シリンダフィンの点検清掃 ○

シリンダ取付ボルトの増締め ○

エンジン各部の増締め ○

マフラカーボン落とし ○

クラッチドラム汚れ除去 ○

本体 ギヤケースグリース除去 ○

ドライシャフト ○

� 参考：ゼノア刈払機取扱説明書
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刈
かり

刃
ば

の規
き か く

格と種
しゅるい

類

刈
かり
刃
ば
の規

きか く
格

　刈
かりはらいき

払機の刈
かり

刃
ば

は、日
にほん

本産
さんぎょう

業規
きか く

格の「刈
かりはらいき

払機用
よう

回
かいてん

転刈
かり

刃
ば

」（JIS B 9212）で規
きて い

定されています。
　この規

きかく

格では、刈
かり

刃
ば

の種
しゅるい

類に加
くわ

え、外
がいけい

径（2
にひゃく

00㎜、 2
にひゃくさんじゅう

30 ㎜、 2
にひゃくごじゅうご

55 ㎜）、厚
あつ

さ（1
いってんにご

. 25㎜、1
いってんよん

. 4㎜、1
いってんろく

. 6㎜、
1
いってんはち

. 8㎜、チップソーは1
いってんにご

. 25㎜、1
いってんよんご

. 45㎜、1
いってんろくご

. 65㎜）、中
ちゅうおう

央の穴
あな

径
けい

（ 2
にじゅうごてんよん

5 . 4 ㎜）といった寸
すんぽう

法や、刃
は

数
すう

、各
かく ぶ

部の
名
めいしょう

称、品
ひんしつ

質等
など

について定
さだ

められています。

刈
かり
刃
ば
の種

しゅるい
類と構

こうぞう
造

　刈
かりはらいき

払機の刈
かり

刃
ば

にはいくつかの種
しゅるい

類がありますが、林
りんぎょう

業では丸
まる

ノコ刃
ば

、笹
ささ

刈
かり

刃
ば

、チップソーがよく使
つか

われ、
農
のうぎょう

業の草
くさ か

刈りなどで使
しよう

用されることの多
おお

い切
きり

込
こみ

刃
ば

は使
しよ う

用しません（図
ず

3-8）。
　丸

まる

ノコ刃
ば

は、手
て

ノコの刃
は

を円
えんしゅう

周上
じょう

に並
なら

べたようなもので、かん木
ぼく

などの多
おお

い山
やま

での刈
か

り払
はら

い作
さぎょう

業に適
てき

し
ています（写

しゃしん

真3-1）。
　笹

ささ

刈
かり

刃
ば

は、ササ類
るい

を効
こうりつよ

率良く刈
か

り払
はら

うのに適
てき

した刃
は

の形
けいじょう

状となっていますが、ササ類
るい

と同
どう

程
てい ど

度の太
ふと

さの
かん木

ぼく

、カヤ類
るい

まで幅
はばひろ

広く使
しよう

用できます（写
しゃしん

真3-2）。
　チップソーは、丸

まる

ノコ刃
ば

の刃
はさ き

先に超
ちょうこう

硬チップを埋
う

め込
こ

んだものです（写
しゃしん

真3-3）。刃
はさき

先が硬
かた

いため切
き

れ味
あじ

が長
なが も

持ちしますが、普
ふつう

通のヤスリでは目
め た

立てができない、チップが飛
と

んでなくなることがある、というデ
メリットもあります。
　また、軽

かる

くする目
もくてき

的で刈
かり

刃
ば

に穴
あな

があいているタイプがあり、この穴
あな

にかん木
ぼく

などが入
はい

って小
しょうへん

片が飛
と

び散
ち

ることがあるので、使
しよう

用時
じ

には留
りゅうい

意してください。
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丸ノコ刃（林業の下刈用丸ノコ刃） チップソー（草刈、下刈用）

笹刈刃アサリ付き（草刈、下刈用） 8枚刃（草刈用切込刃）
※林業用としては
使用しない

図
ず

3-8　刈
かり

刃
ば

の種
しゅるい

類

写
しゃしん

真3-1　丸
まる

ノコ刃
ば

写
しゃしん

真3-2　笹
ささ

刈
かり

刃
ば

写
しゃしん

真3-3　チップソー
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刈
かり

刃
ば

の目
め た

立て
　刈

かりはらいき

払機の性
せいのう

能を発
はっき

揮するのは刃
はもの

物の切
き

れ味
あじ

であり、振
しんどう

動障
しょうがい

害はもとより、安
あんぜん

全に、作
さぎょう

業能
のうりつ

率を確
かくほ

保する
ためには、まず何

なに

よりも正
ただ

しい目
め た

立てが肝
かんじん

心です。
　目

め た

立て作
さぎょう

業は常
つね

に早
はや

めに行
おこな

うことが刃
は

のためにもよく、作
さぎょう

業も楽
らく

で、かつ能
のうりつ

率も上
あ

がります。刃
は

の摩
まも う

耗
が大

おお

きすぎることは無
む り

理に使
しよ う

用した結
けっ か

果であり、燃
ねんりょう

料と労
ろうりょく

力の無
む だ づ か

駄遣いであるばかりでなく、刈
かりはらいき

払機の
損
そんしょう

傷原
げんいん

因となります。切
き

れ味
あじ

が悪
わる

くなった刃
は

は、速
すみ

やかに交
こうかん

換するか目
め た

立てを行
おこな

います。

目
め た
立てに必

ひつよう
要な道

どう ぐ
具

・�ヤスリ（丸
まる

ノコ刃
ば

）
・�ダイヤモンドホイール（グラインダーに装

そうちゃく

着）、またはダイヤモンド微
びりゅうし

粒子をコーティングしたヤスリ（チ
ップソー）

・�ヤスリ（笹
ささ

刃
ば

用
よう

）
・�研

けん ま

磨台
だい

など

刈
かり
刃
ば
の目

め た
立ての手

てじゅん
順

　ここでは、さまざまな刈
かり

刃
ば

のうち、笹
ささ

刈
かり

刃
ば

の目
め た

立て方
ほうほう

法を紹
しょうかい

介します。かん木
ぼく

を切
き

る現
げん ば

場を意
いし き

識した
目
め た

立て方
ほうほう

法の一
いちれい

例です。
　笹

ささ

刈
かり

刃
ば

の目
め た

立ての仕
し あ

上がりイメージは写
しゃしん

真3-4～写
しゃしん

真3-6、図
ず

3-9、図
ず

3-10のとおりです。

①
まるいち

真
しんえん

円を出
だ

す

　市
しはん

販の研
けんま

磨台
だい

（写
しゃしん

真3-7）にダイヤモンドホイールをつけて、定
ていきてき

期的にこれで逃
に

げ面
めん

を整
ととの

えて真
しんえん

円を出
だ

し
ます（写

しゃしん

真3-8）。手
て

研
と

ぎではどうしても形
かたち

が崩
くず

れてしまい、振
しんどう

動が発
はっせい

生してしまいます。

②
まるに

丸
まる

ヤスリですくい面
めん

を目
め た

立て

　逃
に

げ角
かく

を取
と

って逃
に

げ面
めん

を整
ととの

えたら、丸
まる

ヤスリ（７
ななからはち

～８㎜径
けい

）で、すくい面
めん

を目
め た

立てします。すくい面
めん

を
目
め た

立てする時
とき

は写
しゃしん

真3-8のように笹
ささ

刈
かり

刃
ば

を立
た

てて、まさにチェーンソーの目
め た

立てをするようにヤスリを動
うご

かします（写
しゃしん

真3-9）。

③
まるさん

アサリ分
わ

けを行
おこな

う

　アサリ分
わ

け（アサリを付
つ

ける）は「アサリ割
わ

り器
き

」で行
おこな

います（図
ず

3-11）。刃
はさき

先を少
すこ

し曲
ま

げる程
ていど

度です。

④
まるよん

刃
は

頂
ちょう

傾
けいしゃかく

斜角を擦
す

る

　最
さいご

後に刃
は

頂
ちょう

傾
けいしゃかく

斜角を平
ひら

ヤスリで軽
かる

く擦
す

ります（写
しゃしん

真3-10）。先
せんたん

端部
ぶ

を角
かく ど

度は５
ご

度
ど

から1
じゅう

0度
ど

くらい付
つ

けて
軽
かる

く擦
す

ります。
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刃頂傾斜角
（研ぎ角）

刃頂傾斜角
（研ぎ角）
５～10°

写
しゃしん

真3-4　刃
は

頂
ちょう

傾
けいしゃかく

斜角�
刃
は
頂
ちょう
傾
けいしゃかく
斜角は５

ごからじゅう
～10度

ど
とります。チェーンソーでいう

と上
うわば
刃と横

よこ
刃
ば
の接
せってん
点 （カッティングポイント） を尖

とが
らせ

るようなイメージです。これは平
ひら
ヤスリで軽

かる
く行

おこな
います。

図
ず

3-9

すくい角
85～90°

逃げ面

すくい面 逃げ角５～10°

すくい角
かく
は 8

はちじゅうごからきゅうじゅう
5 ～ 90 度

ど
になるように、逃

に
げ角

かく
は５

ごからじゅう
～10度

ど
です。すくい角

かく
はソーチェーンの横

よこ

刃
ば
目
め た
立て角

かく
のイメージです。すくい角

かく
は丸

まる
ヤスリで、逃

に
げ角

かく
は平

ひら
ヤスリ（もしくはグラインダー）

で作
つく
ります。

写
しゃしん

真3-6　すくい角
かく

なげし角
55～60°

図
ず

3-10�
なげし角

なげし角
かく
は 5

ごじゅうごからろくじゅう
5 ～ 60度

ど
。チェーンソーでいうと上

うわ ば
刃目

め た
立て角

かく
のイメージです。

写
しゃしん

真3-5　なげし角
かく

写
しゃしん

真3-7　研
け ん ま

磨台
だい

写
しゃしん

真3-8　真
しんえん

円を出
だ

す 写
しゃしん

真3-10　�刃
は

頂
ちょう

傾
けいしゃかく

斜角 
を擦

す
る�

写
しゃしん

真3-9　�丸
まる

ヤスリですく 
い面

めん
を目

め た
立て�
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現
げん ば
場での目

め た
立ての仕

しか た
方

　現
げんば

場では切
き

れ味
あじ

が悪
わる

くなった時
とき

はもちろん、悪
わる

くなる前
まえ

にも目
め た

立てをします。常
つね

に切
き

れ味
あじ

をよくするた
めです。休

きゅうけい

憩時
じ

に確
かくにん

認し、刃
はさき

先が甘
あま

くなっているようであれば、丸
まる

ヤスリですくい面
めん

を擦
す

り直
なお

します。
　特

とく

に刃
は

に問
もんだい

題がなければ、平
ひら

ヤスリで上
うわめ

目を再
さいど

度押
お

さえ直
なお

します。平
ひら

ヤスリは傾
けいしゃかく

斜角をとって刃
は

頂
ちょう

へ向
む

かって動
うご

かします。あくまでも軽
かる

く刃
はさ き

先を整
ととの

えるだけです。

刃頂傾斜角
逃げ角

図
ず

3-15　チップソーの目
め た

立て角
か く ど

度の例
れい

逃
に
げ角

かく
は 1

じゅうからじゅうご
0 ～15度

ど
。メーカーの取

とりあつかい
扱説

せつめいしょ
明書を参

さんこう
考にします。

図
ず

3-13　刈
かり

刃
ば

と丸
まる

ヤスリの関
かんけい

係
丸
まる
ヤスリで、径

けい
の１

ごぶんのいち
/５が刃

は
の外

そとがわ
側に出

で
る程

てい ど
度で目

め た
立てするの

がベスト。

ヤスリ

切れ味がよく
切れ味が持続する

１/５（1.4㎜）
深さ5.6㎜

刃先 10~15°

㋑ ㋺
㋩

修正前 修正後

図
ず

3-14　チップソーの目
め た

立て
目
め た
立ては㋑から㋺、刃

は
の背

せ
にかけて約

やく
1
じゅうからじゅうご
0~15 度

ど
の角

か く ど
度に

軽
かる
く研

けん ま
磨して仕

し あ
上げてください。なお、スクイ面

めん
（図

ず
㋩）は

磨
まも う
耗程

てい ど
度が少

すく
ないので、現

げんじょう
状に合

あ
わせて研

けんま
磨します。

上に

下に

図
ず

3-11　�てこの原
げ ん り

理で歯
は

先
さき

を曲
ま

げる「アサリ
割
わ

り器
き

」の例
れい

�

アサリは表・裏均
等に鋸身の半身程
度振り分ける

図
ず

3-12　�アサリは刃
は さ き

先を
少
すこ

し曲
ま

げる程
て い ど

度�
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混
こんごう

合燃
ねんりょう

料

混
こんごう
合燃
ねんりょう
料とは－その作

つく
り方
かた

　一
いっぱんてき

般的な刈
かりはらいき

払機に搭
とうさい

載されるエンジンは２サイクルエンジンであり、燃
ねんりょう

料には混
こんごう

合燃
ねんりょう

料を使
しよ う

用します。
　混

こんごう

合燃
ねんりょう

料とは、ガソリンにエンジンオイル（潤
じゅんかつゆ

滑油）を混
ま

ぜたものです。この混
こんごう

合燃
ねんりょう

料を自
じぶ ん

分で作
つく

る際
さい

は、
以
い か

下の点
てん

に留
りゅうい

意しましょう。

混
こんごう
合燃

ねんりょう
料

　ガソリンと混
こんごう

合するオイルには、ガソリンとの混
こんごう

合割
わりあい

合が2
にじゅうごたいいち

5：１や5
ごじゅったいいち

0：１というように刈
かりはらいき

払機のメー
カーが指

してい

定しています。正
ただ

しく計
けいりょう

量して混
こんごう

合します。
　例

たと

えば1
じゅう

0ℓの携
けいこうかん

行缶にオイルを2
にひゃく

00㏄入
い

れてから、上
うえ

からガソリンを注
そそ

ぐだけで、混
ま

ぜない人
ひと

がいます。
上
うえ

から勢
いきお

いよく注
そそ

ぐので混
ま

ざっていると勘
かんちが

違いするようですが、必
かなら

ず混
ま

ぜないといけません。上
じょうげ

下をひっ
くり返

かえ

して２
に

、３
さん

回
かい

振
ふ

って混
ま

ぜ合
あ

わせます。
　混

こんごう

合燃
ねんりょう

料は劣
れっ か

化していきます。長
ちょうきかん

期間使
つか

わないときは、機
きかい

械の不
ふちょう

調の原
げんいん

因となるので必
かなら

ず燃
ねんりょう

料タンクを
空
から

にしてください。

混
こんごう
合燃
ねんりょう
料の取

と
り扱
あつか
い

　ガソリンは消
しょうぼうほう

防法上
じょう

で危
きけんぶつ

険物と定
さだ

められており、混
こんごう

合燃
ねんりょう

料もそれに準
じゅん

じた取
と

り扱
あつか

いが必
ひつよう

要となります。
　特

とく

に、携
けいこう

行時
じ

はガソリン用
よう

の携
けいこうかん

行缶を用
もち

い、飲
いんりょう

料用
よう

ペットボトルや灯
とうゆ

油用
よう

ポリ容
ようき

器などに入
い

れて携
けいこう

行し
てはいけません。
　ガソリン携

けいこうかん

行缶にはさまざまな種
しゅるい

類があり、腰
こしまわ

回りに携
けいこう

行できる小
しょう

容
ようりょう

量缶
かん

も市
しは ん

販されていますので、
用
ようと

途によって使
つか

い分
わ

けるようにしましょう。
　これら混

こんごう

合燃
ねんりょう

料についての注
ちゅうい

意事
じこ う

項は、同
おな

じく２
に

サイクルエンジンを搭
とうさい

載するチェーンソーでも同
どうよう

様に
考
かんが

えてください。

目
め た
立てと振

しんどう
動

　白
はくろう
蝋病
びょう
とはいかないまでも、明

あき
らかな振

しんどう
動障
しょうがい
害と呼

よ
べる症

しょうじょう
状は、残

ざんねん
念ながらこの業

ぎょうかい
界では一

いっぱんてき
般的に見

み
られるものです。

刈
かりはらいき
払機を何

なんしゅうかん
週間も使

しよ う
用した際

さい
に、ある日

ひ
何
なん
の前
ぜんちょう
兆もなく携

けいたい
帯電

でん わ
話も持

も
てなくなったという報

ほうこく
告もあります。

　目
め た
立てを繰

く
り返

かえ
すうちに刃

は
のバランスが崩

くず
れていき振

しんどう
動が生

しょう
じることがあります。もちろん、仕

しごと
事中

ちゅう
に強

つよ
い衝
しょうげき
撃を与

あた

えて刃
は
が変

へんけい
形し、振

しんどう
動が起

お
こることもあります。

　定
ていきてき
期的に今

こんかい
回紹

しょうかい
介したような治

じ ぐ
具を使

つか
ってバランスを整

ととの
えるようにしたいものです。そうすれば、刃

は
が小

ちい
さくなって

能
のうりつ
率が落

お
ちるところまで使

しよ う
用することができます。
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キックバックの防
ぼうし
止

　キックバックとはその言
こと ば
葉の示

しめ
すとおり、鋸

きょだんたいしょうぶつ
断対象物に回

かいてん
転する刃

はもの
物が当

あ
たった時

とき
、跳

は
ね返
かえ
される現

げんしょう
象のことです。

　刈
かりはらいき
払機の刈

かり
刃
ば
は円

えんばん
盤状

じょう
なのでキックバックは刃

は
の全
ぜんしゅう
周のどこでも起

お
こります。右

みぎほうこう
方向へ跳

は
ね返

かえ
るキックバックだけ

ではなく、刈
かり
刃
ば
（操

そう さ
作稈
かん
）自
みずか
らの方

ほうこう
向に向

む
かってくることがあります。特

とく
に刈
かり
刃
ば
のキックバックが起

お
こりやすい部

ぶぶん
分（図

ず

参
さんしょう
照）に注

ちゅうい
意して作

さぎょう
業を進

すす
めます。

刈
かりはらいき

払機が右
みぎほうこう

方向に跳
は

ね返
かえ

るキックバック

キックバックを
起こしやすい部分

正面

飛散防護カバー

回
転方

向

キックバックを起
お

こしやすい部
ぶ ぶ ん

分

本文の資料：
石垣正喜「刈払機安全作業ガイド　基本と実践」全国林業改良普及協会／津村鋼業株式会社WEBサイト／全国林業改良普及協会「林
業現場人 道具と技 Vol.3　刈払機の徹底活用術」
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講
こ う ぎ

義のねらい
チェーンソーのメンテナンスに必

ひっす
須の知

ちしき
識、技

ぎじゅつ
術・技

ぎのう
能を学

まな
び、確

かくじつ
実なメンテナンスを

実
じっこう
行できる能

のうりょく
力を養

やしな
う。

キーワード
振
しんどう
動障

しょうがい
害、キックバック、定

ていき
期点

てんけん
検、ガイドバー、目

め た
立て、ヤスリ、ソーチェーン、カ

ッター、デプスゲージ、フック型
がた
、バックスロープ型

がた
、２サイクルエンジン、混

こんごう
合燃

ねんりょう
料、

チェーンオイル

安
あんぜん

全に関
かん

する留
りゅうい

意事
じ こ う

項
●�ソーチェーンの目

め た
立ての不

ふ ぐ あ い
具合によって発

はっせい
生する振

しんどう
動が振

しんどう
動障

しょうがい
害（職

しょくぎょう
業病

びょう
）を引

ひ
き

起
お
こす可

かのうせい
能性があること

●�ソーチェーンの目
め た
立ての状

じょうきょう
況によって発

はっせい
生するキックバックの危

きけんせい
険性

●�チェーンソーを用
もち
いて作

さぎょう
業を行

おこな
う場

ばあ い
合には自

みずか
らの体

からだ
を守

まも
るために、チェーンソー

作
さぎょう
業用

よう
防
ぼう ご
護衣

い
、防

ぼうしん
振手

てぶくろ
袋、難

なんちょう
聴を防

ふせ
ぐための耳

みみせん
栓（イヤマフ）〈使

しよう
用に伴

ともな
って、音

おと
が

聴
き
こえなくなる音

おんいき
域が生

しょう
じるため、音

おと
が聞

き
こえていないときの意

い し
思疎

そつ う
通の方

ほうほう
法を

事
じぜん
前に決

き
めておくこと〉、保

ほ ご
護眼

めが ね
鏡（バイザー）を着

ちゃくよう
用すること

チェーンソーのメンテナンス

メンテナンス

No.04

No.04　チェーンソーのメンテナンス
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チェーンソーのメンテナンスの必
ひつようせい

要性

チェーンソーの構
こうぞう
造と危

きけんせい
険性

　チェーンソーは振
しんどう

動工
こう ぐ

具です。始
しどう

動しただけでエンジンの回
かいてん

転に伴
ともな

う振
しんどう

動が発
はっせい

生し、それを手
て

で支
ささ

えて
使
しよう

用します。さらに木
き

の切
せっさく

削作
さぎょう

業をすれば振
しんどう

動はより大
おお

きくなり、振
しんどう

動障
しょうがい

害（職
しょくぎょう

業病
びょう

）を引
ひ

き起
お

こす可
かのうせい

能性
が増

ま

します。
　振

しんどう

動の大
おお

きさは、チェーンソーの整
せいび

備状
じょうきょう

況によって大
おお

きな差
さ

が出
で

ます。例
たと

えば、ネジ１
ひと

つの緩
ゆる

みや脱
だつらく

落
で、異

いじょう

常な振
しんどう

動を発
はっせい

生させ、さらには労
ろうどうさいがい

働災害にもつながります。そのため、点
てんけん

検・整
せいび

備は大
たいへん

変重
じゅうよう

要で、
毎
まいにち

日、毎
まいしゅう

週、毎
まいつき

月の３
さん

段
だんかい

階で所
しょてい

定の点
てんけん

検項
こうもく

目を設
せってい

定して行
おこな

うようにします。
　整

せいび

備項
こう

目
もく

の中
なか

で特
とく

に重
じゅうよう

要なのは、ソーチェーンを最
さいりょう

良の状
じょうたい

態に保
たも

つことです。
　チェーンソーはエンジン出

しゅつりょく

力で作
さど う

動するので、目
め た

立てが不
ふじゅうぶん

十分でも木
き

を切
せっさく

削することができます。その
ため、目

め た

立てなどのメンテナンスを怠
おこた

る事
じれ い

例も見
み う

受けられますが、目
め た

立て次
しだい

第で振
しんどう

動に大
おお

きな差
さ

が生
しょう

じま
す。振

しんどう

動障
しょうがい

害予
よぼ う

防のためにも目
め た

立ては欠
か

かせません。まずは、安
あんぜん

全意
いし き

識を持
も

って目
め た

立ての正
ただ

しい技
ぎじゅつ

術を学
まな

び、目
め た

立てを習
しゅうかん

慣として身
み

につけましょう（図
ず

4-1）。また、予
よ び

備のソーチェーンを携
けいこう

行して、破
はそん

損などが
あったときは交

こうかん

換することも心
こころが

掛けます。

良
よ
い目

め た
立てのフォームは、前

ぜ ん ご
後に開

ひら
いた両

りょうあし
足をほぼ

同
どういつ
一線

せんじょう
上にし、ヤスリを持

も
つ手

て
は脇

わき
を締

し
めて、肘

ひじ
、

手
て
、ヤスリが一

いっちょくせん
直線に水

すいへい
平に送

おく
り出

だ
せる体

たいせい
勢です。

図
ず

4-1　



No.04　チェーンソーのメンテナンス

73
メンテナンス

整
せい び
備不
ふりょう
良による災

さいがい
害事

じれ い
例

　チェーンソーの整
せいび

備不
ふりょう

良は大
おお

きな事
じ こ

故の要
よういん

因となります。チェーンソーの目
め た

立て不
ふりょう

良が、死
しぼう

亡災
さいがい

害につ
ながった事

じれい

例もあります。以
い か

下の事
じ こ

故事
じれ い

例では、チェーンソーの目
め た

立てを適
てきせつ

切に行
おこな

うことで事
じ こ

故の要
よういん

因の
１
ひと

つを排
はいじょ

除できたと思
おも

われます。また、常
つね

に安
あんぜん

全意
いし き

識を持
も

って道
どうぐ

具の整
せいび

備をすることの重
じゅうようせい

要性を示
しめ

してい
ます。

〈事
じ こ

故の発
はっせい

生状
じょうきょう

況〉

　被
ひさいしゃ

災者は、ヒノキの立
りゅうぼく

木（胸
きょうこう

高直
ちょっけい

径2
にじゅう

0㎝、高
たか

さ 1
じゅうよん

4 ｍ）の伐
ばっさい

採において、追
お

い口
くち

を切
き

っていたところ、チ
ェーンソーのガイドバーが木

き

に挟
はさ

まって動
うご

かなくなった。そのため、この木
き

を押
お

し倒
たお

そうと追
お

い口
くち

側
がわ

から
肩
かた

を当
あ

てて、力
ちから

いっぱいに押
お

したところ、力
ちから

余
あま

って前
まえ

につんのめり転
てんとう

倒し、立
りゅうぼく

木前
ぜんぽう

方にあった岩
いわ

に激
げきとつ

突し
て死

しぼう

亡した。

〈原
げんいん

因や対
たいさく

策について〉

　伐
ばっさい

採していた立
りゅうぼく

木は、枝
えだつ

付きが偏
かたよ

った偏
へん

心
しんぼく

木であったことや当
とうじつ

日の風
かぜ

の影
えいきょう

響を受
う

けて、伐
ばっさい

採途
とちゅう

中でチェ
ーンソーが木

き

に挟
はさ

まりやすい状
じょうきょう

況にあった。また、ソーチェーンの目
め た

立てが不
ふりょう

良のためにカッターの切
き

れ
味
あじ

が良
よ

くなかった。

資料：�厚生労働省WEBサイト「職場のあんぜんサイト」労働災害事例
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チェーンソーの構
こうぞう

造

チェーンソーの基
きほ ん
本構

こうぞう
造

　チェーンソーは、エンジン部
ぶぶん

分とソーチェーン、ガイドバーおよびドライブスプロケットで構
こうせい

成されて
います。伐

ばつぼく

木等
とう

ではそれらが一
いったい

体となって機
きのう

能します。また同
どうじ

時に常
つね

にメンテナンスを行
おこな

ってその機
きのう

能を
維
い じ

持する必
ひつよう

要があります。
　安

あんぜん

全装
そう ち

置としてキックバックに伴
ともな

う前
まえ

ガードおよびチェーンレバー、チェーンがはずれたり、切
き

れたと
きに作

さ

業
ぎょうしゃ

者を保
ほ ご

護するチェーンキャッチャー、スロットルの誤
ご さ ど う

作動を防
ぼうし

止するスロットルロックアウトな
どがあり、防

ぼうしん

振機
きこ う

構、防
ぼうしん

振対
たいさく

策もなされています。
　チェーンソーの主

しゅよう

要な各
かく ぶ

部は、図
ず

4-2を参
さんしょう

照してください。また、自
じしん

身が使
しよ う

用するチェーンソーの取
とりあつかい

扱
説
せつめいしょ

明書を読
よ

んで、使
しよう

用することが基
きほん

本です。

チェーンソーの選
せんてい

定
　チェーンソーはできる限

かぎ

り軽
けいりょう

量なものを選
せんてい

定し、大
おおがた

型のものは胸
きょうこう

高直
ちょっけい

径 7
ななじゅう

0㎝以
いじょう

上の立
りゅうぼく

木の伐
ばっとう

倒等
など

やむ
を得

え

ない場
ばあい

合に限
かぎ

って使
しよう

用します。また、ガイドバーの長
なが

さは、伐
ばっとう

倒のために必
ひつよう

要な限
げんど

度を超
こ

えないもの
とします。

チェーンソーの動
どうりょく

力
　林

りんぎょう

業の現
げん ば

場で使
しよう

用するチェーンソーの動
どうりょく

力は、主
おも

にエンジン式
しき

ですが、近
きんねん

年、充
じゅうでんしき

電式（バッテリー式
しき

）の
チェーンソーも作

さぎょう

業によっては使
しよう

用されています。
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図
ず

4-3　トップハンドル型
がた

のチェーンソー

� 資料：ゼノア　GZ2800T　製品情報

図
ず

4-4　バッテリーチェーンソー

� 資料：スチール　MSA 200 C-B　製品情報

図
ず

4-2　エンジンチェーンソー（リアハンドル型
がた

）の構
こうぞう

造と各
か く ぶ

部名
めいしょう

称

� 資料：ゼノア　GZ3950EZ　取扱説明書

前ガード
（ブレーキレバー）

前ハンドル
オイルタンク
キャップ

防振スプリング
（防振ゴム）

リコイルスターター

後ハンドル

エアクリーナカバー

エンジンスイッチ

スロットルロックアウト

スロットルトリガー

燃料タンクキャップ

ソーチェーン

ガイドバー
チェーンキャッチャー

クラッチカバー
後ハンドガード

マフラー
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チェーンソーの点
てんけん

検（清
せいそう

掃）・整
せ い び

備

点
てんけん
検および手

て い
入れ

　各
かくきしゅ

機種の取
とりあつかい

扱説
せつめいしょ

明書の注
ちゅうい

意事
じこ う

項を守
まも

り、次
つぎ

に定
さだ

める点
てんけん

検・手
て い

入れを必
かなら

ず実
じっこう

行します。

①
まるいち

毎
まいにち

日の点
てんけん

検・手
て い

入れ
　毎

まいにち

日の点
てんけん

検・手
て い

入れは、主
おも

に外
がい ぶ

部について次
つぎ

のことを行
おこな

い、異
いじょう

常がある場
ばあい

合には、適
てきせつ

切に処
しょち

置します。
清
せいそう

掃

・�外
がい ぶ

部の汚
よご

れ
・�エアークリーナー
・�キャブレターの周

しゅうい

囲
・�ファンカバーの周

しゅうい

囲
・�ガイドバー溝

みぞ

および給
きゅうゆ

油口
こう

・�スプロケットドラムの周
しゅうい

囲
・�ソーチェーン
確
かくにん

認

・�ネジ類
るい

のゆるみおよび脱
だつらく

落がないこと
・�破

はそ ん

損部
ぶひ ん

品がないこと
・�安

あんぜん

全装
そう ち

置が正
せいじょう

常に取
と

り付
つ

けられ、かつ、正
ただ

しく作
さどう

動すること
・�チェーンオイルが正

せいじょう

常に出
で

ること

②
まるに

毎
まいしゅう

週の点
てんけん

検・手
て い

入れ
　毎

まいしゅう

週の点
てんけん

検・手
て い

入れは、作
さぎょう

業現
げん ば

場で簡
かん

単
たん

に点
てんけん

検・手
て い

入れができる内
ないぶ

部について、次
つぎ

のことを行
おこな

い、異
いじょう

常
がある場

ばあい

合には、適
てきせつ

切に処
しょち

置をします。
清
せいそう

掃

・�シリンダーの冷
れいきゃく

却フィン：油
あぶら

カス、木
きくず

屑などをきれいに落
お

とすこと
・�燃

ねんりょう

料フィルター：ガソリンで洗
あら

い、水
すいぶん

分を含
ふく

んでいる場
ばあい

合は、十
じゅうぶん

分乾
かわ

かすこと
・�オイルフィルター：ガソリンで洗

あら

い、木
きくず

屑、ゴミなどをきれいに落
お

とすこと
確
かくにん

認

・�バーの変
へんけい

形摩
まも う

耗がないこと
・�チェーンブレーキについて、ブレーキバンドとドラムの間

かんげき

隙が正
ただ

しく調
ちょうせい

整されていること
・�防

ぼうしん

振ゴムの亀
きれつ

裂、または接
せっちゃくめん

着面のはく離
り

の有
う む

無

③
まるさん

毎
まいつき

月の点
てんけん

検・手
て い

入れ
　毎

まいつき

月の点
てんけん

検・手
て い

入れは、機
きたい

体内
ない ぶ

部の重
じゅうよう

要な箇
かし ょ

所について、次
つぎ

のことを指
してい

定された場
ばしょ

所で行
おこな

うこと
清
せいそう

掃

・�マフラー：カーボンを落
お

とすこと
・�燃

ねんりょう

料タンクおよびオイルタンクの内
ないぶ

部：燃
ねんりょう

料を用
もち

いて洗
あら

うこと
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・�スターター
・�冷

れいきゃく

却ファンのファンケース
・�スプロケットドラムの内

ないぶ

部
・�電

でん き

気系
けいとう

統：スパークプラグのカーボンを落
お

とし、配
はいせん

線などの汚
よご

れをとること
確
かくにん

認

・�スプロケット・ベアリングにグリスまたはオイルが塗
ぬ

られていること・スターターのスプリングおよび
ベアリング部

ぶ

にグリスが薄
うす

く塗
ぬ

られていること・クラッチシューが摩
まもう

耗していないことおよびクラッチ
スプリングが損

そんしょう

傷していないこと
・�電

でん き

気系
けいとう

統の配
はいせん

線に異
いじょう

常がないこと

④
まるよん

その他
ほか

の点
てんけん

検・手
て い

入れ
　定

ていき

期に行
おこな

う点
てんけん

検・手
て い

入れ以
いがい

外にも必
ひつよう

要に応
おう

じて次
つぎ

の点
てんけん

検・手
て い

入れを行
おこな

うこと。
カーボンの清

せいそう

掃

　マフラーをはずして、シリンダーの排
はいきこう

気孔付
ふき ん

近に多
たりょう

量のカーボンが付
ふちゃく

着している場
ばあい

合には、まずピスト
ンを上

じょうしてん

死点まで上
あ

げ、排
はいきこう

気孔をふさぎ、シリンダー内
ない

にカーボンが入
はい

らないよう十
じゅうぶん

分注
ちゅうい

意して、竹
たけ

べら等
など

でかき落
お

とすこと。
燃
ねんりょう

料系
けいとう

統

　キャブレーター内
ないぶ

部の清
せいそう

掃を行
おこな

う場
ばあ い

合は、主
しゅにん

任等
など

の指
し じ

示を受
う

けること
ブレーカー

　ポイントの間
かんげき

隙が正
ただ

しく調
ちょうせつ

節され、その表
ひょうめん

面が焼
しょうそん

損をしていないこと
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ソーチェーン

ソーチェーンの構
こうぞう
造

　ソーチェーンは、カッターとドライブリンクとが、タイストラップを使
つか

ってリベットでつながれた構
こうぞう

造
になっています（図

ず

4-5）。

カッター
　木

き

を切
き

る役
やく め

目をしており左
さゆう

右対
たいしょうがた

称型で同
おな

じ間
かんかく

隔に取
と

り付
つ

けられています。リベット付
つ

きと付
つ

いていない
ものとがあり、切

き

り屑
くず

（ノコ屑
くず

）を取
と

り除
のぞ

く役
やく め

目もしています（図
ず

4-6）。

ドライブリンク
　ソーチェーンの足

あし

の役
やく め

目を果
は

たすもので、スプロケットとかみ合
あ

って回
まわ

り、ガイドバーの溝
みぞ

の中
なか

を走
はし

り
ソーチェーンをぐらつかせない役

やくめ

目をしています。また、エンジンの回
かいてんりょく

転力をソーチェーンに伝
つた

えつつガ
イドバーの溝

みぞ

に落
お

ちこんだ切
き

り屑
くず

をその足
あし

の部
ぶぶ ん

分で排
はいしゅつ

出する役
やくめ

目を担
にな

っています。ソーチェーンの安
あんぜんせい

全性
を高

たか

めるために山
やまがた

型（ガード）の付
つ

いたものもあります。

タイストラップ（サイドリンク）
　カッターとドライブリンクをつなぐ部

ぶぶん

分でこれもリベット付
つ

きと付
つ

いていないものとがあります。

リベット
　以

いじょう

上に述
の

べた各
かくぶぶん

部分をつなぎ合
あ

わせるのがリベットの役
やくめ

目ですが、これは単
たん

につなぎ合
あ

わせるだけでな
く、ソーチェーンがスムーズに回

まわ

るように曲
きょくせつ

折しながらベアリングの役
やくめ

目をも果
は

たしています。

ソーチェーンの種
しゅるい
類

　ソーチェーンはカッターの横
よこば

刃の形
かたち

の違
ちが

いによってほぼ３
さん

種
しゅるい

類に分
わ

けられます（図
ず

では４
よん

種
しゅるい

類を紹
しょうかい

介）。
その違

ちが

いと特
とくちょう

徴を簡
かんたん

単に記
しる

しておきます。

チッパー型
がた

（図
ず

4-7）

　チェーンソーが使
しよう

用され始
はじ

めた初
しょき

期の頃
ころ

、ほとんどのものに使
しよう

用されていたカッターです。正
しょうめん

面から見
み

ると、丸
まる

いパイプの上
じょうめん

面を平
たい

らに、側
そくめん

面をそのままに、すなわち、横
よこば

刃が丸
まる

くなった形
かたち

をしています。し
たがって丸

まる

ヤスリで目
め

立
た

てをしやすい特
とくちょう

徴を持
も

っています。しかし、どのように目
め

立
た

てをしてもいまいち
切
き

れ味
あじ

に難
なんてん

点があります。これは刃
は

の形
けいじょう

状からカッター最
さいせんたん

先端が丸
まる

みを帯
お

び、切
せつだん

断していくコーナー部
ぶぶん

分
の切

せつだん

断長
ちょう

が長
なが

くなり、抵
ていこう

抗が大
おお

きく食
く

い込
こ

みが悪
わる

いためです。

セミチゼルタイプ（マイクロチゼルとほとんど同
どういつ

一）（図
ず

4-8、図
ず

4-9）

　目
め

立
た

てをしやすく（スタンダード）、切
き

れ味
あじ

はチゼルタイプほどではないが、チッパー型
がた

より優
すぐ

れた形
けいじょう

状
としてスタンダードとチゼルタイプを掛

か

け合
あ

わせたような形
かたち

のカッター、セミチゼルというタイプが作
つく

ら
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左カッター（リベット付）

タイストラップ（リベット付）

タイストラップ

右カッター

ドライブリンク

リベット（ソーチェーンの走行方向）

図
ず

4-5　ソーチェーンの構
こうぞう

造と名
めいしょう

称

上刃逃げ角 刃長 デプスゲージ
肩部 横刃逃げ角

上刃目立て角

ふところ
リ
ベ
ッ
ト
穴

前底部
横刃目立て角

くぼみ
リベット穴後底部

上刃切削角

図
ず

4-6　カッター各
か く ぶ

部の名
めいしょう

称

図
ず

4-7　チッパー型
がた

図
ず

4-9　マイクロチゼル型
がた

図
ず

4-8　セミチゼル型
がた

図
ず

4-10　チゼル型
がた
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れました。正
しょうめん

面から見
み

ると、上
うわば

刃と横
よこば

刃がチゼルのように角
かくがた

型をしていますが、その角
かど

を面
めん と

取りしたよう
な形

けいじょう

状をしています。これですとカッター最
さいせんたんぶ

先端部が飛
と

び出
だ

すこともなく、研
と

ぎやすいということになり
ます。これが現

げんざい

在普
ふつ う

通に使
しよう

用されているカッターです。

チゼル型
がた

（図
ず

4-10）

　チッパー型
がた

の切
き

れ味
あじ

を改
かいぜん

善する目
もくてき

的で作
つく

られたのがこのタイプです。正
しょうめん

面から見
み

た形
けいじょう

状は、上
じょうめん

面の平
たい

ら
な上

うわば

刃と横
よこば

刃が角
かくがた

型についています。これですと刃
は

がしっかりついていれば、ノーマルタイプに比
くら

べ格
かくだん

段
の切

き

れ味
あじ

を示
しめ

します。最
もっと

も切
き

れ味
あじ

の良
よ

いタイプではありますが、目
め

立
た

てが非
ひじょう

常に難
むずか

しいタイプです。これ
は角

かど

があることから通
つうじょう

常の目
め

立
た

て方
ほうほう

法（ヤスリを水
すいへい

平に使
しよう

用）では、必
かなら

ずカッター最
さいせんたんぶ

先端部が極
きょくたん

端に出
で

るフ
ック状

じょうたい

態となり、切
き

れにくくなります。

ピッチ

　通
つうじょう

常ピッチとは歯
はぐるま

車を例
れい

にとれば歯
は

と歯
は

の間
あいだ

の長
なが

さ（間
かんかく

隔）をいいます。ソーチェーンはスプロケットと
いう歯

はぐるま

車で駆
くど う

動されているので、寸
すんぽう

法はピッチで表
あら

わします。図
ず

4-11のように隣
とな

り合
あ

ったリベット３
さん

個
こ

の間
あいだ

の間
かんかく

隔の１
にぶんのいち

/２の長
なが

さをいいます。

ゲージ

　ドライブリンクの厚
あつ

みをゲージとよんでいます。ガイドバーの溝
みぞ

の広
ひろ

さとほぼ同
おな

じものでなければなり
ません。

図
ず

4-11　ピッチ

この間隔の 1/2

足の厚さ

図
ず

4-12　ゲージ
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なぜ目
め

立
た

てが必
ひつよう

要か－正
ただ

しい目
め

立
た

てを

目
め
立
た
てのポイント

　チェーンソーは、モーターあるいはエンジンによって駆
くど う

動する鋸
のこぎり

、すなわち刃
はも の

物です。したがって、
いかにモーターやエンジンが優

すぐ

れていても、刃
は

が切
き

れなければ木
もくざい

材の切
せつだん

断という目
もくてき

的を正
せいかく

確でスピーディ
ーに達

たっせい

成することができません。それどころか、刃
は

が切
き

れないがゆえに無
む り

理な力
ちから

を加
くわ

え強
ごういん

引な使
しよう

用をする
結
けっか

果、バーの磨
まもう

耗、焼
や

き付
つ

き、更
さら

に進
すす

んで動
どうりょくぶ

力部の不
ふちょう

調をきたすことにもなります。エンジンチェーンソ
ーの場

ばあい

合、エンジンを高
こうそく

速で回
かいてん

転させるため、特
とく

にこれが著
いちじる

しく現
あらわ

れます。
　また、刃

は

の付
つ

け方
かた

によっては、食
く

い込
こ

みが良
よ

すぎてガツガツしたり、キックバックをより起
お

こしやすく
なります。刃

は

が切
き

れなければ、機
きかい

械の損
そんしょう

傷のみならず、作
さ

業
ぎょうしゃ

者の疲
ひろ う

労の増
ぞう

大
だい

および鋸
きょだん

断スピードが遅
おそ

いた
めにチェーンソーの使

しよう

用時
じか ん

間が延
の

びます。反
はんたい

対に食
く

い込
こ

みの良
よ

すぎるフック状
じょうたい

態のものは、キックバック
をこと更

さら

大
おお

きくし、通
つうじょうしよう

常使用においても、チェーンソーのコントロールを著
いちじる

しく難
むずか

しくします。これらは、
作
さぎょうじょう

業上大
おお

きなリスクを負
お

います。
　したがってチェーンソーを安

あんぜん

全に使
しよう

用するための前
ぜんてい

提は、この目
め

立
た

てであるといえます。目
め

立
た

てで目
もくてき

的
どおりの安

あんぜん

全でシャープな切
き

れ味
あじ

を出
だ

すことができるかは、次
つぎ

の４
よん

点
てん

がポイントになります。

・�チェーンソーの固
こてい

定
・�全

ぜん ぶ

部の刃
は

を目
もく し

視
・�目

め た

立て角
かくど

度
・�デプスゲージ

チェーンソーの固
こてい
定

　カッターにヤスリをかける時
とき

、かける度
たび

に動
うご

いたのでは正
せいかく

確な目
め

立
た

てはできません。ですから、丸
まるた

太が
ある場

ばあ い

合は予
あらかじ

めチェーンソーで切
き

り込
こ

みを入
い

れて動
うご

かないようにしたり、バーを固
こて い

定するバイスがあれ
ばそれを利

りよう

用します（図
ず

4-13）。
　さらに、ヤスリを持

も

って肘
ひじ

を体
からだ

に引
ひ

き付
つ

けた時
とき

、肘
ひじ

と手
て

の甲
こう

が一
いっちょくせん

直線になり、ほぼ水
すいへい

平になる位
い ち

置にカ
ッターが来

く

るような水
すいへい

平な場
ばしょ

所を選
えら

び固
こて い

定することが大
たいせつ

切です。

刃
は
の目

もくし
視

　全
ぜんぶ

部の刃
は

を目
もく し

視するというのは、文
も じ

字どおりすべてのカッターについて行
おこな

います。カッターは（図
ず

4-5）
のとおり右

みぎ

カッター・左
ひだり

カッター（エンジン側
がわ

から見
み

て）があります。そのすべての刃
は

を目
もく し

視します。
目
もくし

視の理
りゆう

由は、その中
なか

の１
いち

番
ばん

短
みじか

い刃
は

長
ちょう

のカッターを探
さが

すためです。これにカッターのすべてが揃
そろ

えられれ
ばベストです。
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目
め た
立て角

かくど
度

　目
め

立
た

てで一
いちばん

番大
たいせつ

切なのが角
かくど

度です。上
うわば

刃目
め た

立て角
かくど

度、横
よこば

刃目
め た

立て角
かくど

度、上
うわば

刃切
せっさく

削角
かく ど

度と３
みっ

つの角
かくど

度が決
き

められています（図
ず

4-14～図
ず

4-17）。この３
さん

カ所
しょ

に１
いっかい

回の動
どうさ

作で同
どうじ

時に丸
まる

ヤスリが当
あ

たるようにして目
め

立
た

てを行
おこな

います。

上刃目立て角　35°

35°

90° 60°

横刃目立て角　90° 上刃切削角　60°

図
ず

4-14　チッパー型
がた

上刃目立て角　35°

35°

85° 60°

横刃目立て角　85° 上刃切削角　60°

図
ず

4-15　セミチゼル型
がた

上刃目立て角　30°

30°

85° 60°

横刃目立て角　85° 上刃切削角　60°

図
ず

4-16　マイクロチゼル型
がた

上刃目立て角　30°

30°

75° 60°

横刃目立て角　75° 上刃切削角　60°

図
ず

4-17　チゼル型
がた

図
ず

4-13　チェーンソーの固
こ て い

定方
ほうほう

法の例
れい
（小

こ が た
型携

けいたい
帯用

よう
万
まんりき

力）
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カッターの刃長が半分以上残ってい
るカッターを正しいサイズのヤスリ
ですれば刃先角度は 55°となります。

カッターが短くなった時に、
当初の太さのヤスリを使うと
刃先角度が大きくなります。

細いヤスリを使うと刃先
角度は55°以内になります。

55°以内 

55°以内 55°以上 

1/5 1/5 以上 1/5
逃
げ
角

図
ず

4-20　短
みじか

くなったカッターとヤスリの径
けい

図
ず

4-18　ヤスリを持
も

つ手
て

丸ヤスリ
カッター

押す時だけ力を入れる

上刃目立角度

図
ず

4-19　丸
まる

ヤスリの当
あ

て方
かた

ヤスリの握
にぎ
り方
かた
と目

め
立
た
てのフォーム、力

ちから
の入

い
れ方
かた

　正
ただ

しい目
め

立
た

てをするために大
たいせつ

切なことは、ヤスリの持
も

ち方
かた

、握
にぎ

り方
かた

です。図
ず

4-18のようにヤスリと
手
て

、そして腕
うで

が一
いっちょくせん

直線になるようにして持
も

たなければなりません。前
ぜんじゅつ

述のように３
みっ

つの目
め た

立て角
かくど

度に正
せいかく

確
に１

いっかい

回の動
どうさ

作でヤスリをかけるためです。
　ヤスリかけをするときはむやみに力

ちから

を入
い

れて押
お

しつけるのはよくありません。ヤスリの刃
は

の切
き

れ味
あじ

を
利
りよ う

用するつもりで軽
かる

く押
お

すことです。
　また、ヤスリは往

おうふく

復で使
つか

わないこと。押
お

すときに目
め

立
た

てし、引
ひ

くときにはヤスリは刃
は

に当
あ

てないように、
カッターから離

はな

して引
ひ

くこと。当
あ

てられた刃
は

に悪
わる

い影
えいきょう

響が出
で

ます。
　正

ただ

しい上
うわば

刃目
め た

立て角
かく

にヤスリを保
たも

ち、カッターにヤスリを密
みっちゃく

着させて、軽
かる

く押
お

してやること。この場
ばあい

合
の力

ちから

の配
はいぶん

分の方
ほうほう

法は、ヤスリを図
ず

4-20の左
ひだり

の図
ず

のように1
ごぶんのいち

/ 5をカッターの上
うえ

に出
だ

し、8
はち

割
わり

横
よこ

へ2
に

割
わりした

下へ
押
お

すような力
ちから

配
はいぶん

分にすれば正
ただ

しい刃
はさき

先がつきます。
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ソーチェーンと目
め た
立てヤスリの関

かんけい
係

　目
め

立
た

てにはチェーンソーに合
あ

った大
おお

きさの丸
まる

ヤスリを使
つか

います。チェーンソー購
こうにゅう

入時
じ

に付
ふぞくひん

属品として付
つ

いているものが最
さいてき

適の大
おお

きさです（表
ひょう

4 -1）。
　チェーンソーを使

つか

い続
つづ

けて目
め た

立てを重
かさ

ねると、カッターが短
みじか

くなってきます。カッターの刃
は

長
ちょう

が短
みじか

くな
ってきたときには１

いち

サイズ細
ほそ

い丸
まる

ヤスリに替
か

えます（図
ず

4-20）。
　ヤスリは刃

はもの

物の一
いっしゅ

種です。目
め

の間
あいだ

に詰
つ

まった金
きんぞく

属粉
ふん

を落
お

としながら使
つか

い、研
と

げなくなったら交
こうかん

換します。
交
こうかん

換のタイミングは「１
いっぽん

本のソーチェーンを使
つか

い切
き

るまでに４
よん

～
から

５
ご

本
ほん

のヤスリを消
しょうひ

費するペース」を目
めやす

安
にするプロもいます。

右
みぎ
カッターと左

ひだり
カッターの研

と
ぎ方
かた

　左
さゆう

右のカッターの刃
は

長
ちょう

が変
か

わらないよう、どのカッターも同
おな

じ回
かいすう

数だけかけます。ヤスリを当
あ

てる方
ほうこう

向
は、右

みぎ

カッターに対
たい

してはカッターの左
ひだりがわ

側から、左
ひだり

カッターに対
たい

してはカッターの右
みぎ

から行
おこな

います（図
ず

4-21）。
　右

みぎ

カッターを研
と

ぐ時
とき

、右
みぎ

利
き

きの人
ひと

は左
ひだり

カッターの研
と

ぎに比
くら

べて不
ふ え て

得手な方
ほうこう

向となり、うまく研
と

げず左
さゆう

右
のカッターの刃

は

長
ちょう

等
など

が異
こと

なってしまう場
ばあい

合があります。

フック・バックスロープの修
しゅうせい
正

フックの修
しゅうせい

正

　図
ず

4-22に示
しめ

すような刃
は

の状
じょうたい

態をフックといいます。カッターがこの形
かたち

になると、食
く

い込
こ

みは非
ひじょう

常に良
よ

くなりますが、ショックが大
おお

きく、エンジン等
など

への負
ふたん

担も大
たいへん

変大
おお

きくなります。機
きかい

械破
はそ ん

損の原
げんいん

因にもなり
ます。
　この状

じょうたい

態の刃
は

は、目
め

立
た

ての際
さい

にヤスリを持
も

っている手
て

が水
すいへい

平よりも上
じょうほう

方にあるからです。上
じょうほう

方から下
かほう

方
に向

む

けて研
と

いでいるか、ヤスリが水
すいへい

平でも下
した

に大
おお

きな力
ちから

がかかっているからです。
　フックの修

しゅうせい

正は、あまり極
きょくたん

端なものでなければ、正
ただ

しいフォームで手
てもと

元を水
すいへい

平より下
さ

げて上
うわむ

向きに数
すうかい

回
研
と

いでから、横
よこば

刃の状
じょうたい

態を確
かくにん

認して水
すいへい

平に戻
もど

し研
と

ぎなおせば直
なお

ります。

表
ひょう

4-1　ヤスリの直
ちょっけい

径種
しゅるい

類と選
えら

び方
かた

�

ヤスリの直径 適応するチェーン（オレゴン）

3.5㎜ （4.0㎜に適応するチェーンが半分まで減ったときに使用する）

4.0㎜ 25AP，25F，91PX／VXL

4.5㎜ 90PX

4.8㎜ 20・21・22BPX／LPX，95TXL

5.5㎜ 72・73・75DX／DPX／LGX／LPX／EXL

� 参考：オレゴン社WEBサイト「ソーチェーン適用表2020」
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90°

図
ず

4-22　フック型
がた

90°

図
ず

4-23　バックスロープ型
がた

平ヤスリ

図
ず

4-24　デプスゲージと定
じょうぎ

規

右カッターの目立て 左カッターの目立て

図
ず

4-21　�右
みぎ

カッターと左
ひだり

カッターの目
め た

立て

バックスロープの修
しゅうせい
正

　図
ず

4-23が示
しめ

すような刃
は

の状
じょうたい

態をバックスロープといいます。これは、刃
は

とヤスリの径
けい

が合
あ

わなくなっ
た場

ばあい

合（刃
は

は研
と

いでいくうちに小
ちい

さくなる）、もしくは手
てもと

元を水
すいへい

平より下
さ

げて研
と

いでいるときにバックスロ
ープとなってしまいます。
　バックスロープの修

しゅうせい

正は、手
ても と

元を水
すいへい

平より上
じょうほう

方に上
あ

げて、下
かほ う

方に向
む

かって研
と

いでください。刃
は

の状
じょうたい

態
（特

とく

に横
よこ ば

刃）をよく確
かくにん

認しながら行
おこな

い、8
はちじゅう

0～
から

8
はちじゅうご

5度
ど

近
きんぺん

辺だと思
おも

ったら水
すいへい

平に戻
もど

して研
と

いでください。

デプスゲージの調
ちょうせい
整

　デプスゲージはカッターの前
まえ

に突
つ

き出
で

ている突
とっきぶつ

起物です。この突
とっき

起は、木
き

を削
けず

るカンナの台
だい

に当
あ

たりま
す。カンナは、削

けず

る深
ふか

さを調
ちょうせつ

節する時
とき

、台
だい

を基
きじゅん

準に刃
は

を出
だ

し入
い

れして行
おこな

います。デプスゲージがカンナと
違
ちが

う点
てん

は、カッター先
せんたん

端の高
たか

さを基
きじゅん

準に、ゲージを使
しよう

用して突
とっき

起の方
ほう

を平
ひら

ヤスリで研
と

ぎ、調
ちょうせい

整する点
てん

です
（図

ず

4-24）。
　この深

ふか

さ（デプス）は、チェーンの種
しゅるい

類・大
おお

きさにより違
ちが

いますが、普
ふつう

通0
れいてんろく

. 6～
から

0
れいてんろくご

. 65㎜のゲージが使
しよう

用
されます。深

ふか

さが深
ふか

くなりすぎると、食
く

い込
こ

みは良
よ

くなりますが、そのために振
しんどう

動・ショックが大
おお

きく、
動
どうりょくぶ

力部に過
かだい

大な負
ふ か

荷が掛
か

かり、能
のうりつ

率も落
お

ち、破
はそん

損の原
げんいん

因にもなります。反
はんたい

対に浅
あさ

くなるにしたがって、チ
ェーン回

かいてん

転は上
あ

がりますが、滑
すべ

るばかりで能
のうりつ

率良
よ

く切
き

ることが出
で き

来ません。この場
ばあい

合には回
かいてん

転ばかりが高
たか

くなるために、バーの磨
まもう

耗・焼
や

き付
つ

きを起
お

こしやすくなります。また、フルスロットルで使
しよう

用した場
ばあい

合、
空
からまわ

回し状
じょうたい

態となり、無
む

負
ふ か

荷運
うんてん

転と同
どう

様
よう

になります。
　デプスゲージは、能

のうりつ

率よく切
き

ることができる高
たか

さに調
ちょうせい

整しましょう。
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混
こんごう

合燃
ねんりょう

料・チェーンオイル

混
こんごう
合燃

ねんりょう
料

　チェーンソーなどの２
に

サイクルエンジンでは、オイルはガソリンに混
ま

ぜられ、エンジン内
ない

を潤
じゅんかつ

滑した後
のち

に燃
ねんりょう

料とともに燃
ねんしょう

焼し、排
はいき

気ガスの一
いちぶ

部として排
はいしゅつ

出されます（４
よん

サイクルエンジンでは、オイルはエンジ
ン内

ない

を循
じゅんかん

環）。
　ガソリンと混

こんごう

合するオイルには、ガソリンとの混
こんごう

合割
わりあい

合が2
にじゅうごたいいち

5：１や5
ごじゅうたいいち

0：１というものがあります。
混
こんごう

合ガソリンを作
つく

る際
さい

の注
ちゅういてん

意点は、正
ただ

しく量
はか

って混
ま

ぜることです。チェーンソーの取
とりあつかい

扱説
せつめいしょ

明書に記
きさい

載され
た決

き

められた割
わりあい

合を正
ただ

しく守
まも

るのが鉄
てっそく

則です。
　オイルが混

こんごう

合されていないガソリン（生
なま

ガソリン）を使
つか

うとエンジンが焼
や

き付
つ

きます。給
きゅうゆ

油時
じ

は燃
ねんりょう

料が正
ただ

しいか確
たし

かめてください。
　燃

ねんりょう

料は紫
しがいせん

外線や高
こうおん

温に長
ちょうじかん

時間さらされると変
へんしつ

質劣
れっ か

化し、始
しど う

動不
ふりょう

良や出
しゅつりょく

力不
ぶそ く

足などの原
げんいん

因になります。
混
こんごう

合した燃
ねんりょう

料は、3
さんじゅう

0日
にち

以
い な い

内を目
めや す

安に使
つか

い切
き

るようにします。また、水
みず

が混
こんにゅう

入した燃
ねんりょう

料を使
つか

うと、キャブ
レターやエンジンの内

ないぶ

部が腐
ふしょく

食します。チェーンソーや燃
ねんりょう

料容
よう き

器に水
みず

がかからないようにします。

チェーンオイル

　チェーンオイルは、ガイドバーの溝
みぞ

に沿
そ

って高
こうそく

速で回
かいてん

転するソーチェーンの潤
じゅんかつゆ

滑油です。チェーンオイ
ルは夏

なつよう

用、冬
ふゆよう

用、通
つうねんよう

年用があります。チェーンオイルには、鉱
こうぶつせい

物性チェーンオイルと生
せいぶん

分解
かいせい

性の植
しょくぶつせい

物性チ
ェーンオイルがありますが、混

ま

ざるとオイルポンプの故
こしょう

障の原
げんいん

因となりますので注
ちゅうい

意します。チェーンオ
イルの種

しゅるい

類を変
へんこう

更する場
ばあい

合は、必
かなら

ずオイルタンク内
ない

を洗
せんじょう

浄してください。

燃
ねんりょう
料・チェーンオイル補

ほきゅう
給時

じ
の注

ちゅういてん
意点

　エンジンチェーンソーの燃
ねんりょう

料がなくなればエンジンはストップします。けれども、チェーンオイルはど
うでしょう。このオイルがなくなってもエンジンはストップしません。チェーンオイルのない状

じょうたい

態で、チ
ェーンソーを使

しよう

用していると、ソーチェーン、ガイドバーの焼
や

き付
つ

けを起
お

こします。
　このようなことを避

さ

けるためにオイルの吐
と

出
しゅつりょう

量は、燃
ねんりょう

料がなくなっても５
ごからじゅう

～10%残
のこ

るように調
ちょうせつ

節して
おきます。また補

ほきゅう

給する時
とき

、チェーンオイルは常
つね

に満
まんぱい

杯に、燃
ねんりょう

料は 8
はちじゅうからきゅうじゅう

0~90 %に抑
おさ

えて行
おこな

うように心
こころが

掛け
る必

ひつよう

要があります。このように心
こころが

掛ける理
りゆ う

由は、オイルの吐
と

出
しゅつりょう

量を燃
ねんりょう

料がなくなっても５
ごからじゅう

～10%残
のこ

るよ
うに調

ちょうせい

整してあるつもりでも、気
きおん

温の高
たか

い低
ひく

いによってオイルの柔
やわ

らかさが変
へんか

化し、吐
と

出
しゅつりょう

量が変
か

わるから
です。
　燃

ねんりょう

料・チェーンオイルを補
ほきゅう

給する時
とき

、最
もっと

も初
しょほてき

歩的で単
たんじゅん

純な問
もんだい

題があります。燃
ねんりょう

料、チェーンオイルをそ
れぞれ逆

ぎゃく

に補
ほきゅう

給するということがあります。これは後
あと

が大
たいへん

変です。こうしたトラブルを起
お

こしやすいのは、
オイルキャップ、燃

ねんりょう

料キャップを同
どうじ

時にはずし補
ほきゅう

給しようとするからです。これを防
ふせ

ぐためには、チェー
ンオイルのキャップから開

あ

けオイルを補
ほきゅう

給した後
あと

に、ガソリンキャップを開
あ

けて燃
ねんりょう

料補
ほきゅう

給するというよう
な手

てじゅん

順を自
じぶん

分のクセにすることを勧
すす

めます。これは、チェーンソーを安
あんぜん

全に使
しよう

用するための、自
じぶん

分自
じし ん

身に
クセをつける手

てはじ

始めです。
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本文の資料：
林業機械化協会「チェーンソー及びソー・チェーン取扱要領・解説」／石垣正喜・米津要「研修教材版　伐木造材のチェーンソーワーク」
全国林業改良普及協会／厚生労働省WEBサイト「職場のあんぜんサイト」／ブラント・ジャパン株式会社「OREGON メンテナンス・
セーフティ・マニュアル」／株式会社スチール「STIHL ソーチェンの目立て」
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講
こ う ぎ

義のねらい
道
どう ぐ
具、資

しざ い
材のメンテナンスに必

ひっ す
須の知

ちし き
識、技

ぎじゅつ
術・技

ぎの う
能を学

まな
び、確

かくじつ
実なメンテナンスが

実
じっこう
行できる能

のうりょく
力を養

やしな
う。

キーワード
道
ど う ぐ
具、資

し ざ い
材、機

き か い
械、メンテナンス、ワイヤロープ、継

つ
ぎ方

かた
、スプライス、手

しゅこう
工具

ぐ
、	

手
て
ノコ、ナタ、刃

は
研
と
ぎ、内

ないかく
角、断

だんせん
線、摩

まもう
耗、キンク

安
あんぜん

全に関
かん

する留
りゅうい

意事
じ こ う

項
●�集
しゅうざいき
材機集

しゅうざい
材においてはワイヤロープが生

せいめい
命線

せん
であり、断

だんせん
線・摩

まも う
耗・キンクがワイ

ヤロープの強
きょうど
度を低

てい か
下させ、強

きょうど
度の低

てい か
下したワイヤロープの使

しよ う
用が災

さいがい
害の原

げんいん
因と

なること
●�ワイヤロープを使

つか
う作

さぎょう
業では、内

ないかく
角への立

た
ち入

い
りが大

たいへん
変危

きけ ん
険であること

●手
しゅこう
工具

ぐ
の刃

は
研
と
ぎでは、刃

はもの
物による切

せっそう
創等

など
に十

じゅうぶん
分に配

はいりょ
慮する

道
ど う ぐ
具・資

し ざ い
材のメンテナンス

メンテナンス

No.05

No.05　道具・資材のメンテナンス
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ワイヤロープ等
とう

　資
し ざ い

材のメンテナンス

道
どう ぐ
具はメンテナンスが必

ひつよう
要

　道
どうぐ

具のメンテナンスが、直
ちょくせつ

接、自
じぶ ん

分や仲
なかま

間の命
いのち

を左
さゆ う

右することは少
すく

なくありません。
　例

たと

えば、トラッククレーンでの材
ざい

の積
つ

み込
こ

みの際
さい

に、素
そせん

線が切
き

れたワイヤロープを使
つか

っていたためにワ
イヤロープが切

せつだん

断し、材
ざい

が落
らっ か

下、操
そうさ

作していた本
ほんにん

人が材
ざい

とトラックの間
あいだ

に挟
はさ

まれた、という災
さいがい

害事
じれ い

例があ
ります。
　このような災

さいがい

害は、ワイヤロープの日
にちじょう

常点
てんけん

検を習
しゅうかん

慣にすることで容
ようい

易に防
ふせ

ぐことができることであり、
安
あんぜん

全係
けいすう

数やワイヤロープの種
しゅるい

類、構
こうぞう

造といった基
き そ

礎知
ちし き

識を身
み

に付
つ

けておくとともに、作
さぎょうしゃ

業者１
ひと り

人１
ひと り

人が心
こころ

がけていなければなりません。

ワイヤロープの構
こうぞう

造と種
しゅるい

類
　ワイヤロープは、炭

たんそこう

素鋼で作
つく

られた継
つ

ぎ目
め

のない鋼
こうせん

線をより合
あ

わせ、芯
しん

となる心
しん

綱
づな

に巻
ま

き付
つ

けてより合
あ

わせた、多
たじゅう

重の構
こうぞう

造で作
つく

られています（図
ず

5-1）。より合
あ

わせる鋼
こうせん

線を素
そせん

線、より合
あ

わせたものをストラン
ド（子

こ

なわ）と呼
よ

びます。こうして作
つく

られるワイヤロープの特
とくちょう

徴としては、①
まるいち

引
ひっぱり

張強
きょうど

度が高
たか

い、②
まるに

耐
たいしょうげきせい

衝撃性
に優

すぐ

れる、③
まるさん

長
ちょうしゃく

尺物
ぶつ

が作
つく

れる、④
まるよん

柔
じゅうなんせい

軟性がある、などが挙
あ

げられます。
　ロープの中

ちゅうしん

心に入
い

れる芯
しん

となるものが心
しんづな

綱（繊
せんい

維心
しん

や鋼
こうしん

心など）で、心
しんづな

綱の周
しゅうい

囲にストランドを６
ろっ

本
ぽん

より
合
あ

わせるのが標
ひょうじゅんてき

準的なワイヤロープです。

ワイヤロープのより方
かた

　ワイヤロープのより方
かた

とストランドのより方
かた

が反
はんたい

対のものを「普
ふつう

通より」、より方
かた

が同
おな

じ方
ほうこう

向のものを「ラ
ングより」と言

い

います。ワイヤロープのより方
かた

にはＺより（右
みぎ

より）とＳより（左
ひだり

より）があります。Ｚより
が一

いっぱんてき

般的です（図
ず

5-2）。
　「普

ふつ う

通よりロープ」は、１
いち

より（１
いち

ピッチ）の長
なが

さが短
みじか

く、素
そせ ん

線の方
ほうこう

向がロープの中
ちゅうしんせん

心線にほぼ平
へいこう

行で
す。耐

たい

摩
ま

耗
もう

性
せい

と耐
たい

疲
ひろうせい

労性では、「ラングよりロープ」に比
くら

べて劣
おと

りますが、よりが締
し

まってキンク（図
ず

5-4
参
さんしょう

照）しにくく、取
と

り扱
あつか

いが容
よう い

易であることから、一
いっぱん

般には普
ふつう

通よりロープが使
つか

われています（主
おも

に作
さぎょう

業索
さく

に使
しよ う

用、写
しゃしん

真5-1）。
　ラングよりロープは、１

いち

よりの長
なが

さが長
なが

く、素
そせん

線が平
へいきん

均に摩
まさつ

擦を受
う

けるため耐
たい

摩
まも う

耗性
せい

に優
すぐ

れ、柔
じゅうなん

軟で耐
たい

疲
ひろうせい

労性も優
すぐ

れています。しかし、キンクが起
お

きやすいので、扱
あつか

いには注
ちゅうい

意する必
ひつよう

要があります（主
おも

に主
しゅ

索
さく

に使
しよ う

用）。

ワイヤロープの種
しゅるい
類

　ワイヤロープはクレーン、エレベータ、玉
たま

掛
が

けなどさまざまな業
ぎょうしゅ

種で使
つか

われています。JIS（日
にほ ん

本産
さんぎょう

業
規
きか く

格）によって規
きかく

格が定
さだ

められています。この中
なか

で、林
りんぎょう

業用
よう

として多
おお

く使
しよ う

用されているものについて、そ
れらの「断

だんめん

面」、「構
こうせい

成記
きご う

号」、「特
とくちょう

徴」、「用
ようと

途」は表
ひょう

5 -1のとおりです。
　林

りんぎょう

業用
よう

の主
おも

な用
よう と

途は、架
かせん

線集
しゅうざい

材機
きか い

械（タワーヤーダ、スイングヤーダ、集
しゅうざい

材ウインチ）に使
つか

われるワイヤ
ロープ、機

きかい

械集
しゅうざい

材装
そう ち

置、運
うん

材
ざい

索
さくどう

道の主
しゅ

索
さく

、作
さぎょう

業索
さく

などです。
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普通Zより 普通 Sより ラングZより ラング Sより

図
ず

5-2　ワイヤロープのより方
かた

架
かせ ん
線集

しゅうざい
材では主

しゅ
索
さく
（ラングより）の上

うえ
を搬

は ん き
器を行

い
き来

き
させ、

丸
まる た
太を運

うんぱん
搬します。作

さぎょう
業索

さく
（普

ふつ う
通より）で丸

まる た
太を吊

つ
るしてい

ます。

写
しゃしん

真5-1　

作業索作業索

主索主索

ワイヤロープ心綱（繊維心）

ストランド

素線 １より（１ピッチ）

図
ず

5-1　ワイヤロープの構
こうぞう

造
繊
せん い
維ロープの「心

しんづな
綱」周

まわ
りに、ワイヤの「ストランド（子

こ
なわ）」がよられた構

こうぞう
造となっている。

ストランドを構
こうせい
成するワイヤを「素

そせ ん
線」と呼

よ
ぶ。
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断面 構成記号 特徴 用途

6×7
構成 6×（1+6）

各素線同士が線接触しているため、素線が平均
に摩擦を受け耐摩耗性に優れ、柔軟で耐疲労性
はよいが、キンクを起こしやすいので取り扱い
に注意が必要である。

主索

異形線ロープ 6×P・7
構成 6×P・（1+6）

ストランドの表面が平滑なため、シーブとの擦
れあいによる摩耗が少なく、耐疲労性に優れ、
丸線ストランドロープに比べて破断荷重が大き
く、強力である。

主索

6×19
構成 6×（1+6+12）

同径の素線を各層別により合わせてあり、素線
はロープ軸にほぼ平行なので、キンクしにくく、
よりが締まり、形くずれしにくいので、取り扱
いが容易である。

作業索
ガイライン

6×24
構成 6×（a+9+15）

素線数が多く、ストランドの中心に繊維芯が入
っており柔軟性に富んでいるので、スリングに
よく用いられる。

スリング

6×Fi（25）
構成 �7×7+6×Fi〔1+6+（6）+12〕

素線同士が線接触しており、耐疲労性が高く、
曲げの多い使い方に適している。

作業索
（エンドレス索）

IWRC 6×Fi（25）
構成 7×7+6×Fi〔1+6+（6）+12〕

心綱には７×７のロープ芯が使われており、破
断荷重が大きくつぶれにくいため、トラクタ集
材のけん引ロープやタワーヤーダ、スイングヤ
ーダに使われている。

作業索

6×S（19）
構成 6×S（1+9+9）

内外層の素線数が同数で、内層線の凹みに外層
素線が完全に収まっている。外層素線が太いの
で、特に摩耗性に優れている。

作業索

異形線ウォーリントンシール形� �
IWRC 6×P・WS（26）
構成 7×7+6×P・WS〔1+5+（5+5）+10〕

ウォーリントン形とシール形を組み合わせたも
ので、耐疲労性が非常に優れ、柔軟性に富み、
さらに耐摩耗性にも優れているため、用途は広
範囲にわたっている。

作業索

※�ワイヤロープのより方を見ると、主索用の 6×7と6×P・7の2種類は「ラングより」が用いられ、他は「普通より」です。また、ロ
ープのよりの方向は、すべて「Zより」です。

� 資料：林野庁「高度架線技能者技術マニュアル2014」

表
ひょう

5-1　ワイヤロープの種
しゅるい

類�
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ワイヤロープの取
と
り扱
あつか
い方
ほうほう
法

荷
に

おろし・運
うんぱん

搬・保
ほかん

管について

　ワイヤロープは細
ほそ

い素
そせ ん

線をより合
あ

わせてできているため、素
そせん

線に損
そんしょう

傷を与
あた

えるような取
と

り扱
あつか

いを行
おこな

わな
いことが最

もっと

も重
じゅうよう

要です。例
たと

えば、コイルに巻
ま

かれているロープをてこでこじったり、凹
おうとつ

凸の激
はげ

しい場
ばしょ

所に
落
お

としたり転
ころ

がしたりすることは避
さ

けます。
　また、「さび」「腐

ふしょく

食」を起
お

こさせないことです。ワイヤロープは素
そせん

線の集
あつ

まりですから、同
どう

径
けい

の丸
まるぼう

棒に
比
くら

べてはるかに表
ひょうめんせき

面積が大
おお

きく、構
こうぞうてき

造的にさびやすいことと、より合
あ

わせてあることですべての素
そせん

線がロ
ープ表

ひょうめん

面にさらされることから、「腐
ふしょく

食」は致
ちめいてき

命的な損
そんしょう

傷となります。
　これらを防

ふせ

ぐためには、こまめに給
きゅうゆ

油することと、油
ゆぶ ん

分が抜
ぬ

けないようにすること、なるべく湿
しっ け

気や
水
すいぶん

分から避
さ

けることが必
ひつよう

要となります。また塩
えんぶん

分や酸
さん

など「さび」を促
そくしん

進する物
ぶしつ

質からも避
さ

けるよう注
ちゅうい

意
してください。
　さびや腐

ふしょく

食を防
ふせ

ぐために、湿
しっけ

気、高
こうおん

温等
など

の影
えいきょう

響を受
う

けない、風
かぜとお

通しが良
よ

く屋
や ね

根のある場
ばしょ

所を保
ほかん

管場
ばし ょ

所と
します。直

ちょくせつ

接、コンクリートの床
ゆか

や地
じめ ん

面に置
お

くのではなく、枕
まくらぎ

木などを敷
し

いて必
かなら

ず地
じめ ん

面とのすき間
ま

を作
つく

り
ます。
　屋

おくがい

外に保
ほかん

管せざるを得
え

ない場
ばあい

合は、枕
まくらぎ

木などの上
うえ

に置
お

き、さらに雨
あまおお

覆いをします。また地
じめん

面はよく清
せいそう

掃
して草

くさ

を生
は

やさないようにします。

ワイヤロープの解
と

き方
かた

　ワイヤロープを解
と

くときは、コイルを転
ころ

がして伸
の

ばすか、回
かいてん

転台
だい

にコイルを載
の

せて回
かいてん

転させて引
ひ

き出
だ

し
ます（図

ず

5-3）。誤
あやま

った解
と

き方
かた

をすると、よりが入
はい

ったり戻
もど

ったりして、キンクが起
お

こり（図
ず

5-4）、使
つか

えな
くなることがあるので注

ちゅうい

意が必
ひつよう

要です。
　キンクはワイヤロープにとっては致

ちめいしょう

命傷となる損
そんしょう

傷です（図
ず

5-4）。キンクが起
お

きた部
ぶぶん

分は、見
み

た目
め

には
元
もと

に戻
もど

ったように見
み

えても弱
じゃくてん

点として残
のこ

ります。張
ちょうりょく

力がゆるんだ部
ぶぶん

分が自
しぜん

然に図
ず

5-4の①
まるいち

のようになった
らワイヤロープに回

かいてん

転しようとする力
ちから

が生
う

まれています。これを放
ほうち

置して張
ちょうりょく

力をかけると②
まるにさんよん

③④のように
キンクを発

はっせい

生させます。
　①

まるいち

の状
じょうたい

態のねじれを解
かいしょう

消した後
あと

に張
ちょうりょく

力をかけることでキンク発
はっせい

生を防
ふせ

ぐことができます。普
ふつ う

通よりの
ロープでも誤

あやま

った解
と

き方
かた

でねじれが入
はい

っているとキンクが生
しょう

じやすくなります。

ウインチドラムへの巻
ま

き方
かた

　ワイヤロープを集
しゅうざいき

材機のドラム（通
つうじょう

常、溝
みぞ

のないドラム）に巻
ま

くときは、張
ちょうりょく

力がかかるとよりが戻
もど

る方
ほうこう

向
に回

かいてん

転するというロープの性
せいしつ

質を利
りよう

用します。具
ぐたいてき

体的には、Ｚよりのロープはドラムの左
ひだり

から右
みぎ

へ巻
ま

き、
Ｓよりのロープは右

みぎ

から左
ひだり

へ巻
ま

いていきます（図
ず

5-5）。
　ドラムの１

いち

段
だん

目
め

は、ロープに十
じゅうぶん

分張
ちょうりょく

力をかけながら、すき間
ま

なくしっかり巻
ま

きます。これが基
き そ

礎になっ
て、次

つぎ

の段
だん

以
い ご

後は正
ただ

しく巻
ま

けるようになります。１
いち

段
だん

目
め

の巻
ま

き方
かた

が悪
わる

いと、２
に

段
だん

目
め

以
い ご

後は、偏
かたよ

って巻
ま

かれ
たり、食

く

い込
こ

んだりして、ロープの損
そんしょう

傷を招
まね

く可
かのうせい

能性があるので注
ちゅうい

意が必
ひつよう

要です。

シージングの方
ほうほう

法
　シージングとは、ワイヤロープを切

せつだん

断したときに、その末
まったん

端のストランドが解
と

けることがないように、
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正しい解き方

誤った解き方

図
ず

5-3　ワイヤロープの解
と

き方
かた

①

③

④

⑤

②

図
ず

5-4　�ワイヤロープのキンクの 
発
はっせい

生過
か て い

程�

切
せつだん

断部
ぶ

を針
はりがね

金などで巻
ま

くことです（図
ず

5-6）。ロープを切
せつだん

断するときは、切
せつだん

断箇
かし ょ

所の両
りょうがわ

側にロープ径
けい

の３
さん

倍
ばい

の長
なが

さ（標
ひょうじゅん

準）のシージングをしてから切
せつだん

断します。シージングは、道
どうぐ

具（カクシバなど）を使
つか

って堅
かた

く巻
ま

き
付
つ

ける必
ひつよう

要があります。

ワイヤロープの安
あんぜん
全係

けいすう
数

　使
しよう

用するワイヤロープは、使
しよう

用時
じ

にかかる最
さいだい

大張
ちょうりょく

力の何
なんばい

倍かの強
きょうど

度のものを選
せんたく

択しなければなりません。
その倍

ばいりつ

率を安
あんぜん

全係
けいすう

数または安
あんぜん

全率
りつ

と言
い

います。
　林

りんぎょう

業用
よう

に使
しよ う

用されるロープの用
ようと

途別
べつ

安
あんぜん

全係
けいすう

数は、安
あんえいそく

衛則（第
だい

1
ひゃくごじゅういち

51 条
じょう

の 1
ひゃくさんじゅう

30 ）でそれぞれの用
ようと

途別
べつ

に決
き

め
られています。なお、簡

かんい

易架
かせ ん

線集
しゅうざい

材装
そう ち

置（主
しゅ

索
さく

を用
もち

いない地
じ

曳
びき

集
しゅうざい

材）の索
さく

に用
もち

いるワイヤロープの安
あんぜん

全係
けいすう

数
は、安

あんえいそく

衛則で 4
よんてんぜろ

. 0 以
いじょう

上とされています。

ワイヤロープの曲
ま

げと乱
らん

巻
ま

き防
ぼう し

止
　ワイヤロープの使

しよう

用に当
あ

たっては、曲
ま

げと乱
らん

巻
ま

きを防
ふせ

ぐよう心
こころ

がけなければなりません。曲
ま

げはワイヤ
ロープを傷

いた

める主
おも

な原
げんいん

因となるので、これを避
さ

け長
ちょうきかん

期間使
しよ う

用するためには、なるべく大
おお

きな径
けい

で曲
ま

げるこ
とが必

ひつよう

要です。集
しゅうざいき

材機のドラムや滑
かっしゃ

車のシーブの直
ちょっけい

径は、大
おお

きいほどロープの寿
じゅみょう

命を長
なが

くすることができ
ます。
　集

しゅうざいき

材機などのドラムにワイヤロープを巻
ま

き取
と

る際
さい

に、乱
らん

巻
ま

きはロープのつぶれや型
かた

くずれの原
げんいん

因となり
ます。緩

ゆる

んだ状
じょうたい

態で巻
ま

かれたロープの上
うえ

に大
おお

きな張
ちょうりょく

力でロープの巻
ま

き込
こ

みを行
おこな

うと、ゆるんだ状
じょうたい

態で巻
ま

か
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Zよりは左から右へ Sよりは右から左へ

Zよりは右から左へ
反対側から見ると

Sよりは左から右へ

〈横から見た図〉 〈上から見た図〉

図
ず

5-5　集
しゅうざいき

材機などのウインチドラムへの巻
ま

き方
かた

集
しゅうざいき
材機などのウインチドラムにはＺよりのロープはドラムの左

ひだり
から右

みぎ
へ巻

ま
き、Ｓよりのロープは

右
みぎ
から左

ひだり
へ巻

ま
いていきます。

図
ず

5-6　切
せつだん

断箇
か し ょ

所を針
はりがね

金などで巻
ま

き付
つ

けるシージングの方
ほうほう

法

シージングワイヤ

カクシバ

ここを手で
シージングワイヤと一緒に握り
ロープに沿って回して
シージングワイヤを
締めこんでいきます。

最初の 2～3巻きは手で巻いて
から道具に巻き付けます。

シージングワイヤ端
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d1≧4─3d

d d1

d_min≦2─3d_max

d_max

d_min

あばた状 著しい曲がり

うねり かご状

扁平化 ストランドの落ち込み

心綱のはみ出し ストランドの緩み

鋼心のはみ出し 素線の飛び出し

A B

C D

E F

G H

I J

図
ず

5-7　ワイヤロープの廃
は い き

棄基
きじゅん

準

れているロープをつぶしたり、すでに巻
ま

かれているロープに食
く

い込
こ

んで抜
ぬ

けなくなることがあります。ま
た、ドラムの左

さゆう

右どちらかに偏
かたよ

って巻
ま

き取
と

ることは、乱
らん

巻
ま

きやドラムの縁
ふち

からの脱
だつ

索
さく

が起
お

きる可
かのうせい

能性があ
るので、乱

らん

巻
ま

きを起
お

こさないよう常
つね

に巻
ま

き取
と

り状
じょうたい

態に気
き

をつけましょう。
　乱

らん

巻
ま

きは、集
しゅうざいき

材機だけでなくウインチ、スイングヤーダなどでも発
はっせい

生しており、乱
らん

巻
ま

きがもとでの
労
ろうどうさいがい

働災害も発
はっせい

生しており巻
まきと

取りには特
とく

に注
ちゅうい

意が必
ひつよう

要です。

ワイヤロープの点
てんけんほう
検法、廃

はい き
棄・更

こうしん
新時

じ き
期

　使
しよう

用しているワイヤロープは、素
そせん

線の断
だんせん

線、表
ひょうめん

面の摩
まも う

耗、キンク、形
かた

くずれ、あるいは腐
ふしょく

食によって、
新
しんぴん

品時
じ

の破
はだ ん

断荷
かじゅう

重に比
くら

べて強
きょうど

度が低
てい か

下していますから、使
しよ う

用前
まえ

に点
てんけん

検し、次
つぎ

に掲
かか

げる「ワイヤロープの
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廃
はいき

棄基
きじゅん

準」（安
あんえいそく

衛則 1
ひゃくごじゅういち

51 条
じょう

の 1
ひゃくさんじゅういち

31 ）に該
がいとう

当する場
ばあい

合は使
しよう

用してはいけません（図
ず

5-7）。
　ワイヤロープの廃

はいき

棄基
きじゅん

準は、次
つぎ

のとおりです。
①
まるいち

�ワイヤロープの１
いち

ピッチ（１
いち

より）の間
あいだ

において、素
そせん

線（フィラー線
せん

を除
のぞ

く）の数
かず

の1
じゅうぶん

0分の１
いち

以
いじょう

上の素
そせ ん

線
が断

だんせん

線したもの。ただし、１
いっ

本
ぽん

のストランドだけに断
だんせん

線が発
はっせい

生している場
ばあい

合は５
ご

%以
いじょう

上のもの。また、
ロープの５

ご

ピッチ（５
ご

より）の間
あいだ

において素
そせん

線数
すう

の2
にじゅう

0％以
いじょう

上の素
そせん

線が断
だんせん

線したもの。
②
まるに

�摩
ま も う

耗による直
ちょっけい

径の減
げんしょう

少が公
こうしょう

称径
けい

の７
なな

％を超
こ

えるもの。
③
まるさん

�腐
ふしょく

食により、次
つぎ

のようになったもの。
・�素

そせ ん

線の表
ひょうめん

面にピッチングが発
はっせい

生して、あばた状
じょう

になったもの A。
・�内

ない ぶ

部腐
ふしょく

食により、素
そせん

線がゆるんだもの。
④
まるよん

�型
かた

くずれにより、次
つぎ

のようになったもの。
・�著

いちじる

しい曲
ま

がりがあるもの B。
・�キンクしたもの。
・�うねりの幅

はば

が公
こうしょう

称径
けい

ｄの2
にじゅうご

5倍
ばい

以
いな い

内の区
くかん

間において、4
さんぶんのよん

/ 3ｄ以
いじょう

上になったもの C。
・�かご状

じょう

になったもの D。
・�局

きょくぶてき

部的な押
お

しつぶしにより偏
へんぺい

平化
か

し、最
さい

小
しょうけい

径が最
さいだいけい

大径の2
さんぶんのに

/ 3以
い か

下になったもの E。
・�ストランドが落

お

ち込
こ

んだもの F。
・�心

しんづな

綱または鋼
こう

心
しん

が、はみ出
だ

したもの G I。
・�１

いっ

本
ぽん

以
いじょう

上のストランドがゆるんだもの H。
・�素

そせ ん

線が著
いちじる

しく飛
と

び出
だ

したもの J。

　ワイヤロープは製
せいぞう

造時
じ

には、十
じゅうぶん

分に塗
と ゆ

油されていますが、使
しよう

用することにより内
ないぶ

部のグリスが絞
しぼ

り出
だ

さ
れて含

がんゆ

油量
りょう

が減
げんしょう

少したり、外
がいぶ

部のグリスがシーブなどとの接
せっしょく

触や雨
あまみず

水等
など

により減
げんしょう

少、あるいは消
しょうしつ

失したり
するので、グリスの状

じょうたい

態を点
てんけん

検し、不
ふそく

足の場
ばあい

合は適
てきぎ

宜塗
と ふ

布します。
　また、ロープが急

きゅうげき

激な接
せっしょく

触や摩
まさ つ

擦などで焼
や

けて軟
なんか

化すると、強
きょうど

度が大
おお

きく低
ていか

下して脆
もろ

くなり、安
あんぜん

全係
けいすう

数
が減

げんしょう

少して破
はだん

断のおそれがあるので、注
ちゅうい

意が必
ひつよう

要です。

ワイヤロープの加
かこう
工方

ほうほう
法

ワイヤロープの継
つ

ぎ方
かた

　林
りんぎょう

業架
かせ ん

線作
さぎょう

業では、ワイヤロープ加
かこう

工は必
ひっす

須の技
ぎじゅつ

術です。加
かこう

工方
ほうほう

法には、ロープの端
たんまつ

末を加
かこう

工する方
ほうほう

法
と２

に

本
ほん

のロープを継
つ

ぐ方
ほうほう

法の２
に

種
しゅるい

類があります。
・�端

たんまつ
末を加

かこう
工する方

ほうほう
法／主

おも

なものとしては、アイスプライス、ベケット加
かこう

工があります。
・�２

に
本
ほん
のロープを継

つ
ぐ方

ほうほう
法／ロングスプライス、セミロングスプライス、ショートスプライスなどがあり

ます。
　詳

しょうさい

細は次
つぎ

のとおりです。

端
たんまつ

末を加
かこう

工する方
ほうほう

法アイスプライス加
かこう

工
　端

たんまつ

末を加
かこう

工する方
ほうほう

法の主
おも

なものとしては、アイスプライス、圧
あっしゅく

縮止
ど

め加
かこ う

工、ベケット加
かこう

工等
など

があり、ア
イスプライスの編

あ

み方
かた

には、かご差
さ

し（割
わり

差
さ

し）と巻
まき

差
さ

しがあります（図
ず

5-8）。スプライス加
かこう

工することに



No.05　道具・資材のメンテナンス

97
メンテナンス

よってワイヤロープの強
きょうど

度が低
てい か

下しますが、上
じょうず

手に編
あ

めば9
きゅうじゅう

0％程
てい ど

度、普
ふつ う

通は8
はちじゅう

0％程
てい ど

度の強
きょうど

度になると考
かんが

えておけば安
あんぜん

全です。
　巻

まき

差
さ

しでは、ロープのよりが戻
もど

った場
ばあ い

合に強
きょうど

度が低
てい か

下するおそれがあります。かご差
さ

しは、ロープに
引
ひっぱり

張荷
かじゅう

重がかかっても、抜
ぬ

けにくいというメリットがあるので、スリングなど１
いっ

本
ぽん

吊
づ

りで使
しよう

用する場
ばあい

合に
は、かご差

さ

しのほうがより安
あんぜん

全です。機
きかい

械集
しゅうざい

材装
そう ち

置には、かご差
さ

しを採
さいよう

用しましょう。ただし、巻
まき

差
さ

しよ
りも加

かこう

工に時
じかん

間がかかります。
　圧

あっしゅく

縮止
ど

め加
かこ う

工はロック加
かこう

工とも言
い

い、アイ（輪
わ

）の首
しゅぶ

部に専
せんよう

用の金
かなぐ

具（スリーブ）を入
い

れて、機
きかい

械で圧
あっしゅく

縮
加
かこ う

工する方
ほうほう

法で、強
きょうど

度の低
ていか

下が少
すく

なく安
あんぜん

全な方
ほうほう

法です。

	 �アイスプライス加
かこう

工によるスリングの作
つく

り方
かた

　スリングは、ワイヤロープの両
りょうたん

端をアイスプライスし、材
ざい

の吊
つ

り上
あ

げなどに使
つか

うロープです。太
ふと

さは
1
じゅうよん

4 ㎜（または1
じゅうに

2㎜）で、長
なが

さは４
よん

ｍのワイヤロープを使
つか

うことが一
いっぱんてき

般的です。材
ざい

を直
ちょくせつ

接吊
つ

るロープのため、
より強

きょうど

度の高
たか

い太
ふと

めのものを使
しよう

用します。
　加

かこう

工の手
てじゅん

順は次
つぎ

のとおりです（図
ず

5-9）。
・�まず、フレミッシュ加

かこう

工を施
ほどこ

します。フレミッシュ加
かこう

工とは、ワイヤロープのストランド６
ろっ

本
ぽん

を３
さん

本
ぼん

と
３
さん

本
ぼん

、または２
に

本
ほん

と４
よん

本
ほん

に分
わ

け、アイ（輪
わ

）の部
ぶぶん

分でストランドを相
そうご

互により合
あ

わせる方
ほうほう

法で、丈
じょうぶ

夫で抜
ぬ

外層素線 内層素線

ストランド

半差しの分け方 かご差し（割差し） 巻差し

外層ひげ

内層ひげ

丸差し部分

半差し部分

３回

２回
内層ひげ

外層ひげ

図
ず

5-8   アイスプライス加
か こ う

工方
ほうほう

法 ―かご差
さ

し、巻
ま き さ

差し
アイスプライスの加

かこ う
工方

ほうほう
法については、webで「徳

とくしま
島県

けんりつ
立農

のうりん
林水

すいさん
産総

そうごう
合技

ぎじゅつ
術支

しえ ん
援センター アイスプライスの作

つく

り方
かた
」で検

けんさく
索。アイスプライスや、繊

せん い
維ロープの端

たんまつ
末処

しょ り
理について紹

しょうかい
介されています。
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4・2の組み合わせの場合 3・3の組み合わせの場合

①

③

④

⑤

②

⑥

①

③

④

⑤

②

⑥

図
ず

5-9　フレミッシュアイの加
か こ う

工方
ほうほう

法（例
れい

）
＊加

かこ う
工方

ほうほう
法の詳

しょうさい
細は、webで「フレミッシュアイ加

かこ う
工」で検

けんさく
索し、参

さんこう
考にしてください。

けにくくなります。
・�フレミッシュ加

かこう

工した後
あと

に、かご差
さ

し、または巻
まきさ

差しですべてのストランドを３
さん

回
かい

以
いじょう

上丸
まる さ

差しで編
あ

み込
こ

み、その後
あと

、それぞれのストランドの素
そせん

線の半
はんすう

数（外
がいそう

層線
せん

）をさらに２
に

回
かい

以
いじょう

上（半
はん さ

差し）編
あ

み込
こ

み、計
けい

５
ご

回
かい

以
いじょう

上編
あ

み込
こ

みます（丸
まるさ

差し４
よん

回
かい

以
いじょう

上の場
ばあ い

合、半
はんさ

差し１
いっかい

回以
いじょう

上）。
　巻

まきさ

差しは、よりの方
ほうこう

向に沿
そ

って編
あ

み込
こ

みますが、かご差
さ

しは、よりの方
ほうこう

向と反
はんたい

対方
ほうこう

向に編
あ

み込
こ

むため、
ロープが回

かいてん

転してよりが抜
ぬ

けても、加
かこう

工部
ぶぶ ん

分は巻
まきさ

差しに比
くら

べて、抜
ぬ

けにくいです。
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２
に

本
ほん

のロープを継
つ

ぐ加
かこ う

工方
ほうほう

法
　２

に

本
ほん

のロープを継
つ

ぐ加
かこ う

工方
ほうほう

法にはロングスプライス、セミロングスプライス、ショートスプライスなど
があります。
　ロングスプライスは、継

つ

いだ部
ぶぶん

分のロープ径
けい

が元
もと

のロープとほぼ同
おな

じなので、主
しゅさく

索や索
さくどう

道の曳
えいさく

索などに
使
つか

われます。その強
きょうど

度は、元
もと

のワイヤロープのほぼ9
きゅうじゅう

0％以
いじょう

上で、入
にゅうねん

念に加
かこう

工すれば9
きゅうじゅうご

5％以
いじょう

上が期
きたい

待できます。
　セミロングスプライスは、ショートスプライスと比

くら

べて継
つ

いだ箇
かしょ

所が太
ふと

くならないので、ロープをきれ
いにドラムに巻

ま

くことができます。また、エンドレスドラムやガイドブロックをスムーズに通
つうか

過できるの
で、多

おお

く使
つか

われています。
　ショートスプライスは、継

つ

いだ箇
かしょ

所のロープ径
けい

が元
もと

のロープ径
けい

に比
くら

べて太
ふと

くなるため、ドラムに巻
ま

くと
巻
ま

き崩
くず

れが起
お

きやすく、動
どう

索
さく

（エンドレス索
さく

のようにドラムに巻
ま

かれたり、ブロックの中
なか

を通
つう か

過して動
うご

く
ロープ）として使

しよう

用するのは適
てき

しません。しかし、ロングスプライスに比
くら

べて継
つ

ぎ加
かこ う

工する部
ぶぶん

分が短
みじか

く、
加
かこ う

工時
じか ん

間も短
みじか

いので、静
せい

索
さく

（控
ひかえ

索
さく

のように張
は

られたままで動
うご

かないロープ）などに使
しよう

用されています。

　なお、ワイヤロープの加
かこう

工に必
ひつよう

要な工
こうぐるい

具類は写
しゃしん

真5-2のとおりです。

写
しゃしん

真5-2　ワイヤロープの加
か こ う

工に必
ひつよう

要な工
こ う ぐ る い

具類
左
ひだり
から順

じゅん
に、軍

ぐん て
手（革

かわ
手
てぶくろ
袋）、ワイヤロープカッター、ペンチ、細

ほそ
い針

はりがね
金（目

めじるしよう
印用）、ラ

ジオペンチ、マーカー、ハンマー、スパイキ（溝
みぞ つ
付き）、シノ。その他

ほか
に、作

さぎょう
業台

だい
、スケール、

ビニールテープ等
など
も用

よう い
意します。
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ロープの取
と

り扱
あつか

い

ロープの種
しゅるい
類

　ロープの種
しゅるい

類は、材
ざいしつ

質によってほぼ次
つぎ

の３
さん

種
しゅるい

類に分
わ

けられます。
①
まるいち

麻
あさ

ロープ（マニラロープ）
②
まるに

綿
めん

ロープ
③
まるさん

合
ごうせいせんい

成繊維ロープ

　さらに、同
どういつ

一材
ざいしつ

質でもつくり方
かた

によって２
に

種
しゅるい

類に分
わ

けられます。
①
まるいち

�３
さん

～
から

４
よん

本
ほん

のストランドを縄
なわ

のように撚
よ

ったもの
②
まるに

�登
と ざ ん

山のザイルのように編
あ

み込
こ

んだもの

　麻
あさ

ロープは、合
ごうせいせんい

成繊維ロープができる以
いぜ ん

前には、耐
たいこうせい

候性が高
たか

いということで多
たよ う

用されてきましたが、
合
ごうせいせんい

成繊維ロープの出
しゅつげん

現により、あまり使
しよう

用されなくなりました。
　合

ごうせいせんい

成繊維の種
しゅるい

類によっては耐
たいしょくせい

食性、耐
たい

摩
まも う

耗性
せい

に優
すぐ

れるクレモナロープのようなものもあります。これは
麻
あさ

ロープ、綿
めん

ロープに比
くら

べ、軽
かる

く柔
じゅうなんせい

軟性があり、同
どう

一
いつ

径
けい

であれば、２
に

倍
ばい

以
いじょう

上の強
きょうど

度があります。ちなみに
クレモナロープの太

ふと

さ９
きゅう

㎜で切
せつだん

断荷
かじゅう

重が7
ななひゃくからはっぴゃく

00～800kgf程
て い ど

度、麻
あさ

ロープは 2
にひゃくはちじゅう

80 kgf程
て い ど

度です。

ロープの結
むす
び

　山
やましごと

仕事で使
つか

う道
どう ぐ

具にもいろいろありますが、かかり木
ぎ

を外
はず

したり、アンカーを取
と

ったり、他
ほか

にもいろい
ろな場

ばめん

面で、何
なに

かと出
でばん

番の多
おお

い道
どう ぐ

具がロープではないでしょうか。いざという時
とき

に、手
てばや

早く思
おも

い通
どお

りに結
むす

んで使
つか

いこなせると、仕
しごと

事もはかどるはずです。代
だいひょうてき

表的な４
よっ

つの結
むす

び方
かた

をご紹
しょうかい

介します。

ロープ末
まったん

端を立
りゅうぼく

木に縛
しば

りつける
　まずは、ロープの末

まったん

端を木
き

に縛
しば

りつける結
むす

び方
かた

です。「ねじ結
むす

び」「材
ざいもく

木結
むす

び」などと呼
よ

ばれます（写
しゃしん

真
5-3、図

ず

5-10）。この結
むす

び方
かた

の特
とくちょう

徴は、ロープの末
まったん

端を動
うご

かないように縛
しば

りつけることができ、引
ひ

き絞
しぼ

っておけば力
ちから

が加
くわ

わっても解
と

けないところです。おまけに、結
むす

ぶのも解
と

くのも簡
かんたん

単です。例
たと

えば、林
りんない

内
作
さぎょうしゃ

業車のウインチで集
しゅうざい

材する時
とき

に車
しゃたい

体が倒
たお

れないよう立
りゅうぼく

木にロープで控
ひか

えを取
と

ることがありますが、そん
な時

とき

にこの結
むす

び方
かた

が重
ちょうほう

宝します。
　注

ちゅういてん

意点としては、ロープ同
どうし

士を巻
ま

きつける回
かいすう

数は５
ご

回
かい

以
いじょう

上、結
むす

び終
お

わりが幹
みき

の向
む

こう側
がわ

になるよう幹
みき

を
半
はんしゅう

周以
いじょう

上させることです。

ロープ末
まったん

端に輪
わ

を作
つく

る
　次

つぎ

に、ロープの末
まったん

端に輪
わ

を作
つく

る結
むす

び方
かた

「もやい結
むす

び」です（写
しゃしん

真5-4、図
ず

5-11）。引
ひ

っ張
ぱ

っても解
と

けにくく、
強
つよ

い力
ちから

が加
くわ

わった後
あと

でも解
と

きやすい点
てん

が特
とくちょう

徴です。
　もやい結

むす

びは、どんなに引
ひ

いても輪
わ

の大
おお

きさが変
か

わらない（輪
わ

が締
し

まらない）ことがポイントです。その
ため、苗

なえ ぎ

木を雪
ゆき お

起こしする時
とき

に用
もち

いられたり、かかり木
ぎ

を引
ひ

く時
とき

に用
もち

いられたり、もやい結
むす

びが役
やく だ

立つ
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図
ず

5-10　ねじ結
むす

び（材
ざいもく

木結
むす

び）

図
ず

5-11　もやい結
むす

び

写
しゃしん

真5-3 写
しゃしん

真5-4
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場
ばめん

面は数
かずおお

多くあります。

引
ひ

っ張
ぱ

ると輪
わ

が締
し

まる
　３

みっ

つ目
め

はもやい結
むす

びを利
りよう

用した結
むす

び方
かた

で、力
ちから

を加
くわ

えると輪
わ

が締
し

まる「罠
わな

もやい結
むす

び」です（図
ず

5-12）。
　もやい結

むす

びで作
つく

った輪
わ

の内
うちがわ

側をロープが通
とお

るのが特
とくちょう

徴です。輪
わ

の内
うちがわ

側を通
とお

したロープを引
ひ

っ張
ぱ

ったまま
力
ちから

を加
くわ

えていれば、結
むす

んだ所
ところ

から動
うご

きません。また、ロープを引
ひ

けば引
ひ

くほど強
つよ

く締
し

まります。
　樹

じゅじょう

上で枝
えだ

を切
き

って吊
つ

り下
お

ろす時
とき

などに使
つか

われるほか、引
ひ

けば締
し

まる、という特
とくせい

性を利
りよう

用すれば、他
ほか

にも
いろいろな場

ばめん

面で使
つか

える便
べんり

利な結
むす

び方
かた

です。

トラックの荷
に

締
じ

め
　最

さいご

後に、トラックの荷
にだい

台に荷
にもつ

物を積
つ

む時
とき

に活
かつやく

躍する「南
なんきん

京結
むす

び」です。この結
むす

びは、ロープを引
ひ

く時
とき

に
２
に

倍
ばい

の力
ちから

で締
し

まるので（結
むす

び目
め

が動
どうかっしゃ

滑車の役
やくわり

割になる）、より強
つよ

い力
ちから

で締
し

めつけることができる荷
に

締
じ

めの
代
だいひょうてき

表的な結
むす

び方
かた

です。
　結

むす

び方
かた

の手
てじゅん

順は下
か ず

図の通
とお

りで、ポイントとなるのは図
ず

5-13の⑤
まるご

の手
てじゅん

順です。ロープの端
はし

を折
お

り返
かえ

して
輪
りんじょう

状にし、そこに足
あし

を入
い

れて体
たいじゅう

重をかけるとロープが締
し

まっていきます。体
たいじゅう

重を使
つか

うことで、腕
うで

の力
ちから

で引
ひ

くより楽
らく

に、強
つよ

く締
し

めることができます。ただ、強
つよ

く締
し

め過
す

ぎると、荷
にだい

台のフックが曲
ま

がることもあるの
で要

よう

注
ちゅうい

意。
　図

ず

5-13の⑥
まるろく

のように、引
ひ

き締
し

めたロープの端
たんまつ

末をフックに結
むす

びつけて固
こて い

定すれば完
かんりょう

了です。この時
とき

の
結
むす

び方
かた

は図
ず

の例
れい

に限
かぎ

らず、緩
ゆる

まなければどんな結
むす

び方
かた

でも大
だいじょうぶ

丈夫です。
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図
ず

5-12　罠
わな

もやい結
むす

び
南
なんきん
京結

むす
び。図

ず
5-13 の手

てじゅん
順を

行
おこな
う直

ちょくぜん
前

写
しゃしん

真5-5　

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

図
ず

5-13　南
なんきん

京結
むす

び�
ロープの一

いったん
端を荷

にだ い
台のフックに掛

か
けたら荷

にだ い
台の反

はんたい
対側

がわ
へロープを送

おく
ります。そして図

ず
①
まるいちからまるよん
～④の順

じゅん
で作

つく
ったロープの

輪
わ
を荷

にだ い
台のフック（図

ず
の⑤

まるご
）に掛

か
けたら、端

たんまつ
末を折

お
り返

かえ
して足

あし
を入

い
れ、◯

まる
印
じるしぶ
部を手

て
で握

にぎ
りしめ、体

たいじゅう
重をかけてロ

ープを引
ひ
き締

し
めます。掛

か
けた力

ちから
の２

に
倍
ばい
の力

ちから
で締

し
めることができます。図

ず
⑥
まるろく
はフック部

ぶぶ ん
分のアップで、端

たんまつ
末の固

こて い
定

方
ほうほう
法の一

いちれい
例です。
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その他
ほか

の資
し ざ い

材・道
ど う ぐ

具のメンテナンス

手
しゅこう
工具

ぐ
の取

と
り扱
あつか
い

　山
やま

での作
さぎょう

業においては手
しゅこう

工具
ぐ

として、手
て

ノコ、カマ、クワ、ナタなどが一
いっぱんてき

般的に使
しよう

用されます。また、
機
きかい

械としては刈
かりはらいき

払機・チェーンソーが主
おも

に使
つか

われます。刈
かりはらいき

払機については下
したが

刈りの項
こう

で、チェーンソーに
ついては伐

ばっとう

倒の項
こう

でふれますので、ここでは手
しゅこう

工具
ぐ

について述
の

べてみましょう。
　手

しゅこう

工具
ぐ

は適
てきせつ

切な物
もの

を選
えら

び、適
てきせい

正な取
と

り扱
あつか

いをすることが大
たいせつ

切です。このことは作
さぎょう

業の安
あんぜん

全を確
かくほ

保するば
かりでなく、作

さぎょう

業の能
のうりつ

率向
こうじょう

上のためにも必
ひつよう

要だからです。
　手

しゅこう

工具
ぐ

は、人
にんげん

間の労
ろうどう

働のはじまりから、手
てあし

足の補
ほじょ

助として、仕
しごと

事の力
ちから

を大
おお

きくさせるために使
しよう

用されて
きました。そして、多

おお

くの手
しゅこう

工具
ぐ

は、使
つか

った人
ひと

の長
ちょうねんげつ

年月にわたる経
けいけん

験と工
くふう

夫とによって、現
げんざい

在の形
かたち

に改
かいりょう

良
されてきたといえます。
　したがって、手

しゅこう

工具
ぐ

は、作
さぎょう

業に適
てき

したものを使
しよう

用する、作
さぎょうしゃ

業者の体
たいかく

格・体
たいりょく

力に応
おう

じたものを使
しよう

用する、
良
よ

く切
き

れて、研
と

ぎやすく、丈
じょうぶ

夫なものを選
えら

ぶことなどが必
ひつよう

要な条
じょうけん

件です。この３
さん

点
てん

が満
み

たされて、作
さぎょうしゃ

業者
が適

てきせつ

切な作
さぎょう

業を進
すす

めますと、仕
しごと

事は疲
ひろう

労も少
すく

なく、安
あんぜん

全が保
たも

たれて、能
のうりつ

率も上
あ

げられます。

手
しゅこう
工具

ぐ
のメンテナンスと保

ほかん
管

　手
しゅこう

工具
ぐ

は作
さぎょう

業を開
かい し

始する前
まえ

によく点
てんけん

検し、不
ふ び

備な箇
かし ょ

所は修
しゅうり

理してから使
しよ う

用することが肝
かんよう

要です（表
ひょう

5 -2）。とくに、手
しゅこう

工具
ぐ

の柄
え

の割
わ

れ、めくぎの抜
ぬ

け、口
くちがね

金の破
はそ ん

損とずれなどはよく注
ちゅうい

意して点
てんけん

検し、安
あんぜん

全
を確

かくにん

認してから使
つか

うようにしましょう。また、作
さぎょう

業終
しゅうりょう

了時
じ

にもよく点
てんけん

検をして、異
いじょう

常があった時
とき

は直
ただ

ちに
修
しゅうり

理する心
こころが

掛けが必
ひつよう

要です。
　手

しゅこう

工具
ぐ

の格
かくのう

納は定
さだ

められた場
ばしょ

所にしましょう。切
せつだん

断器
き ぐ

具はカバーやサヤをかけて格
かくのう

納することが安
あんぜん

全で
す。

刃
はもの
物の研

と
ぎ方
かた

　刃
はもの

物を研
と

ぐには砥
といし

石が必
ひつよう

要です。現
げんざい

在はほとんど人
じんぞう

造砥
とい し

石を使
しよう

用しますが、それにも多
おお

くの種
しゅるい

類があり
ます。刃

はもの

物には刃
は

の硬
かた

さに合
あ

った砥
といし

石を使
つか

うことが大
たいせつ

切で、硬
かた

い刃
はも の

物は軟
やわ

らかい砥
といし

石、軟
やわ

らかい刃
はもの

物は硬
かた

い砥
とい し

石で研
と

ぎます。なお、刃
は

こぼれで、刃
は

の形
かたち

を直
なお

すときは荒
あらと

砥が使
つか

われます。
　砥

といし

石による刃
はもの

物の研
と

ぎ方
かた

には２
ふた

つの方
ほうほう

法があります（図
ず

5-14、図
ず

5-15）。
・砥

といし

石を固
こてい

定して刃
はもの

物を当
あ

てる。
・刃

はもの

物を固
こてい

定して砥
といし

石を当
あ

てる。
　どの方

ほうほう

法を採
さいよう

用するかは作
さぎょう

業現
げん ば

場の状
じょうたい

態や刃
はも の

物の形
けいじょう

状によって変
かわ

ってくるでしょうが、いずれの場
ばあい

合で
も正

ただ

しい姿
しせい

勢と刃
はもの

物にあった砥
といし

石を使
つか

うことが大
たいせつ

切です。例
たと

えば、立
た

ったままの姿
しせい

勢で片
かたて

手にカマ、片
かたて

手
に砥

といし

石を持
も

って、両
りょうほう

方をこすり合
あわ

せて研
と

ぐことは、正
ただ

しく研
けんま

磨ができないばかりでなく、非
ひじょう

常に危
きけん

険です
から、絶

ぜったい

対に行
おこな

ってはいけません。
　ここでは砥

といし

石による刃
はもの

物の研
と

ぎ方
かた

について、一
いっぱんてき

般的な注
ちゅうい

意事
じこ う

項を示
しめ

します。
①
まるいち

�砥
と い し

石を固
こて い

定する場
ばあ い

合は、正
ただ

しい姿
しせ い

勢で研
と

げるように、固
こて い

定する高
たか

さと位
い ち

置を周
しゅうい

囲の状
じょうきょう

況から判
はんだん

断して
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決
き

めます。
②
まるに

�刃
は も の

物を固
こてい

定する場
ばあい

合は刃
はもの

物の固
こてい

定台
だい

を用
もち

いて、確
かくじつ

実に刃
はもの

物を固
こてい

定して研
と

ぐことが大
たいせつ

切です。
③
まるさん

�砥
と い し

石を持
も

って研
と

ぐ場
ばあ い

合、すり減
へ

って小
ちい

さくなったり、薄
うす

くなった砥
とい し

石は、刃
はも の

物から砥
とい し

石がはずれ、指
ゆび

が刃
は

に触
ふ

れて怪
け が

我をすることがあります。このような砥
といし

石は使
しよう

用しないようにしましょう。
④
まるよん

�砥
と い し

石は刃
は

の部
ぶぶ ん

分に確
かくじつ

実に当
あ

てることが必
ひつよう

要です。安
あんぜん

全な持
も

ち方
かた

になるように心
こころが

掛け、柄
え

の付
つ

いた砥
とい し

石
を使

しよう

用することも考
かんが

えてみましょう。
⑤
まるご

�刃
は

を研
と

いでいる時
とき

は、よそ見
み

をしたり、談
だんしょう

笑したりして、手
てもと

元がおろそかにならないようにします。

道具名 点検項目 点検のポイント

ナタ
カマ

柄の状態 ひび割れや極端な損傷がないか

鞘（カバー）の点検
鞘の合わせめに亀裂や裂けがないか

ひもやフックなどの吊る部分に緩みや損傷がないか

目釘の状態 さびや、折れていないか。抜けていないか。目釘の部分で刃がグラついていないか、目釘に触っ
て点検する

刃の状態 刃こぼれ、かけ、たわみが生じていないか。刃の取り付け部（かつらの近く）に亀裂がないか

手ノコ

刃の取り付け部 交換式の場合、ネジの緩みがないか

刃の状態
ヤニや汚れがないか

刃こぼれ、亀裂、たわみが生じていないか

鞘の点検
鞘の合わせめに亀裂や裂けがないか

ひもやフックなどの吊る部分に緩みや損傷がないか

唐グワ
刃の状態

ヒツ（柄の取り付け部）の柄の緩みがないか、くさびを打っている場合にはくさびの緩みがないか

刃の欠け、割れがないか

使用後は泥を洗い流す

柄の状態 ひび割れや極端な損傷がないか

トビ
刃の状態

ヒツ（柄の取り付け部）の柄の緩みがないか、くさびを打っている場合にはくさびの緩みがないか

先端の欠け、割れがないか

先端がまるまっていないか

柄の状態 ひび割れや極端な損傷がないか

（その他）スコップ 使用後は必ず泥を洗い流し、水気を拭いて日の当たらない場所に保管

表
ひょう

5-2　手
しゅこう

工具
ぐ

の点
てんけん

検ポイント�

� 編
へんしゅう

集部
ぶ

作
さくせい

成
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図
ず

5-14　カマを携
けいたい

帯砥
と い し

石で研
と

ぐ場
ば あ い

合�
刃
は
を研

と
ぐ人

ひと
の向

む
こう側

がわ
に向

む
ける場

ばあ い
合は、人

ひ と さ
差し指

ゆび
を砥

とい し
石の上

じょうめん
面にしっかりと沿

そ
わせま

す。他
ほか
の指

ゆび
も研

と
ぐ面

めん
より下

した
に置

お
かないよう注

ちゅうい
意して研

と
ぎます。刃

は
を手

てまえ
前に向

む
ける場

ばあ い
合は、

砥
といし
石を引

ひ
くときに薬

くすりゆび
指と小

こゆ び
指がストッパーとなって刃

は
の背

せ
で止

と
まるようにして研

と
ぎます。

図
ず

5-15　ナタを携
けいたい

帯砥
と い し

石で研
と

ぐ場
ば あ い

合�
刃
はさき
先を台

だい
に乗

の
せ、柄

え
を足

た
または膝

ひざ
で、刃

は
の背

せ
の部

ぶぶん
分を左

ひだりて
手で押

お
さえてしっかり固

こて い
定する

ことが肝
かんじん
心です。研

と
ぎ台

だい
がない場

ばあ い
合は、図

ず
のように枝

えだ
などを利

りよ う
用して、しっかり固

こて い
定し

て研
と
ぎます。

＊�刃
は も の
物の研

と
ぎの基

き ほ ん
本は、砥

とい し
石を固

こて い
定して研

と
ぐ方

ほうほう
法です。一

いっぽう
方で山

やま
の現

げ ん ば
場での研

と
ぎは、

刃
はもの
物を固

こて い
定し砥

といし
石を動

うご
かす方

ほうほう
法になります。
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講
こ う ぎ

義のねらい
造
ぞうりん
林作

さぎょう
業に必

ひっす
須の知

ちしき
識、技

ぎじゅつ
術・技

ぎのう
能を習

しゅうとく
得し、確

かくじつ
実な造

ぞうりん
林作

さぎょう
業実

じっこう
行の基

きほん
本を習

しゅうとく
得する。

キーワード
地
じ
拵
ごしら
え、植

う
え付

つ
け、苗

なえ
畑
はた
、苗

なえ ぎ
木、裸

はだかなえ
苗、コンテナ苗

なえ
、挿

さ
し木

き
苗
なえ
、実

み
生
しょう
苗
なえ
、植

しょくさい
栽、造

ぞうりん
林、

人
じんこうりん
工林、天

てんねんりん
然林、野

やせい
生動

どうぶつ
物、病

びょうがい
害、森

しんりん
林害

がいちゅう
虫、森

しんりん
林被

ひが い
害

安
あんぜん

全に関
かん

する留
りゅうい

意事
じ こ う

項
〈以

い か
下について、「林

りんぎょう
業における造

ぞうりん
林の役

やくわり
割と重

じゅうようせい
要性」「地

じごしら
拵えの基

きほ ん
本」「植

しょくさい
栽の基

きほ ん
本」

「造
ぞうりん
林地

ち
の森

しんりん
林保

ほ ご
護」に関

かんれん
連づけて確

かくじつ
実に学

がくしゅう
習すること〉

●�作
さぎょう
業条

じょうけん
件が多

たよ う
様で常

つね
に変

へん か
化すること

●�傾
けいしゃ
斜地

ち
で歩

ほこ う
行しながら行

おこな
う作

さぎょう
業であること

●�作
さぎょう
業場

ばし ょ
所に 障

しょうがいぶつ
害物が多

おお
いこと

●�有
ゆうがい
害な動

どうしょくぶつ
植物に接

せっしょく
触する機

きかい
会が多

おお
いこと

●�屋
おくがい
外の作

さぎょう
業であること

●�作
さぎょう
業現

げん ば
場は、市

し が い ち
街地から離

はな
れた山

さんりん
林内

ない
であること

●�作
さぎょう
業では刃

はもの
物を使

しよう
用することが多

おお
いこと

造
ぞうりん
林作

さぎょう
業の種

しゅるい
類と目

もくてき
的No.06

造
ぞうりん

林

No.06　造林作業の種類と目的
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林
りんぎょう

業における造
ぞうりん

林の役
やくわり

割と重
じゅうようせい

要性

森
もり
づくりにおける造

ぞうりん
林の役

やくわり
割

　造
ぞうりん

林とは、伐
ばっさい

採跡
あと ち

地や無
む

立
りゅう

木
ぼく

地
ち

に有
ゆうよう

用な樹
じゅしゅ

種の苗
なえぎ

木を植
う

え付
つ

けたり、時
とき

に切
き

り株
かぶ

からの萌
ぼうが

芽や自
しぜん

然落
らっ か

下
した種

しゅし

子などによって、森
しんりん

林を作
つく

り育
そだ

てることを言
い

います。その土
どだい

台となるのが森
もり

づくりの考
かんが

え方
かた

です。
目
もくてき

的に照
て

らしてどのような森
しんりん

林の姿
すがた

にしていくのか、またどのような森
しんりん

林の配
はい ち

置にしていくのかを考
かんが

え
（人

じんこうりん

工林と天
てんねんりん

然林の配
はい ち

置例
れい

は図
ず

6-1）、その目
もくひょう

標に向
む

けて必
ひつよう

要な管
かん り

理や施
せぎょう

業の計
けいかく

画を立
た

て、工
くふ う

夫しながらそ
れを実

じっせん

践していくものです。
　森

しんりん

林を育
そだ

てることは長
なが

い時
じか ん

間を要
よう

するものですから、大
おお

きな失
しっぱい

敗をするとそれを修
しゅうせい

正するのは大
たいへん

変です。
造
ぞうりん

林は、豊
ほうふ

富な知
ちしき

識を働
はたら

かせて総
そうごうてき

合的な判
はんだん

断により進
すす

めていかなければならないものです。過
か こ

去のことを
しっかりと学

まな

びながら、将
しょうらい

来に向
む

けてのより良
よ

い計
けいかく

画を立
た

てていかなければなりません。

造
ぞうりん

林とはどんな仕
しごと

事か
　林

りんぎょう

業の作
さぎょう

業は、地
じごしら

拵えから始
はじ

まり、植
う

え付
つ

け（植
しょくさい

栽）、下
したが

刈り、枝
えだう

打ち、間
かんばつ

伐などの作
さぎょう

業があります。こ
こでは造

ぞうりん

林作
さぎょう

業として、地
じごしら

拵え、植
しょくさい

栽について説
せつめい

明します。
　森

もり

づくりの方
ほうほう

法は、人
じんこうりん

工林施
せぎょう

業と天
てんねんりん

然林施
せぎょう

業があります。

図
ず

6-1　人
じんこうりん

工林と天
てんねんりん

然林
遠
とお
くから山

やま
を見

み
るとスギの人

じんこうりん
工林は梢

こずえ
がとがった形

かたち
で揃

そろ
っています。広

こうようじゅ
葉樹はもこもこして見

み

えます。人
じんこうりん
工林は集

しゅうらく
落に近

ちか
い場

ばし ょ
所、傾

けいしゃ
斜の緩

ゆる
い場

ばし ょ
所から広

ひろ
がっていきました。
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森
もり
づくり①

まるいち
 人
じんこうりん
工林施

せぎょう
業

⑴
かっこいち

 なぜ人
じんこうりん

工林施
せぎょう

業を行
おこな

うのか

　自
しぜん

然の状
じょうたい

態では、ほとんどの樹
じゅしゅ

種が環
かんきょう

境条
じょうけん

件や樹
じゅもく

木同
どう し

士の競
きょうそう

争などに成
せいちょう

長が左
さゆ う

右されてしまいます。し
たがって、利

りよう

用目
もくてき

的に合
あ

った森
しんりん

林を作
つく

るために、目
もくてき

的に適
てき

した樹
じゅしゅ

種を最
さいてき

適の生
せいいく

育地
ち

に植
しょくさい

栽して造
ぞうせい

成管
かん り

理す
る「人

じんこうりん

工林施
せぎょう

業」を行
おこな

います。さらに、人
じんこうりん

工林施
せぎょう

業には優
すぐ

れた品
ひんしゅ

種、系
けいとう

統を選
えら

んで早
はや

く効
こうりつてき

率的に更
こうしん

新を図
はか

ることができるという利
りてん

点もあります。

⑵
かっこに

 �人
じんこうりん

工林施
せぎょう

業の中
なか

で必
ひつよう

要な作
さぎょう

業を怠
おこた

るとどうなるか
　人
じんこうりん

工林のほとんどは、同
どうしつ

質の木
き

を同
どう じ

時に育
そだ

てています。人
じんこうりん

工林は混
こ

み合
あ

ってきた時
とき

に間
かんばつ

伐をしないと細
ほそ

いままで、風
かぜ

や雪
ゆき

などで共
ともだお

倒れの被
ひがい

害を受
う

けやすくなります。また、同
おな

じ高
たか

さ同
どう し

士で樹
じゅかん

冠が混
こ

み合
あ

ったま
まで間

かんばつ

伐や枝
えだ う

打ちをしないと林
りんない

内が暗
くら

くなり、林
りんしょう

床の植
しょくぶつ

物が乏
とぼ

しくなります。林
りんしょう

床植
しょくぶつ

物が欠
けつぼう

乏すると、
土
どじょう

壌が雨
うてき

滴の直
ちょくげき

撃を受
う

け、表
ひょうそう

層土
どじょう

壌が流
なが

れやすくなってしまいます。
　人

じんこうりん

工林の保
ほいく

育のための各
かく

施
せぎょう

業を怠
おこた

ると、健
けんぜん

全な林
りんぶん

分に成
せいいく

育させることができず、目
もくひょう

標とする木
もくざい

材生
せいさん

産を
行
おこな

うことができません。

森
もり
づくり②

まるに
 天
てんねんりん
然林施

せぎょう
業

⑴
かっこいち

 なぜ天
てんねんりん

然林施
せぎょう

業を行
おこな

うのか

　天
てんねんりん

然林は鳥
とり

や獣
けもの

の成
せいいく

育場
ばし ょ

所や、紅
こうよう

葉の景
けいかん

観などとしても欠
か

かせません。しかし木
もくざい

材資
しげ ん

源としては、いろ
いろな種

しゅるい

類の樹
じゅもく

木が自
しぜん

然に生
は

えているので、有
ゆうよう

用でなかったり形
かたち

が悪
わる

かったりします。自
しぜん

然の力
ちから

に任
まか

せる
だけでなく、手

て

を加
くわ

えて森
しんりん

林の質
しつ

を高
たか

めるというのが、「天
てんねんりん

然林施
せぎょう

業」です。多
たよ う

様な樹
じゅしゅ

種からなる森
しんりん

林が
造
つく

れるだけでなく、植
う

え付
つ

け作
さぎょう

業や雑
ざっそう

草木
ぼく

の刈
か

り払
はら

い作
さぎょう

業などの手
て ま

間を省
しょうりゃく

略できるといった利
りてん

点がありま
す。

⑵
かっこに

 �天
てんねんりん

然林施
せぎょう

業の中
なか

で必
ひつよう

要な作
さぎょう

業を怠
おこた

るとどうなるか
　更

こうしん

新補
ほじ ょ

助作
さぎょう

業をしないと稚
ちじ ゅ

樹が十
じゅうぶん

分に発
はっせい

生しない場
ばあ い

合があります。将
しょうらい

来の有
ゆうよう

用な森
しんりん

林づくりに必
ひつよう

要な
十
じゅうぶん

分な稚
ちじ ゅ

樹の量
りょう

が確
かく ほ

保できない場
ばあい

合は、有
ゆうよう

用樹
じゅしゅ

種の苗
なえ

を植
う

えるのが良
よ

いでしょう。また保
ほいく

育作
さぎょう

業を怠
おこた

ると、
せっかく成

せいちょう

長し始
はじ

めた稚
ちじゅ

樹が被
ひあつ

圧されて枯
か

れたり、樹
じゅけい

形を損
そこ

ねたり、つるに巻
ま

かれて傷
いた

んだりしてしまい
ます。
　収

しゅうかく

穫を期
きた い

待する木
き

を大
おお

きく育
そだ

てるためには、周
まわ

りの木
き

の伐
ばっさい

採除
じょきょ

去が必
ひつよう

要です。保
ほいく

育伐
ばつ

を怠
おこた

ると、広
こうようじゅ

葉樹
では、隣

りんせつぼく

接木との競
きょうそう

争で大
おおえだ

枝が枯
か

れたり、環
かんこうざい

孔材（道
どうかん

管が年
ねんりん

輪に沿
そ

ってできる樹
じゅしゅ

種）の場
ばあい

合は木
こぐち

口が道
どうかん

管の
穴
あな

だらけになる糠
ぬか

目
め

になったりするなど、材
ざいしつ

質を損
そこ

なうことになります。
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地
じ

拵
ごしら

えの基
き ほ ん

本

地
じごしら
拵えの目

もくてき
的と作

さぎょう
業時

じ き
期

　人
じんこうりん

工林施
せぎょう

業としての造
ぞうりん

林の基
きほん

本について説
せつめい

明していきます。造
ぞうりん

林の第
だい

一
いっ

歩
ぽ

となる作
さぎょう

業が地
じごしら

拵えです。
　植

しょくさい

栽の準
じゅんび

備段
だんかい

階の作
さぎょう

業として、地
じごしら

拵えを行
おこな

います（図
ず

6-2）。地
じごしら

拵えは、伐
ばっしゅつご

出後に林
りん ち

地に残
のこ

された幹
みき

の
先
せんたん

端部
ぶ

（末
うら き

木）や枝
えだ

（枝
しじょう

条）、あるいは刈
か

り払
はら

われた低
ていぼく

木や草
そうほん

本などを片
かたづ

付けて、植
しょくさい

栽しやすいように整
せいり

理、
配
はいれつ

列する作
さぎょう

業です。作
さぎょう

業時
じ き

期は植
しょくさい

栽前
まえ

までに行
おこな

います。
　地

じごしら

拵えの目
もくてき

的は植
う

え付
つ

け作
さぎょう

業を容
ようい

易にすることであり、同
どうじ

時に作
さぎょう

業の安
あんぜん

全を確
かくほ

保することです。また、
植
しょくさい

栽木
ぼく

の活
かっちゃく

着とその後
ご

の成
せいちょう

長を助
たす

けることも重
じゅうよう

要な目
もくてき

的です。地
じごしら

拵えをていねいに行
おこな

っておけばその後
ご

の
下
した が

刈りやつる切
き

りなどの保
ほいく

育作
さぎょう

業がはかどるだけでなく、安
あんぜんせい

全性にも同
どうよう

様の効
こうか

果があります。
　末

うらき

木枝
しじょう

条など有
ゆうきぶつ

機物は、養
ようぶん

分の供
きょうきゅうげん

給源になります。また表
ひょうそう

層土
ど

の流
りゅうしゅつ

出抑
よくせい

制、土
どじょう

壌の乾
かんそう

燥、霜
しもばしら

柱を防
ふせ

ぐな
どの役

やくわり

割を果
は

たします。

地
じごしら
拵えに使

つか
う道

どう ぐ
具

　地
じごしら

拵えでは、カマ、ナタ、手
て

ノコ等
など

を使
つか

います。カマでかん木
ぼく

を切
き

ったり、地
ちひょう

表のかん木
ぼく

や草
くさ

をかき集
あつ

めたりします。造
ぞうりん

林作
さぎょう

業で使
しよう

用する道
どうぐ

具の形
かたち

は地
ちい き

域によってさまざまです（図
ず

6-3）。チェーンソーを使
しよう

用
して、かん木

ぼく

を伐
ばっとう

倒する場
ばあい

合もあります。

図
ず

6-2　地
じごしら

拵え
斜
しゃめん
面に散

ち
らばっていた末

うら き
木枝

しじょう
条を筋

すじ
状
じょう
に片

か た づ
付けて、植

しょくさい
栽しやすいように整

せい り
理、配

はいれつ
列する作

さぎょう
業

です。
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地
じごしら
拵えの種

しゅるい
類�

（全
ぜん

刈
が

り、筋
すじ

刈
が

り、坪
つ ぼ が

刈り）
　地
じごしら

拵えの方
ほうほう

法には、低
ていぼく

木類
るい

を全
ぜん ぶ

部刈
か

る「全
ぜん

刈
が

り地
じごしら

拵え」と、部
ぶぶんてき

分的に刈
か

る「筋
すじ

刈
が

り地
じごしら

拵え」、「坪
つぼが

刈り地
じごしら

拵え」
などがあります。
　これらのうちで、最

もっと

も一
いっぱんてき

般的な全
ぜん

刈
が

り地
じごしら

拵えには、次
つぎ

のようなやり方
かた

があります。

①
まるいち

�枝
しじょう

条散
さん ぷ

布地
じごしら

拵え
　刈

か

り払
はら

われた低
ていぼく

木類
るい

や末
うら き

木枝
しじょう

条などが少
すく

ない場
ばあい

合に、末
うらき

木枝
しじょう

条などを１
いち

、２
に

mの長
なが

さに切
き

って、それら
を林

りんち

地の全
ぜんめん

面に均
きんとう

等に散
さんぷ

布します。

②
まるに

�筋
すじ

置
お

き地
じごしら

拵え
　末

うらき

木枝
しじょう

条などが多
おお

い場
ばあ い

合は、４
よん

～
から

８
はち

m間
かんかく

隔の筋
すじ

状
じょう

にまとめて配
はいれつ

列します。

③
まるさん

�傾
けいしゃ

斜地
ち

での地
じごしら

拵え
　傾

けいしゃ

斜地
ち

は、表
ひょうそう

層土
どじょう

壌の流
りゅうぼう

亡を抑
おさ

えるために等
とうこうせん

高線上
じょう

に末
うら き

木枝
しじょう

条を配
はいれつ

列します。この場
ばあい

合も、細
こま

かな末
うらき

木
枝
しじょう

条や刈
か

り払
はら

われた低
ていぼく

木類
るい

などは全
ぜんめん

面に均
きんとう

等に散
さんぷ

布します。

図
ず

6-3　造
ぞうりん

林の服
ふくそう

装と道
ど う ぐ

具
造
ぞうりん
林作

さぎょう
業（地

じごしら
拵え、植

う
え付

つ
け）で使

つか
う道

ど う ぐ
具。道

ど う ぐ
具は上

うえ
からオノ、クワ、カマ、ナタ、ノコと、

コンテナ苗
なえ
を植

う
えるための専

せんよう
用の道

どう ぐ
具（右

みぎはし
端から、スペード、ディプル、プランティングチューブ）

です。イラストは一
いっぱんてき
般的な道

どう ぐ
具を挙

あ
げていますが、ハサミを必

ひっ す
須とする地

ちい き
域もあり、使

つか
う手

しゅこう
工

具
ぐ
は地

ちい き
域ごとに特

とくしょく
色があります。造

ぞうりん
林作

さぎょう
業での服

ふくそう
装は、動

うご
きやすく、かん木

ぼく
の枝

えだ
などに引

ひ
っか

からないように袖
そで
じまりの良

よ
い長

ながそで
袖、裾

すそ
じまりの良

よ
い長

なが
ズボンを着

ちゃくよう
用します。履

は
き物

もの
は丈

じょうぶ
夫で、

滑
すべ
らないものを着

ちゃくよう
用します。
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地
じごしら
拵え作

さぎょう
業に潜

ひそ
む危

きけ ん
険因

いん し
子

　地
じごしら

拵え作
さぎょう

業は集
しゅうだん

団で行
おこな

われる場
ばあい

合が多
おお

いので、常
つね

に人
ひと

対
たいひと

人の関
かんけい

係を考
かんが

えながら作
さぎょう

業を進
すす

めます。傾
けいしゃ

斜地
ち

での作
さぎょう

業なので、石
いし

、根
ねか ぶ

株、枝
しじょう

条などが転
てんらく

落してきて怪
け が

我をする場
ばあい

合があります。作
さぎょう

業位
い ち

置が上
じょうげ

下になっ
たり、近

ちか

づいたりしないように留
りゅうい

意することが大
たいせつ

切です。
　また、カマや刈

かりはらいき

払機などを使
しよう

用する作
さぎょう

業なので、周
しゅうい

囲の状
じょうきょう

況に注
ちゅうい

意して、正
ただ

しい動
どうさ

作で使
しよう

用することが
大
たいせつ

切です。カマを振
ふ

り上
あ

げたり、振
ふ

り下
お

ろすときに、ツルや枝
しじょう

条に触
ふ

れると、予
よそう

想もしない方
ほうこう

向に刃
は

がそ
れたり、跳

は

ねたりします。

災
さいがい

害事
じれ い

例
　巻

ま

き落
お

とし棒
ぼう

を使
つか

わずに、カマの柄
え

の先
せんたん

端で除
じょきょ

去を行
おこな

い、繰
く

り返
かえ

しているうち無
む い し き

意識に左
ひだりて

手は刃
じん

部
ぶ

の付
つ

け根
ね

を握
にぎ

っていた。こうした状
じょうたい

態で刃
じん

部
ぶ

が下
かほ う

方を向
む

いた時
とき

、力
ちから

を入
い

れたので右
みぎ

大
だいたい

腿部
ぶ

を切
せっしょう

傷した。

写
しゃしん

真6-1　 全
ぜん
刈
が
り地

じごしら
拵えの「筋

すじ
置
お
き地

じごしら
拵え」。斜

しゃめん
面に残

のこ
った末

うら き
木枝

しじょう
条を片

かた づ
付けて等

とうこうせん
高線上

じょう
にまとめています。

筋
すじ
と筋

すじ
の間

あいだ
にヒノキ苗

なえ ぎ
木が植

しょくさい
栽されています。
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植
しょくさい

栽の基
き ほ ん

本
　地

じごしら

拵えの次
つぎ

の段
だんかい

階の造
ぞうりん

林作
さぎょう

業は、植
しょくさい

栽です。植
しょくさい

栽とは人
じんこうりん

工林を作
つく

る目
もくてき

的で林
りん ち

地に苗
なえ ぎ

木を植
う

え付
つ

けるこ
とです。森

しんりん

林の育
いくせい

成は、「苗
なえ ぎ

木を植
う

えること」から始
はじ

まります。苗
なえ

の種
しゅるい

類・形
けいじょう

状、植
う

え付
つ

けの方
ほうほう

法などの
基
き そ

礎知
ちし き

識を身
み

につけて実
じっせん

践につなげましょう。

苗
なえ ぎ
木の生

せいさん
産方
ほうほう
法

　植
しょくりん

林で一
いっぱんてき

般的に利
りよう

用される苗
なえぎ

木（裸
はだかなえ

苗）は、苗
なえはた

畑と言
い

われる平
へいち

地の畑
はたけ

で育
そだ

てられ、生
せいさん

産されます。植
しょくりん

林で
きる苗

なえぎ

木に育
そだ

つまでに、根
ね き

切りや床
とこ

替
が

え等
など

の作
さぎょう

業を経
へ

て、２
に

～
から

３
さん

年
ねん

かかります（図
ず

6-4）。
　近

きんねん

年生
せいさん

産が増
ぞうか

加しているコンテナ苗
なえ

は、１
いち

～
から

２
に

年
ねん

で生
せいさん

産することができます。春
はる

に播
は

種
しゅ

または挿
さ

し付
つ

け
したコンテナ苗

なえ

をその年
とし

の秋
あき

には出
しゅっか

荷する１
いち

年
ねん

育
いくびょう

苗が可
かの う

能になっています。出
しゅっか

荷までに２
に

～
から

３
さん

年
ねん

程
てい ど

度かか
る裸

はだかなえ

苗と比
ひか く

較して、コンテナ苗
なえ

は苗
なえ ぎ

木需
じゅよう

要の変
へんか

化に柔
じゅうなん

軟に対
たいおう

応することができます。

実
みしょう
生苗
なえ
と挿

さ
し木

き
苗
なえ
の特
とくちょう
徴

　苗
なえぎ

木には、優
すぐ

れた特
とくちょう

徴を持
も

つ母
ぼじ ゅ

樹の種
しゅし

子から育
そだ

てられる「実
みしょう

生苗
なえ

」と、同
おな

じく優
すぐ

れた特
とくちょう

徴を持
も

つ母
ぼじ ゅ

樹の
穂
ほ ぎ

木を挿
さ

し木
き

して育
そだ

てられる「挿
さ

し木
き

苗
なえ

」があります（図
ず

6-5）。
　実

みしょう

生苗
なえ

の種
しゅ し

子は、優
すぐ

れた特
とくちょう

徴を持
も

つ複
ふくすう

数の品
ひんしゅ

種の原
げんしゅ

種で構
こうせい

成される採
さいしゅ

種園
えん

で受
じゅふん

粉によって作
つく

られます。
これらの種

しゅ し

子から育
いくせい

成された苗
なえ ぎ

木は、遺
いでんてき

伝的特
とくせい

性が少
すこ

しずつ異
こと

なるため多
たようせい

様性が確
かく ほ

保され、気
きしょう

象害
がい

や
病
びょうちゅうがい

虫害で全
ぜんめつ

滅することを避
さ

けることが期
きた い

待できます。一
いっぽう

方で実
みしょう

生苗
なえ

は、優
すぐ

れた特
とくせい

性を持
も

っていますが、
母
ぼじゅ

樹の特
とくせい

性とは必
かなら

ずしも同
おな

じとはなりません。
　挿

さ

し木
き

苗
なえ

は、採
さいほえん

穂園で品
ひんしゅ

種の原
げんしゅ

種の穂
ほ ぎ

木から生
せいさん

産されるため、母
ぼじゅ

樹の遺
いでんてき

伝的特
とくせい

性をそのままの形
かたち

で受
う

け
継
つ

ぎます。このため、どの苗
なえぎ

木も全
まった

く同
おな

じ遺
いでんてき

伝的特
とくせい

性を持
も

っていることから、気
きしょう

象害
がい

や病
びょうちゅうがい

虫害により一
いっせい

斉
に被

ひがい

害を受
う

けることを避
さ

けるために、特
とくてい

定の品
ひんしゅ

種のみを同
おな

じ山
やま

に植
しょくさい

栽しないよう注
ちゅうい

意する必
ひつよう

要があります。

苗
なえ ぎ
木の種

しゅるい
類

　林
りんぎょう

業用
よう

の苗
なえ ぎ

木は生
せいさん

産方
ほうほう

法によって形
かたち

に違
ちが

いがあります。取
と

り扱
あつか

いやすさ、植
う

えやすさ、価
かかく

格などを考
こうりょ

慮
に入

い

れて選
せんたく

択します。
　わが国

くに

の山
やまゆき

行苗
なえ ぎ

木（植
しょくりん

林現
げん ば

場に運
はこ

ばれ利
りよう

用に供
きょう

される苗
なえぎ

木）の生
せいさん

産量
りょう

は、2
にせんじゅうさん

013（平
へいせい

成 2
にじゅうご

5）年
ねん ど

度の5
ごせんろっぴゃく

, 600万
まん

本
ぼん

を底
そこ

に増
ぞう か

加に転
てん

じ、2
にせんじゅうよん

014（平
へいせい

成 2
にじゅうろく

6）年
ねん ど

度の山
やまゆき

行苗
なえ ぎ

木の生
せいさん

産量
りょう

はおよそ6
ろくせん

,000万
まん

本
ぼん

になっています。苗
なえぎ

木
のうち、コンテナ苗

なえ

の生
せいさん

産量
りょう

は近
きんねん

年大
おおはば

幅に増
ぞう か

加しており、2
にせんじゅうよん

014（平
へいせい

成 2
にじゅうろく

6）年
ね ん ど

度は前
ぜん ね ん ど ひ

年度比 5
ごじゅうに

2％増
ぞう

の約
やく

7
ななひゃくじゅうご

15 万
まん

本
ぼん

となっています。

⑴
かっこいち

 裸
はだかなえ

苗
　最

もっと

も普
ふつ う

通に使
つか

われてきた苗
なえ

で「普
ふつう

通苗
なえ

」と呼
よ

ぶこともあります。タネから育
そだ

てた２
に

～
から

３
さん

年
ねんせい

生の実
みしょう

生苗
なえ

、
もしくは優

ゆうりょう

良な品
ひんしゅ

種の穂
ほ ぎ

木（枝
えだ

）を挿
さ

し木
き

した２
に

年
ねんせい

生の挿
さ

し木
き

苗
なえ

を畑
はたけ

（苗
なえはた

畑）から掘
ほ

り上
あ

げ、根
ね

に付
つ

いた土
つち

を
軽
かる

く払
はら

い落
お

とした苗
なえ

です。根
ね

がむき出
だ

しなので、十
じゅうぶん

分な根
こん

量
りょう

があるか、細
さいこん

根がしっかりしているか、根
ね

が
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図
ず

6-4　苗
な え ぎ

木生
せいさん

産の工
こうてい

程

� 出典：林野庁WEBサイト「苗木生産の工程」

変
へんけい

形（「鳥
とり

足
あし

状
じょう

」など）していないかなどを確
かくにん

認して植
う

えることができます。培
ばい

土
ど

が付
つ

いていないので軽
かる

く、
大
たいりょう

量に運
はこ

ぶことができるという利
りてん

点もあります。また、価
かかく

格が安
やす

い（コンテナ苗
なえ

の約
やくはんね

半値）という利
りてん

点もあ
ります。しかし、根

ね

が裸
はだか

なので乾
かんそう

燥と温
おんど

度上
じょうしょう

昇による葉
は

の蒸
む

れには細
さいしん

心の注
ちゅうい

意が必
ひつよう

要です。すぐに植
う

えら
れない場

ばあい

合は、仮
かしょく

植するのが基
きほん

本です（図
ず

6-6）。

⑵
かっこに

 コンテナ苗
なえ

　コンテナ苗
なえ

はマルチキャビティーコンテナ（多
た

孔
こう

容
よう き

器）という、いくつもの孔
あな

があいたコンテナで育
そだ

てら
れます。ですから１

ひと

つのコンテナで多
おお

くの苗
なえ

を作
つく

ることができます。コンテナは根
ね

の変
へんけい

形を防
ふせ

ぐように
工
くふう

夫され、コンテナの側
そくめん

面に付
つ

けられた縦
たてほうこう

方向の低
ひく

い突
とっ き

起（リブ）を設
もう

けることによって根
ね

を真
まし た

下に伸
しんちょう

長さ
せ、コンテナは底

そこ

はないので、根
ね

が底
ていめん

面に達
たっ

すると空
くうき

気に触
ふ

れて伸
しんちょう

長が止
と

まり、根
ね ま

巻き（根
ね

が容
よう き

器の内
ないへき

壁
に沿

そ

って伸
しんちょう

長し、巻
ま

いた（ルーピング）状
じょうたい

態になること）することがありません。裸
はだかなえ

苗に比
くら

べて高
こうか

価ですが、
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③切り口を斜めに切り直して挿し穂
のできあがり

①剪定バサミで枝を切り取る

②下側 1/2 ～ 2/3 の
葉を取る

図
ず

6-5　挿
さ

し木
き

苗
なえ

の挿
さ

し穂
ほ

作
づく

り
挿
さ
し木

き
苗
なえ
を作

つく
る前

まえしょり
処理で挿

さ
し穂

ほ
を作

つく
ります。

図
ず

6-6　裸
はだかなえ

苗（左
ひだり

）とコンテナ苗
なえ
（右

みぎ
）

裸
はだかなえ
苗は根

ね
が裸

はだか
状
じょう
に露

ろしゅつ
出しているので、根

ね
の状

じょうたい
態を確

かくにん
認することができますが、植

しょくさい
栽の際

さい
は乾

かんそう
燥対

たいさく
策が

不
ふ か け つ
可欠です。コンテナ苗

なえ
の根

ね
は、培

ばい ち
地を備

そな
えた根

ね
鉢
ばち
となっています。培

ばい ち
地が付

つ
いているため植

しょくさい
栽地

ち
の土

どじょう
壌

が凍
とうけつ
結していない限

かぎ
り植

しょくさい
栽が可

かのう
能ですが、培

ばい ち
地が崩

くず
れないようにする必

ひつよう
要があることから、一

いち ど
度に多

おお
くの

量
りょう
を運

はこ
ぶことが難

むずか
しいことが短

たんしょ
所として挙

あ
げられます。
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苗
なえはた

畑での仕
し た

立て本
ほんすう

数が多
おお

く、育
いくびょう

苗期
きか ん

間も短
みじか

いという特
とくちょう

長があります（図
ず

6-6）。
　コンテナはさまざまな形

かたち

があり、根
ね

鉢
ばち

の容
ようりょう

量が 1
ひゃくごじゅう

50 cc、3
さんびゃく

00ccのコンテナやポリエチレン製
せい

のポリシ
ート（再

さい

利
りよ う

用可
かの う

能）で培
ばいち

地と幼
よう

苗
びょう

を巻
ま

き、専
せんよう

用トレーに立
た

てて育
いくびょう

苗する「Mスターコンテナ」（宮
みやざきけん

崎県林
りんぎょう

業
技
ぎじゅつ

術センターが開
かいはつ

発）等
など

があります。Mスターコンテナはシートの巻
ま

き加
かげ ん

減で根
ね

鉢
ばち

の大
おお

きさを調
ちょうせい

整でき、
シートを広

ひろ

げるだけで簡
かんたん

単に苗
なえぎ

木を取
と

り出
だ

せる特
とくちょう

徴があります。

⑶
かっこさん

 ポット苗
なえ

　黒
くろ

いポリエチレン製
せい

の鉢
はち

（ビニールポット）に入
はい

った苗
なえぎ

木で、広
こうようじゅ

葉樹の苗
なえぎ

木でよく利
りよう

用されます。ポット
に土

つち

が入
はい

っているため重
じゅうりょう

量があり、持
も

ち運
はこ

びは不
ふべん

便ですが、小
しょう

面
めんせき

積の植
しょくさい

栽で樹
じゅしゅ

種をいろいろ混
ま

ぜたい場
ばあい

合
には有

ゆうこう

効です。広
こうようじゅ

葉樹のように葉
は

が薄
うす

くて大
おお

きいと、葉
は

からの水
すいぶん

分蒸
じょうさん

散が問
もんだい

題となるので「土
つち

付
つ

き苗
なえ

」は
安
あんしん

心できます。価
かかく

格は樹
じゅしゅ

種によって異
こと

なりますが、裸
はだかなえ

苗より少
すこ

し高
たか

い価
かか く

格から数
すう

倍
ばい

にまで及
およ

びます。
　一

いっぽう

方でポット苗
なえ

では、ポット内
ない

での根
ね

が発
はったつ

達しすぎて、根
ね

が巻
ま

いた（ルーピング）状
じょうたい

態になることがあり
ます。このような状

じょうたい

態の苗
なえ ぎ

木は、植
う

え付
つ

け後
ご

に成
せいちょう

長が悪
わる

くなることから、根
ね

が巻
ま

いた状
じょうたい

態は、ポット苗
なえ

の
欠
けってん

点とされています。

⑷
かっこよん

 チューブ苗
なえ

　ポリエチレン製
せい

灌
かん

水
すい

チューブやセラミック製
せい

の細
ほそ

い筒
つつ

を使
つか

って作
つく

られた苗
なえ

です。筒
つつ

の直
ちょっけい

径は数
すう

㎝で、
少
しょうりょう

量の培
ばい ど

土を入
い

れて苗
なえ ぎ

木を作
つく

ります。根
ね

を張
は

る空
くうかん

間が少
すく

ないので、針
しんようじゅ

葉樹向
む

けです。重
じゅうりょう

量が軽
かる

く、育
いくびょう

苗
期
きか ん

間も短
みじか

くて済
す

むので苗
なえぎ

木生
せいさんしゃ

産者には扱
あつか

いやすい苗
なえぎ

木と言
い

われています。ポリエチレン製
せい

灌
かんすい

水チューブ苗
なえ

は植
う

える前
まえ

にチューブをはずし、セラミック製
せい

チューブ苗
なえ

はチューブをはずさずに、林
りんち

地に穴
あな

を開
あ

けて挿
さ

し込
こ

むように植
う

え付
つ

けます。裸
はだかなえ

苗と比
ひか く

較すると高
たか

い活
かっちゃく

着率
りつ

を示
しめ

します。

良
よ
い苗

なえ ぎ
木・悪

わる
い苗

なえ ぎ
木

　山
やま

に苗
なえ

を植
う

える時
とき

に、良
よ

い苗
なえ

を選
えら

ぶことは、良
よ

い山
やま

づくりにつながります。苗
なえ

の見
み わ

分け方
かた

を根
ね

、芯
しん

、
葉
はい ろ

色の３
みっ

つの条
じょうけん

件で見
み

ていきます（図
ず

6-7、図
ず

6-8）。

⑴
かっこいち

 根
ね

　根
ね

は、水
みず

や養
ようぶん

分を吸
きゅうしゅう

収し、植
しょくぶつ

物体
たい

を支
ささ

えるという植
しょくぶつ

物にとって大
たいへん

変重
じゅうよう

要な役
やくわり

割を担
にな

っています。一
いっぱんてき

般的
に苗

なえはた

畑の苗
なえ

のほうが、厳
きび

しい自
しぜん

然環
かんきょう

境で育
そだ

つ実
みしょう

生稚
ちじ ゅ

樹よりも、良
よ

い条
じょうけん

件のもとで根
こんけい

系が作
つく

られます。しか
し苗

なえはた

畑の裸
はだかなえ

苗は、出
しゅっか

荷・植
しょくさい

栽の時
とき

に植
う

えやすいように根
こん

系
けい

を切
き

ってしまいます。また掘
ほ

り取
ど

りから植
しょくさい

栽ま
での間

あいだ

に根
ね

が傷
いた

むので、根
ねも と

元近
ちか

くの根
こん

系
けい

の密
みつ ど

度が高
たか

いものが良
よ

い苗
なえ

だと言
い

えます。植
しょくさい

栽後
ご

に新
あたら

しい根
ね

を
形
けいせい

成する部
ぶ い

位が多
おお

くなるからです。根
こん

系
けい

密
みつ ど

度が少
すく

ない「鳥
とり

足
あし

状
じょう

」の苗
なえ

は避
さ

けましょう。
　土

つち

付
つ

き苗
なえ

（ポット苗
なえ

、コンテナ苗
なえ

、チューブ苗
なえ

）は容
ようき

器の中
なか

で根
こん

系
けい

が作
つく

られます。根
こん

系
けい

が発
はったつ

達する時
じかん

間が
少
すく

ないと貧
ひんじゃく

弱になり、時
じかん

間が多
おお

すぎると過
か た

多な根
こん

系
けい

になってしまいます。容
ようき

器内
ない

が根
こん

系
けい

で過
か ぶ そ く

不足なく満
み

た
されているものが良

よ

いでしょう。なお、ポット苗
なえ

では根
ね

がルーピングしたものは良
よ

くありません。

⑵
かっこに

 芯
しん

　針
しんようじゅ

葉樹でも広
こうようじゅ

葉樹でも、主
しゅじく

軸が１
いっ

本
ぽん

でまっすぐに伸
の

びているものが、良
よ

い苗
なえ

です。芯
しん

が２
ふた

つや３
みっ

つに分
わ
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かれているものや、芯
しん

が１
いっ

本
ぽん

立
た

っていても徒
とちょう

長したものは良
よ

くありません。さらに芯
しん

の先
さき

にある成
せいちょうてん

長点が
傷
いた

んでいないことも大
たいせつ

切です。

⑶
かっこさん

 葉
は い ろ

色
　葉

はいろ

色は、樹
じゅしゅ

種や季
きせつ

節によって異
こと

なります。葉
は

の色
いろ

が薄
うす

かったり、黄
きいろ

色がかったりした苗
なえ

、季
きせ つ

節に特
とくゆう

有の
葉
はいろ

色ではないのに赤
あか

っぽい苗
なえ

は良
よ

い苗
なえ

とは言
い

えません。病
びょうき

気にかかって葉
は

が変
へんしょく

色しているものも選
えら

ばない
ようにしましょう。

国
くに
を挙

あ
げた品

ひんしゅ
種改
かいりょう
良

　わが国
くに

の林
りんぼく

木育
いくしゅ

種事
じぎょう

業では、山
やまくず

崩れの防
ぼう し

止やCO2の吸
きゅうしゅう

収、木
もくざい

材の生
せいさん

産など森
しんりん

林の多
ためんてき

面的な機
きの う

能を発
はっ き

揮
させるため、優

すぐ

れた遺
いでんてき

伝的特
とくせい

性を持
も

つ林
りんぼく

木の品
ひんしゅ

種を開
かいはつ

発しています。
　精

せいえいじゅ

英樹選
せんばつ

抜育
いくしゅ

種事
じぎょう

業では、時
じだい

代の要
ようぼう

望に合
あ

わせて成
せいちょう

長・形
けいしつ

質の優
すぐ

れた木
き

を選
せんばつ

抜し、新
あたら

しい品
ひんしゅ

種を生
う

みだ
してきました。これまで開

かいはつ

発してきた主
おも

なものに、松
まつ

くい虫
むし

などの病
びょうちゅうがい

虫害や気
きしょう

象害
がい

への抵
ていこうせい

抗性品
ひんしゅ

種、花
かふん

粉
の少

すく

ないスギなどの花
かふんしょう

粉症対
たいさく

策品
ひんしゅ

種などがあります。

図
ず

6-7　良
よ

い苗
なえ

の特
とくちょう

徴
芯
しん
が 1

いっぽん
本、まっすぐ立

た
ち、ガッチリしている。

根
ねも と
元近

ちか
くの根

ね
の密

みつ ど
度が高

たか
い。

図
ず

6-8　良
よ

くない苗
なえ

の特
とくちょう

徴

根が鳥足状
（根の張りに偏りがある）。

芯が徒長している
（ひょろひょろと
元気なく伸びている）。

根がルーピングしている（ポット苗）。

� 図6 -7、図6 -8　資料：全国林業改良普及協会「林業新知識（2014年11月号）」
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植
しょくさい
栽の目

もくてき
的、必

ひつよう
要期

きか ん
間、適

てっ き
期

　苗
なえぎ

木を林
りんち

地に植
う

え付
つ

ける時
とき

は、どのような山
やま

にしたいのかという山
やま

のデザインを考
かんが

える必
ひつよう

要があります。
利
りよう

用目
もくてき

的に合
あ

った最
さいてき

適な樹
じゅしゅ

種を最
さいてき

適な生
せいいく

育地
ち

に植
しょくさい

栽することを検
けんとう

討します。わが国
くに

は、雑
ざっそう

草木
ぼく

の繁
はん も

茂が激
はげ

しくて、植
しょくせい

生間
かん

で厳
きび

しい生
せいぞんきょうそう

存競争があります。苗
なえはた

畑で一
いってい

定の大
おお

きさに育
そだ

てた苗
なえぎ

木を植
う

えることは、その苗
なえ

高
だか

分
ぶん

だけ競
きょうそう

争に有
ゆう り

利ですし、次
つぎ

に続
つづ

く下
した が

刈り作
さぎょう

業でも目
もくてき

的樹
じゅしゅ

種の識
しきべつ

別がしやすく、作
さぎょう

業能
のうりつ

率を高
たか

めること
ができます。

⑴
かっこいち

 裸
はだかなえ

苗の植
しょくさい

栽は春
はる

か秋
あき

　根
ね

に土
つち

が付
つ

いていない裸
はだかなえ

苗は、多
おお

くの水
すいぶん

分を必
ひつよう

要としない時
とき

の植
しょくさい

栽、つまり苗
なえ

が活
かつどう

動を休
きゅうし

止している
時
じ き

期が適
てき

しています。特
とく

に春
はるさき

先は、新
あたら

しい組
そし き

織を作
つく

り出
だ

す活
かつどうき

動期の少
すこ

し前
まえ

なので最
もっと

も良
よ

いでしょう。芽
め

や
葉
は

を出
だ

し始
はじ

める活
かつどうき

動期前
まえ

に植
う

えれば、新
しんめ

芽を傷
きず

つけることもありません。さらに苗
なえ

が直
ちょくりつ

立した状
じょうたい

態でまっ
すぐ上

うえ

に伸
の

びてくれます。ただし積
せきせつ

雪地
ちた い

帯では、山
やま

の雪
ゆき

が消
き

えないうちに里
さと

に春
はる

が来
き

てしまうことがある
ので、秋

あき

のうちに植
しょくさい

栽場
ばし ょ

所付
ふき ん

近に苗
なえ

を仮
かしょく

植しておく必
ひつよう

要があります。
　秋

あき

に植
う

える場
ばあ い

合は、地
ちじょう

上部
ぶ

の活
かつどう

動が休
きゅうし

止したらできるだけ早
はや

く植
う

えます。とくに標
ひょうこう

高が高
たか

い土
と ち

地では
注
ちゅうい

意が必
ひつよう

要です。苗
なえ

の寒
さむ

さに対
たい

する順
じゅんか

化が不
ふじゅうぶん

十分なうちに氷
ひょうてん

点下
か

にさらされると、凍
とうがい

害で枯
か

れるおそれが
あります。

⑵
かっこに

 �ポット苗
なえ

・コンテナ苗
なえ

・チューブ苗
なえ

は１
いち

年
ねん

中
じゅう

可
かのう

能
　ポット苗

なえ

・コンテナ苗
なえ

・チューブ苗
なえ

は、常
つね

に根
ね

が土
つち

に接
せっ

したままで植
う

え付
つ

けが完
かんりょう

了するので、すごく暑
あつ

い夏
なつ

と積
せきせつ

雪時
じ

、土
つち

が凍
こお

っている時
じ き

期を除
のぞ

いていつでも作
さぎょう

業ができます。ただし苗
なえ

の活
かつどう

動開
かい し

始時
じ き

期は枝
しじょう

条が
弱
よわ

いので、その時
じ き

期の植
う

え付
つ

けは取
と

り扱
あつか

いに気
き

をつけます。

植
しょくさい
栽に使

つか
う道

どう ぐ
具

　山
やま

で苗
なえ

を植
う

え付
つ

ける時
とき

に必
ひつよう

要な道
どうぐ

具は、苗
なえ

の種
しゅるい

類によって異
こと

なります。安
あんぜん

全に配
はいりょ

慮し、確
かくじつ

実な作
さぎょう

業をし
ましょう。

⑴
かっこいち

 裸
はだかなえ

苗の植
う

え付
つ

け道
どう ぐ

具
　裸

はだかなえ

苗を林
りん ち

地に植
う

え付
つ

ける時
とき

は、主
おも

にクワを使
つか

います。植
うえ

穴
あな

の中
なか

に出
で

ている根
ね

などを切
き

るために、手
て

ノコ、
ナタも使

しよう

用します。クワは、柄
え

が抜
ぬ

け落
お

ちないよう作
さぎょう

業前
まえ

に取
と

り付
つ

け部
ぶぶ ん

分を水
みず

に浸
ひた

してしっかりさせます。
柄
え

がゆるんでいるものは付
つ

け直
なお

します（図
ず

6-9）。

⑵
かっこに

 コンテナ苗
なえ

の植
う

え付
つ

け道
どう ぐ

具
　コンテナ苗

なえ

の植
う

え付
つ

けでは、クワの他
ほか

に専
せんよう

用器
き ぐ

具を用
もち

いることができます。現
げんち

地の傾
けいしゃ

斜、地
ちけい

形、土
つちしつ

質な
どの状

じょうきょう

況に合
あ

わせて選
えら

びましょう（前
ぜんじゅつ

述、図
ず

6-3）。
①
まるいち

�スペード

　先
せんたん

端がとがっていてエッジが付
つ

いた形
けいじょう

状です。根
こん

系
けい

等
など

が多
おお

いところでも切
せつだん

断できるので、堅
けん

密
みつ

な土
どじょう

壌で
も使

しよう

用できます。バーに足
あし

をかけて土
つち

に突
つ

き刺
さ

し、前
ぜんご

後左
さゆ う

右に動
うご

かして穴
あな

を開
あ

けます（図
ず

6-3、図
ず

6-10）。
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②
まるに

�ディプル

　先
せんたん

端部
ぶ

がコンテナ根
ね

鉢
ばち

の形
かたち

になっていて、さまざまなサイズに付
つ

け替
か

えることができます。土
どじょう

壌に押
お

し
込
こ

むだけで植
う

え穴
あな

が開
あ

けられるので効
こうりつてき

率的です。ただし堅
けん

密
みつ

土
どじょう

壌、礫
れき

や根
こん

系
けい

の多
おお

い土
どじょう

壌では刺
さ

さりにくい
器
き ぐ

具です（図
ず

6-3）。
③
まるさん

�プランティングチューブ

　先
せんたん

端が閉
と

じている状
じょうたい

態で土
どじょう

壌に差
さ

し込
こ

み、ペダルを踏
ふ

むと開
ひら

く仕
し く

組みになっています。上
うえ

から苗
なえぎ

木を落
お

とし込
こ

み、器
き ぐ

具を引
ひ

き上
あ

げると苗
なえぎ

木が穴
あな

に入
はい

ります。かがみ込
こ

んだり、腰
こし

を曲
ま

げたりする必
ひつよう

要がないので、
身
からだ

体への負
ふたん

担が少
すく

ない器
き ぐ

具です（図
ず

6-3）。

植
しょくさい
栽配

はい ち
置と密

みつど
度

　山
やま

に植
う

え付
つ

ける時
とき

、苗
なえ ぎ

木と苗
なえぎ

木の間
かんかく

隔や配
はいち

置はどの程
ていど

度が良
よ

いのでしょうか。同
おな

じ樹
じゅしゅ

種でも、どのよう
な目

もくてき

的で木
き

を植
う

えるのかによって、適
てきせつ

切な植
う

え付
つ

け密
みつ ど

度は変
か

わってきます。植
う

えた後
あと

にどのように管
かんり

理を
するのかということも考

こうりょ

慮に入
い

れる必
ひつよう

要があります。
　目

もくひょう

標とする森
しんりん

林の姿
すがた

「目
もくひょう

標林
りん

型
けい

」を描
えが

き、それに向
む

けた森
しんりん

林管
かん り

理や施
せぎょう

業計
けいかく

画が必
ひつよう

要です。
　わが国

くに

には、その土
と ち

地の風
ふうど

土に合
あ

った地
ちいきせい

域性豊
ゆた

かな林
りんぎょう

業が営
いとな

まれてきた歴
れきし

史があり、植
しょくさい

栽の本
ほんすう

数や山
やま

の
仕
し た

立て方
かた

にも様
さまざま

々な特
とくちょう

徴があります。

⑴
かっこいち

 植
しょくさい

栽密
みつ ど

度
　一

いっぱんてき

般的に、これまでの造
ぞうりん

林ではスギは2
にせんごひゃく

, 500～
から

3
さんぜん

,000本
ぼん

/㎥で植
しょくさい

栽されていました。苗
なえ

の間
かんかく

隔でいうと
２
に

～
から

1
いってんはち

. 8 ｍです。成
せいちょう

長の早
はや

い樹
じゅしゅ

種（カラマツなど）はそれより広
ひろ

い間
かんかく

隔で、遅
おそ

い樹
じゅしゅ

種（ヒノキなど）は狭
せま

い
間
かんかく

隔で植
う

えます。
　広

こうようじゅ

葉樹の場
ばあい

合は、間
かんかく

隔をあけて植
う

えると樹
じゅけい

形が暴
あば

れてしまうので、密
みつ

に植
う

えます。ただし花
はな

や実
み

の鑑
かんしょう

賞、
実
み

の収
しゅうかく

穫を目
もくてき

的とするなら、広
ひろ

めの間
かんかく

隔で植
う

えるほうが枝
えだ

の張
は

った樹
じゅけい

形になって良
よ

いでしょう（表
ひょう

6 -1）。

⑵
かっこに

 植
しょくさい

栽配
はい ち

置
　苗

なえ

は正
せいほうけい

方形か三
さんかくけい

角形に等
とうかんかく

間隔で配
はいち

置するのが基
きほん

本と言
い

われます。ただし、植
う

える場
ばしょ

所の土
つち

の状
じょうたい

態に合
あ

わ
せて植

う

え付
つ

けポイントを決
き

めることをおすすめします。礫
れき

や岩
いわ

、切
き

り株
かぶ

の根
ね

など、穴
あな

を掘
ほ

りにくい場
ばしょ

所は
避
さ

けたほうが作
さぎょう

業が楽
らく

で、苗
なえ

の成
せいちょう

長も良
よ

いでしょう（図
ず

6-11、図
ず

6-12）。

植
しょくさい
栽作

さぎょう
業に潜

ひそ
む危

きけ ん
険因

いん し
子

　作
さぎょう

業は斜
しゃめん

面の下
した

から上
うえ

に向
むか

って、前
まえ

かがみの姿
しせい

勢で苗
なえぎ

木を植
うえつ

付けながら進
すす

みます。したがって、作
さぎょうしゃ

業者
は周

しゅうい

囲の労
ろうどう

働環
かんきょう

境に対
たい

する視
し や

野が狭
せま

くなりがちです。周
しゅうい

囲の状
じょうきょう

況によく気
き

をつけます。
　作

さぎょう

業に潜
ひそ

む危
きけ ん

険因
いん し

子として次
つぎ

の点
てん

が挙
あ

げられます。
・�植

うえ

穴
あな

の中
なか

にある太
ふと

い根
ね

は手
て

ノコかナタを使
つか

って切
き

りますが、根
ね

を引
ひき ぬ

抜く時
とき

は力
ちから

が余
あま

って転
てんとう

倒したり、軽
けい

落
らく

したり、思
おも

わぬ災
さいがい

害の起
お

こる危
きけん

険があるので注
ちゅうい

意します。
・�掘

ほ

り出
だ

した石
いし

は転
てんらく

落しないように、安
あんてい

定したところに置
お

きます。
・�急

きゅう

斜
しゃ

地
ち

の滑
すべ

りやすいところでの作
さぎょう

業は、足
あし

場
ば

を作
つく

ったりして、慎
しんちょう

重に行
おこな

います。
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図
ず

6-10　コンテナ苗
なえ

の植
しょくさい

栽
スペードという道

どう ぐ
具で植

う
え穴

あな
を開

あ
け、植

しょくさい
栽するところ。現

げん ち
地の条

じょうけん
件に合

あ
った専

せんよう
用器

き ぐ
具を使

し よ う
用

することで植
う
え付

つ
け作

さぎょう
業の効

こうりつ
率化

か
が期

きた い
待できます。また植

う
え付

つ
け作

さぎょう
業に熟

じゅくれん
練を要

よう
しないこと

もメリットです。

図
ず

6-9　裸
はだかなえ

苗の植
しょくさい

栽
植
しょくさい
栽した苗

なえ ぎ
木を活

かっちゃく
着させるだけでなく、雑

ざっそう
草木

ぼく
との競

きょうそう
争に負

ま
けずに順

じゅんちょう
調に生

せいいく
育させるために

は、効
こうりつ
率を考

かんが
えつつ、できるだけていねいに植

しょくさい
栽することが大

たいせつ
切です。
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正三角形植え

正方形植え

Xm

Xm

Xm

Xm

図
ず

6-11　苗
な え ぎ

木の間
かんかく

隔の目
め や す

安（正
せいほうけい

方形植
う

え・正
せいさんかくけい

三角形植
う

え）

2m

2m

2m

1.8m

20°～30°

1.8m 1.8m

図
ず

6-12　斜
しゃめん

面での間
かんかく

隔の注
ちゅういてん

意点

目標とする森林 ha当たりの植栽本数

針葉樹 一斉林

　雪の少ない地域の良質材生産 4,000～5,000本

　標準 3,000本

　積雪地帯 3,000本未満

針葉樹 択伐林 上木１本につき3～5本

広葉樹 用材生産林（ケヤキ、ミズナラなど） 5,000～10,000本

広葉樹 シイタケ原木林（クヌギ、コナラ） 4,000本

表
ひょう

6-1　植
しょくさい

栽密
み つ ど

度の目
め や す

安�

資料：全国林業改良普及協会「ニューフォレスターズ・ガイド［林業入門］」
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造
ぞうりん

林地
ち

の森
しんりん

林保
ほ ご

護

野
やせ い
生動

どうぶつ
物とその被

ひがい
害

　近
きんねん

年、野
やせい

生鳥
ちょうじゅう

獣による森
しんりん

林被
ひが い

害面
めんせき

積は減
げんしょう

少傾
けいこう

向にはあるものの、生
せいそくいき

息域の拡
かくだい

大等
など

を背
はいけい

景としたシカ等
など

に
よる森

しんりん

林被
ひが い

害は依
いぜん

然として深
しんこく

刻な状
じょうきょう

況にあります。2
にせんじゅうく

019（令
れい

和
わ

元
がん

）年
ねん ど

度の野
やせい

生鳥
ちょうじゅう

獣による森
しんりん

林被
ひが い

害面
めんせき

積は、
全
ぜんこく

国で約
やく

4
よんせんきゅうひゃく

, 900haとなっており、このうち、シカによる被
ひがい

害が約
やく

７
なな

割
わり

を占
し

めています（図
ず

6-13）。
　野

やせい

生動
どうぶつ

物による森
しんりん

林被
ひが い

害の発
はっせい

生は、林
りんぎょう

業生
せいさん

産コストの増
ぞうだい

大や森
しんりん

林所
しょゆうしゃ

有者の経
けいえい

営意
いよ く

欲の低
ていか

下を招
まね

きかねま
せん。また、野

やせ い

生動
どうぶつ

物の食
しょくがい

害により著
いちじる

しく枝
えだ は

葉や下
かそ う

層植
しょくせい

生が消
しょうしつ

失してしまうと、土
どじょう

壌の流
りゅうしゅつ

出などによっ
て森

しんりん

林の有
ゆう

する公
こうえきてき

益的機
きの う

能の発
はっき

揮に影
えいきょう

響を与
あた

えるおそれもあります。

⑴
かっこいち

 シカ
　シカ（ニホンジカ）は森

しんりん

林や草
そうげん

原地
ちた い

帯など多
たよう

様な環
かんきょう

境に生
せいそく

息し、若
わかぎ

木から成
せいちょう

長した樹
じゅもく

木にまで被
ひがい

害を及
およ

ぼ
します。主

おも

な被
ひが い

害は、若
わかぎ

木の芽
め

や枝
えだ は

葉を食
た

べる、樹
じゅひ

皮をはいで食
た

べる、角
つの

こすりによる樹
じゅひ

皮はぎ、造
ぞう

林
りんぼく

木
の踏

ふ

み荒
あ

らしや引
ひ

きちぎりなどです。林
りんしょう

床の植
しょくせい

生を食
た

べ尽
つ

くして消
しょうしつ

失させるなど森
しんりん

林生
せいたいけい

態系への深
しんこく

刻な
影
えいきょう

響を及
およ

ぼす例
れい

も少
すく

なくありません。ヒノキ、スギ、カラマツ、トドマツなどの造
ぞうりん

林木
ぼく

で被
ひが い

害が見
み

られます。

⑵
かっこに

 ノネズミ
　ノネズミは、植

しょくさい

栽木
ぼく

の樹
じゅ ひ

皮および地
ち か

下の根
ね

の食
しょくがい

害により、植
しょくさい

栽木
ぼく

を枯
こ し

死させることがあり、特
とく

に北
ほっかいどう

海道
のエゾヤチネズミは、数

すう

年
ねん

おきに大
だいはっせい

発生し、大
おお

きな被
ひがい

害を引
ひ

き起
お

こしています。

⑶
かっこさん

 クマ
　日

にほん

本には、ヒグマ（北
ほっかいどう

海道）とツキノワグマ（九
きゅうしゅう

州を除
のぞ

く本
ほんしゅう

州以
いな ん

南）がいます。大
たいぼく

木の樹
じゅひ

皮が爪
つめ

や歯
は

ではが
される「クマはぎ」による林

りんぎょう

業被
ひが い

害が見
み

られます。樹
じゅひ

皮が大
おお

きく引
ひ

きはがされ、それが全
ぜんしゅう

周に達
たっ

した木
き

は
枯
か

れてしまいます。伐
ばっさい

採間
まぢ か

近の大
だいけい

径木
ぼく

の被
ひが い

害割
わりあい

合が多
おお

いため、経
けいざいてき

済的な損
そんしつ

失が大
おお

きい傾
けいこう

向があります。ス
ギ、ヒノキ、カラマツなどの造

ぞうりん

林木
ぼく

のほか、サワラ、ヒバ、モミ、シラベ、ツガ、トウヒなどの天
てんねんぼく

然木で
見
み

られます。

野
やせ い
生鳥

ちょうじゅう
獣被

ひが い
害対

たいさく
策

　野
やせ い

生鳥
ちょうじゅう

獣による森
しんりん

林被
ひが い

害対
たいさく

策として、被
ひが い

害の防
ぼうじょ

除や、被
ひが い

害をもたらす野
やせ い

生鳥
ちょうじゅう

獣を適
てきせい

正な頭
とうすう

数に管
かん り

理す
る個

こた い

体群
ぐん

管
か ん り

理等
など

が行
おこな

われています。被
ひが い

害の防
ぼうじょ

除としては、造
ぞうりん

林地
ち

等
など

へのシカ等
など

の野
やせ い

生鳥
ちょうじゅう

獣の侵
しんにゅう

入を防
ふせ

ぐ
防
ぼうごさく

護柵や、立
りゅうぼく

木を剥
はく ひ

皮被
ひが い

害から守
まも

る防
ぼう ご

護テープ、苗
なえぎ

木を食
しょくがい

害から守
まも

る食
しょくがい

害防
ぼう し

止チューブの設
せっち

置等
など

のほか、
新
あら

たな防
ぼうじょ

除技
ぎじゅつ

術の開
かいはつ

発等
など

も行
おこな

われています（図
ず

6-14）。
　個

こたい

体群
ぐん

管
かん り

理としては、各
かく

地
ちい き

域の国
こくゆうりん

有林、地
ちほう

方公
こうきょう

共団
だんたい

体、鳥
ちょうじゅう

獣被
ひが い

害対
たいさく

策協
きょうぎかい

議会等
など

によりシカ等
など

の計
けいかくてき

画的な
捕
ほかく

獲や捕
ほかく

獲技
ぎじゅつしゃ

術者の養
ようせい

成等
など

が行
おこな

われているほか、わなや銃
じゅうき

器による捕
ほかく

獲等
など

についての技
ぎじゅつ

術開
かいはつ

発も進
すす

められ
ています。
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鳥
ちょうじゅう
獣による森

しんりん
林被

ひが い
害の防

ぼうじょ
除方
ほうほう
法の例

れい

　野
やせ い

生鳥
ちょうじゅう

獣による森
しんりん

林の被
ひが い

害は、森
しんりん

林資
しげ ん

源の損
そんしつ

失だけでなく、森
しんりん

林の公
こうえきてき

益的機
きの う

能の低
てい か

下、森
しんりん

林所
しょゆうしゃ

有者の
経
けいえい

営意
いよ く

欲の喪
そうしつ

失等
など

につながるものです。忌
き

避
ひ

剤
ざい

の散
さん ぷ

布や防
ぼうごさく

護柵の設
せっ ち

置など、動
どうぶつ

物の生
せいたい

態に応
おう

じた対
たいさく

策が
実
じっせん

践されています。

病
びょうがい
害と樹

じゅもく
木

　樹
じゅもく

木の病
びょうき

気は、主
おも

に糸
しじょうきん

状菌類
るい

（カビやキノコの仲
なかま

間）を病
びょうげんたい

原体としています。健
けんこう

康な樹
じゅもく

木でもこの繁
はんしょく

殖源
げん

が観
かんさつ

察されますが、よほどのことがない限
かぎ

り病
びょうげんたい

原体の密
みつど

度が高
たか

まり、林
はやし

全
ぜんたい

体の成
せいちょう

長に影
えいきょう

響を及
およ

ぼしたり、
木
き

がどんどん枯
か

れていくという現
げんしょう

象は起
お

こりません。
　病

びょうき

気が発
はっせい

生するのは、次
つぎ

のような条
じょうけん

件が考
かんが

えられます。
⑴
かっこいち

� 極
きょくたん

端な小
しょうう

雨などの気
きしょう

象条
じょうけん

件で、樹
じゅたい

体の抵
ていこうりょく

抗力が弱
よわ

まっている。
⑵
かっこに

� 土
どじょう

壌条
じょうけん

件が、その樹
じゅしゅ

種あるいは一
いっぱん

般の樹
じゅしゅ

種に適
てき

さない。
⑶
かっこさん

� 立
りっちじょうけん

地条件が過
かしつ

湿になりやすい、あるいは風
かぜ

の影
えいきょう

響を受
う

けやすいなど、いろいろなストレスを受
う

けやすい。
⑷
かっこよん

� 気
きしょう

象条
じょうけん

件の変
へん か

化により、異
いじょう

常に病
びょうげんたい

原体の密
みつど

度が高
たか

くなってしまったこと。
⑸
かっこご

� 台
たいふう

風、動
どうぶつ

物被
ひが い

害などで、樹
じゅたい

体に物
ぶつりてき

理的な傷
きず

ができた。

シカ
3.5千ha
（71%）

ノネズミ
0.6千ha
（12%）

クマ
0.4千ha
（9%）

イノシシ
0.1千ha
（1%）

サル
0.0千ha
（0%）

カモシカ
0.2千ha
（3%）

ノウサギ
0.1千ha
（3%）

注１：数値は、国有林及び民有林の合計で、森林管理局及び都道府県からの報告に基づき、集計したもの。
２：森林及び苗畑の被害。
３：計の不一致は四捨五入による。

合計
4.9千ha

図
ず

6-13　主
しゅよう

要な野
や せ い

生鳥
ちょうじゅう

獣による森
しんりん

林被
ひ が い

害面
めんせき

積（2
にせんじゅうく

019（令
れい

和
わ

元
がん

）年
ね ん ど

度）

出典：林野庁「令和２年度　森林・林業白書」�
� （林野庁研究指導課・業務課調べ）
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図ず
6

-1
4　

鳥ちょ
うじ

ゅう 獣
に

よ
る

森し
ん

り
ん 林
被ひ

が
い 害
の

防ぼ
う

じ
ょ 除
方ほ

う
ほ

う 法
の

例れ
い

�
出
典
：
林
野
庁
W
EB
サ
イ
ト「
鳥
獣
に
よ
る
森
林
被
害
の
防
除
方
法
の
例
」
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⑹
かっころく

� 外
がいこく

国から日
にほん

本にはなかった病
びょうげんたい

原体が侵
しんにゅう

入した。

　何
なん

らかの病
びょうげんたい

原体が原
げんいん

因となる主
おも

な病
びょうがい

害を挙
あ

げます（図
ず

6-15、表
ひょう

6 -2）。人
じんこうりん

工林は育
いくせい

成期
きか ん

間が長
なが

いので、
木
き

を植
う

える前
まえ

に地
ちい き

域の専
せんもんか

門家にアドバイスを受
う

け、周
しゅうへん

辺の山
やま

の病
びょうき

気の発
はっせい

生状
じょうたい

態を見
み き

聞きすることが大
たいせつ

切で
す。植

しょくさい

栽地
ちい き

域の気
きしょう

象要
よういん

因が関
かんけい

係することも多
おお

いので、昔
むかし

から言
い

われている「適
てきち

地適
てき

木
ぼく

」も参
さんこう

考にすると良
よ

いでしょう。

森
しんりん
林害
がいちゅう
虫

　昆
こんちゅうるい

虫類は森
しんりん

林の生
せいたいけい

態系において、大
たいせつ

切な役
やくわり

割を持
も

っています。ところが、予
よ き

期しない気
きしょう

象災
さいがい

害や人
じんいてき

為的
な撹

かくらん

乱などによって、いったん森
しんりん

林生
せいたいけい

態系が崩
くず

れ始
はじ

めると、ある種
しゅ

が大
だいはっせい

発生して森
しんりん

林・林
りんぎょう

業に大
おお

きな被
ひがい

害
をもたらすこともあります。また、海

かいがい

外からの侵
しんにゅう

入害
がいちゅう

虫が食
しょくもつれんさ

物連鎖のバランスを崩
くず

すこともあります。
昆
こんちゅう

虫のほかでは、マツに甚
じんだい

大な枯
こ

損
そん

被
ひが い

害を与
あた

えているマツノザイセンチュウ（長
なが

さ１
いち

㎜程
てい ど

度の線
せんちゅう

虫）による
森
しんりん

林被
ひが い

害の例
れい

もあります。
　スギ・ヒノキなどの造

ぞうりん

林地
ち

で、材
ざいしつ

質を劣
れっ か

化させる害
がいちゅう

虫が発
はっせい

生すると、経
けいえい

営上
じょう

大
おお

きな問
もんだい

題となります。
樹
じゅ ひ

皮下
か

にもぐって木
もく ぶ

部を加
かが い

害する昆
こんちゅう

虫や、立
たち き

木に寄
きせ い

生して材
ざいしつ

質を劣
れっ か

化させる害
がいちゅう

虫を次
つぎ

に挙
あ

げます（表
ひょう

6 -3、表
ひょう

6 -4）。

⑴
かっこいち

 スギカミキリ
　被

ひがい

害を受
う

ける林
りんれい

齢は早
はや

いもので５
ご

年
ねん

生
せい

、1
じゅう

0～
から

1
じゅうご

5年
ねん

生
せい

がピークで2
にじゅう

0年
ねん

生
せい

を過
す

ぎると終
しゅうそく

息します。樹
じゅ ひ

皮下
か

を食
しょくがい

害し、材
ざい

の腐
ふきゅう

朽・変
へんしょく

色につながります。被
ひがい

害木
ぼく

は、主
しゅばつ

伐期
き

でも通
つうじょう

常の価
かか く

格では取
と

り引
ひ

きされません。
除
じょばつ

伐・間
かんばつ

伐を行
おこな

う時
とき

に被
ひが い

害木
ぼく

を除
じょきょ

去する方
ほうほう

法や、粗
あらかわ

皮はぎをして産
さんらん

卵部
ぶ い

位を取
と

り除
のぞ

く方
ほうほう

法などで被
ひがい

害を防
ふせ

ぐことができます。この他
ほか

、樹
じゅかん

幹への薬
やくざい

剤散
さん ぷ

布やバンドを巻
ま

き付
つ

けて成
せいちゅう

虫を捕
ほか く

獲する「バンド法
ほう

」も効
こうか

果
があります。

⑵
かっこに

 スギノアカネトラカミキリ
　昔

むかし

から「トビクサレ」の名
な

で呼
よ

ばれています。被
ひがい

害を受
う

ける林
りんれい

齢は９
きゅう

年
ねん

生
せい

頃
ごろ

からで、スギノアカネトラ
カミキリの幼

ようちゅう

虫が樹
じゅかん

幹部
ぶ

に入
はい

ると、孔
こうどう

道を中
ちゅうしん

心に材
ざい

の変
へんしょく

色と腐
ふきゅう

朽が広
ひろ

がり、材
ざい

価
か

が著
いちじる

しく低
てい か

下します。
被
ひがい

害の有
う む

無は、落
らくし

枝または着
ちゃくせい

生している枯
かれえだ

枝を切
き

り落
お

とし、成
せいちゅう

虫の脱
だっしゅつ

出孔
こう

を調
しら

べるとわかります。ヒノキ
では、枯

かれえだ

枝の着
ちゃくせい

生部
ぶ

あたりがわずかにコブ状
じょう

に膨
ふく

れあがるので発
はっけん

見できることもあります。枯
かれえだ

枝または生
なま

の枝
えだ

を枝
えだ う

打ちすることによって被
ひがい

害を防
ふせ

ぐことができます。

⑶
かっこさん

 ヒノキカワモグリガ
　ヒノキの名

な

が付
つ

いていますが、主
しゅ

としてスギに７
なな

年
ねん

生
せい

頃
ごろ

から見
み

られる被
ひがい

害です。ヒノキカワモグリガの
幼
ようちゅう

虫が内
ない

樹
じゅ ひ

皮を矩
くけい

形状
じょう

に移
いど う

動し、材
ざい

部
ぶ

に転
てんてん

々と変
へんしょく

色・腐
ふきゅう

朽が蓄
ちくせき

積され、それが板
いため

目面
めん

に現
あらわ

れて材
ざい

価
か

を低
てい か

下
させます。食

しょくがい

害部
ぶ

はヤニとともに虫
ちゅう

糞
ふん

がかたまり状
じょう

にくっ付
つ

くので外
がいけん

見からも被
ひが い

害木
ぼく

を発
はっけん

見でき、除
じょばつ

伐・
間
かんばつ

伐時
じ き

期に除
じょきょ

去すれば被
ひがい

害が軽
けいげん

減できます。
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スギ黒粒葉枯病
旧葉から枯れあがってくる。枯死
葉に黒い微細なキノコができる。
寒冷な高海抜地で多発する。

ヒノキ漏脂病
幹からヤニが流出し、
幹が変形する。

ならたけ病
針葉樹、広葉樹を問わずいろいろな樹種
で発生する。若齢のヒノキはかかりやす
い。幹の基部からヤニが流れ、時には病
原体のきのこが現れる。

ならたけ病にかかると樹皮下に
カビの膿が形成され、扇状に進
展する。黒褐色で針金状の菌糸
の束も形成されるのが特徴。

スギ赤枯病
主に苗畑で発生する。罹病した苗を山に植えると、
幹が変形する溝腐病の原因となる。

 り びょう

くろ つぶ は がれびょう

ろう  し  びょう

あかがれびょう

みぞ くされ びょう

カラマツ根株心腐病
伐倒することで病気にかかっていること
がわかる。間伐時に被害程度を確認する。
スギ・ヒノキでも凹状地では罹病する。

しん ぐされ びょう

ヤニ

ヤニ

葉が赤黒く変色する

心材が腐る

図
ず

6-15　主
しゅよう

要な病
びょうがい

害の種
しゅるい

類

� 出典：全国林業改良普及協会編「ニューフォレスターズ・ガイド［林業入門］」
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表
ひょう

6-3　主
おも

な穿
せんこう

孔性
せい

害
がいちゅう

虫�

枯死木、伐採した丸太に寄生する害虫 立木に寄生する害虫

カミキリムシ、キクイムシ、ゾウムシ、タマムシ、
キバチ、シロアリ、コウモリガ、メイガ、カワモグリガ

スギカミキリ、スギノアカネトラカミキリ、
ヒノキカワモグリガ、スギザイノタマバエ、コウモリガ、
キバチ、カミキリムシ類

� 出典：全国林業改良普及協会編「ニューフォレスターズ・ガイド［林業入門］」

スギカミキリ スギノアカネトラカミキリ ヒノキカワモグリガ スギザイノタマバエ

分布 本州、四国、九州北部 本州、四国、北海道南部 本州、四国、九州、北海道
南部

九州

加害樹種 スギ、ヒノキ スギ、ヒノキ スギ、ヒノキ スギ

加害林齢 ５～10年 暖地15年、寒冷地20年 10～15年

内部被害 形成層、材部食害痕、材の
腐朽・変色

材部食害痕、材の腐朽・変
色

材部食害痕、内樹皮、形成
層、材の腐朽・変色

木部表面の材斑

被害発見 樹脂流出、横筋、ハチカミ 枝部の成虫脱出孔、トビク
サレ

樹脂流出、虫糞、樹幹のコ
ブ

内樹皮表面の皮紋

生活環 １年１化（成虫越冬） ２～５年１化（成虫越冬） １年１化（幼虫越冬） １年１～２化（幼虫越冬）

産卵部位 樹幹の粗皮のすき間 枯枝 樹幹部の針葉上 樹幹地際の粗皮の裂け目

施業による防除 間伐、粗皮はぎ 枝打ち 枝打ち 間伐

表
ひょう

6-4　スギ・ヒノキ穿
せんこう

孔性
せい

害
がいちゅう

虫主
しゅよう

要４
よん

種
しゅ

の特
とくちょう

徴�

� 出典：全国林業改良普及協会編「ニューフォレスターズ・ガイド［林業入門］」

病名 症状 発生原因など 対策 備考

赤枯病 葉枯れ、新梢枯れ 造林地では罹病苗の植栽 下刈り促進 主に苗畑

溝腐病 枝幹の変形 罹病苗の植栽 幼齢のうちに抜き取り焼却

黒粒葉枯病 葉枯れ 林の過密、高海抜地への植栽 植栽地の選定、除間伐・枝打ちの促進

黒点枝枯病 枝枯れ 林の過密 除間伐・枝打ちの促進

暗色枝枯病 枝枯れ、幹の変形、
材の変色、全身枯れ

林地の乾燥 罹病枝の除去、林縁木の保持 主に西日本

表
ひょう

6-2　病
びょうげんたい

原体による感
かんせん

染で起
お

こるスギの病
びょうがい

害と対
たいさく

策�

� 出典：全国林業改良普及協会編「ニューフォレスターズ・ガイド[林業入門]」
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本文の資料：
全国林業改良普及協会「林業実践ブック」河野晴哉・桑原正明・石井邦彦「安全な山仕事のために」全国林業改良普及協会／林野庁
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安
あんぜん
全な造

ぞうりん
林作

さぎょう
業

造
ぞうりん

林

No.07

講
こ う ぎ

義のねらい
造
ぞうりん
林の基

きほん
本作

さぎょう
業を安

あんぜん
全に行

おこな
う方

ほうほう
法を習

しゅうとく
得する。

キーワード
地
じごしら
拵え、カマ、ナタ、ノコ、巻

ま
き落

お
とし、苗

なえぎ
木、植

しょくさい
栽、植

う
え付

つ
け、獣

じゅうがい
害防

ぼうじょ
除、危

きけん
険生

せいぶつ
物、

危
きけん
険な動

どうしょくぶつ
植物、シカ対

たいさく
策、ハチ

安
あんぜん

全に関
かん

する留
りゅうい

意事
じ こ う

項
〈作

さぎょう
業前

まえ
の安

あんぜん
全確

かくにん
認を行

おこな
い、作

さぎょう
業の安

あんぜん
全確

かく ほ
保・危

きけん
険回

かい ひ
避動

どう さ
作を徹

てってい
底すること〉

〈実
じっしゅう
習の開

かい し
始に際

さい
しては、作

さぎょう
業手

てじゅん
順、人

じんいん
員配

はい ち
置、合

あい ず
図などの連

れんらくほう
絡法、その他

た
作
さぎょう
業に必

ひつよう
要

な事
じこう
項（下

か き
記）について十

じゅうぶん
分に打

う
ち合

あ
わせること〉

●�上
じょうげ
下作

さぎょう
業の禁

きんし
止

●�近
きんせつ
接作

さぎょう
業の禁

きんし
止

●�作
さぎょう
業環

かんきょう
境の整

せい び
備

●�作
さぎょう
業地

ち
での安

あんぜん
全な歩

ほこう
行（足

あしもと
元の注

ちゅうい
意、刃

は
のある手

しゅこう
工具

ぐ
の携
けいこう
行上

じょう
の注
ちゅうい
意、歩

ほこう
行間
かんかく
隔）

〈実
じっしゅう
習の実

じっ し
施においては、以

い か
下を留

りゅうい
意すること〉

●�落
らくせき
石のあるような危

きけん
険箇

かし ょ
所には近

ちかよ
寄らないこと

●�天
てんこう
候によっては、雷

かみなり
、熱

ねっちゅうしょう
中症等

など
に注

ちゅうい
意し、その予

よぼう
防（対

たいしょ
処）を施

ほどこ
すこと

●�作
さぎょう
業地

ち
で遭

そうぐう
遇するクマ、ハチ、ヘビ、マダニ、ウルシ類

るい
等
など
の危

きけ ん
険な動

どうしょくぶつ
植物の存

そんざい
在と、

その予
よぼう
防（対

たいしょほう
処法）

No.07　安全な造林作業
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安
あんぜん

全な造
ぞうりん

林作
さぎょう

業のために
　造

ぞうりん

林作
さぎょう

業はほとんどが傾
けいしゃ

斜のあるところで、歩
ほこう

行作
さぎょう

業が中
ちゅうしん

心となります。したがって、作
さぎょう

業は工
こうじょう

場での
労
ろうどう

働とは違
ちが

い、作
さぎょう

業の対
たいしょうぶつ

象物が常
つね

に変
へん か

化し、使
しよう

用する器
き ぐ

具・機
きかい

械も時
じ き

期と場
ばしょ

所によって異
こと

なるなど、複
ふくざつ

雑
で千

せんさばんべつ

差万別です。このような状
じょうきょう

況の中
なか

で仕
しご と

事をする時
とき

に最
もっと

も大
たいせつ

切なことは、能
のうりつ

率の向
こうじょう

上もさることながら、
いかに安

あんぜん

全に作
さぎょう

業を進
すす

めるかということです。ここでは造
ぞうりん

林作
さぎょう

業を進
すす

めるにあたっての基
きほんてき

本的な注
ちゅうい

意事
じこ う

項
を述

の

べます。

服
ふくそう
装

　安
あんぜん

全作
さぎょう

業の第
だい

一
いっ

歩
ぽ

は作
さぎょうい

業衣や保
ほ ご ぐ

護具を正
ただ

しく着
ちゃくよう

用することからはじまります。作
さぎょうい

業衣は身
みが る

軽で、清
せいけつ

潔
で、安

あんぜん

全なものを着
ちゃくよう

用することが大
たいせつ

切です。また、保
ほ ご ぐ

護具の着
ちゃくよう

用は不
ふ い

意の災
さいがい

害から身
からだ

体を守
まも

ってくれます。
保
ほ ご ぐ

護具は規
きかく

格に合
あ

ったものや、構
こうぞう

造がしっかりして、使
つか

いやすいものを選
えら

んで、正
ただ

しく使
しよう

用すべきでしょう。

袖
そで

じまりの良
よ

い長
ながそで

袖の上
うわぎ

衣、裾
すそ

じまりの良
よ

い長
なが

ズボンを着
ちゃくよう

用
　作

さぎょうい

業衣は袖
そで

じまりの良
よ

い長
ながそで

袖の上
うわぎ

衣、裾
すそ

じまりの良
よ

い長
なが

ズボンを着
ちゃくよう

用しましょう。作
さぎょうい

業衣の袖
そでぐち

口や裾
すそ

口
ぐち

が開
あ

いていると、ボサや枝
えだ

などに引
ひ

っ掛
か

かり、思
おも

わぬ怪
け が

我をする時
とき

があります。また、半
はんそで

袖の着
ちゃくよう

用は皮
ひ ふ

膚
が有

ゆうがい

害植
しょくぶつ

物に触
ふ

れてカブレや刺
ししょう

傷の原
げんいん

因になりますから避
さ

けましょう。
　なお、寒

さむ

い時
とき

に、チェーンソーや刈
かりはらいき

払機などを使
しよう

用する時
とき

は軽
かる

くて、暖
あたた

かい服
ふく

を着
ちゃくよう

用することが、振
しんどう

動
障
しょうがい

害の予
よぼ う

防に良
よ

いでしょう。

滑
すべ

らない履
は

き物
もの

を着
ちゃくよう

用する
　履

はきもの

物は足
あし

に合
あ

ったもので、丈
じょうぶ

夫で、滑
すべ

らないものを着
ちゃくよう

用しましょう。特
とく

に、雨
あめふ

降りの後
あと

は林
りん ち

地が滑
すべ

りや
すくなっていますから、滑

すべ

り止
ど

めやスパイク付
つ

きの履
はきもの

物の着
ちゃくよう

用を心
こころ

がけましょう。

保
ほ ご ぐ
護具

保
ほ ご ぐ

護具は必
かなら

ず着
ちゃくよう

用する

　ヘルメットは、規
きかく

格に適
てきごう

合したものを選
えら

んで、あごひもはしっかり締
し

めて、正
ただ

しく着
ちゃくよう

用することが大
たいせつ

切
です。
　チェーンソーを使

しよう

用する際
さい

には、ヘルメット、呼
よびこ

子、防
ぼうさいめん

災面（バイザー）、耳
みみせん

栓（イヤマフ）、防
ぼうしん

振用
よう

グローブ、
チェーンソー防

ぼう ご

護衣
い

（防
ぼう ご

護ズボン）、防
ぼう ご

護ブーツ、安
あんぜん

全靴
ぐつ

等
など

を正
ただ

しく着
ちゃくよう

用します（2
にせんにじゅう

020（令
れい わ

和２
に

）年
ねん

１
いち

月
がつ

3
さんじゅういち

1
日
にち

付
づけ

「チェーンソーによる伐
ばつぼくとう

木等作
さぎょう

業の安
あんぜん

全に関
かん

するガイドライン」で示
しめ

された基
きじゅん

準を満
み

たすものを使
しよう

用）。

呼
よびこ

子は常
つね

に携
けいたい

帯する
　呼

よびこ

子は常
つね

に携
けいたい

帯します。
　山

やま

の仕
しご と

事ではお互
たが

いに連
れんらく

絡し合
あ

うことが多
おお

くありますから、あらかじめ指
し じ

示、確
かくにん

認などの符
ふごう

号を決
き

めて
おくことも必

ひつよう

要です。特
とく

に、チェーンソーや刈
かりはらいき

払機を使
しよう

用する時
とき

は必
かなら

ず携
けいたい

帯しましょう。
　すね当

あ

ては丈
じょうぶ

夫で軽
かる

いものを可
かの う

能な限
かぎ

り着
ちゃくよう

用しましょう。特
とく

に、下
した が

刈りや地
じごしら

拵え作
さぎょう

業の時
とき

は足
あしまわ

回りの
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安
あんぜん

全のために着
ちゃくよう

用を心
こころ

がけましょう。

作
さぎょう
業中
ちゅう
に潜
ひそ
む危

きけ ん
険要

よういん
因

⑴
かっこいち

 �傾
けいしゃ

斜地
ち

での歩
ほこう

行・移
いどう

動

　林
りんぎょう

業を行
おこな

う主
おも

な場
ば

である林
りんち

地は、林
りんどう

道や作
さぎょうどう

業道が相
そうとう

当に整
せいび

備されるようになった現
げんざい

在でも、作
さぎょう

業条
じょうけん

件の
整
せい び

備には限
げんかい

界があります。斜
しゃめん

面は滑
すべ

りやすく、転
てんせき

石の多
おお

い所
ところ

やササ密
みっせい

生地
ち

での作
さぎょう

業も多
おお

くみられます。し
かも作

さぎょう

業現
げん ば

場は頻
ひんぱん

繁に移
いど う

動しますし、同
おな

じ林
りんない

内でも同
どういつ

一箇
かし ょ

所で仕
しご と

事をする時
じか ん

間は短
みじか

く、歩
ほこ う

行しながらの
作
さぎょう

業が普
ふつう

通に見
み

られます。すなわち、作
さぎょう

業条
じょうけん

件が悪
わる

い上
うえ

にそれが絶
た

えず変
へんか

化するのに対
たいおう

応しなければなら
ないのです。
　作

さぎょう

業地
ち

への通
つうきん

勤や、作
さぎょう

業中
ちゅう

の急
きゅう

斜
しゃ

地
ち

での移
いど う

動歩
ほこ う

行など、足
あし ば

場の悪
わる

いところを多
おお

く通
とお

るために、歩
ほこ う

行に
関
かんれん

連する災
さい

害
がい

が多
おお

くみられます。次
つぎ

のことがらに十
じゅうぶん

分注
ちゅうい

意しましょう。

通
つうきん

勤歩
ほこ う

行

①
まるいち

�毎
まいにち

日の通
つうきん

勤は決
き

められた歩
ほ

道
どう

を通
とお

り、歩
ほど う

道以
いが い

外の近
ちかみち

道は通
とお

らないようにしましょう。通
つうきんろ

勤路はできる
だけ整

せいび

備しておくことが必
ひつよう

要でしょう。
②
まるに

�歩
ほ こ う

行中
ちゅう

は穴
あな

、ツル類
るい

、根
ねか ぶ

株などに注
ちゅうい

意し、不
ふあんてい

安定な丸
まるた

太や浮
うきいし

石などの上
うえ

を歩
ある

かないようにしましょう。
また、雨

うちゅう

中や雨
あめあが

上りの時
とき

、地
じめ ん

面や地
ち ひ

被物
ぶつ

が濡
ぬ

れている時
とき

は滑
すべ

って転
てんとう

倒する災
さい

害
がい

が多
おお

くありますので、
足
あしもと

元に十
じゅうぶん

分注
ちゅうい

意しましょう。特
とく

に、機
きかい

械・器
き ぐ

具を携
けいこう

行する時
とき

は慎
しんちょう

重にしましょう。
③
まるさん

�機
き か い

械や器
き ぐ

具を携
けいこう

行する時
とき

は、刃
じん

部
ぶ

に必
かなら

ず安
あんぜん

全カバーか覆
おお

いを被
かぶ

せて、持
も

ち運
はこ

びましょう。特
とく

に、刈
かりはらいき

払機
は刈

かりば

刃をはずすようにしましょう。また、カマは杖
つえ

がわりに使
しよう

用しないようにしましょう。
④
まるよん

�通
つうきん

勤中
ちゅう

の歩
ほこ う

行はお互
たが

いに十
じゅうぶん

分な間
かんかく

隔を保
たも

ち、携
けいこう

行している機
きか い

械・器
き ぐ

具が触
ふ

れ合
あ

ったりすることがない
ようにしましょう。お互

たが

いの距
きょり

離は持
も

っている機
きかい

械・器
き ぐ

具の長
なが

さの２
に

倍
ばい

以
いじょう

上がよいでしょう。

移
いどう

動歩
ほこ う

行

①
まるいち

�作
さぎょう

業中
ちゅう

に、仕
しご と

事する場
ばしょ

所を変
か

える歩
ほこう

行は移
いどう

動歩
ほこ う

行と呼
よ

んでいますが、チェーンソーや刈
かりはらいき

払機などの機
きかい

械
は、必

かなら

ずエンジンを止
と

めて移
いどう

動しましょう。移
いどう

動の距
きょり

離が短
みじか

くても、実
じっこう

行することが大
たいせつ

切です。特
とく

に、
刈
かりはらいき

払機作
さぎょう

業の場
ばあ い

合、１
ひと

つの刈
かり

筋
すじ

を刈
か

り終
おわ

ってから、次
つぎ

の刈
かり

筋
すじ

の出
しゅっぱつてん

発点へ戻
もど

る移
いど う

動は、自
じぶ ん

分自
じし ん

身の安
あんぜん

全
ばかりでなく、同

どうりょう

僚の安
あんぜん

全にも心
こころ

がけることが必
ひつよう

要です。
②
まるに

�移
い ど う

動の時
とき

は機
きか い

械・器
き ぐ

具の携
けいこう

行に十
じゅうぶん

分注
ちゅうい

意しましょう。特
とく

に、刈
かりはらいき

払機作
さぎょう

業の場
ばあい

合、刈
かりはらいき

払機を吊
つり

具
ぐ

で吊
つ

った
ままでの移

いどう

動はシャフトを水
すいへい

平に保
ほ じ

持します。肩
かた

でかついで移
いどう

動する時
とき

は刈
かり ば

刃部
ぶ

を前
まえ

にします。そして、
お互

たが

いに十
じゅうぶん

分な距
きょ り

離、少
すく

なくとも５
ご

ｍは離
はな

れましょう。なお、手
しゅこう

工具
ぐ

を杖
つえ

がわりに使
しよう

用してはいけません。
③
まるさん

�移
い ど う

動中
ちゅう

は周
しゅうい

囲の状
じょうきょう

況や足
あしもと

元に十
じゅうぶん

分気
き

をつけましょう。特
とく

に、作
さぎょう

業をしている者
もの

の近
ちか

くを通
とお

る時
とき

は合
あい ず

図
をするか、距

きょ り

離を十
じゅうぶん

分にとって通
とお

りましょう。刈
かりはらいき

払機作
さぎょう

業では作
さぎょうしゃ

業者の周
しゅうい

囲およそ５
ご

ｍの区
くい き

域を危
きけ ん

険
区
くい き

域としていますから、この区
くいき

域内
ない

には入
はい

らないようにしましょう。

⑵
かっこに

 悪
あくてんこう

天候時
じ

の作
さぎょう

業
　山

やま

の仕
しご と

事はほとんど森
しんりん

林内
ない

で行
おこな

われ、仕
しごと

事ができるかどうかは天
てんこう

候に左
さゆう

右されます。台
たいふう

風、豪
ごうう

雨、大
おおゆき

雪
などの時

とき

は、天
てんき

気予
よほ う

報や注
ちゅうい

意警
けいほう

報に気
き

をつけて、危
きけん

険が予
よそう

想されたら、作
さぎょう

業を中
ちゅうし

止することが肝
かんよう

要です。
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　台
たいふう

風、集
しゅうちゅう

中豪
ごう う

雨などの後
あと

は、作
さぎょう

業地
ち

を見
みま わ

回って、危
きけん

険がないことを確
たし

かめてから、作
さぎょう

業を開
かいし

始すること
が大

たいせつ

切です。
　また、雷

かみなり

による災
さいがい

害も起
お

こります。雷
かみなり

の発
はっせい

生が多
おお

い地
ちほ う

方はとくに気
き

をつけ、雷
かみなり

が発
はっせい

生したら、機
きか い

械・
器
き ぐ

具などは身
から だ

体から離
はな

し、速
すみ

やかに適
てきとう

当な場
ばし ょ

所へ避
ひな ん

難してください。避
ひな ん

難場
ばし ょ

所は凹
くぼ ち

地がもっともよく、
近
ちか

くに車
くるま

があれば車
くるま

の中
なか

がよいでしょう。高
たか

い木
き

の下
した

は危
きけ ん

険ですから、気
き

をつけましょう。雷
かみなり

の発
はっせい

生が
予
よそく

測された時
とき

は仕
しご と

事を中
ちゅうし

止することも必
ひつよう

要な措
そ ち

置といえます。

⑶
かっこさん

 火
か さ い

災の防
ぼう し

止
　森

しんりん

林火
かさ い

災の原
げんいん

因は火
ひ

の取
と

り扱
あつか

いの不
ふちゅうい

注意がほとんどです。林
りんぎょう

業に従
じゅうじ

事する者
もの

はタバコやたき火
び

などで
火
か じ

事を起
お

こさないよう、次
つぎ

の事
ことがら

柄を守
まも

りましょう。
①
まるいち

�たき火
び

をする時
とき

は風
かぜ あ

当たりの少
すく

ない凹
くぼ ち

地を選
えら

び、周
しゅうい

囲の燃
も

えやすいものを取
と

り除
のぞ

いてから、たきつけ
るようにしましょう。乾

かんそう

燥期
き

の失
しっ か

火は大
たいか

火になる恐
おそ

れがありますから、たき火
び

をしないことが肝
かんよう

要です。
②
まるに

�たき火
ひ

を消
け

す時
とき

は水
みず

や土
つち

などをかけて消
け

し、完
かんぜん

全に消
き

えたことを確
かくにん

認しましょう。毎
まいにち

日の休
きゅうけい

憩場
ばし ょ

所が決
き

まっている場
ばあい

合は、山
や ま か じ

火事防
ぼうし

止のために、消
しょうか

火水
すい

を用
よう い

意しておく心
こころ

がけが大
たいせつ

切です。
③
まるさん

�タバコの吸
す

いがらは山
や ま か じ

火事の原
げんいん

因にもなります。タバコは定
さだ

められた場
ばし ょ

所で吸
す

い、吸
す

いがらは携
けいたい

帯用
よう

吸
す

いがら入
い

れに入
い

れるよう心
こころ

がけましょう。
④
まるよん

�機
き か い

械を使
しよう

用する時
とき

は燃
ねんりょう

料の近
ちか

くでたき火
び

、タバコ、ライターなどの火
か き

気を絶
ぜったい

対に使
しよう

用してはいけません。
また、燃

ねんりょう

料をたき火
び

のために使
しよう

用することはやめましょう。

⑷
かっこよん

 危
き け ん

険な動
どうしょくぶつ

植物
　山

やま

での作
さぎょう

業中
ちゅう

に出
で あ

会うものの中
なか

には、人
にんげん

間にとって危
きけん

険な動
どうぶつ

物や植
しょくぶつ

物も存
そんざい

在します。正
ただ

しい知
ちしき

識を得
え

て
から作

さぎょう

業に取
と

りかかることが安
あんぜん

全につながります。
①
まるいち

マムシ
　代

だいひょうてき

表的な毒
どく

ヘビの一
いっしゅ

種です。頭
あたま

の部
ぶぶ ん

分がやや長
なが

い三
さんかくけい

角形で、大
おお

きな銭
ぜにがた

型斑
はんもん

紋があります。マムシは
近
ちか

づいたり刺
しげき

激したりしなければ、襲
おそ

ってくることはありません。マムシによる受
じゅさい

災は不
ふちゅうい

注意につかま
えようとした時

とき

に起
お

こっているようです。注
ちゅうい

意しましょう。草
くさ

むらなどに潜
ひそ

んでいる場
ばあい

合もあるので、
間
まちが

違えて踏
ふ

まないように気
き

をつけてください。すね当
あ

てや長
なが

い靴
くつ

を着
ちゃくよう

用し、足
あし

を保
ほ ご

護する服
ふくそう

装で作
さぎょう

業を
すると良

よ

いでしょう。もし、咬
か

まれてしまったら、あわてず速
すみ

やかに病
びょういん

院へ行
い

くようにします（図
ず

7-1）。
②
まるに

ウルシ類
るい

　ツタウルシ、ヤマウルシなどは、触
ふ

れると炎
えんしょう

症を起
お

こし、ひどくかぶれることがあります。素
す で

手では
触
さわ

らないようにし、長
ながそで

袖、長
なが

ズボンを着
ちゃくよう

用し、植
しょくぶつ

物に皮
ひ ふ

膚が当
あ

たらないようにします。かぶれてしまっ
た場

ばあい

合は水
みず

でよく洗
あら

い、軟
なんこう

膏を塗
ぬ

ります。ひどいときは病
びょういん

院へ行
い

きましょう（図
ず

7-1）。
③
まるさん

トゲのある植
しょくぶつ

物
　タラノキやノイバラ、キイチゴの仲

なかま

間は、トゲに引
ひ

っかかってケガをする場
ばあい

合があります。肌
はだ

を露
ろしゅつ

出
しないようにして防

ふせ

ぎます（図
ず

7-1）。
④
まるよん

ハチ
　ハチの被

ひがい

害は夏
なつ

から秋
あき

にかけて多
おお

く、中
なか

でもスズメバチの仲
なかま

間には十
じゅうぶん

分に気
き

をつける必
ひつよう

要があります。
ハチの巣

す

の多
おお

い地
ちほ う

方は防
ぼうほうもう

蜂網を着
ちゃくよう

用して作
さぎょう

業しましょう。刺
さ

されると、人
ひと

によってはアレルギー反
はんのう

応（ア
ナフィラキシーショック）を起

お

こし、毎
まいとし

年数
すうじゅうにん

十人の死
ししゃ

者が出
で

ています（図
ず

7-2）。
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　アシナガバチも、スズメバチと同
どうよう

様にアナフィラキシーショックを起
お

こすことがあります。草
くさ

やかん
木
ぼく

に隠
かく

れている巣
す

に気
き

づかずに下
したが

刈り作
さぎょう

業で刈
か

ってしまい刺
さ

される、という被
ひ

害
がい

が多
おお

いようです。巣
す

に
近
ちか

づくと「偵
ていさつ

察バチ」が飛
と

び回
まわ

りはじめます。不
ふ よ う い

用意にハチを刺
しげき

激しないよう、静
しず

かにその場
ば

を立
た

ち去
さ

りましょう。また、防
ぼうほうもう

蜂網をかぶる、黒
くろ

い色
いろ

の服
ふく

を身
み

に着
つ

けないようにするなどの対
たいさく

策も有
ゆうこう

効です。
　万

まん

が一
いち

刺
さ

されてしまったときは、冷
れいすい

水で傷
きずぐち

口を洗
あら

い流
なが

しつつ、傷
きずぐち

口をつまんで毒
どくえき

液を絞
しぼ

り出
だ

しましょ
う。毒

どく

を吸
す

い出
だ

すポイズンリムーバーを携
けいたい

帯しておくと良
よ

いです。また、医
いりょう

療機
きか ん

関でハチ毒
どく

アレルギー
の抗

こうたい

体検
けん さ

査を受
う

けて陽
ようせい

性反
はんのう

応が出
で

た場
ばあ い

合は、処
しょほう

方されたアレルギーの自
じ こ

己注
ちゅうしゃやく

射薬（エピペン）（本
ほん

テキス
ト「№08 育

いくりん

林作
さぎょう

業の種
しゅるい

類と目
もくてき

的」図
ず

8-11参
さんしょう

照）を作
さぎょう

業中
ちゅう

に携
けいこう

行することが義
ぎ む

務づけられています。
⑤
まるご

マダニ
　近

きんねん

年話
わだ い

題となっているマダニに咬
か

まれる被
ひがい

害にも十
じゅうぶん

分注
ちゅうい

意します。マダニが媒
ばいかい

介する感
かんせんしょう

染症がありま

マムシ タラノキヤマウルシ

図
ず

7-1　山
やま

で見
み

られる危
き け ん

険な生
せいぶつ

物

図
ず

7-2　危
あぶ

ないハチ

オオスズメバチ
体長27～38㎜

フタモンアシナガバチ
体長12～18㎜

� 図
ず

7-1、図
ず

7-2　資料：全国林業改良普及協会「林業実践ブック」
参考：（国研）森林研究・整備機構　森林総合研究所「森林生物情報データ一覧」
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す。マダニは全
ぜんこく

国に分
ぶんぷ

布しています。森
しんりん

林内
ない

等
など

で作
さぎょう

業を行
おこな

う場
ばあ い

合は、注
ちゅうい

意してください（「№09 安
あんぜん

全な
育
いくりん

林作
さぎょう

業」のマダニを参
さんしょう

照ください）。

作
さぎょう
業の基

きほ ん
本ルール

林
りんぎょう

業労
ろうどう

働の特
とくしょく

色

　林
りんぎょう

業労
ろうどう

働は工
こうじょう

場労
ろうどう

働と違
ちが

って、ほとんどが屋
おくがい

外作
さぎょう

業で、気
きしょう

象、地
ちけい

形、作
さぎょう

業対
たいしょうぶつ

象物などの自
しぜん

然条
じょうけん

件に左
さゆ う

右
される面

めん

が多
おお

い労
ろうどう

働といえます。そのために、作
さぎょう

業の条
じょうけん

件を人
じんいてき

為的に変
か

えることが困
こんなん

難で、伐
ばつぼく

木造
ぞうざい

材、
地
じごしら

拵え、下
したが

刈りなどの作
さぎょう

業工
こうてい

程の中
なか

でも、作
さぎょう

業内
ないよう

容は一
いってい

定しておらず、常
つね

にいろいろな変
へんか

化をともなうこ
とが余

よ ぎ

儀なくされます。
　このようなことから、労

ろうどう

働の性
せいしつ

質として次
つぎ

の特
とくちょう

徴があります。
①
まるいち

�作
さぎょうしゃ

業者は器
き ぐ

具や機
きか い

械を持
も

って、作
さぎょう

業対
たいしょうぶつ

象物のところへ移
いど う

動して行
い

く。すなわち、歩
ほこ う

行をともなう作
さぎょう

業
が大

だいぶぶん

部分である。
②
まるに

�作
さぎょうしゃ

業者は同
おな

じ生
せいさん

産過
か て い

程の中
なか

で、内
ないよう

容の異
こと

なる作
さぎょう

業を連
れんぞく

続させて行
おこな

わなければならないので、作
さぎょう

業の
単
たんじゅんか

純化、分
ぶんぎょう

業化
か

、専
せんもん

門化
か

が難
むずか

しい。
③
まるさん

�林
りんぎょう

業労
ろうどう

働といっても、多
おお

くの作
さぎょう

業種
しゅ

があり、それぞれの作
さぎょう

業強
きょうど

度にバラツキがある。
④
まるよん

�作
さぎょう

業結
けっ か

果の判
はんてい

定、例
たと

えば植
うえ つ

付けの質
しつ

の判
はんてい

定は数
すう

ヵ月
げつ

後
ご

の活
かっちゃく

着率
りつ

、数
すう

年
ねん

後
ご

の成
せいちょう

長量
りょう

などによってなされ
るが、このように、作

さぎょう

業結
けっ か

果の質
しつ

の判
はんてい

定はすぐにできない。
⑤
まるご

�作
さぎょう

業条
じょうけん

件が多
た き

岐にわたり、作
さぎょう

業の種
しゅるい

類も複
ふくざつ

雑なので、それぞれ要
ようきゅう

求される機
きかい

械が違
ちが

ってくる。
⑥
まるろく

�造
ぞうりん

林作
さぎょう

業のように、作
さぎょう

業をする時
じ き

期が決
き

まっており、作
さぎょう

業には適
てっき

期がある。
⑦
まるしち

�林
りんぎょう

業労
ろうどう

働は山
さんち

地の林
りん

内
ない

で行
おこな

われるので、傾
けいしゃ

斜地
ち

における作
さぎょう

業が多
おお

い。

道
どう ぐ
具（カマ、ナタ、ノコ）の使

つか
い方
かた

　林
りんぎょう

業作
さぎょう

業においては手
しゅこう

工具
ぐ

として、カマ、ナタ、ノコなどが一
いっぱんてき

般的に使
しよう

用されます。また、機
きかい

械として
は刈

かりはらいき

払機、チェーンソーが主
おも

に使
つか

われます。ここでは手
しゅこう

工具
ぐ

について述
の

べます。
　手

しゅこう

工具
ぐ

は適
てきせつ

切な物
もの

を選
えら

び、適
てきせい

正な取
と

り扱
あつか

いをすることが大
たいせつ

切です。このことは作
さぎょう

業の安
あんぜん

全を確
かくほ

保し、ま
た作

さぎょう

業の能
のうりつ

率向
こうじょう

上のためにも必
ひつよう

要だからです。手
しゅこう

工具
ぐ

は、人
にんげん

間の労
ろうどう

働のはじまりから、手
てあし

足の補
ほじょ

助として、
仕
しごと

事の力
ちから

を大
おお

きくさせるために使
しよう

用されてきました。多
おお

くの手
しゅこう

工具
ぐ

は、長
なが

い年
ねんげつ

月にわたる経
けいけん

験と工
くふう

夫とに
よって、現

げんざい

在の形
かたち

に改
かいりょう

良されてきました。
　手

しゅこう

工具
ぐ

は、①
まるいち

作
さぎょう

業に適
てき

したものを使
しよ う

用する、②
まるに

作
さぎょうしゃ

業者の体
たいかく

格・体
たいりょく

力に応
おう

じたものを使
しよ う

用する、③
まるさん

良
よ

く
切
き

れて、研
と

ぎやすく、丈
じょうぶ

夫なものを選
えら

ぶことなどが必
ひつよう

要な条
じょうけん

件です。この３
さん

点
てん

を満
み

たす手
しゅこう

工具
ぐ

で作
さぎょうしゃ

業者が
適
てきせつ

切な作
さぎょう

業を進
すす

めると、疲
ひろう

労も少
すく

なく、安
あんぜん

全が保
たも

たれて、能
のうりつ

率を上
あ

げることができます。

カマ
　地

じごしら

拵えや下
したが

刈りに使
しよう

用します。地
じごしら

拵えでは、かん木
ぼく

を切
き

ったり、地
ちひょう

表のかん木
ぼく

や草
くさ

をかき集
あつ

めるために
使
つか

います。下
したが

刈り時
じ

によく切
き

れるように、１
いち

日
にち

に何
なんかい

回か刃
は

を砥
と

ぐ必
ひつよう

要があります。
　カマは背

せ

を地
じめ ん

面にすべらせるような気
き も

持ちで使
つか

います。太
ふと

いかん木
ぼく

に対
たい

しては、カマの刃
は

を立
た

てるイメ
ージで切

き

ります。
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ナタ
　小

しょうけい

径のかん木
ぼく

を切
き

ったり、枝
えだ

を切
き

り落
お

とす時
とき

に使
しよ う

用します。重
おも

さを利
りよう

用して振
ふ

るので、重
おも

いほうが楽
らく

に
切
き

ることができます。ナタの柄
え

は、中
なかゆび

指、薬
くすりゆび

指、小
こゆ び

指の３
さん

本
ぼん

の指
ゆび

でにぎり、親
おやゆび

指、人
ひとさ

差し指
ゆび

は軽
かる

く添
そ

え、
対
たいしょうぶつ

象物を切
き

る瞬
しゅんかん

間に握
にぎ

り込
こ

みます。

ノコ
　ナタで切

き

るには太
ふと

すぎたり、高
たか

いところにあって手
て

が届
とど

かない、幹
みき

に傷
きず

をつけないように枝
えだ

を楽
らく

に切
き

り
たい時

とき

などは、ノコギリが便
べんり

利です。ノコは、刃
は

の先
せんたん

端から３
さん

分
ぶん

の２
に

ぐらいまでのところを使
つか

って切
き

ります。
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地
じごしら

拵え作
さぎょう

業の実
じっさい

際
　地

じごしら

拵えは、苗
なえ ぎ

木の植
うえ つ

付けに先
さき

だって、植
うえ つ

付けや苗
なえ ぎ

木の生
せいいく

育に邪
じゃ ま

魔となる雑
ざっそう

草を刈
かり

払
はら

い、さらに、伐
ばっさい

採
跡
あと ち

地の末
うらき

木枝
しじょう

条を整
せいり

理したり、除
じょきょ

去する作
さぎょう

業のことをいいます。
　したがって、作

さぎょうしゃ

業者は末
うらき

木枝
しじょう

条が散
さんらん

乱したところや、かん木
ぼく

・ササなどが密
みっせい

生したなかで作
さぎょう

業を行
おこな

いま
すから、周

しゅうい

囲の状
じょうたい

態をよく確
かくにん

認し、カマ・ナタ・ノコなどの手
しゅこう

工具
ぐ

、チェーンソー・刈
かりはらいき

払機などの動
どうりょく

力
機
きか い

械の使
しよう

用は、十
じゅうぶん

分に注
ちゅうい

意することが必
ひつよう

要です。
　地

じごしら

拵えのやり方
かた

は地
ちい き

域によって違
ちが

い、地
ちけい

形の状
じょうたい

態、植
う

え付
つ

ける樹
じゅしゅ

種・方
ほうほう

法によっても変
か

わってきます。
また、刈

か

り払
はら

い対
たいしょうぶつ

象物によっては使
しよう

用する器
き ぐ

具・機
きかい

械も変
か

わっています。地
じごしら

拵えの方
ほうほう

法、作
さぎょう

業員
いん

の配
はい ち

置、
手
しゅこう

工具
ぐ

の選
せんたく

択など、地
じごしら

拵え作
さぎょう

業の進
すす

め方
かた

について具
ぐたいてき

体的に述
の

べてみましょう。

地
じごしら
拵え作

さぎょう
業の安

あんぜん
全チェック項

こうもく
目

　表
ひょう

7 -1を参
さんしょう

照。

地
じごしら
拵え作

さぎょう
業の安

あんぜん
全確

かく ほ
保の方

ほうほう
法

　地
じごしら

拵え作
さぎょう

業は集
しゅうだん

団で行
おこな

われる場
ばあい

合が多
おお

いようです。したがって、作
さぎょうしゃ

業者はお互
たが

いに十
じゅうぶん

分な連
れんけい

携を保
たも

ちな
がら、作

さぎょう

業位
い ち

置が上
じょうげ

下になったり、近
ちか

づいたりしないように留
りゅうい

意します。

⑴
かっこいち

� 作
さぎょう

業手
てじゅん

順、作
さぎょう

業配
はい ち

置の確
かくにん

認
　傾

けいしゃ

斜地
ち

で条
じょうけん

件の悪
わる

いところでの作
さぎょう

業ですから、作
さぎょう

業を開
かいし

始する前
まえ

に、作
さぎょうしゃ

業者は作
さぎょう

業の手
てじゅん

順、作
さぎょう

業配
はい ち

置な
ど、当

とうじつ

日の作
さぎょう

業を安
あんぜん

全に進
すす

めるために、必
ひつよう

要な事
じこう

項をお互
たが

いに確
かくにん

認することを習
しゅうかん

慣づけましょう。

⑵
かっこに

� 足
あしもと

元に注
ちゅうい

意する
　歩

ほこう

行が容
ようい

易にできないところですから、足
あしもと

元は十
じゅうぶん

分に注
ちゅうい

意し、状
じょうきょう

況の変
へん か

化によって何
い つ

時でも退
たいひ

避ができ
るように、周

しゅうい

囲を確
かくにん

認しながら、作
さぎょう

業を進
すす

めます。特
とく

に、伐
ばっこん

根やつるなどに引
ひ

っかからないように注
ちゅうい

意し
ます。

⑶
かっこさん

� 上
じょうげ

下作
さぎょう

業の禁
きんし

止
　傾

けいしゃ

斜地
ち

での作
さぎょう

業ですから、石
いし

、根
ねか ぶ

株、枝
しじょう

条などが転
てんらく

落してきてケガをする場
ばあい

合があります。作
さぎょうしゃ

業者はお
互
たが

いの作
さぎょう

業位
い ち

置が同
おな

じ斜
しゃめん

面で上
じょうげ

下にならないよう注
ちゅうい

意します。

⑷
かっこよん

� 作
さぎょうしゃ

業者の間
かんかく

隔を十
じゅうぶん

分にとる
　カマ、刈

かりはらいき

払機などを使
しよ う

用する作
さぎょう

業ですから、作
さぎょうしゃ

業者は周
しゅうい

囲の状
じょうきょう

況に注
ちゅうい

意して、正
ただ

しい動
どう さ

作で使
しよ う

用する
ことが大

たいせつ

切です。カマ、刈
かりはらいき

払機は操
そう さ

作範
はん い

囲が広
ひろ

くなりますから、作
さぎょうしゃ

業者はお互
たが

いの間
かんかく

隔を十
じゅうぶん

分に保
たも

ちま
す。カマであれば柄

え

の長
なが

さの２
に

倍
ばい

以
いじょう

上の距
きょ り

離を保
たも

つべきです。そして、この範
はんい

囲は危
きけん

険区
くい き

域として、他
た

の
作
さぎょうしゃ

業者を入
い

れないようにします。お互
たが

いが接
せっきん

近した状
じょうたい

態での作
さぎょう

業は危
きけん

険で、思
おも

わぬ災
さいがい

害に発
はってん

展するおそれ
があります。
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⑸
かっこご

� 切
き

り口
くち

はなるべく平
へいかつ

滑に切
せつだん

断する
　刈

か

り払
はら

ったかん木
ぼく

やササの切
き

り口
くち

は、とがっていると踏
ふ

み抜
ぬ

きや刺
ししょう

傷の原
げんいん

因になります。切
き

り口
くち

は、な
るべく低

ひく

く平
へいかつ

滑になるように切
せつだん

断しておきます。

⑹
かっころく

 枝
えだ

などの反
はんぱつりょく

発力に気
き

をつける
　倒

たお

れているかん木
ぼく

の下
した じ

敷きになり反
はんぱつりょく

発力（張
ちょうりょく

力）がかかっている枝
えだ

や小
しょうけいぼく

径木は、その力
ちから

から解
かいほう

放されたと
きに作

さぎょうしゃ

業者に向
む

かってすごい勢
いきお

いで飛
と

んでくることがあります。倒
たお

れた木
き

のあらゆる枝
えだ

や幹
みき

には、さまざ
まな程

ていど

度の圧
あつりょく

力がかかっています。こうした力
ちから

に対
たい

する材
ざい

の反
はんのう

応や圧
あつりょく

力がかかる位
い ち

置について注
ちゅうい

意しなが
ら作

さぎょう

業を進
すす

めます（図
ず

7-3は、反
はんぱつりょく

発力が溜
た

まっている枝
えだ

、かん木
ぼく

の処
しょ り

理の仕
しかた

方の一
いちれい

例）。

⑺
かっこなな

 下
か ほ う

方に注
ちゅうい

意する
　巻

ま

き落
お

としの際
さい

には下
したがわ

側に作
さぎょうしゃ

業者がいないことを確
かくにん

認して作
さぎょう

業を進
すす

めます。

表
ひょう

7-1　地
じごしら

拵え作
さぎょう

業の安
あんぜん

全チェック項
こうもく

目�

点検項目 チェックポイント

安全な地拵え作業 ①作業手順、作業配置の確認

②足元に注意する

③上下作業の禁止

④作業者の間隔を十分にとる

⑤切口はなるべく平滑に切断する

⑥枝などの反発力に気をつける

⑦下方に注意する

⑧巻き落とし棒を使う

⑨石、根株の崩落に注意する

⑩残存木の伐倒では危険区域を意識する

� 参考：全国林業改良普及協会「安全な山仕事のために」

①曲がっている内側（圧縮側）に
切り込みを入れ反発力を弱める

②反対側（引張側）に切り込みを入れる

図
ず

7-3　反
はんぱつりょく

発力が溜
た

まっている枝
えだ

、かん木
ぼく

の処
し ょ り

理の仕
し か た

方
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⑻
かっこはち

� 巻
ま

き落
お

とし棒
ぼう

を使
つか

う
　作

さぎょう

業には巻
ま

き落
お

とし棒
ぼう

を（現
げんば

場等
など

で調
ちょうたつ

達して）使
つか

います。カマの柄
え

をてこに使
つか

って巻
ま

き落
お

としてはいけま
せん。

⑼
かっこきゅう

� 石
いし

、根
ねか ぶ

株の崩
ほうらく

落に注
ちゅうい

意する
　筋

すじ

置
お

き地
じごしら

拵えの場
ばあ い

合は、植
しょくれつ

列間
かんかく

隔を考
こうりょ

慮して整
せい り

理します。筋
すじ

が崩
ほうらく

落しないように杭
くい う

打ちすると共
とも

に、
石
いし

、根
ねか ぶ

株などが落
らっか

下しないようにします（本
ほん

テキスト「№06 造
ぞうりん

林作
さぎょう

業の種
しゅるい

類と目
もくてき

的」写
しゃしん

真6-1参
さんしょう

照）。

⑽
かっこじゅう

� 残
ざんぞんぼく

存木の伐
ばっとう

倒では危
きけん

険区
くい き

域を意
いしき

識する
　地

じごしら

拵えでは残
ざんぞんぼく

存木を伐
ばっとう

倒することがあります。伐
ばっとう

倒にあたっては、立
りゅうぼく

木の高
たか

さの２
に

倍
ばい

に相
そうとう

当する距
きょり

離を
半
はんけい

径とする円
えんけい

形の内
うちがわ

側を危
きけん

険区
くいき

域とし、合
あいず

図を行
おこな

い、危
きけん

険区
くいき

域に人
ひと

がいないことを確
たし

かめてから伐
ばっとう

倒します。
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植
しょくさい

栽作
さぎょう

業の実
じっ

際
さい

　人
じんこうりん

工林を作
つく

る目
もくてき

的で、林
りんち

地に苗
なえぎ

木を植
う

え付
つ

けることを植
しょくさい

栽と言
い

います。植
しょくさい

栽は造
ぞうりん

林の第
だい

一
いっ

歩
ぽ

で、苗
なえぎ

木の
活
かっちゃく

着の良
りょうひ

否が造
ぞうりん

林地
ち

の優
ゆうれつ

劣を決
けってい

定する最
もっと

も大
たいせつ

切な条
じょうけん

件です。実
じっこう

行にあたっては苗
なえ ぎ

木が活
かっちゃく

着するように、
丁
ていねい

寧に行
おこな

うことが大
たいせつ

切です。

植
しょくさい
栽作

さぎょう
業の安

あん
全
ぜん
チェック項

こうもく
目

　表
ひょう

7 -2を参
さんしょう

照。

さまざまな苗
なえ ぎ
木タイプの取

とりあつかい
扱方

ほうほう
法

⑴
かっこいち

� 裸
はだかなえ

苗（普
ふつ う

通苗
なえ

）

　掘
ほ

り取
と

った苗
なえ

は、根
ね

が乾
かわ

くと傷
いた

みが大
おお

きいので、適
てきとう

当な梱
こんぽう

包材
ざいりょう

料が必
ひつよう

要です。山
やま

に苗
なえ

を運
うんぱん

搬するとき最
もっと

も気
き

をつけたいのが、裸
はだかなえ

苗の根
ね

の乾
かんそう

燥です。山
やまもと

元への運
うんぱん

搬の条
じょうけん

件と時
じか ん

間経
けい か

過の程
ていど

度によっては、根
ね

に乾
かわ

き
や傷

いた

みが生
しょう

じて弱
よわ

ります。裸
はだかなえ

苗は届
とど

いた梱
こんぽう

包のまま運
はこ

びます。その日
ひ

に植
う

える分
ぶん

を山
やま

に上
あ

げるようにしま
す。もし数

すうじつ

日分
ぶん

を一
いち ど

度に運
はこ

ぶ場
ばあ い

合には、日
ひかげ

陰に置
お

く、沢
さわ

があれば流
りゅうすい

水につけておく、日
ひかげ

陰に仮
か

り植
う

えする
などの工

くふう

夫が必
ひつよう

要です。
　現

げんば

場に植
う

え付
つ

けるときは、複
ふくすう

数本
ほん

を持
も

ち運
はこ

びながら、順
じゅん

に植
しょくさい

栽します。裸
はだかなえ

苗は苗
なえ ぎ

木袋
ぶくろ

か丈
じょうぶ

夫なビニール
袋
ぶくろ

に入
い

れます。

⑵
かっこに

� コンテナ苗
なえ

　運
うんぱん

搬はコンテナから苗
なえぎ

木を引
ひ

き抜
ぬ

き、ダンボールやネット等
など

を利
りよ う

用する方
ほうほう

法が一
いっぱんてき

般的です。枝
しかん

幹を損
そんしょう

傷
しないように注

ちゅうい

意し、特
とく

に梢
しょう

端
たん

は絶
ぜったい

対に傷
きず

つけることのないよう気
き

をつけます。この場
ばあい

合、根
ね

鉢
ばち

が乾
かんそう

燥し
損
そんしょう

傷する可
かのうせい

能性があるため、ラップやビニール袋
ぶくろ

等
など

で保
ほ ご

護する方
ほうほう

法があります。また、ダンボールを使
しよう

用
するときは、根

ね

鉢
ばち

の水
すいぶん

分で箱
はこ

の強
きょうど

度が失
うしな

われないよう、ビニールシートを内
ないめん

面に敷
し

く等
など

の対
たいしょ

処が必
ひつよう

要です。
　山

やまもと

元に到
とうちゃく

着した後
あと

は、鉢
はち

付
つ

き苗
なえ

なので裸
はだかなえ

苗よりは放
ほうち

置されても乾
かんそう

燥被
ひが い

害を受
う

ける可
かのうせい

能性は少
すく

ないですが、
日
ひかげ

陰に保
ほかん

管する、むしろで覆
おお

うなどの養
ようじょう

生は必
ひつよう

要です。長
ちょうき

期の貯
ちょぞう

蔵は、コンテナに入
はい

ったまま行
おこな

うことが
望
のぞ

ましく、その場
ばあい

合、地
じめん

面に直
じか

置
お

きせずに、中
ちゅうくう

空に懸
けん

架
か

します。また、数
すうじつ

日以
いじょう

上置
お

く場
ばあ い

合も、地
じめん

面に直
じか

置
お

きすることは避
さ

け、シートなどの上
うえ

に置
お

いて管
かんり

理します。
　現

げんば

場に植
う

え付
つ

ける時
とき

は、コンパクトなコンテナ苗
なえ

などは大
おお

きめの腰
こし

カゴが便
べんり

利です。

植
しょくさい
栽の配

はいれつ
列

　植
しょくさい

栽木
ぼく

の配
はい ち

置は、さまざまな点
てん

から判
はんだん

断する必
ひつよう

要があります。例
たと

えば、植
しょくさい

栽された個
こ こ

々が健
けんぜん

全に生
せいいく

育し
やすいように、雑

ざっそう

草木
ぼく

との競
きょうそうりょく

争力を得
え

やすいように、下
したが

刈り、間
かんばつ

伐などの作
さぎょう

業能
のうりつ

率を良
よ

くするためにとい
うようなことを考

かんが

えて判
はんだん

断します。配
はい ち

置にはいくつかの形
かたち

がありますが、代
だいひょうてき

表的なものを次
つぎ

に挙
あ

げます
（図

ず

7-4）。
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表
ひょう

7-2　植
しょくさい

栽作
さぎょう

業の安
あんぜん

全チェック項
こうもく

目�

点検項目 チェックポイント

安全な植栽作業 ①作業手順、作業配置の確認

②足元に注意する

③上下作業の禁止

④植穴を掘るときに石礫、根の有無を確認する

⑤植穴の太い根は手ノコ、ナタで切る

⑥植穴の根を枝を引き抜くとき転倒に注意する

⑦掘り出した石は安定したところに置く

⑧滑りやすい場所の作業では足場を確保する

� 参考：全国林業改良普及協会「安全な山仕事のために」

正
方
形
植
え

（
方
形
植
え
）

正
三
角
形
植
え

（
三
角
植
え
）

じ
ぐ
ざ
ぐ
植
え

（
千
鳥
植
え
）

矩
形
植
え

二
列
植
え

巣
植
え

谷

山

図
ず

7-4　植
しょくさい

栽配
はいれつ

列の様
ようしき

式

資料：�藤森隆郎「森づくりの心得　森林のしくみから施業・管理・ビジョンまで」��
全国林業改良普及協会�
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⑴
かっこいち

� 正
せいほうけい

方形植
う

え（方
ほうけい

形植
う

え）
　通

つうちょく

直で真
しんえん

円性
せい

の高
たか

い幹
みき

を生
せいさん

産するためには、樹
じゅかん

冠が四
しほう

方に均
きんとう

等に張
は

れる空
くうかん

間を与
あた

えることが必
ひつよう

要です。
正
せいほうけい

方形植
う

えは、傾
けいしゃ

斜地
ち

においては、樹
じゅかん

冠は谷
たにがわ

側の部
ぶぶん

分が発
はったつ

達し、樹
じゅかん

冠の山
やまがわ

側の部
ぶぶん

分は、その上
うえ

の木
き

の樹
じゅかん

冠
の谷

たに

側
がわ

の部
ぶぶ ん

分によって侵
しんしょく

食されます。そのため左
さゆう

右よりも上
じょうげ

下方
ほうこう

向の距
きょり

離を大
おお

きくとる矩
くけい

形植
う

えにするこ
とが好

この

ましいとされます。

⑵
かっこに

� 正
せいさんかくけい

三角形植
う

え（三
さんかく

角植
う

え）
　傾

けいしゃ

斜地
ち

でも平
へい ち

地でも、それぞれの木
き

に均
きんとう

等な樹
じゅかん

冠スペースを与
あた

えるのに最
さいてき

適です。三
さんかく

角植
う

えによって
樹
じゅかん

冠の均
きんせい

整のとれた木
き

が育
そだ

てられるので、通
つうちょく

直で真
しんえん

円性
せい

の高
たか

い幹
みき

が得
え

やすいとされます。また冠
かん

雪
せつがい

害によ
る共

ともだお

倒れを防
ふせ

ぐのに効
こうか

果があります。一
いっぽう

方で間
かんばつ

伐の伐
ばっしゅつ

出作
さぎょう

業の能
のうりつ

率は落
お

ちます。

⑶
かっこさん

� じぐざぐ植
う

え（千
ちどり

鳥植
う

え）
　三

さんかく

角植
う

えに近
ちか

い効
こう か

果があり、積
せきせつ

雪地
ちた い

帯でよく用
もち

いられます。列
れつじょう

状植
しょくさい

栽は２
に

列
れつ

植
う

え、３
さん

列
れつ

植
う

えなどがあり、
機
きかい

械作
さぎょう

業には便
べんり

利です。

⑷
かっこよん

� 巣
す

植
う

え
　植

しょくさい

栽木
ぼく

をグループごとに少
すこ

し密
みつ

に植
う

える方
ほうほう

法です。雑
ざっそう

草木
ぼく

との競
きょうそう

争や更
こうしん

新時
じ

の厳
きび

しい気
きしょう

象環
かんきょう

境に対
たい

して
互
たが

いに守
まも

り合
あ

うことができるとされています。またトータルの本
ほんすう

数も減
へ

らせます。

植
しょくさい
栽作

さぎょう
業時

じ
の安

あんぜん
全確

かく ほ
保の方

ほうほう
法

　植
しょくさい

栽作
さぎょう

業は斜
しゃめん

面の下
した

から上
うえ

に向
むか

って、前
まえ

かがみの姿
しせ い

勢で苗
なえ ぎ

木を植
うえ つ

付けながら進
すす

みます。したがって、
作
さぎょうしゃ

業者は周
しゅうい

囲の労
ろうどう

働環
かんきょう

境に対
たい

する視
し や

野が狭
せま

くなりがちです。また、作
さぎょうしゃ

業者は苗
なえぎ

木の活
かっちゃく

着にも神
しんけい

経を使
つか

いま
す。この点

てん

から、ともすれば安
あんぜんめん

全面に対
たい

する配
はいりょ

慮が欠
か

けることもあるので、十
じゅうぶん

分に注
ちゅうい

意することが必
ひつよう

要です。
　植

しょくさい

栽は地
ちほ う

方によって方
ほうほう

法も少
すこ

しずつ異
こと

なり、使
しよう

用する手
しゅこう

工具
ぐ

も違
ちが

っています。作
さぎょう

業は地
ちけい

形条
じょうけん

件に応
おう

じた
手
しゅこう

工具
ぐ

を用
もち

い、適
てきせつ

切に進
すす

めることが大
たいせつ

切です。
　安

あんぜん

全確
かく ほ

保の方
ほうほう

法については、「地
じごしら

拵え作
さぎょう

業の安
あんぜん

全確
かく ほ

保」の項
こうもく

目に加
くわ

えて、次
つぎ

の注
ちゅういてん

意点が挙
あ

げられます。

⑴
かっこいち

� 植
う

え穴
あな

を作
つく

る
　クワで植

う

え穴
あな

を掘
ほ

るときは最
さいしょ

初に軽
かる

く打
う

ちこみ、石
せきれき

礫や根
ね

の有
う む

無を確
たし

かめましょう。植
う

え穴
あな

の中
なか

にある
太
ふと

い根
ね

は手
て

ノコかナタを使
つか

って切
き

るようにします。クワで切
き

った根
ね

を引
ひ

き抜
ぬ

く時
とき

は力
ちから

が余
あま

って転
てんとう

倒したり、
転
てんらく

落したり、思
おも

わぬ災
さいがい

害の起
お

こる危
きけん

険があるので注
ちゅうい

意しましょう。

⑵
かっこに

� 石
いし

の転
てんらく

落に注
ちゅうい

意する
　掘

ほ

り出
だ

した根
ね

、石
いし

は転
てんらく

落しないように、安
あんてい

定したところにおきましょう。

⑶
かっこさん

� 足
あ し ば

場を安
あんてい

定させる
　急

きゅう

斜
しゃ

地
ち

の滑
すべ

り易
やす

いところでの作
さぎょう

業は、足
あし

場
ば

を作
つく

ったりして、慎
しんちょう

重に行
おこな

いましょう。
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植
う
え付

つ
け作

さぎょう
業の手

てじゅん
順（図

ず

7- 5）

　裸
はだかなえ

苗とポット苗
なえ

の植
う

え付
つ

けの手
てじゅん

順は、次
つぎ

の⑴
かっこいちからろく

～⑹のようにします。コンテナ苗
なえ

では、⑵
かっこに、ご、ろく

⑸ ⑹の工
こうてい

程が
不
ふよう

要、または簡
かんりゃく

略化
か

できます。植
う

え付
つ

け作
さぎょう

業の天
てんき

気は、曇
どん

天
てん

日
び

が最
もっと

も好
この

ましいです。根
ね

が乾
かわ

きにくいのが
その理

りゆう

由ですが、雨
あめ

の日
ひ

は避
さ

けます。水
みず

を吸
す

った土
つち

は、埋
う

め戻
もど

しや踏
ふ

み固
がた

めで土
つち

が締
し

まりすぎて土
どじょう

壌の孔
こう

隙
げき

がなくなってしまいます。

⑴
かっこいち

� ポイント決
ぎ

め
　等

とうこうせん

高線に沿
そ

って巻
ま

き尺
じゃく

かひもを張
は

って目
め も

盛りを読
よ

みながら、ポイントを決
き

めます。あるいは植
しょくさい

栽間
かんかく

隔の
長
なが

さにした尺
しゃく

棒
ぼう

を使
つか

ってもいいでしょう。候
こうほ

補ポイントには落
お

ちている枝
えだ

などを立
た

てます。ひと張
は

り分
ぶん

が
終
お

わったら、巻
ま

き尺
じゃく

・ひもを植
しょくさい

栽間
かんかく

隔分
ぶん

だけ上
じょうげ

下にずらして同
おな

じ作
さぎょう

業をします。また、ひもなどを張
は

らず
に、植

う

え付
つ

け作
さぎょう

業をしながら尺
しゃく

棒
ぼう

で次
つぎ

のポイントを決
き

め、苗
なえ

を１
ひと

つずつ植
う

えては横
よこ

へ横
よこ

へと作
さぎょう

業を進
すす

める
方
ほうほう

法もあります。

⑵
かっこに

� 落
お

ち葉
ば

・落
お

ち枝
えだ

どけ
　クワでポイント周

しゅうへん

辺の落
お

ち葉
ば

や落
お

ち枝
えだ

をどけます。穴
あな

を掘
ほ

りやすくするためと、埋
う

め戻
もど

す土
つち

に落
らくよう

葉・
落
らくし

枝が混
ま

ざらないようにするためです。

⑶
かっこさん

� 植
う

え穴
あな ほ

掘り
　クワで穴

あな

を掘
ほ

ります。大
おお

きめの穴
あな

を掘
ほ

り、根
ね

がおさまるようにします。礫
れき

は取
と

り除
のぞ

き、根
ね

は切
せつだん

断します。
掘
ほ

りにくい場
ばあい

合は近
ちか

くの掘
ほ

りやすい場
ばしょ

所にポイントをずらします。

⑷
かっこよん

� 苗
なえ

の据
す

え置
お

き
　掘

ほ

った穴
あな

に苗
なえ

を据
す

えます。ポット苗
なえ

はポットをはずして根
ね

鉢
ばち

が崩
くず

れないように苗
なえ

を据
す

えます。裸
はだかなえ

苗は根
ね

を広
ひろ

げて据
す

えます。

⑸
かっこご

� 埋
う

め戻
もど

し
　穴

あな

に土
つち

を戻
もど

します。斜
しゃめん

面であれば、斜
しゃめん

面上
うえがわ

側を崩
くず

して入
い

れます。足
た

りなければ、穴
あな

を掘
ほ

ったときの土
つち

を
戻
もど

しますが、落
らくよう

葉・落
らくし

枝、礫
れき

は混
ま

ぜないようにしてください。

⑹
かっころく

� 踏
ふ

み固
がた

め
　苗

なえ

の頭
あたま

付
ふ き ん

近（頂
ちょうが

芽ではなく軸
じく

）を支
ささ

えながら、かかとで埋
う

め戻
もど

した土
つち

を踏
ふ

みます。根
ね

と土
つち

を密
みっちゃく

着させるイ
メージで強

つよ

めに踏
ふ

みましょう。

コンテナ苗
なえ
の植
しょくさい
栽道

どう ぐ
具と植

しょくさい
栽方

ほうほう
法

　コンテナ苗
なえ

は裸
はだかなえ

苗と異
こと

なり、根
こんけい

系が培
ばいち

地と一
いったいか

体化しています。植
う

え付
つ

けの際
さい

は根
ね

鉢
ばち

と土
どじょう

壌が密
みっちゃく

着すれば
良
よ

いので、基
きほんてき

本的にひとクワ植
う

えが可
かのう

能です。裸
はだかなえ

苗のように土
どじょう

壌を掘
ほ

りとったり、植
う

え付
つ

け後
ご

に土
つち い

入れを
したりする必

ひつよう

要はありません。また独
どくとく

特の植
しょくさい

栽道
どう ぐ

具（本
ほん

テキストの「№06 造
ぞうりん

林作
さぎょう

業の種
しゅるい

類と目
もくてき

的」図
ず

6-3
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の右
みぎした

下の道
どうぐ

具）があるので、それを使
しよう

用すれば高
こう

能
のうりつ

率な植
う

え付
つ

けができます。

⑴
かっこいち

� プランティングチューブ
　立

た

ったまますべての操
そうさ

作ができ、かがみ込
こ

む、腰
こし

を曲
ま

げるなどの動
どうさ

作が不
ふよう

要なので効
こうりつてき

率的に作
さぎょう

業ができ
ます。ただし、地

ち ひ

被物
ぶつ

の多
おお

いところや礫
れき

混
ま

じり土
どじょう

壌、堅
けん

密
みつ

土
どじょう

壌には向
む

いていません。
　以

い か

下の手
てじゅん

順で植
う

え付
つ

けをします。あらかじめ貫
かんにゅう

入用
よう

ペダルの位
い ち

置をコンテナ苗
なえ

の根
ね

鉢
ばち

の高
たか

さに合
あ

うよう
に調

ちょうせい

整しておきましょう。
①
まるいち

�先
せんたん

端が閉
と

じていることを確
かくにん

認する。ペダルを自
じぶん

分のほうに向
む

け、グリップを握
にぎ

る。地
じめん

面に突
つ

き刺
さ

し、
貫
かんにゅう

入用
よう

ペダルを踏
ふ

んで地
じめん

面に当
あ

たるまで貫
かんにゅう

入する。
②
まるに

�開
かいこう

口用
よう

ペダルを踏
ふ

んで先
せんたん

端を開
ひら

く。
③
まるさん

�チューブ上
じょうぶ

部から苗
なえぎ

木を落
お

とし込
こ

む。
④
まるよん

�プランティングチューブを引
ひ

き抜
ぬ

く。
⑤
まるご

�プランティングチューブ上
じょうぶ

部のレバーを押
お

し、先
せんたん

端を閉
と

じる。

地被物

地被物

植え
位置

穴を掘った土で
平らな台を作る

広く
とる

腐植土

埋め土

１　落葉・落枝をどける ２　植え穴を掘る

３　斜面上側の土で埋め戻し、踏み固める ４　完了。落葉落枝を被せると乾燥を防げる

図
ず

7-5　傾
けいしゃ

斜地
ち

での植
しょくさい

栽の手
てじゅん

順

出典：全国林業改良普及協会編「ニューフォレスターズ・ガイド［林業入門］」
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⑥
まるろく

�苗
な え ぎ

木周
しゅうへん

辺を転
てんあつ

圧する。

⑵
かっこに

� スペード
　いくつかの形

けいじょう

状がありますが、先
せんたん

端がとがっていてエッジの付
つ

いたものが使
つか

いやすいと言
い

われていま
す。次

つぎ

のような手
てじゅん

順で行
おこな

いますが、下
かそう

層植
しょくせい

生や根
こんけい

系の多
おお

いところでは、あらかじめスペードを何
なんど

度かさし
て根

こんけい

系を切
せつだん

断しておくと効
こうかてき

果的です。また、地
ち ひ

被物
ぶつ

が多
おお

いところは、ブレード部
ぶぶん

分を使
つか

って取
と

り除
のぞ

いてお
きましょう。
①
まるいち

�グリップを持
も

って地
じめん

面にスペードを突
つ

き刺
さ

す。
②
まるに

�前
ぜ ん ご

後にこじって穴
あな

を広
ひろ

げる。土
どじょう

壌が硬
かた

く、植
う

え穴
あな

ができないときは、一
いちど

度スペードを引
ひ

き抜
ぬ

いて、改
あらた

めて直
ちょっこう

交方
ほうこう

向に突
つ

き刺
さ

すとうまくいきます。
③
まるさん

�崩
くず

れにくい土
どじょう

壌の場
ばあ い

合はスペードを引
ひ

き抜
ぬ

き、崩
くず

れやすい土
どじょう

壌の場
ばあ い

合はスペードを穴
あな

の片
かたがわ

側に寄
よ

せ
て崩

ほうかい

壊を防
ふせ

ぎながら、苗
なえぎ

木を植
う

え穴
あな

に入
い

れる。
④
まるよん

�苗
な え ぎ

木周
しゅうへん

辺を転
てんあつ

圧する。

⑶
かっこさん

� ディプル
　先

せんたん

端部
ぶ

を付
つ

け替
か

えてさまざまなサイズのコンテナ苗
なえ

に使
しよ う

用できます。１
ひと

つの動
どうさ

作だけで植
う

え穴
あな

が作
つく

れる
ので高

こう

能
のうりつ

率ですが、堅
けん

密
みつ

土
どじょう

壌、礫
れき

混
ま

じり土
どじょう

壌、地
ちひょう

表に根
こんけい

系層
そう

のあるところでは使
しよう

用できません。
①
まるいち

�グリップを持
も

って地
じめ ん

面にストッパーが当
あ

たるまでディプルを突
つ

き刺
さ

す。土
どじょう

壌が堅
かた

いときはペダルに
足
あし

をかけて体
たいじゅう

重を乗
の

せる。
②
まるに

�ディプルを引
ひ

き抜
ぬ

いて、できた穴
あな

に苗
なえ

木
ぎ

を入
い

れる。
③
まるさん

�苗
な え ぎ

木周
しゅうへん

辺を転
てんあつ

圧する。

⑷
かっこよん

� クワ
　最

もっと

も立
りっ ち

地を選
えら

ばない植
う

え付
つ

け道
どう ぐ

具です。堅
けん

密
みつ

土
どじょう

壌あるいは礫
れき

混
ま

じりや根
こんけい

系混
ま

じり土
どじょう

壌でも貫
かんにゅう

入すること
ができます。地

ちけい

形の傾
けいしゃ

斜が急
きゅう

になるほど楽
らく

に作
さぎょう

業できるようになりますし、地
ち ひ

被物
ぶつ

を除
じょきょ

去することができ、
硬
かた

い土
どじょう

壌を耕
こう

耘
うん

することもできます。しかし、かがみ込
こ

む姿
しせ い

勢をとる時
じかん

間が長
なが

くなるので、他
ほか

の道
どう ぐ

具と比
くら

べると労
ろうりょく

力を使
つか

います。
　クワでコンテナ苗

なえ

を植
う

え付
つ

ける時
とき

は、ひとクワ植
う

えをします。
①
まるいち

�土
どじょう

壌が硬
かた

い場
ばあ い

合は、クワを２
に

、３
さん

度
ど

入
い

れて土
どじょう

壌を耕
こううん

耘する。
②
まるに

�クワを垂
すいちょく

直に地
じめ ん

面に貫
かんにゅう

入させる。
③
まるさん

�クワをこじって穴
あな

を広
ひろ

げる。
④
まるよん

�植
う

え穴
あな

に苗
なえ

木
ぎ

を入
い

れる。
⑤
まるご

�土
どじょう

壌が硬
かた

い場
ばあ い

合には、刃
は

に近
ちか

い柄
え

の部
ぶぶ ん

分を持
も

ってクワで土
つち

を寄
よ

せる。
⑥
まるろく

�苗
な え ぎ

木周
しゅうい

囲を転
てんあつ

圧する。

※�土が軟らかい場合は、耕耘の必要はなく、植え穴を開けるために土を掘りとる必要もありません。
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造
ぞうりん

林地
ち

の獣
じゅうがい

害対
たいさく

策の実
じっ

際
さい

獣
じゅうがい
害防

ぼうじょ
除作

さぎょう
業（シカ対

たいさく
策の例

れい
）

⑴
かっこいち

� 被
ひ が い

害対
たいさく

策の実
じっ

施
し

　野
やせい

生鳥
ちょうじゅう

獣による森
しんりん

林被
ひが い

害が深
しんこく

刻な状
じょうきょう

況にあります。野
やせい

生鳥
ちょうじゅう

獣被
ひが い

害への対
たいさく

策として、次
つぎ

の３
みっ

つを総
そうごうてき

合的に
推
すいしん

進することが重
じゅうよう

要とされています。行
ぎょうせい

政機
きか ん

関や森
しんりん

林所
しょゆうしゃ

有者、森
しんりん

林組
くみあい

合等
など

の関
かんけいしゃ

係者が情
じょうほう

報の共
きょうゆう

有化
か

や役
やくわり

割
分
ぶんたん

担の明
めいかく

確化
か

を図
はか

りながら連
れんけい

携して、地
ちいき

域が一
いったい

体となった広
こういきてき

域的な取
と

り組
く

みを行
おこな

うことが重
じゅうよう

要です。

①
まるいち

�個
こ た い

体数
すう

調
ちょうせい

整

　地
ちほう

方自
じ ち た い

治体や被
ひがい

害対
たいさく

策協
きょうぎかい

議会等
など

によるシカの計
けいかくてき

画的な捕
ほかく

獲や捕
ほかく

獲技
ぎじゅつしゃ

術者の養
ようせい

成等
など

が行
おこな

われています。ま
た、捕

ほかく

獲鳥
ちょうじゅう

獣の肉
にく

を食
しょくざい

材として利
りかつよう

活用する取
と

り組
く

みも全
ぜんこく

国に広
ひろ

がりつつあります。しかし個
こたい

体数
すう

調
ちょうせい

整の担
にな

い手
て

である狩
しゅりょうしゃ

猟者は年
ねんねん

々減
げんしょう

少しており、高
こうれい

齢化
か

も進
しんこう

行しているため、狩
しゅりょうしゃ

猟者の育
いくせい

成・確
かくほ

保が今
こんご

後の課
かだい

題です。

②
まるに

�被
ひ が い

害の防
ぼうじょ

除

　森
しんりん

林所
しょゆうしゃ

有者等
など

自
みずか

らが森
しんりん

林整
せい び

備と一
いったい

体として行
おこな

う防
ぼうごさく

護柵等
など

の被
ひが い

害防
ぼう し

止施
しせ つ

設の設
せっ ち

置や、防
ぼうごさく

護柵などの設
せっ ち

置
方
ほうほう

法を学
まな

ぶ講
こうしゅうかい

習会の開
かいさい

催や、新
あら

たな防
ぼうじょ

除技
ぎじゅつ

術の開
かいはつ

発が行
おこな

われています。

③
まるさん

�生
せいそく

息環
かんきょう

境管
かん り

理

　農
のうち

地に隣
りんせつ

接した森
しんりん

林の間
かんばつ

伐等
など

をすることで、見
みとお

通しを良
よ

くして、鳥
ちょうじゅう

獣が出
しゅつぼつ

没しにくい環
かんきょう

境（緩
かんしょう

衝帯
たい

）を作
つく

る取
と

り組
く

みや、針
しんこう

広混
こんこうりん

交林や地
ちいき

域の特
とくせい

性に応
おう

じた広
こうようじゅ

葉樹林
りん

の育
いくせい

成が行
おこな

われています。

⑵
かっこに

� 森
しんりん

林被
ひが い

害軽
けいげん

減対
たいさく

策
　森

しんりん

林被
ひが い

害の実
じったい

態を把
はあく

握することは対
たいさく

策への第
だい

一
いっ

歩
ぽ

です。調
ちょうさ

査をしてから、求
もと

められる目
もくひょう

標林
りん

型
けい

（目
もくひょう

標と
する森

しんりん

林の姿
すがた

）を設
せってい

定し、管
かんり

理目
もくひょう

標を選
せんたく

択すれば、対
たいさく

策の方
ほうほう

法と範
はんい

囲の絞
しぼ

り込
こ

みができるようになります。
そうすれば、より効

こうりつてき

率的・現
げんじつてき

実的な対
たいおう

応が見
み こ

込めるようになるでしょう。
　森

しんりん

林被
ひが い

害度
ど

に対
たいおう

応した被
ひがい

害軽
けいげん

減対
たいさく

策は、個
こたい

体数
すう

の調
ちょうせい

整を前
ぜんてい

提としています。
　表

ひょう

7 -3、表
ひょう

7 -4に対
たいさく

策を示
しめ

し、現
げん ば

場での実
じつ

例
れい

を紹
しょうかい

介します。ここでは被
ひが い

害度
ど

０
ぜろ

の場
ばあ い

合の予
よぼうてき

防的措
そ ち

置は省
はぶ

いています。

①
まるいち

�広
こういき

域柵
さく

（小
しょうはん

班単
たん い

位を想
そうてい

定）

　柵
さく

張
ば

りは、シカ食
しょくがい

害の防
ぼうぎょ

御として最
もっと

も安
あんてい

定した効
こうか

果が得
え

られ、比
ひかくてき

較的費
ひよ う

用も抑
おさ

えられる方
ほうほう

法として推
すいしょう

奨
されています。大

おお

きな面
めんせき

積を一
いっせい

斉に守
まも

れる利
りてん

点はありますが、倒
とうぼく

木などで一
いちぶ

部に穴
あな

が開
あ

くと、そこからシ
カ等

など

が入
はい

りこんで、柵
さく

内
ない

が放
ほうぼく

牧状
じょうたい

態になってしまいます。このため、維
い じ

持管
かん り

理費
ひ

や設
せっ ち

置費
ひ

がかかります。
被
ひがい

害度
ど

３
さん

以
いじょう

上では必
ひっす

須の工
こうほう

法です（図
ず

7-6）。

②
まるに

�小
しょうきぼ

規模柵
さく

　1
ひゃくからにひゃく

00～200㎡の小
しょう

区
く か く

画の柵
さく

を複
ふくすう

数箇
かし ょ

所に張
は

る方
ほうほう

法です。防
ぼうじょ

除面
めんせき

積が大
おお

きくなるほど、柵
さく

の延
えんちょう

長距
きょ り

離は長
なが

くなります。また、モザイク状
じょう

に配
はい ち

置しなければならないので、柵
さく

を設
せっ ち

置した箇
かしょ

所の外
そと

ではシカの食
しょくがい

害を
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守
まも

れません。しかし小
しょう

区
く か く

画のシカ柵
さく

は効
こうかてき

果的で、材
ざいりょう

料強
きょうど

度や高
たか

さが不
ふじゅうぶん

十分でも、シカは視
しかくてき

覚的に狭
せま

い柵
さく

の
中
なか

への侵
しんにゅう

入を警
けいかい

戒する傾
けいこう

向にあるので、柵
さく

工
こう

としては極
きわ

めて優
すぐ

れています。被
ひがい

害度
ど

３
さん

以
いじょう

上では必
ひっす

須の工
こうほう

法
です。

③
まるさん

�テープ巻
ま

き

　シカによる樹
じゅひ

皮はぎ被
ひがい

害対
たいさく

策としてテープ巻
ま

きの食
しょくがい

害防
ぼうぎょ

御効
こう か

果は高
たか

く、巻
ま

かれた樹
じゅもく

木の被
ひがい

害はほとんど

表
ひょう

7-3　森
しんりん

林被
ひ が い

害度
ど

に応
おう

じた対
たいさく

策例
れい

�

診断
被害程度 被害度１ 被害度２ 被害度３ 被害度４

内容 若干の影響に留まる 一部の小班の点在、全
体的に影響少ない 森林全体に影響 森林全体に激しい影響

対策

捕獲

個体数調整
（特定計画）

特定計画に基づく必要
な捕獲範囲の実施

全体の頭数の抑制 植生の再生に向けて、短期間に思い切って頭数
を減少

小班での捕獲
季節的に高密度になり
やすく、影響が出始め
た場所での捕獲を優先

施業の実施（間伐・新植）に併せた捕獲の実行

忌避剤 優良木のみ 効果あり 効果あり 効果なし 効果なし
テープ
巻き　 優良木のみ ー 優先小班で実行 効果部分的 効果なし

柵

人工林施業優先地
（林道沿い・新植） ー 上記テープ巻きで対応 新植地等においては、柵の設置が不可欠

天然林等保護林 ー ー
生物多様性維持に必要な植生は保護のため柵で
囲んで回復させる。その場合、小規模の柵（パ
ッチディフェンス）の方がリスクが小

� 資料：林野庁WEBサイト「森林における鳥獣害対策のためのガイド」

施業段階

森林被害度（シカ密度）レベル
備考低 中 高

被害度1 被害2,3 被害度4

在来植生維持 不嗜好性植物混じる 不嗜好性植物のみ、
ササの生育地では半減～消滅

広葉樹更新 ・通常施業
・忌避剤散布

・忌避剤散布
・筋・坪植 ・防護柵の設置 林種転換

皆伐再植更新 ・通常施業
・忌避剤散布

・忌避剤散布
・筋・坪植 ・防護柵の設置 人工一斉林

下刈り ・通常施業 ・筋・坪刈り ・植栽後下刈り
枝打ち ・通常施業 ・通常施業 ・枝打ちしない

除間伐 ・通常施業 ・将来残存木にはテープ巻き ・将来残存木根元に伐り捨て材
・枝葉集積 受光伐による餌場の確保

表
ひょう

7-4　シカ密
み つ ど

度レベルごとの対
たいさく

策例
れい
（個

こ こ
々の森

しんりん
林レベル）�

� 資料：林野庁WEBサイト「森林における鳥獣被害対策のためのガイド」
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ありません。ただし、テープそのものの劣
れっか

化、肥
ひだい

大成
せいちょう

長によるテープの食
く

い込
こ

み、人
ひとで

手がかかりコストが
かさむという問

もんだいてん

題点を抱
かか

えています。また、隣
りんせつ

接地
ち

でテープ巻
ま

きをしていない林
りんぶん

分があれば、シカが移
いどう

動
して被

ひがい

害が移
うつ

るという欠
けってん

点もあります。被
ひがい

害度
ど

３
さん

では部
ぶぶんてき

分的な効
こうか

果が認
みと

められています。

④
まるよん

�忌
き

避
ひ

剤
ざい

　忌
き ひ

避剤
ざい

は、シカ個
こたい

体密
みつ ど

度の低
ひく

い段
だんかい

階での効
こうか

果を望
のぞ

むものです。林
りんどう

道等
など

に生
は

える植
しょくぶつ

物に若
じゃっかん

干の食
しょく

痕
こん

が見
み

ら
れる程

ていど

度の被
ひがい

害で、糞
ふん

等
など

も見
み

られず、植
しょくぶつ

物も被
ひ ど

度・種
しゅるい

類数
すう

とも本
ほんらい

来の状
じょうたい

態にある場
ばしょ

所で使
しよう

用すべきと考
かんが

え
られます。初

しょき

期の被
ひがい

害段
だんかい

階では有
ゆうこう

効とされていますが、シカの密
みつど

度が高
たか

まるにつれ、被
ひがい

害は止
と

まらなくな
ります。被

ひがい

害度
ど

２
に

程
てい ど

度までなら対
たいおう

応が可
かのう

能です。

⑶
かっこさん

 防
ぼうごさく

護柵の維
い じ

持管
かん り

理
防
ぼうごさく

護柵の点
てんけん

検

　防
ぼうごさく

護柵に防
ぼうじょ

除効
こう か

果を継
けいぞくてき

続的に発
はっき

揮させるためには、適
てきぎ

宜、異
いじょう

状がないか点
てんけん

検を行
おこな

い、その維
い じ

持管
かん り

理に努
つと

める必
ひつよう

要があります。
ア　点

てんけん

検時
じ き

期
　防

ぼうごさく

護柵の異
いじょう

状を長
ちょうきかん

期間放
ほう ち

置しないことが重
じゅうよう

要です。定
ていきてき

期的な点
てんけん

検に加
くわ

え、台
たいふう

風や豪
ごう う

雨後
ご

など、特
とく

に
被
ひが い

害を受
う

けやすい時
じ き

期を把
はあく

握し、重
じゅうてんてき

点的に点
てんけん

検を行
おこな

うことも有
ゆうこう

効です。
・�被

ひが い

害を受
う

けやすい時
じ き

期：植
しょくさい

栽木
ぼく

以
いが い

外の植
しょくぶつ

物が少
すく

なくなる冬
ふゆば

場、雪
ゆきど

解け後
ご

すぐ、下
したが

刈り実
じっし

施後
ご

など
イ　点

てんけん

検時
じ

の留
りゅうい

意事
じこ う

項
　防

ぼうごさく

護柵の周
しゅうい

囲を踏
とうさ

査し、次
つぎ

の事
じこ う

項等
など

について丁
ていねい

寧に確
かくにん

認します。

図
ず

7-6　広
こういき

域柵
さく

大
おお
きな面

めんせき
積を一

いっせい
斉に守

まも
れる利

りて ん
点はあるが、見

みま わ
回り等

など
の維

い じ
持管

かん り
理費

ひ
などの手

て ま
間がかかります。
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①
まるいち

�防
ぼうごさく

護柵の高
たか

さは十
じゅうぶん

分に確
かく ほ

保されているか。
②
まるに

�防
ぼうごさく

護柵の破
はそん

損はないか。
③
まるさん

�防
ぼうごさく

護柵の下
か ぶ

部の浮
う

き上
あ

がりはないか。

【点
てんけん

検時
じ

に確
かくにん

認する防
ぼうごさく

護柵の異
いじょう

状の例
れい

】
・防

ぼうご

護ネットの破
やぶ

れ
・張

は

りロープの弛
ゆる

み
・防

ぼうご

護ネット下
か ぶ

部の浮
う

き上
あ

がり
・シカの死

しがい

骸の除
じょきょ

去
・崩

ほうど

土による防
ぼうご

護ネットの破
はそん

損
・風

ふうとうぼく

倒木による防
ぼうご

護ネットの破
はそん

損

　点
てんけん

検時
じ

には、軽
けいび

微な補
ほしゅう

修を併
あわ

せて実
じっし

施できるよう、番
ばんせん

線、補
ほしゅう

修糸
いと

、アンカー杭
くい

などの資
しざい

材を携
けいこう

行するよ
うにします。
　別

べっと

途の資
しざい

材や作
さぎょう

業員
いん

が必
ひつよう

要な大
おお

がかりな修
しゅうり

理の場
ばあい

合は、必
ひつよう

要な資
しざい

材量
りょう

を調
ちょうさ

査し、あらためて修
しゅうり

理を行
おこな

い
ます。
　同

おな

じ場
ばし ょ

所が何
なんど

度も被
ひがい

害に遭
あ

うことがあります。被
ひがい

害箇
かし ょ

所がわかるよう現
げんち

地に目
め

印
じるし

を付
つ

けるとともに図
ずめん

面
に記

きろく

録し、次
じかい

回以
いこ う

降、重
じゅうてんてき

点的に点
てんけん

検を行
おこな

うようにします。

防
ぼうごさく

護柵の修
しゅうり

理

　災
さいがい

害等
など

により防
ぼうごさく

護柵が破
はそん

損し、修
しゅうり

理が必
ひつよう

要となった場
ばあい

合は、原
げんいん

因の究
きゅうめい

明と再
さいはつ

発防
ぼう し

止対
たいさく

策を検
けんとう

討し、速
すみ

や
かに修

しゅうり

理を行
おこな

います。
　また、防

ぼうごさく

護柵の高
たか

さが不
ふそ く

足している箇
かし ょ

所や潜
もぐ

り込
こ

みが頻
ひんぱん

繁に確
かくにん

認されている箇
かし ょ

所については、高
たか

さを
確
かくほ

保するためのネット等
など

の継
つ

ぎ足
た

しや、潜
もぐ

り込
こ

み対
たいさく

策のための後
あとづけ

付型
がた

スカートネットの設
せっち

置など、既
きそん

存の
防
ぼうごさく

護柵に必
ひつよう

要な改
かいりょう

良を施
ほどこ

します。

出典：�「シカ害防除マニュアル～防護柵で植栽木をまもる～ （令和２年３月版）」 国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林整備セ
ンター

⑷
かっこよん

 鳥
ちょうじゅう

獣の捕
ほか く

獲による獣
じゅうがい

害対
たいさく

策

　ニホンジカ害
がい

対
たいさく

策については被
ひがい

害防
ぼう し

止柵
さく

の設
せっ ち

置や忌
き ひ

避剤
ざい

などを用
もち

いた防
ぼうじょ

除対
たいさく

策のほかに、被
ひがい

害を及
およ

ぼす
個
こたい

体を減
へ

らす捕
ほかく

獲による対
たいさく

策も考
かんが

えられます。
　ここでは、林

りんぎょう

業従
じゅうじしゃ

事者による被
ひがい

害防
ぼう し

止目
もくてき

的でのニホンジカ捕
ほかく

獲に用
もち

いられることの多
おお

い、くくりわなに
ついて紹

しょうかい

介します。

くくりわなによる捕
ほかく

獲

　鳥
ちょうじゅう

獣の捕
ほか く

獲方
ほうほう

法には、猟
りょうじゅう

銃、網
あみ

、わななどさまざまな形
けいたい

態があり、守
まも

らなければならない法
ほうれい

令はいくつ
もあります。ここでは、知

し

っていただきたい原
げんそく

則と、林
りんぎょう

業で発
はっせい

生しているシカ被
ひがい

害対
たいさく

策に効
こうかてき

果的であるく
くりわなについて焦

しょうてん

点を当
あ

てています。
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　また、くくりわなについては、最
さいていげん

低限の禁
きんし

止事
じこ う

項、注
ちゅうい

意事
じこ う

項を掲
けいさい

載しています。実
じっさい

際の捕
ほかく

獲に当
あ

たって
は、免

めんきょ

許の取
しゅとく

得はもとより、経
けいけん

験豊
ほう ふ

富な猟
りょうゆうかい

友会や経
けいけんしゃ

験者等
など

から指
しどう

導を受
う

け、知
ちしき

識や経
けいけん

験を積
つ

んでいくこと
が重

じゅうよう

要です。

①
まるいち

狩
しゅりょう

猟・許
きょ か

可捕
ほか く

獲とは
　鳥

ちょうじゅう

獣の捕
ほか く

獲を行
おこな

う方
ほうほう

法は、「登
とうろく

録狩
しゅりょう

猟（以
い か

下、狩
しゅりょう

猟という）」、「許
きょか

可に基
もと

づく捕
ほかく

獲（以
い か

下、許
きょか

可捕
ほか く

獲という）」、
「指

してい

定管
かん り

理鳥
ちょうじゅう

獣捕
ほか く

獲等
とう

事
じぎょう

業」の３
みっ

つに大
たいべつ

別されます。
　林

りんぎょう

業においては、植
しょくさい

栽木
ぼく

の食
しょくがい

害、角
つの

とぎ・樹
じ ゅ ひ

皮の食
しょくはぎ

剥などの樹
じゅもく

木被
ひ が い

害や動
どうぶつ

物由
ゆ ら い

来のダニ被
ひ が い

害など
経
けいざいめん

済面、衛
えいせいめん

生面での被
ひがい

害が発
はっせい

生しており、鳥
ちょうじゅう

獣の生
せいそく

息数
すう

を適
てきせい

正に管
かんり

理する必
ひつよう

要があり、許
きょか

可捕
ほか く

獲が行
おこな

われ
ています。
　また狩

しゅりょう

猟は、自
しぜん

然環
かんきょう

境、社
しゃかい

会環
かんきょう

境から適
てきせつ

切と認
みと

められ、人
ひと

と鳥
ちょうじゅう

獣の共
きょうぞん

存の実
じつげん

現のなかで行
おこな

われるものです。
狩
しゅりょう

猟行
こう い

為の実
じっし

施にあたっては、鳥
ちょうじゅう

獣の捕
ほか く

獲のみでなく生
せいいく

育環
かんきょう

境の保
ほぜ ん

全や鳥
ちょうじゅう

獣の保
ほ ご

護増
ぞうしょく

殖についても理
りかい

解す
る必

ひつよう

要があります。

②
まるに

関
かんけい

係法
ほうれい

令
　鳥

ちょうじゅう

獣の捕
ほ か く

獲を行
おこな

う際
さい

には、鳥
ちょうじゅう

獣の保
ほ ご

護及
およ

び管
か ん り

理並
なら

びに狩
しゅりょう

猟の適
てきせい

正化
か

に関
かん

する法
ほうりつ

律（以
い か

下：鳥
ちょうじゅう

獣法
ほう

）
（環

かんきょうしょう

境省）、銃
じゅうほう

砲刀
とうけんるい

剣類所
しょ じ

持等
とう

取
とりしまりほう

締法（警
けいさつちょう

察庁）、火
かやくるい

薬類取
とりしまりほう

締法（経
けいざいさんぎょうしょう

済産業省・警
けいさつちょう

察庁）などの法
ほうりつ

律に定
さだ

められ
た決

き

まりを守
まも

らなければなりません。

③
まるさん

対
たいしょう

象となる鳥
ちょうじゅう

獣
　鳥

ちょうじゅう

獣法
ほう

の対
たいしょう

象となる野
やせい

生鳥
ちょうじゅう

獣は、鳥
ちょうるい

類、ほ乳
にゅうるい

類に属
ぞく

するすべてです。なお、ドブネズミ等
など

のイエネズミ
類
るい

やゼニガタアザラシ等
など

を除
のぞ

いた海
かいせい

生哺
ほにゅうるい

乳類は対
たいしょう

象外
がい

とされています。
　狩

しゅりょう

猟の対
たいしょう

象となる鳥
ちょうじゅう

獣（狩
しゅりょう

猟鳥
ちょうじゅう

獣）は、資
しげん

源状
じょうきょう

況や農
のうりん

林水
すいさんぎょう

産業への被
ひがい

害程
てい ど

度などによって、鳥
ちょうるい

類（2
にじゅうはち

8種
しゅ

）、
獣
じゅうるい

類（2
にじゅう

0 種
しゅ

）が定
さだ

められています。
　なお、ツキノワグマ、シマリスなど一

いち ぶ

部の鳥
ちょうじゅう

獣については、環
かんきょう

境大
だいじん

臣や都
とど う ふ け ん

道府県知
ち じ

事により捕
ほか く

獲等
など

が
禁
きん し

止されている区
くいき

域（奈
な ら け ん

良県、京
きょうとふ

都府など）、期
きかん

間もあります。

表
ひょう

7-5　狩
しゅりょう

猟免
めんきょ

許の種
しゅるい

類

網猟免許 網（むそう網、はり網、つき網、なげ網）

わな猟免許 わな（くくりわな、はこわな、はこおとし、囲いわな）

第一種銃猟免許 装薬銃（ライフル銃、散弾銃）、空気銃

第二種銃猟免許 空気銃

※�囲いわなは農業者または林業者が事業に対する被害を防止する場合、条件付きで狩猟免許不要で使用可能。詳細は都道府県に要確認。

� 参考：一般社団法人 大日本猟友会「狩猟読本」
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　林
りんぎょう

業において林
りんぼく

木に被
ひ

害
がい

を与
あた

える鳥
ちょうじゅう

獣を捕
ほか く

獲する場
ばあ い

合、主
おも

に対
たいしょう

象はニホンジカ（エゾシカ、ヤクシカ
を含

ふく

む）、ノウサギになると思
おも

われます。ツキノワグマ、ヒグマ、イノシシの場
ばあ い

合は、危
きけ ん

険を伴
ともな

うため
猟
りょうゆうかい

友会の経
けいけんしゃ

験者に依
いらい

頼することが賢
けんめい

明です。
　また、銃

じゅうりょう

猟免
めんきょ

許は2
は た ち

0歳以
いじょう

上になると取
しゅとく

得が可
かの う

能ですが、猟
りょうじゅう

銃事
じ こ

故が各
かく ち

地で発
はっせい

生していること、また
業
ぎょうむ

務上
じょう

必
ひつようせい

要性が乏
とぼ

しいこと、狩
しゅりょう

猟に熟
じゅくれん

練を要
よう

することなどから免
めんきょ

許の取
しゅとく

得には慎
しんちょう

重な検
けんとう

討が必
ひつよう

要でしょう。

④
まるよん

くくりわなによる捕
ほかく

獲
　ここでは、林

りんぎょう

業関
かんけい

係で広
ひろ

く利
りよ う

用されているくくりわなについて例
れいじ

示します（図
ず

7-7）。

〇わな免
めんきょ

許の取
しゅとく

得
　くくりわなによるシカの捕

ほかく

獲を始
はじ

めるには、狩
しゅりょう

猟免
めんきょ

許のうち「わな猟
りょう

免
めんきょ

許」を取
しゅとく

得します。捕
ほかく

獲技
ぎじゅつ

術
習
しゅうとく

得のための講
こうしゅうかい

習会なども都
とどう ふ け ん

道府県・市
しちょうそん

町村などによって開
かいさい

催されています。
〇くくりわなの規

きそく

則
　シカを捕

と

るためのくくりわなには、環
かんきょう

境大
だいじん

臣や都
と ど う ふ け ん

道府県知
ち じ

事による様
さまざま

々な制
せいげん

限があります。（鳥
ちょうじゅう

獣
保
ほ ご

護管
かんりほう

理法第
だい

1
じゅうに

2条
じょう

ほか）。

禁
きんし

止事
じこ う

項

・�獲
えも の

物を吊
つ

り上
あ

げてしまうもの
・�ワイヤーの直

ちょっけい

径が４
よん

㎜未
みま ん

満のもの
・�「より戻

もど

し」（図
ず

7-8）がないもの
・�「締

し

め付
つ

け防
ぼう し

止金
かな ぐ

具」（図
ず

7-9）がないもの
・�直

ちょっけい

径が1
じゅうに

2㎝を超
こ

えて掛
か

けること
・�同

どう じ

時に 3
さんじゅういっ

1 個
こ

以
いじょう

上のわなを掛
か

けること
・�標

ひょうしき

識のないわなの設
せっち

置
〇わなの設

せっち

置で必
ひつよう

要な事
じこう

項
・�土

と ち

地の占
せんゆうしゃ

有者の承
しょうだく

諾
　必

かなら

ず所
しょゆうしゃ

有者、占
せんゆうしゃ

有者の許
きょか

可を得
え

てから捕
ほかく

獲してください。
・�わな用

よう

の標
ひょうしき

識の取
とり つ

付け
　わなを設

せっ ち

置する場
ばあ い

合は、１
いち

字
じ

の大
おお

きさが１
いち

㎝角
かく

以
いじょう

上で、住
じゅうしょ

所、氏
しめ い

名、連
れんらく

絡先
さき

、知
ち じ

事名
めい

と、狩
しゅりょう

猟の
場
ばあ い

合は登
とうろく

録年
ねん ど

度及
およ

び登
とうろく

録番
ばん

号
ごう

、許
きょ か

可の場
ばあ い

合は許
きょ か

可番
ばん

号
ごう

を記
きさ い

載した、金
きんぞく

属製
せい

またはプラスチック製
せい

の
標
ひょうしき

識を見
み

やすい場
ばしょ

所に付
つ

けます。
・�わなに「より戻

もど

し」があること
　わなのワイヤー等

など

のよじれを防
ぼうし

止します。ねじれを戻
もど

して絡
から

まるのを防
ふせ

ぐ働
はたら

きがあります。
・�わなに「締

し

め付
つ

け防
ぼう し

止金
かな ぐ

具」があること
　締

し

め付
つ

けすぎによる鳥
ちょうじゅう

獣の脚
あし

などの切
せつだん

断と逸
いっそう

走を防
ぼうし

止します。
・�頻

ひんぱん

繁に見
みまわ

回る（原
げんそく

則１
いち

日
にち

１
いっ

回
かい

以
いじょう

上）
　わなにかかった獲

えもの

物の放
ほうち

置は許
ゆる

されません。
・�錯

さく ご

誤捕
ほか く

獲は放
ほうじゅう

獣
　狩

しゅりょう

猟において狩
しゅりょう

猟鳥
ちょうじゅう

獣以
いが い

外を捕
ほかく

獲または許
きょか

可捕
ほか く

獲において許
きょか

可対
たいしょう

象以
いが い

外の鳥
ちょうじゅう

獣を捕
ほか く

獲した場
ばあい

合は、
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放
ほうじゅう

獣することとされています

⑤
まるご

くくりわなの実
じっさい

際
　各

かく ち

地でさまざまな形
けいたい

態がとられていますが、一
いちれい

例として静
しずおかけん

岡県で行
おこな

われている「横
よこ

ばねガイド式
しき

」を
紹
しょうかい

介します。

〇わなの設
せっち

置場
ばし ょ

所
　捕

ほかく

獲に適
てき

した場
ばしょ

所を探
さが

し出
だ

すには、夜
やかん

間の調
ちょうさ

査によりシカの多
たすう

数出
しゅつぼつ

没地
ち

を調
ちょうさ

査する（シカの目
め

が光
ひか

る
ため目

め だ

立つ）、日
にっちゅう

中では足
あしあと

跡が多
たすう

数あるところ、ぬたば（＊）などの定
ていきてき

期的に出
しゅつぼつ

没するところを把
はあく

握する、
地
じもと

元農
のう か

家や猟
りょうゆうかい

友会から最
さいしん

新情
じょうほう

報を教
おし

えてくれる協
きょうりょくしゃ

力者を得
え

る、などで把
はあく

握します。
　場

ばしょ

所を決
き

めるとその隣
りんせつ

接する森
しんりん

林内
ない

でシカ道
みち

を探
さが

してわなを掛
か

けます。
・�シカが多

おお

い場
ばし ょ

所周
しゅうへん

辺に集
しゅうちゅうてき

中的にわなを掛
か

ける。
・�１

ひと

つでも多
おお

くわなを掛
か

ける（3
さんじゅう

0個
こ

まで）。
・�シカに気

き づ

付かれない工
くふう

夫や努
どりょく

力をする。
（シカをわなに呼

よ

び込
こ

むためにはエサ、干
ほ

し草
ぐさ

を固
かた

めたものなどで誘
ゆういん

引することも効
こうかてき

果的です）

図
ず

7-7　�くくりわな（締
し

め付
つ

け防
ぼ う し

止金
か な ぐ

具および�  
よりもどし）の例

れい
�

� （環境省提供資料）

図
ず

7-8　より戻
もど

し
金
かな ぐ
具の両

りょうたん
端が回

かいてん
転できる構

こうぞう
造

� （環境省提供資料）

図
ず

7-9　締
し

め付
つ

け防
ぼ う し

止金
か な ぐ

具
輪
わ
のしぼりを一

いってい
定の大

おお
きさに制

せいげん
限する金

かな ぐ
具

� （環境省提供資料）
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　なお、くくりわなは、バネを使
つか

うため、取
と

り扱
あつか

う時
とき

には跳
は

ね返
かえ

りによる目
め

や唇
くちびる

などの保
ほ ご

護が必
ひつよう

要です。

＊�泥深い水たまり。野生動物が、体に付いているダニなどの寄生虫や汚れを落とすために、水浴びをする場所

〇見
みまわ

回りでの注
ちゅうい

意
・�シカ道

みち

を歩
ある

かない
　シカは人

ひと

の足
あしあと

跡などに気
き

づきやすく、気
き

づくとそこを通
とお

りません。
・�わな設

せっち

置場
ばし ょ

所に居
い

る時
じか ん

間は短
みじか

くし、作
さぎょう

業も静
しず

かに行
おこな

う
　人

ひと

のにおいが残
のこ

らないようにします
・�標

ひょうしき

識はなるべく高
たか

い位
い ち

置に取
と

り付
つ

け、また、風
かぜ

で揺
ゆ

られて音
おと

が出
で

ることなどがないよう２
に

点
てん

以
いじょう

上でし
っかり付

つ

ける

写
しゃしん

真7-1　横
よこ

ばねガイド式
しき

（写
しゃしん
真左

ひだり
）シカがくくりわな（写

しゃしん
真中

ちゅうおう
央）を踏

ふ
むとワイヤが足

あし
（右

みぎ
写
しゃしん
真の塩

えん
ビパイプ）に掛

か
かる仕

し く
組みになっている。

写
しゃしん

真7-2　高
たか

い位
い ち

置に取
と

り付
つ

けられた標
ひょうしき

識
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　人
ひと

が関
かんけい

係していると気
き

づかせないためです。

○見
みまわ

回りの結
けっか

果
　かからない日

にち

が長
なが

く続
つづ

いた場
ばあい

合は、場
ばしょ

所を変
か

えるか、わなの位
い ち

置、作
さどう

動を確
かくにん

認します。
　空

から

はじきしている場
ばあい

合は、空
から

はじきの原
げんいん

因として、小
こえだ

枝の巻
ま

き込
こ

み、凍
とうけつ

結などを調
しら

べて、改
かいぜん

善してわ
なを掛

か

け直
なお

します。
　シカ以

いがい

外の動
どうぶつ

物がかかっている場
ばあい

合は、かみつき、ひっかきなどに十
じゅうぶん

分注
ちゅうい

意し、小
しょう

・中
ちゅうがた

型動
どうぶつ

物の場
ばあい

合
はプラスチック製

せい

コンテナを被
かぶ

せるなどを行
おこな

い、わなをはずし放
ほうじゅう

獣します。
　特

とく

にクマ、イノシシの場
ばあい

合は大
たいへん

変危
きけ ん

険です。近
ちかよ

寄ったり、何
なんど

度も見
み

に行
い

かずに、直
ただ

ちにその場
ば

から離
はな

れ、市
しちょうそん

町村や都
とどう ふ け ん

道府県の出
でさき

先機
きか ん

関に連
れんらく

絡し、指
し じ

示を仰
あお

ぎます。

〇止
と

めさし
　止

と

めさしは、捕
ほかく

獲した動
どうぶつ

物などにとどめをさすことです。一
いっぱんてき

般的には、銃
じゅう

やナイフを用
もち

いた止
と

めさし
のほか、電

でんき

気止
と

めさし器
き

での止
と

めさしも行
おこな

われています。
　いずれの方

ほうほう

法も捕
ほかく

獲獣
じゅう

の抵
ていこう

抗や強
つよ

い反
はんげき

撃を受
う

けることがあり、危
きけん

険であるため猟
りょうゆうかい

友会の経
けいけんしゃ

験者、狩
しゅりょう

猟
経
けいけん

験のある指
しどう

導員
いん

に行
おこな

ってもらうことが賢
けんめい

明です。

〇シカの処
しょぶん

分
　命

いのち

ある動
どうぶつ

物を捕
ほかく

獲するため、捕
ほかく

獲物
ぶつ

は可
かの う

能な限
かぎ

り利
りよ う

用します。自
じ か

家消
しょうひ

費のほか、市
しちょうそん

町村の中
なか

にはジビ
エ料

りょうり

理の材
ざいりょう

料として受
う

け取
と

るところもあります。
　しかし、利

りよう

用されない部
ぶ い

位が残
のこ

ります。基
きほんてき

本的には持
も

ち帰
かえ

るとともに、持
も

ち帰
かえ

ることが難
むずか

しい場
ばあ い

合に
は、林

りんない

内に放
ほうち

置することなく、穴
あな

を掘
ほ

ってしっかり埋
う

め戻
もど

します。
　なお、シカの体

たいおん

温が下
さ

がってくるとダニが出
で

てきます。ダニは感
かんせんしょう

染症を媒
ばいかい

介する危
きけんせい

険性がありますの
で、十

じゅうぶん

分注
ちゅうい

意し、ダニから自
みずか

らの身
み

を守
まも

ることが必
ひつよう

要です。

最
さい ご
後に―関

かんけいしゃ
係者の連

れんけい
携が必

ひつよう
要

　林
りんぎょう

業ではシカの被
ひがい

害は大
たいへん

変な問
もんだい

題となっています。シカ柵
さく

、忌
き ひ

避剤
ざい

などで森
しんりん

林を守
まも

る一
いっぽう

方、シカ頭
とうすう

数の
管
かんり

理も重
じゅうよう

要です。農
のうりんぎょう

林業の被
ひがい

害増
ぞう か

加、ダニ・ヒル等
など

の発
はっせい

生による生
せいかつ

活環
かんきょう

境の悪
あっ か

化、下
かそう

層植
しょくせい

生の食
しょくがい

害による
裸
ら

地
ち

化
か

など経
けいざい

済、環
かんきょう

境、災
さいがい

害上
じょう

、山
さんそん

村生
せいかつ

活を行
おこな

うわたしたちには避
さ

けて通
とお

れないものとなっています。
　安

あんぜん

全を十
じゅうぶん

分確
かく ほ

保するのはもちろん、関
かんけい

係行
ぎょうせい

政機
きか ん

関、林
りんぎょう

業関
かんけいしゃ

係者、森
しんりん

林所
しょゆうしゃ

有者、地
じも と

元猟
りょうゆうかい

友会等
など

で連
れんけい

携し
対
たいさく

策を進
すす

めていかなければいけません。

本文の資料：
河野晴哉、桑原正明、石井邦彦「安全な山仕事のために」全国林業改良普及協会／全国林業改良普及協会「林業実践ブック」全
国林業改良普及協会「「なぜ？」が学べる実践ガイド　納得して上達！伐木造材術」ジェフ・ジェプソン／全国林業改良普及協会
「林業技術ハンドブック」／藤森隆郎「森づくりの心得　森林のしくみから施業・管理・ビジョンまで」全国林業改良普及協会／
2012年度厚生労働省委託事業「林業に新規参入する労働者のための安全な作業のテキスト」株式会社森林環境リアライズ／林野
庁WEBサイト「森林における鳥獣害対策のためのガイド」／林野庁WEBサイト「JFA-150コンテナ苗育苗・植栽マニュアル」
森林総合研究所／一般社団法人大日本猟友会「狩猟読本」静岡県「シカ捕獲ハンドブック　くくりわな編」
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講
こ う ぎ

義のねらい
育
いくりん
林作

さぎょう
業（初

しょき
期保

ほい く
育）全

ぜんぱん
般について、基

きほん
本知

ちし き
識、技

ぎじゅつ
術を習

しゅうとく
得し、安

あんぜん
全かつ確

かくじつ
実な育

いくりん
林作

さぎょう
業

を実
じっこう
行する能

のうりょく
力を養

やしな
う。

キーワード
下
した が
刈り、除

じょばつ
伐、つる切

き
り、枝

えだ う
打ち、刈

かりはらいき
払機、キックバック、ハチ刺

さ
され、災

さいがい
害事

じれ い
例、

安
あんぜん
全、保

ほ ご ぐ
護具

安
あんぜん

全に関
かん

する留
りゅうい

意事
じ こ う

項
〈下

したが
刈り・除

じょばつ
伐〉

●�刈
かりはらいき
払機を用

もち
いた作

さぎょう
業では、防

ぼうしん
振手

てぶくろ
袋、難

なんちょう
聴を防

ふせ
ぐための耳

みみせん
栓（イヤマフ）、保

ほ ご
護眼

めが ね
鏡（バ

イザー）を着
ちゃくよう
用する

●�刈
かりはらいき
払機を使

つか
う作

さぎょう
業は、立

た
った姿

しせ い
勢で歩

ほこ う
行しながら、両

りょうて
手を使

つか
って刈

か
り払

はら
う作

さぎょう
業で

あり、また暑
あつ
い最

さな か
中での労

ろうどう
働負

ふ か
荷の大

おお
きな作

さぎょう
業であり、労

ろうどうさいがい
働災害の発

はっせい
生率

りつ
が高

たか
い

作
さぎょう
業である

●�特
とく
に、下

した が
刈り作

さぎょう
業での刈

かりはらいき
払機使

しよ う
用においては、転

てんとう
倒、刈

かり
刃
ば
のキックバック、刈

かり
刃
ば

に跳
は
ね飛

と
ばされた物

もの
の激

げきとつ
突などで多

おお
くの災

さいがい
害が発

はっせい
生している

●�さらに、刈
かり
刃
ば
による切

せっそう
創から死

しぼう
亡災

さいがい
害に至

いた
る

〈枝
えだう
打ち〉
●�使
しよ う
用する手

しゅこう
工具

ぐ
、はしご、木

きの ぼ
登り器

き
、安

あんぜんたい
全帯などは、確

かくじつ
実に点

てんけん
検し、安

あんぜん
全なもの

を使
しよう
用する

●�樹
じゅじょう
上で作

さぎょう
業するときには、滑

すべ
りや踏

ふ
みはずしに注

ちゅうい
意し、足

あしば
場を安

あんてい
定させる

育
いくりん
林作

さぎょう
業の種

しゅるい
類と目

もくてき
的

育
いくりん

林

No.08
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林
りんぎょう

業における育
いくりん

林の役
やくわり

割と重
じゅうようせい

要性

育
いくりん
林の役

やくわり
割

　造
ぞう

林
りん

木
ぼく

は自
しぜ ん

然環
かんきょう

境の中
なか

で、周
しゅうい

囲の雑
ざっそう

草木
ぼく

との競
きょうそう

争や積
せきせつ

雪などに負
ま

けずに成
せいちょう

長しなければなりません。
山
さんち

地では雑
ざっそう

草木
ぼく

の成
せいちょう

長によって造
ぞう

林
りんぼく

木が覆
おお

われてしまったり、積
せきせつ

雪地
ちた い

帯では雪
ゆき

によるストレスが大
おお

きいた
め、この状

じょうきょう

況のままで放
ほう ち

置しておくと生
せいいく

育が悪
わる

くなるだけでなく枯
か

れて成
せい

林
りん

しなかったり、幹
みき

曲
ま

がりで
成
せいちょう

長し、価
か ち

値のない木
もくざい

材となってしまいます。
　これらの障

しょうがい

害を防
ふせ

ぐために行
おこな

う作
さぎょう

業が、下
したが

刈り、雪
ゆきお

起こし、つる切
き

り、除
じょばつ

伐など人
ひとで

手をかけて行
おこな

う育
いくりん

林
作
さぎょう

業です。育
いくりん

林作
さぎょう

業は、造
ぞう

林
りんぼく

木の成
せいいく

育が他
ほか

の植
しょくぶつ

物より優
ゆうせい

勢になるまで、あるいは造
ぞうりん

林木
ぼく

が積
せきせつ

雪により倒
とうふく

伏
しなくなるまで続

つづ

けます。

育
いくりん
林とはどんな仕

しごと
事か

　本
ほん

テキストの「№06 造
ぞうりん

林作
さぎょう

業の種
しゅるい

類と目
もくてき

的」、「№07 安
あんぜん

全な造
ぞうりん

林作
さぎょう

業」では地
じごしら

拵え、植
しょくさい

栽を説
せつめい

明しま
したが、ここではその作

さぎょう

業に続
つづ

く、下
したが

刈りから除
じょばつ

伐までの育
いくりん

林作
さぎょう

業全
ぜんぱん

般について説
せつめい

明します。
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No.08　育林作業の種類と目的

下
し た が

刈り

下
した が
刈りの目

もくてき
的と作

さぎょう
業時

じ き
期、期

きか ん
間

　苗
なえぎ

木はその樹
じゅもく

木の生
せいいく

育に必
ひつよう

要な明
あか

るさの場
ばしょ

所に植
しょくさい

栽されますが、その明
あか

るさは草
そうほん

本類
るい

や他
ほか

の樹
じゅしゅ

種にとっ
ても好

こうてき

適な生
せいいく

育環
かんきょう

境です。下
したが

刈りせずにそのまま放
ほお

っておくと植
しょくさい

栽木
ぼく

の生
せいいく

育が妨
さまた

げられ、生
せいぞん

存すらできな
くなることが多

おお

いのです。
　下

したが

刈りは、目
もくてき

的樹
じゅしゅ

種を植
しょくさい

栽した後
あと

、目
もくてき

的樹
じゅしゅ

種が周
しゅうい

囲の草
そうほん

本類
るい

や他
ほか

の樹
じゅしゅ

種との種
しゅかん

間競
きょうそう

争に打
う

ち勝
か

てるよう
に、目

もくてき

的樹
じゅしゅ

種の生
せいいく

育を阻
そがい

害する植
しょくぶつ

物を刈
か

り払
はら

う作
さぎょう

業です。除
じょそう

草剤
ざい

を使
しよ う

用することも広
こうぎ

義の下
したが

刈り作
さぎょう

業に入
はい

ります。
　下

したが

刈りの作
さぎょう

業時
じ き

期は、年
ねん

１
いっかい

回の場
ばあ い

合は７
しち

月
がつ

下
げじゅん

旬から８
はち

月
がつ

上
じょうじゅん

旬にかけて、年
ねん

２
に

回
かい

の場
ばあ い

合は６
ろく

月
がつ

下
げじゅん

旬から７
しち

月
がつ

上
じょうじゅん

旬にかけてと８
はち

月
がつ

中
ちゅうじゅん

旬です。
　真

まなつ

夏に行
おこな

う理
りゆ う

由は、この時
じ き

期が被
ひ

圧
あつ

のピークに近
ちか

くなること、加
くわ

えて雑
ざっそう

草木
ぼく

が前
ぜんねん

年の生
せいいく

育のための蓄
ちくせき

積
（主

おも

に根
ね

に蓄
ちくせき

積）を使
つか

い果
は

たし、かつ来
らいしゅん

春の成
せいちょう

長に備
そな

えての今
ことし

年の生
せいいく

育のための蓄
ちくせき

積がまだ始
はじ

まっていない
からです。
　下

したが

刈りの実
じっし

施期
きかん

間は土
どじょう

壌条
じょうけん

件などによって異
こと

なります。土
どじょう

壌条
じょうけん

件の良
よ

い場
ばしょ

所では、スギ、ヒノキの場
ばあい

合、
下
したが

刈り期
きかん

間は５
ご

年
ねん

ぐらいで、２
に

、３
さん

年
ねん

目
め

または２
に

～
から

４
よ

年
ねん

目
め

は年
ねん

２
に

回
かい

の下
したが

刈りが必
ひつよう

要となります（図
ず

8-1）。
　一

いっぽう

方、土
どじょう

壌条
じょうけん

件の落
お

ちるところでは1
じゅう

0年
ねん

近
ちか

くかかりますが、下
した が

刈りは年
ねん

に１
いっ

回
かい

で、後
こうはん

半は隔
かくねん

年で良
よ

い
場
ばあ い

合もあります。

下
した が
刈りの方

ほうほう
法

　下
したが

刈りには、次
つぎ

のような方
ほうほう

法があります。
　林

りん ち

地全
ぜんたい

体の雑
ざっそう

草木
ぼく

を刈
か

り払
はら

う「全
ぜん

刈
が

り」、植
しょくさい

栽木
ぼく

を被
ひ

圧
あつ

する雑
ざっそう

草木
ぼく

だけ、つまり植
しょくさい

栽木
ぼく

の周
しゅうい

囲だけを刈
か

り払
はら

う「坪
つぼが

刈り」、植
しょくさい

栽列
れつ

に沿
そ

って刈
か

り払
はら

う「筋
すじ

刈
が

り」です。
　坪

つぼが

刈り、筋
すじ

刈
が

りは作
さぎょう

業を省
しょうりょくか

力化できますが、３
さん

年
ねん

ほど経
た

つと周
しゅうい

囲の刈
か

り払
はら

わなかった雑
ざっそう

草木
ぼく

が刈
か

り払
はら

っ
た箇

かしょ

所へもかぶさってくるように成
せいちょう

長し、下
したが

刈り作
さぎょう

業がやりにくくなります。そのため坪
つぼが

刈り、筋
すじ

刈
が

りは
１
いち

年
ねん

目
め

だけ行
おこな

い、２
に

年
ねん

目
め

以
いこ う

降は全
ぜんめん

面を刈
か

る全
ぜん

刈
が

りとしたほうが作
さぎょう

業が進
すす

めやすくなります。

下
した が
刈り作

さぎょう
業の身

み
じたく・服

ふくそう
装

　下
したが

刈り作
さぎょう

業は、次
つぎ

のような身
み

じたくと服
ふくそう

装で行
おこな

います（図
ず

8-2）。
・�木

こか げ

陰の少
すく

ない炎
えんてんか

天下での作
さぎょう

業となるので、作
さぎょう

業に適
てき

した服
ふくそう

装を身
み

に付
つ

けます。
・�作

さぎょうい

業衣は袖
そで

じまりの良
よ

い長
ながそで

袖の上
うわぎ

衣、裾
すそ

じまりの良
よ

い長
なが

ズボンを着
ちゃくよう

用します。作
さぎょうい

業衣の袖
そでぐち

口や裾
すそ

口
ぐち

が開
あ

いていると、ボサや枝
えだ

などに引
ひ

っ掛
か

かり、思
おも

わぬ怪
け が

我をする時
とき

があります。また、半
はんそで

袖の着
ちゃくよう

用は皮
ひ ふ

膚が
有
ゆうがい

害植
しょくぶつ

物に触
ふ

れてかぶれや刺
ししょう

傷の原
げんいん

因になりますから避
さ

けます。
・�履

はきもの

物は足
あし

に合
あ

ったもので、丈
じょうぶ

夫で、滑
すべ

らないものを着
ちゃくよう

用します。特
とく

に、雨
あめふ

降りの後
あと

は林
りん ち

地が滑
すべ

りやすく
なっていますから、滑

すべ

り止
ど

めやスパイク付
つ

きの履
はきもの

物の着
ちゃくよう

用を心
こころ

がけます。
・�保

ほ ご ぼ う

護帽は規
きかく

格に適
てきごう

合したものを選
えら

んで、あごひもはしっかり締
し

めて、正
ただ

しく着
ちゃくよう

用します。
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つる

植栽時
（春）

夏～秋 夏～秋 夏～秋 夏～秋 夏～秋

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

つる

下刈りなし（５年目以降枯死する植栽木がでる）

下刈りあり（１年目は部分的下刈りを行う）

図
ず

8-1　下
し た が

刈りの有
う む

無と植
しょくさい

栽木
ぼく

の成
せいちょう

長

図
ず

8-2　下
し た が

刈り作
さぎょう

業時
じ

の服
ふくそう

装・身
み

じたく
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・�呼
よび こ

子は常
つね

に携
けいたい

帯します。
・�すね当

あ

ては丈
じょうぶ

夫で軽
かる

いものを、可
かのう

能な限
かぎ

り着
ちゃくよう

用します。足
あしもと

元を刈
かり

刃
ば

による被
ひさい

災から守
まも

る刈
かりはらいき

払機用
よう

保
ほ ご ぐ

護具
も普

ふきゅう

及しています。各
かく

メーカーのホームページなどを確
かくにん

認して、作
さぎょう

業に適
てき

したものを選
せんたく

択してください。
・�刈

かりはらいき

払機を使
しよう

用する時
とき

は必
かなら

ず手
てぶくろ

袋、耳
みみせん

栓（イヤマフ）を着
ちゃくよう

用します。このことは振
しんどう

動や騒
そうおん

音から身
しんたい

体を守
まも

る
ために大

たいせつ

切な保
ほ ご

護方
ほうほう

法の１
ひと

つです。
・�飛

ひさ ん

散物
ぶつ

から顔
かお

や眼
め

を守
まも

る保
ほ ご

護メガネ、バイザーを着
ちゃくよう

用します。
・�防

ぼうほうもう

蜂網などは必
ひつよう

要に応
おう

じて使
しよう

用します。

下
した が
刈りに使

つか
う道

どう ぐ
具（カマ、刈

かりはらいき
払機）

　下
したが

刈りに使
つか

う道
どう ぐ

具には、手
しゅこう

工具
ぐ

のカマと動
どうりょく

力機
きか い

械の刈
かりはらいき

払機があります。
　カマは、片

かたて

手で使
つか

うカマのほか、両
りょうて

手で使
つか

う大
おお

ガマがあります（図
ず

8-3）。また、刈
かりはらいき

払機には、①
まるいち

肩
かたかけ

掛式
しき

刈
かりはらいき

払機（Ｕハンドル）が一
いっぱんてき

般的ですが、他
ほか

に②
まるに

背
せおいしき

負式刈
かりはらいき

払機があります（図
ず

8-4、図
ず

8-5）。

刈
かりはらいき
払機の構

こうぞう
造

　刈
かりはらいき

払機は高
こうそく

速回
かいてん

転する刈
かり

刃
ば

で、草
くさ

等
など

を刈
かり

払
はら

う手
て も

持ち機
きかい

械です。
　刈

かりはらいき

払機は、エンジン部
ぶ

とエンジンの力
ちから

を刈
かり

刃
ば

に伝
つた

えるための動
どうりょく

力伝
でんたつ

達部
ぶ

、刈
かり

刃
ば

部
ぶ

で構
こうせい

成されます。
刈
かりはらいき

払機は手
て

や体
からだ

で支
ささ

えながら作
さぎょう

業するため、小
こがた

型軽
けいりょう

量で高
たか

い出
しゅつりょく

力が得
え

られ、姿
しせい

勢の変
へんか

化にも影
えいきょう

響されない、
空
くうれい

冷２サイクルエンジンが主
おも

に使
つか

われています。
　刈

かりはらいき

払機の型
かたしき

式は、操
そうさ

作桿
かん

に装
そうちゃく

着されている吊
つり

金
かな ぐ

具を肩
かた

に掛
か

けるバンドに吊
つる

して操
そうさ

作する肩
かたかけ

掛式
しき

刈
かりはらいき

払機（Ｕ
ハンドル）（図

ず

8-4）とエンジン部
ぶ

を背
せな か

中に背
せ お

負い、操
そうさ

作桿
かん

に付
つ

いているグリップ、またはループ型
がた

のハン
ドルを握

にぎ

り、操
そうさ

作する背
せおいしき

負式刈
かりはらいき

払機（図
ず

8-5）があります。
　刈

かり

刃
ば

にはさまざまな種
しゅるい

類があり、日
にほん

本産
さんぎょう

業規
きか く

格の「刈
かりはらいき

払機用
よう

回
かいてん

転刈
かり

刃
ば

」（JISB9212）が制
せいてい

定されていま
す（ 1

せんきゅうひゃくななじゅうはち

978 年
ねん

制
せいてい

定）。林
りんぎょう

業での刈
か

り払
はら

い作
さぎょう

業（下
したが

刈り）では、丸
まる

ノコ刃
ば

、チップソー、笹
ささ

刈
かり

刃
ば

（笹
ささ

刃
ば

）等
とう

が
使
つか

われます。刈
かり

刃
ば

の回
かいてん

転は、ハンドルのグリップとスロットルレバーを一
いっしょ

緒に握
にぎ

って操
そうさ

作します。
　飛

ひさん

散防
ぼう ご

護カバーは、飛
ひさん

散物
ぶつ

によるケガの危
きけん

険を低
ていげん

減するための装
そうち

置です。使
しよう

用する刈
かりはらいき

払機の取
とりあつかい

扱説
せつめいしょ

明書
に沿

そ

って正
ただ

しい位
い ち

置に装
そうちゃく

着します。飛
ひさん

散防
ぼう ご

護カバーが装
そうちゃく

着されていない場
ばあい

合は、絶
ぜったい

対に作
さぎょう

業を行
おこな

わないで
ください。刈

かり

刃
ば

が足
あし

に当
あ

たり災
さいがい

害を防
ふせ

ぐための「腰
こし

バンド付
つ

き肩
かた か

掛けバンド」の装
そうちゃく

着に加
くわ

えて、ずれ上
あ

が
り防

ぼうし

止のための「股
また

バンド」を併
へいよう

用することで、災
さいがい

害のリスクを軽
けいげん

減することができます。
　また緊

きんきゅうじ

急時の安
あんぜん

全装
そう ち

置として、機
きたい

体を切
き

り離
はな

すこと（離
りだつ

脱）ができる緊
きんきゅう

急離
りだ つ

脱装
そう ち

置、直
ただ

ちにエンジンを
停
ていし

止させる停
ていし

止スイッチがあります。
　なお刈

かりはらいき

払機の構
こうぞう

造については、本
ほん

テキストの「№03 刈
かりはらいき

払機のメンテナンス」で詳
くわ

しく解
かいせつ

説しています
ので、そちらもご覧

らん

ください。

下
した が
刈り作

さぎょう
業に潜

ひそ
む危

きけ ん
険要

よういん
因

　林
りんぎょう

業での刈
か

り払
はら

い作
さぎょう

業は、足
あしば

場の悪
わる

い山
さんちゅう

中で歩
ある

きながら作
さぎょう

業することになり、作
さぎょう

業中
ちゅう

に転
てんとう

倒したり、刈
かり

刃
ば

が跳
は

ね返
かえ

ったり（キックバック）、刈
かり

刃
ば

で跳
は

ね飛
と

ばした物
もの

が当
あ

たったりするなど、刈
かりはらいき

払機を使
しよう

用した作
さぎょう

業
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エンジン本体

燃料タンク

吊り金具

Uハンドル

スロットルレバー

操作桿飛散防護カバー

刈刃
歯車室

リコイル
スタータ

コントロールレバー

図
ず

8-4　肩
かたかけ

掛式
しき

刈
かりはらいき

払機（Uハンドル）

スロットルレバー

グリップ

ループハンドル

スロットルワイヤ

コントロール
レバー 飛散防護カバー

操作桿（メインパイプ）

歯車室

刈刃

フレキシブルシャフト

図
ず

8-5　背
せ お い し き

負式刈
かりはらいき

払機

図
ず

8-3　下
し た が

刈りに使
つか

う大
おお

ガマ

な
た
型
カ
マ

な
べ
づ
る
型
カ
マ

わ
ら
び
型
カ
マ
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で多
おお

くの災
さいがい

害が発
はっせい

生しています。また、刈
かりはらいき

払機の構
こうぞう

造上
じょう

、刈
かり

刃
ば

がむき出
だ

しであり、回
かいてん

転する刈
かり

刃
ば

による
切
せっそう

創では痛
いた

ましい死
しぼう

亡災
さいがい

害も発
はっせい

生しています。
　また、暑

あつ

い炎
えんてんか

天下の下
したが

刈り作
さぎょう

業では、熱
ねっちゅうしょう

中症への対
たいさく

策が欠
か

かせません。夏
なつ

はハチが活
かっぱつ

発に活
かつどう

動する時
じ き

期
でもあり、ハチ刺

さ

されによる事
じ こ

故も多
たはつ

発しています。体
たいしつ

質によってはハチ毒
どく

によりアナフィラキシーショ
ック等

など

の重
じゅうとく

篤な症
しょうじょう

状が現
あらわ

れる危
きけ ん

険があります。
　下

したが

刈り作
さぎょう

業で使
しよう

用する刈
かりはらいき

払機は、手
て も

持ちする振
しんどう

動工
こうぐ

具であり、振
しんどう

動障
しょうがい

害についての知
ちしき

識や対
たいさく

策が必
ひつよう

要です。
　下

したが

刈り作
さぎょう

業には、これらの危
きけん

険が潜
ひそ

んでいることを認
にんしき

識し、本
ほんしょう

章で紹
しょうかい

介する対
たいさく

策を講
こう

じたうえで十
じゅうぶん

分に
注
ちゅうい

意して作
さぎょう

業を行
おこな

ってください。

刈
かり
刃
ば
の特

とくせい
性とキックバックの予

よぼう
防

　刈
かりはらいき

払機には、刈
かり

刃
ば

によるキックバックなど機
きかい

械特
とくゆう

有の危
きけん

険があります。これらを理
りかい

解し、正
ただ

しく使
しよう

用し
ましょう。キックバックとはその言

ことば

葉の示
しめ

すとおり、鋸
きょだん

断対
たいしょうぶつ

象物に回
かいてん

転する刃
はもの

物が当
あ

たった時
とき

、跳
は

ね返
かえ

さ
れる現

げんしょう

象のことです。
　刈

かりはらいき

払機の刈
かり

刃
ば

は円
えんばん

盤状
じょう

なのでキックバックは刃
は

の全
ぜんしゅう

周のどこでも起
お

こります。右
みぎほうこう

方向へ跳
は

ね返
かえ

るキック
バックだけではなく、刈

かり

刃
ば

（操
そう さ

作稈
かん

）が自
みずか

らの方
ほうこう

向に向
む

かってくることがあります。特
とく

に刈
かり

刃
ば

のキックバッ
クが起

お

こりやすい部
ぶぶん

分（図
ず

8-6、図
ず

8-7）に注
ちゅうい

意して作
さぎょう

業を進
すす

めます。
　刈

かり

刃
ば

を対
たいしょうぶつ

象物に当
あ

てる位
い ち

置は、安
あんぜん

全な切
せつだん

断を出
で き

来る箇
かしょ

所（図
ず

8-8）とし、かん木
ぼく

等
など

を刈
か

り払
はら

う時
とき

には正
しょうめん

面
から3

さんじゅう

0度
ど

の位
い ち

置で、真
まよこ

横に切
き

り込
こ

む形
かたち

で当
あ

てるようにします（図
ず

8-9）。

熱
ねっちゅうしょう
中症の予

よぼ う
防

　いつでもどこでもだれでも条
じょうけん

件次
しだ い

第で熱
ねっちゅうしょう

中症にかかる危
きけんせい

険性がありますが、熱
ねっちゅうしょう

中症は正
ただ

しい予
よぼう

防方
ほうほう

法を
知
し

り、普
ふだん

段から気
き

をつけることで防
ふせ

ぐことができます。
　例

たと

えば、初
しょか

夏や梅
つ ゆ

雨明
あ

けなど、体
からだ

が暑
あつ

さに慣
な

れていないのに気
きおん

温が急
きゅうじょうしょう

上昇する時
とき

は特
とく

に危
きけ ん

険です。次
つぎ

の
ことを心

こころ

がけて体
たいちょう

調に十
じゅうぶん

分に注
ちゅうい

意します。
・�水

すいぶん

分をこまめにとること
・�塩

えんぶん

分をほどよくとること
・�睡

すいみん

眠環
かんきょう

境を快
かいてき

適に保
たも

つこと

　熱
ねっちゅうしょう

中症の予
よぼう

防と対
たいさく

策、応
おうきゅう

急処
しょ ち

置等
など

については、本
ほん

テキストの「№02 健
けんこう

康管
かん り

理」に詳
くわ

しく解
かいせつ

説しています。
その内

ないよう

容を十
じゅうぶん

分理
りか い

解して、下
したが

刈り作
さぎょう

業を行
おこな

ってください。
　熱

ねっちゅうしょう

中症対
たいさく

策の１
ひと

つとして、空
くうちょう

調服
ふく

の使
しよ う

用があります。空
くうちょう

調服
ふく

とは、小
こがた

型のファンが付
つ

いた作
さぎょうぎ

業着で、服
ふく

の中
なか

に外
がい き

気を取
と

り入
い

れて大
たいりょう

量の風
かぜ

を流
なが

すことにより、涼
すず

しく快
かいてき

適に作
さぎょう

業ができる製
せいひん

品です。近
きんねん

年、下
したが

刈り
などの育

いくりん

林作
さぎょう

業の際
さい

に取
と

り入
い

れる事
じれい

例が増
ふ

えています。

ハチ刺
さ
されの予

よぼう
防

　ハチの活
かつどう

動は、地
ち い き

域によって異
こと

なりますが、５
ご

月
がつ

頃
ごろ

から飛
と

び始
はじ

めて、巣
す

ができるのは夏
なつごろ

頃です。	
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図
ず

8-7　キックバック

キックバックを
起こしやすい部分

正面

飛散防護カバー

回
転方

向

図
ず

8-6　キックバックを起
お

こしやすい部
ぶ ぶ ん

分

刈り払い対象物に当てる位置

1/3

2/3

回転方
向

飛散防護カバー

図
ず

8-8　草
くさ

類
るい

の刈
か

り払
はら

い位
い ち

置

かん木

30° 回転方
向

飛散防護カバー

図
ず

8-9　かん木
ぼく

等
など

の刈
か

り払
はら

い位
い ち

置

ハチは巣
す

を守
まも

るために近
ちか

づく者
もの

を刺
さ

すので、７
しち

～
から

1
じゅう

0月
がつ

ぐらいがハチ刺
さ

されの要
よう

注
ちゅうい

意の時
じ き

期となります。
　巣

す

を見
み

つけたら、どうしても毎
まいにち

日通
とお

らなければならない場
ばしょ

所にあるなどのやむを得
え

ない場
ばあい

合は駆
くじょ

除しま
すが、危

きけん

険が伴
ともな

うので巣
す

の位
い ち

置を作
さぎょうしゃ

業者同
どう し

士で共
きょうゆう

有して、避
さ

けて通
とお

ります。
　ハチ刺

さ

されの予
よぼう

防対
たいさく

策例
れい

を次
つぎ

に挙
あ

げます。
・�防

ぼうほうもう

蜂網の装
そうちゃく

着（図
ず

8-10）
・�裾

すそ

じまり、袖
そで

じまりの良
よ

い服
ふくそう

装
・�腕

うで

には手
てっこう

甲、足
あし

は履
はきもの

物の上
うえ

に脚
きゃはん

絆を着
ちゃくよう

用
・�刺

さ

されても針
はり

が通
とお

らない厚
あつで

手の防
ぼうほう

蜂手
てぶくろ

袋
　このような安

あんぜん

全服
ふくそう

装を心
こころ

がけるほかに、ハチ刺
さ

され対
たいさく

策として、次
つぎ

の用
ようひん

品一
いっしき

式を作
さぎょう

業中
ちゅう

に持
も

ち歩
ある

いてい
る事

じぎょうたい

業体もあります。
・�抗

こう

ヒスタミン軟
なんこう

膏
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・�飲
の

み薬
ぐすり

・�ハチ用
よう

殺
さっちゅうざい

虫剤
・�傷

きずぐち

口に当
あ

てて毒
どく

を吸
す

い出
だ

す吸
きゅういんき

引器

　安
あんぜん

全服
ふくそう

装など防
ぼうご

護に重
じゅうてん

点を置
お

いたもののほかに、ハチをおびき寄
よ

せて捕
ほさつ

殺する方
ほうほう

法も現
げんば

場で実
じっこう

行されて
います。中

なか

でもペットボトルを利
りよう

用し、容
ようき

器に日
にほんしゅ

本酒とハチミツを混
ま

ぜた液
えき

を入
い

れた、ハチの「誘
ゆういん

引捕
ほさ つ

殺
器
き

」は簡
かんたん

単に作
つく

れて一
いってい

定の効
こうか

果が得
え

られます。誘
ゆういん

引捕
ほさ つ

殺器
き

を仕
し か

掛ける時
じ き

期は、５
ご

～
から

７
しち

月
がつ

頃
ごろ

です。５
ご

月
がつ

、６
ろく

月
がつ

の巣
すづ く

作りの時
じ き

期に仕
し か

掛けて女
じょおう

王バチを捕
と

ると最
もっと

も効
こう か

果があります。

　ハチに刺
さ

されたことで、亡
な

くなる方
かた

もいます。アレルギーによるものです。初
はじ

めてハチに刺
さ

された人
ひと

の体
たいない

内には、ハチ毒
どく

の中
なか

にある「抗
こうげん

原」に対
たい

して「抗
こうたい

体」が作
つく

られます。２
に

度
ど め

目に刺
さ

された時
とき

に、この
「抗

こうたい

体」と、２
に

度
ど め

目のハチの毒
どく

の中
なか

の「抗
こうげん

原」が「抗
こうげん

原抗
こうたい

体反
はんのう

応」と呼
よ

ばれるアレルギー反
はんのう

応を起
お

こします。
初
はじ

めての時
とき

には「抗
こうげん

原抗
こうたい

体反
はんのう

応」は起
お

こらないので、激
はげ

しいショック症
しょうじょう

状などになることはありません。
よく「ハチ刺

さ

されは２
に

回
かい

目
め

からが怖
こわ

い」と言
い

われるのもこのためです。
　体

たいしつ

質によっては「アナフィラキシー・ショック」と呼
よ

ばれる全
ぜんしん

身に重
おも

い症
しょうじょう

状が現
あらわ

れます。血
けつあつ

圧が下
さ

がり、
脱
だつりょくかん

力感、手
てあし

足のしびれ、意
いしき

識を失
うしな

ったり、呼
こきゅう

吸困
こんなん

難など、ひどい時
とき

には気
きどう

道が腫
は

れて窒
ちっそくし

息死することさえ
あります。
　これらの症

しょうじょう

状を緩
かん わ

和させるために、ハチに刺
さ

されたらその場
ば

で素
すば や

早く注
ちゅうしゃ

射できるように作
つく

られたのが、
自
じどう

動注
ちゅうしゃき

射器（商
しょうひん

品名
めい

：エピペン）です（図
ず

8-11）。事
じぜん

前に医
いりょう

療機
きか ん

関で抗
こうたい

体検
けん さ

査を受
う

ける必
ひつよう

要があり、陽
ようせい

性の
場
ばあい

合はエピペンの処
しょほう

方登
とうろく

録医
い

の診
しんさつ

察・処
しょほう

方を受
う

け、作
さぎょう

業中
ちゅう

に携
けいたい

帯します。

注射部位

図
ず

8-11　自
じ こ

己注
ちゅうしゃやく

射薬（エピペン）の使
し よ う

用
自
じ こ
己注

ちゅうしゃやく
射薬（エピペン）は、現

げん ば
場でハチに刺

さ
された場

ばあ い
合、病

びょういん
院へ向

む
かう間

あいだ
にアナフィラキシー症

しょうじょう
状（呼

こきゅう
吸困

こんなん
難、血

けつあつ
圧低

ていか
下、意

いし き
識障

しょうがい
害な

ど）の症
しょうじょう
状を緩

かん わ
和させるため、自

じぶん
分で注

ちゅうしゃ
射できる補

ほじ ょ
助治

ちりょう
療剤

ざい
。事

じぜ ん
前に医

いりょう
療機

きか ん
関で抗

こうたい
体検

け ん さ
査を受

う
ける必

ひつよう
要があり、陽

ようせい
性の場

ばあ い
合はエピペン

の処
しょほう
方登

とうろく
録医

い
の診

しんさつ
察・処

しょほう
方を受

う
け、作

さぎょう
業中

ちゅう
に携

けいたい
帯することが義

ぎ む
務づけられています。

図
ず

8-10　防
ぼうほう

蜂網
もう
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振
しんどう
動障
しょうがい
害の予

よぼ う
防

　振
しんどう

動障
しょうがい

害とは、チェーンソーや刈
かりはらいき

払機などの振
しんどう

動機
きか い

械の使
しよう

用に伴
とも

なって発
はっせい

生し、振
しんどう

動が腕
うで

を通
とお

して起
お

こ
るものとされています。この症

しょうじょう

状は、いろいろな症
しょうじょう

状を呈
てい

する症
しょうこうぐん

候群ですが、早
そうき

期発
はっけん

見・早
そうき

期治
ちりょう

療が必
ひつよう

要
とされています。
　厚

こうせいろうどうしょう

生労働省では刈
かりはらいき

払機等
など

の振
しんどう

動障
しょうがい

害の予
よぼ う

防について「チェーンソー以
いがい

外の振
しんどう

動工
こう ぐ

具の取
とりあつか

扱い業
ぎょうむ

務に係
かか

る
振
しんどう

動障
しょうがい

害予
よぼ う

防対
たいさく

策指
しし ん

針」を示
しめ

しています。刈
かりはらいき

払機を使
しよ う

用する振
しんどう

動障
しょうがい

害の予
よぼ う

防対
たいさく

策については、次
つぎ

の点
てん

に
注
ちゅうい

意します。
・�機

きし ゅ

種は、林
りんぎょう

業に適
てき

した構
こうぞう

造と強
きょうど

度を有
ゆう

するものを選
えら

ぶこと。
・�振

しんどう

動ができるだけ小
ちい

さく、騒
そうおん

音もできるだけ小
ちい

さい機
きしゅ

種を選
えら

ぶこと。
・�刈

かり

払
はら

い対
たいしょう

象に適
てき

した機
きしゅ

種で、かつ軽
けいりょう

量なものを選
えら

ぶこと。
・�刈

かり

刃
ば

は、目
め た

立てをして良
よ

い状
じょうたい

態にすること。
・�１

いち

日
にち

の操
そう さ

作時
じか ん

間は２
に

時
じか ん

間以
いな い

内とし、１
いち

連
れんぞく

続操
そう さ

作時
じか ん

間は、おおむね3
さんじゅう

0 分
ぷん

以
い な い

内とし、１
いち

操
そう さ

作時
じか ん

間の後
あと

５
ご

分
ふん

以
いじょう

上の休
きゅうし

止時
じか ん

間を設
もう

けること。
・�ハンドルは軽

かる

く握
にぎ

るようにすること。
・�防

ぼうしん

振に役
やくだ

立つ厚
あつで

手の手
てぶくろ

袋を使
しよう

用すること。
・�騒

そうおん

音防
ぼう し

止のため耳
みみせん

栓をして作
さぎょう

業すること。
　以

いじょう

上の点
てん

に注
ちゅうい

意し振
しんどう

動障
しょう

害
がい

にならないよう注
ちゅうい

意することが必
ひつよう

要です。振
しんどう

動障
しょうがい

害は、手
てゆび

指が蒼
そうはく

白になりレ
イノー現

げんしょう

象が現
あら

われたりするだけでなく、手
てゆび

指や腕
うで

にしびれ、不
ふかいかん

快感、痛
いた

みなどの現
げんしょう

象が見
み

られます。体
からだ

に異
いじょう

常を感
かん

じたら、直
ただ

ちに専
せんもん

門の医
い し

師の診
しんさつ

察を受
う

けるようにします。

下
した が
刈り作

さぎょう
業時

じ
の災
さいがい
害事

じれ い
例

下
したが

刈り作
さぎょう

業中
ちゅう

、熱
ねっちゅうしょう

中症になり死
しぼう

亡

〈発
はっせい

生状
じょうきょう

況〉
　災

さいがい

害発
はっせい

生当
とうじつ

日、被
ひさいしゃ

災者、班
はんちょう

長を含
ふく

む作
さぎょう

業員
いん

4
よ

人
にん

は午
ごぜ ん

前 8
はち

時
じ

前
まえ

に作
さぎょう

業現
げん ば

場に集
しゅうごう

合した。被
ひさいしゃ

災者は下
した が

刈り
作
さぎょう

業が初
はじ

めてであったため、被
ひさいしゃ

災者が段
だん

に沿
そ

って先
さき

を刈
か

り、その斜
なな

め後
うし

ろを班
はんちょう

長が刈
か

りながら前
まえ

に進
すす

ん
だ。他

ほか

の２
ふた り

人は１
ひとくみ

組になって、離
はな

れた場
ばし ょ

所で同
おな

じ作
さぎょう

業を行
おこな

った。作
さぎょう

業開
かい し

始から 1
いち

時
じか ん

間ごとに日
ひか げ

陰で1
じゅっ

0分
ぷん

の休
きゅうけい

憩をとり、午
ごぜん

前の作
さぎょう

業を終
お

えた。午
ご ご

後 1
いち

時
じ

に作
さぎょう

業を再
さいかい

開し、午
ご ご

後2
に

時
じ

頃
ごろ

に班
はんちょう

長が被
ひさいしゃ

災者の不
ふちょう

調に気
き づ

付
き、救

きゅうきゅうしゃ

急車を呼
よ

び病
びょういん

院に搬
はんそう

送したが熱
ねっちゅうしょう

中症により死
しぼう

亡した。
〈原

げんいん

因〉
①
まるいち

�災
さいがい

害発
はっせい

生現
げん ば

場では、天
てんこう

候が晴
は

れであったこと、炎
えんてんか

天下であったことなどから、作
さぎょう

業は高
こうおん

温多
たし つ

湿の環
かんきょう

境で
行
おこな

われていたこと。
②
まるに

�作
さぎょう

業中
ちゅう

の給
きゅうすい

水が不
ふじゅうぶん

十分であったこと。
③
まるさん

�作
さぎょう

業に身
から だ

体が慣
な

れていなかったこと。被
ひさいしゃ

災者は刈
かりはらいき

払機の取
とりあつかい

扱教
きょういく

育を受
う

けていたが、災
さいがい

害当
とうじつ

日が刈
かりはらいき

払機を
用
もち

いて作
さぎょう

業を行
おこな

う初
しょにち

日であった。
④
まるよん

�同
どう

年
ねん

５
ご

月
がつ

に、森
しんりん

林組
くみあい

合に就
しゅうしょく

職しているが、雇
やと

い入
い

れ時
じ

の健
けんこうしんだん

康診断は受
う

けていないこと。
〈対

たいさく

策〉
①
まるいち

�下
し た が

刈り作
さぎょう

業では作
さぎょう

業場
ばし ょ

所を日
ひかげ

陰にすることは困
こんなん

難なことから、作
さぎょう

業時
じか ん

間などの作
さぎょう

業管
かん り

理を徹
てってい

底すること。
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②
まるに

�休
きゅうけい

憩は１
いち

時
じか ん

間の作
さぎょう

業につき1
じゅっ

0分
ぷん

となっているが、現
げん ば

場の温
おん ど

度、湿
しつ ど

度に基
もと

づき、作
さぎょう

業時
じか ん

間、休
きゅうけい

憩の取
と

り
方
かた

に弾
だんりょくてき

力的な基
きじゅん

準を設
もう

けること。具
ぐたいてき

体的には、夏
なつば

場は１
いち

作
さぎょう

業時
じか ん

間を短
たんしゅく

縮し、短
みじか

い休
きゅうけい

憩を多
おお

くとるなどの
状
じょうきょう

況に合
あ

わせた対
たいおう

応が必
ひつよう

要である。急
きゅう

に夏
なつ び

日になった時
とき

にも熱
ねっちゅうしょう

中症の発
はっしょう

症率
りつ

が高
たか

いので、配
はいりょ

慮が必
ひつよう

要で
ある。また、作

さぎょう

業に不
ふ な

慣れな者
もの

への配
はいりょ

慮も望
のぞ

まれる。
③
まるさん

�水
すいぶん

分の補
ほきゅう

給については、作
さぎょうしゃ

業者に熱
ねっちゅうしょう

中症の防
ぼうし

止にはスポーツドリンクなどの摂
せっしゅ

取が有
ゆうこう

効であることなど
の知

ちしき

識を与
あた

えること。
④
まるよん

�作
さぎょう

業管
かんりしゃ

理者および作
さぎょうしゃ

業者に対
たい

し、熱
ねっちゅうしょう

中症の症
しょうじょう

状、予
よぼ う

防方
ほうほう

法、緊
きんきゅうじ

急時の救
きゅうきゅう

急措
そ ち

置、熱
ねっちゅうしょう

中症の事
じれい

例に関
かん

する
労
ろうどう

働衛
えいせい

生教
きょういく

育を行
おこな

うこと。
⑤
まるご

�作
さぎょうしゃ

業者の健
けんこう

康管
かん り

理の基
き そ

礎となる健
けんこうしんだん

康診断を実
じっし

施すること。

同
どうりょう

僚の操
そう さ

作する刈
かりはらいき

払機に接
せっしょく

触し死
しぼ う

亡
〈発

はっせい

生状
じょうきょう

況〉
　作

さぎょう

業は事
じぎょうぬし

業主が指
し き し ゃ

揮者となり、３
さん

名
めい

で１
いっ

班
ぱん

とし、谷
たにがわ

側から山
やまがわ

側に向
むか

って、それぞれ樹
じゅ

列
れつかん

間に１
いち

名
めい

ずつ
位
い ち

置し下
したが

刈り作
さぎょう

業をすることとした。
　被

ひさいしゃ

災者は、既
すで

に作
さぎょう

業を開
かい し

始していた、A、B列
れつ

の作
さぎょうしゃ

業者から少
すこ

し遅
おく

れて、自
じぶ ん

分の作
さぎょう

業場
ばし ょ

所となったCの
樹
じゅ

列
れつかん

間へ移
いど う

動しようとし、Bの樹
じゅ

列
れつかん

間に入
はい

って作
さぎょう

業を開
かい し

始していた同
どうりょう

僚の前
まえ

を横
よこ ぎ

切ろうとした際
さい

、その
同
どうりょう

僚の操
そう さ

作する刈
かりはらいき

払機に接
せっしょく

触したものである。
〈原

げんいん

因〉
①
まるいち

�被
ひさいしゃ

災者が作
さぎょう

業場
ばし ょ

所へ移
いどう

動する際
さい

、同
どうりょう

僚の操
そう さ

作する刈
かりはらいき

払機の危
きけん

険区
くい き

域（５
ご

ｍ以
いな い

内）を通
とお

ったこと。
②
まるに

�Bの樹
じゅ

列
れつかん

間で作
さぎょう

業していた同
どうりょう

僚の位
い ち

置が草
くさ

等
など

で見
み

えなかったこと。また、雑
ざっそう

草の中
なか

から被
ひさいしゃ

災者が急
きゅう

に現
あらわ

れたため、同
どうりょう

僚も被
ひさいしゃ

災者をかわすことができなかったこと。
③
まるさん

�刈
かりはらいき

払機の危
きけん

険区
くい き

域への進
しんにゅう

入禁
きん し

止など、災
さいがい

害防
ぼう し

止のための安
あんぜん

全教
きょういく

育、作
さぎょう

業前
まえ

の打
う

ち合
あ

わせが徹
てってい

底されてい
なかったこと。

〈対
たいさく

策〉
①
まるいち

�刈
かりはらいき

払機によって作
さぎょう

業を行
おこな

う場
ばあ い

合は、操
そうさ

作する者
もの

の５
ご

ｍ以
いな い

内（危
きけん

険区
くい き

域）に他
ほか

の者
もの

は立
た

ち入
い

らないこと。特
とく

に本
ほんけん

件のように刈
か

り払
はら

い作
さぎょう

業の近
ちか

くを移
いどう

動する場
ばあい

合には、刈
か

り払
はら

い後
ご

の見
みと お

通しの良
よ

い所
ところ

を通
とお

るなど、自
みずか

らも、また、他
たしゃ

者からも容
ようい

易に安
あんぜん

全が確
かくにん

認できるような方
ほうほう

法をとること。
②
まるに

�作
さぎょう

業開
かい し

始前
まえ

の打
う

ち合
あ

わせを必
かなら

ず実
じっ し

施し、安
あんぜん

全な作
さぎょう

業方
ほうほう

法を徹
てってい

底させること。
③
まるさん

�作
さぎょう

業現
げん ば

場には必
ひつよう

要な救
きゅうきゅう

急用
よう ぐ

具を備
そな

え、災
さいがい

害発
はっせい

生等
とう

緊
きんきゅうじ

急時の応
おうきゅう

急措
そ ち

置（対
たいさく

策）に関
かん

する教
きょういく

育（訓
くんれん

練）を行
おこな

うと
ともに、緊

きんきゅう

急の際
さい

の救
きゅうご

護・連
れんらく

絡体
たいせい

制を明
めいかく

確にし、関
かんけいしゃ

係者に周
しゅうち

知しておくこと。
　熱

ねっちゅうしょう

中症に関
かん

する知
ちし き

識を身
み

につけて予
よぼ う

防するとともに、熱
ねっちゅうしょう

中症になった場
ばあ い

合は症
しょうじょう

状が軽
かる

いうちに自
じぶ ん

分で
対
たいさく

策をとれることが重
じゅうよう

要です。詳
くわ

しくは、本
ほん

テキストの「№02 健
けんこう

康管
かん り

理」をご覧
らん

ください。
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つる切
き

り

下
した が
刈り時

じ き
期のつる切

き
り

　下
したが

刈り作
さぎょう

業では、植
しょくさい

栽木
ぼく

に巻
ま

きついたつる
4 4

植
しょくぶつ

物も同
どう じ

時に刈
か

り取
と

っておく必
ひつよう

要があります。
　植

しょくさい

栽木
ぼく

が周
しゅうい

囲の雑
ざっそう

草木
ぼく

の影
えいきょう

響を受
う

けない大
おお

きさになると下
した が

刈りは終
しゅうりょう

了しますが、植
しょくさい

栽木
ぼく

の樹
じゅかん

冠同
どう し

士が
完
かんぜん

全に接
せっ

して林
りんしょう

床が暗
くら

くなり、つる植
しょくぶつ

物が侵
しんにゅう

入・生
せいいく

育できなくなるまではつる切
き

りを続
つづ

けなければなりま
せん。下

したが

刈り終
しゅうりょう

了後
ご

、隔
かくねん

年に２
に

回
かい

ぐらいはつる切
き

りが必
ひつよう

要です。
　植

しょくさい

栽木
ぼく

の樹
じゅかん

冠同
どう し

士が完
かんぜん

全に接
せっ

し合
あ

うまでの更
こうしん

新初
しょ き

期に見
み

られるつる植
しょくぶつ

物には、クズ、フジ、ミツバアケ
ビなどの巻

ま

きつき型
がた

のものが多
おお

く、クズを除
のぞ

くと幹
みき

に食
く

い込
こ

むタイプの被
ひ

害
がい

を与
あた

えます。
　樹

じゅかん

冠が閉
へいさ

鎖した後
あと

も少
すこ

し明
あか

るい場
ばしょ

所では、イワガラミ、ゴトウヅル、テイカカズラなどの幹
みき

に付
ふちゃく

着して
登
のぼ

ってくるタイプのつる植
しょくぶつ

物が徐
じょじょ

々に勢
せいりょく

力を増
ま

すことがあるので、常
つね

に観
かんさつ

察が必
ひつよう

要です。ただし、これら
の成

せいちょう

長速
そく ど

度は遅
おそ

く、幹
みき

に食
く

い込
こ

むタイプのつるに比
くら

べれば１
いち

、２
に

年
ねん

の手
て い

入れの遅
おく

れが致
ちめいてき

命的になるという
ことはありません。
　つるはナタやカマで切

き

りますが、その作
さぎょう

業に伴
ともな

い幹
みき

に傷
きず

をつけてはなりません。幹
みき

に傷
きず

をつけるとその
場
ばしょ

所から変
へんしょく

色が生
しょう

じ、材
ざい

の価
か ち

値を下
さ

げるからです。
　切

き

る際
さい

は地
じぎ わ

際から切
き

るようにし、つるは必
かなら

ず幹
みき

から取
と

り除
のぞ

くようにします（図
ず

8-12）。

図
ず

8-12　つる切
き

りの作
さぎょう

業
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除
じょばつ

伐

除
じょばつ
伐の目

もくてき
的、必

ひつよう
要時

じ き
期、適

てっ き
期

　除
じょばつ

伐は、林
りんぶん

分の混
こ

み過
す

ぎを緩
かんわ

和し、形
けいしつ

質の良
よ

い将
しょうらいせい

来性のある木
き

の生
せいいく

育条
じょうけん

件を良
よ

くするために、目
もくてき

的樹
じゅしゅ

種
以
いが い

外の侵
しんにゅう

入樹
じゅしゅ

種を中
ちゅうしん

心に、形
けいしつ

質の悪
わる

い木
き

を除
じょきょ

去する作
さぎょう

業です。
　間

かんばつ

伐との違
ちが

いは、間
かんばつ

伐は目
もくてき

的樹
じゅしゅ

種を中
ちゅうしん

心に伐
ばっさい

採されるのに対
たい

して、除
じょばつ

伐は目
もくてき

的樹
じゅしゅ

種以
いが い

外の樹
じゅしゅ

種を中
ちゅうしん

心に
伐
ばっさい

採されるところにあります。
　したがって、人

じんこうりん

工林施
せぎょう

業では下
したが

刈り作
さぎょう

業が十
じゅうぶん

分にされていれば、ふつう除
じょばつ

伐は必
ひつよう

要ありません。
　除

じょばつ

伐を行
おこな

う時
じ き

期は一
いちがい

概には決
き

められませんが、樹
じゅかん

冠が閉
へいさ

鎖した頃
ころ

（下
した が

刈り終
しゅうりょう

了後
ご

３
さん

～
から

５
ご

年
ねん

後
ご

頃
ごろ

）に雑
ぞうき

木の
繁
はんも

茂状
じょうたい

態を見
み

て行
おこな

います。さらに３
さん

～
から

４
よ

年
ねん

後
ご

に必
ひつよう

要に応
おう

じて再
さいど

度行
おこな

います。
　除

じょばつ

伐は、新
しんよう

葉の展
てんかい

開しきった初
しょか

夏（５
ご

～
から

６
ろく

月
がつ

頃
ごろ

）に行
おこな

うのが適
てきせつ

切です。この理
りゆう

由は、前
ぜんねん

年に蓄
たくわ

えた養
ようぶん

分を
春
はる

の成
せいちょう

長で使
つか

い果
は

たし、翌
よくねん

年の成
せいちょう

長に向
む

けて養
ようぶん

分の蓄
たくわ

えが始
はじ

まる夏
なつ

以
いこ う

降の前
まえ

だからです。この時
じ き

期に除
じょばつ

伐
を行

おこな

えば、萌
ぼうが

芽再
さいせい

生能
のうりょく

力が落
お

ち競
きょうそうりょく

争力を弱
よわ

めることができます。

除
じょばつ
伐の方

ほうほう
法と使

しよ う
用道

どう ぐ
具・機

きか い
械、 注

ちゅういてん
意点

　除
じょばつ

伐では、目
もくてき

的とする樹
じゅしゅ

種のうち形
けいしつ

質の悪
わる

い木
き

、下
した が

刈り後
ご

に浸
しんにゅう

入してきた樹
じゅしゅ

種を切
き

り倒
たお

して除
じょきょ

去します。
　使

しよう

用する道
どうぐ

具は、チェーンソー、刈
かりはらいき

払機やナタ、ノコなどの手
しゅこう

工具
ぐ

です。形
けいしつ

質の悪
わる

い木
き

は先
せんたん

端が欠
けっそん

損し
ていたり、二

ふたまた

股になっていたり、また浸
しんにゅう

入してきた樹
じゅしゅ

種（広
こうようじゅ

葉樹）は幹
みき

の傾
けいしゃ

斜や枝
えだ

ぶりから、重
じゅうしん

心位
い ち

置が
見
みきわ

極めにくいので、刃
は

の挟
はさ

まれ等
など

に注
ちゅうい

意します。また広
こうようじゅ

葉樹の中
なか

には裂
さ

けやすい樹
じゅしゅ

種もあるので、細
ほそ

い木
き

だからといって、安
あんい

易な作
さぎょう

業は禁
きんもつ

物です。
　細

ほそ

いかん木
ぼく

を刈
かりはらいき

払機で切
き

るときには、キックバックが起
お

こらない刈
かり

刃
ば

の位
い ち

置で切
せつだん

断します。チェーンソ
ーを使

しよう

用するような太
ふと

さの木
き

を除
じょばつ

伐するには、方
ほうこう

向を定
さだ

め、受
う

け口
くち

、追
お

い口
くち

を入
い

れて伐
ばっとう

倒します。伐
ばっとう

倒の
際
さい

には、樹
じゅこう

高の２
に

倍
ばい

相
そうとう

当の範
はん い

囲内
ない

には他
ほか

の作
さぎょうしゃ

業者を立
た

ち入
い

らせてはいけません。
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枝
え だ う

打ち

枝
えだ う
打ちの目

もくてき
的

　枝
えだ う

打ちは、無
むぶ し

節の良
りょうしつざい

質材の生
せいさん

産を主
しゅ

目
もくてき

的として、枯
か

れ枝
えだ

や一
いってい

定の高
たか

さまでの生
い

き枝
えだ

を、その付
つ

け根
ね

の
付
ふき ん

近から除
じょきょ

去する作
さぎょう

業です（図
ず

8-13）。
　枝

えだう

打ちの第
だいいち

一の目
もくてき

的は、無
むぶし

節材
ざい

の生
せいさん

産ですが、それと同
どうじ

時に年
ねんりん

輪幅
はば

、年
ねんりん

輪の走
そうこう

向角
かく ど

度など年
ねんりん

輪構
こうせい

成の優
すぐ

れた材
ざい

の生
せいさん

産にも効
こうか

果があります。
　枝

えだう

打ちは、樹
じゅかん

冠量
りょう

を調
ちょうせつ

節することによって幹
みき

の成
せいちょう

長を制
せいぎょ

御することができ、密
みつど

度管
かん り

理（間
かんばつ

伐）は生
せいいく

育空
くうかん

間
を調

ちょうせつ

節することによってやはり幹
みき

の成
せいちょう

長を制
せいぎょ

御できます。
　したがって、枝

えだう

打ちは密
みつど

度管
かん り

理（間
かんばつ

伐）と組
く

み合
あ

わせることによってより大
おお

きな効
こうか

果を発
はっき

揮することがで
きます。
　枝

えだう

打ちは間
かんばつ

伐とともに林
りんない

内の光
ひかり

環
かんきょう

境を改
かいぜん

善し、下
かそう

層植
しょくせい

生の欠
けつぼう

乏を防
ふせ

ぐなど、林
りんぶん

分の健
けんぜんせい

全性にプラスにな
ります。また、枝

えだう

打ちによって林
りんない

内の歩
ほこう

行、見
みとお

通しを良
よ

くし、林
りんない

内作
さぎょう

業の能
のうりつ

率向
こうじょう

上を図
はか

ることができます。
　さらにまた、枝

えだう

打ちは森
しんりん

林火
かさ い

災において、林
りんしょう

床火
び

が林
りんかん

冠火
び

に拡
かくだい

大するのを防
ふせ

いだり、スギノアカネトラ
カミキリやスギザイノタマバエなどによる幹

みき

の被
ひが い

害を防
ふせ

ぐ効
こう か

果もあります。
　下

した が

刈り、除
じょばつ

伐、つる切
き

りなどの作
さぎょう

業は、それをしないと植
しょくさい

栽木
ぼく

が生
せいぞん

存できなかったり、材
ざいしつ

質が著
いちじる

しく
低
てい か

下するため、やむを得
え

ず行
おこな

う受
う

け身
み

の作
さぎょう

業です。
　それに対

たい

して、枝
えだう

打ちは生
せいさん

産材
ざい

の質
しつ

の向
こうじょう

上を図
はか

り、さまざまな側
そくめん

面から好
この

ましい林
りんぶん

分構
こうぞう

造に誘
ゆうどう

導するな
ど積

せっきょくてき

極的な攻
せ

めの作
さぎょう

業です。
　地

ちい き

域特
とくせい

性に優
すぐ

れ、商
しょうひん

品価
か ち

値の高
たか

い材
ざい

を創
つく

り出
だ

す積
せっきょくてき

極的な技
ぎじゅつ

術は、密
みつ ど

度管
かん り

理と間
かんばつ

伐の選
せんぼく

木技
ぎじゅつ

術、および
枝
えだう

打ち技
ぎじゅつ

術です。特
とく

に枝
えだ う

打ち技
ぎじゅつ

術はその決
き

め手
て

となる技
ぎじゅつ

術です。

枝
えだ う
打ちの必

ひつよう
要時

じ き
期と作

さぎょう
業方

ほうほう
法�

（枝
えだうち

打高
だか

）
　無

むぶし

節材
ざい

を生
せいさん

産する枝
えだう

打ちには、表
ひょうめん

面が無
むぶ し

節の芯
しんも

持ち柱
はしらざい

材生
せいさん

産を目
め ざ

指すものと、大
たいけい

径材
ざい

に仕
し た

立てて、でき
るだけ無

むぶし

節率
りつ

の高
たか

い材
ざい

を生
せいさん

産することを目
め ざ

指すものがあり、それぞれに対
たいおう

応した管
かんり

理方
ほうほう

法があります。
　枝

えだ う

打ちの際
さい

にまず考
かんが

えなくてはならないのは、①
まるいち

いつ（幹
みき

がどのくらいの太
ふと

さになるまでに）、②
まるに

どの
くらいの量

りょう

（幹
みき

のどのくらいの高
たか

さまで）を、枝
えだう

打ちするかです。
　枝

えだう

打ち後
ご

、樹
じゅもく

木の生
せいいく

育によって枝
えだう

打ち痕
あと

を内
ない ぶ

部に巻
ま

き込
こ

んで、柱
はしらざい

材に製
せいざい

材したときに表
ひょうめん

面に出
で

ないよう
にするためには、ある段

だんかい

階で枝
えだう

打ちを終
お

える必
ひつよう

要があります。枝
えだした

下直
ちょっけい

径で言
い

えば、６
ろく

㎝になるまで（1
じゅってんご

0 . 5
㎝角

かくちゅう

柱を生
せいさん

産目
もくひょう

標とする場
ばあい

合）とされています（図
ず

8-14、図
ず

8-15）。
　１

いっ

回
かい

に枝
えだ う

打ちする量
りょう

は、幹
みき

の長
なが

さで1
いってんごからに

. 5～２ｍの長
なが

さの範
はん い

囲です。この量
りょう

で、所
しょてい

定の高
たか

さに達
たっ

するまで
何
なんかい

回か枝
えだう

打ちを繰
く

り返
かえ

します。
　大

たいけい

径材
ざい

に仕
し た

立てて、無
むぶし

節の材
ざい

を生
せいさん

産することを考
かんが

えるならば、枝
えだう

打ちすべき太
ふと

さを厳
げんみつ

密に決
き

める必
ひつよう

要は
ありません。陰

いんじゅ

樹冠
かん

に枯
か

れ枝
えだ

が多
おお

くなりだしたら、陰
いん

樹
じゅかん

冠の部
ぶぶ ん

分（枯
か

れ枝
えだ

の混
ま

ざっている部
ぶぶん

分）の枝
えだ

を除
じょきょ

去
することを繰

く

り返
かえ

します。
　枝

えだう

打ちを済
す

ませるべき枝
えだした

下直
ちょっけい

径は1
じゅうに

2㎝ぐらいまでで、１
いっ

回
かい

の枝
えだ う

打ちの高
たか

さは２
にからさん

～３ｍぐらいです。
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（参
さんこう
考）墜

ついらく
落制

せい し
止用
よう
器
き ぐ
具（安

あんぜん
全帯

たい
）について

　墜
ついらく
落制

せい し
止用

よう
器
き ぐ
具（安

あんぜん
全帯

たい
）に関

かん
し安

あんえいそく
衛則等

とう
が改

かいせい
正され、これまで安

あんぜん
全帯

たい
を用

もち
いて行

おこな
っていた作

さぎょう
業については、 墜

ついらく
落

制
せい し
止用
よう
器
き ぐ
具（一

いっぽん
本つりのハーネス型

がた
等
など
）を用

もち
いることが義

ぎ む づ
務付けられました。

　ただし、立
りゅうぼく
木上

じょう
での作

さぎょう
業で、墜

ついらく
落制

せい し
止用

よう
器
き ぐ
具の使

しよ う
用が著

いちじる
しく困

こんなん
難な場

ばあ い
合（フックがかけられない場

ばあ い
合など）には、

墜
ついらく
落制

せ い し
止用

よう
器
き ぐ
具の使

し よ う
用に替

か
わる措

そ ち
置として、U字

じ
つり用

よう
胴
どう
ベルトおよびヘルメットの使

し よ う
用などにより、墜

ついらく
落による

労
ろうどうさいがい
働災害の防

ぼうし
止措

そ ち
置を行

おこな
う必

ひつよう
要があります。

図
ず

8-13　枝
え だ う

打ち作
さぎょう

業
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枝
えだ う
打ちの適

てっ き
期

　新
しんりょく

緑の頃
ころ

から梅
つ ゆ

雨明
あ

けの時
じ き

期までは樹
じゅえき

液の流
りゅうどう

動が盛
さか

んなため、幹
みき

に傷
きず

がつくとそれが大
おお

きく拡
かくだい

大しやす
い時

じ き

期です。したがって、この時
じ き

期に枝
えだう

打ちを行
おこな

ってはなりません。
　冬

とうき

期の生
せいいく

育休
きゅうし

止期
き

は最
もっと

も傷
きず

がつきにくい時
じ き

期です。しかし厳
げんとうき

冬期は枝
えだ

の材
ざいしつ

質が堅
かた

く、低
ていおん

温のために刃
は

が
傷
いた

みやすく、また寒
さむ

さで手
て

の動
どう さ

作が鈍
にぶ

くなりがちなため、作
さぎょう

業能
のうりつ

率が低
ていか

下するとともに、そのことが幹
みき

に
傷
きず

をつける原
げんいん

因にもなるので、この時
じ き

期の枝
えだう

打ちは避
さ

けたほうが良
よ

いでしょう。

枝打ちする長さ
1.5 ～ 2m

枝打ちする長さ
1.5 ～ 2m

12cm角柱材を目標 10.5cm角柱材を目標

枝下直径
6～ 7cm

枝下直径
8～ 9cm

図
ず

8-14　枝
え だ う

打ちを行
おこな

う枝
えだした

下直
ちょっけい

径と一
い ち ど

度に打
う

ち上
あ

げる量
りょう

木取りサイズ

節が表面に出ない

この太さのときまで
に枝打ちする

図
ず

8-15　枝
え だ う

打ちによって無
む ぶ し

節材
ざい

がとれる仕
し く

組み
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　したがって、枝
えだう

打ちの適
てっき

期は早
そうしゅん

春の新
しん め

芽の吹
ふ

き出
だ

す前
まえ

頃
ごろ

までと、紅
こうよう

葉の始
はじ

まる頃
ころ

から雪
ゆき

の降
ふ

る頃
ころ

までで
す。しかし、７

しち

月
がつ

下
げじゅん

旬以
いこ う

降は組
そしき

織も締
し

まり出
だ

し、傷
きず

もつきにくくなるので、この時
じ き

期の枝
えだう

打ちも可
かのう

能です。
　枝

えだ

の正
ただ

しい切
せつだん

断位
い ち

置は、図
ず

8-16のとおりです。

枝
えだ う
打ちの器

き ぐ
具

　枝
えだ

を切
せつだん

断するための手
しゅこう

工具
ぐ

としては、枝
えだう

打ち用
よう

に工
くふ う

夫されたノコ、ナタ、カマ、オノ、ハサミがあります。
・ノコ　　�切

せつだん

断位
い ち

置が正
せいかく

確で、幹
みき

に傷
きず

をつけることがありません。ナタやオノに比
くら

べて、１
いっぽん

本の枝
えだ

を落
お

と
すのに時

じかん

間は少
すこ

し多
おお

くかかりますが、疲
つか

れは少
すく

なく、長
ちょうじかん

時間仕
しご と

事をする場
ばあい

合にはトータルで考
かんが

えれば作
さぎょう

業能
のうりつ

率は高
たか

いです。
・ナタ
オノ
　　�たたいて切

せつだん

断するので、ノコより速
はや

く切
せつだん

断できますが、素
しろうと

人には疲
つか

れやすく、よほどのベテ
ランでないと切

せつだん

断位
い ち

置の正
せいかく

確さを保
たも

てません。
・カマ　　�スギの細

ほそ

い枝
えだ

の切
せつだん

断に有
ゆうこう

効であり、磨
みが

き丸
まる た

太生
せいさん

産の枝
えだう

打ちによく使
つか

われていました。

枝
えだ う
打ち作

さぎょう
業に潜

ひそ
む危

きけ ん
険因

いん し
子

　枝
えだう

打ちは刃
はもの

物を使
つか

い高
こうしょ

所で行
おこな

われることが多
おお

い作
さぎょう

業であることから、これによる災
さいがい

害も少
すく

なくありませ
ん。適

てきせつ

切な刃
はもの

物の取
と

り扱
あつか

い方
かた

を知
し

り、樹
じゅじょう

上における安
あんぜん

全な作
さぎょう

業方
ほうほう

法を体
たいとく

得する必
ひつよう

要があります。
　枝

えだう

打ちにおける災
さいがい

害は、刃
はもの

物によるものと樹
じゅもく

木、あるいははしごなどからの落
らっか

下に大
たいべつ

別されます。枝
えだ

払
はら

い作
さぎょう

業に潜
ひそ

む危
きけ ん

険因
いん し

子を、災
さいがい

害事
じれ い

例を挙
あ

げて紹
しょうかい

介します。

災
さいがい

害事
じれ い

例①
まるいち

〈発
はっせい

生状
じょうきょう

況〉
　ナタの刃

は

の状
じょうたい

態を調
しら

べた後
あと

、鞘
さや

に納
おさ

めようとして手
て

から取
と

り落
おと

し、ナタの刃
は

が右
みぎあし

足甲
こうぶ

部に当
あ

たり受
じゅしょう

傷した。

枝隆の発達した枝
 し りゅう

a
b

図
ず

8-16　枝
えだ

の正
ただ

しい切
せつだん

断位
い

置
ち

ａ：正
ただ
しい切

せつだん
断位

い ち
置

ｂ：�枝
し
隆
りゅう
と呼

よ
ばれる枝

えだ
の付

つ
け根

ね
の膨

ふく
らみを

切
せつだん
断すると幹

みき
（材

ざい
）に変

へんしょく
色が生

しょう
じる
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〈対
たいさく

策〉
　枝

えだう

打ち用
よう

の刃
はも の

物は重
おも

さがあり、刃
は

もよく切
き

れます。ちょっとした不
ふちゅうい

注意がケガの原
げんいん

因となります。

災
さいがい

害事
じれ い

例②
まるに

〈発
はっせい

生状
じょうきょう

況〉
　枝

えだう

打ちを地
ちじょう

上で行
おこな

った。打
う

とうとした枝
えだ

より下
した

の枝
えだ

が障
しょう

害
がい

になっていたので、下
した

の枝
えだ

を左
ひだりて

手でつかんで
押
お

し除
の

けながらナタを振
ふ

り下
お

ろしたところ、手
てもと

元が狂
くる

い左
ひだり

手
て こ う

甲と親
おやゆび

指付
つけ ね

根に受
じゅしょう

傷した。
〈対

たいさく

策〉
　この災

さいがい

害事
じれ い

例は、枝
えだ う

打ちにおける基
きほ ん

本姿
しせ い

勢はどうあるべきかを示
しめ

しています。すなわち、打
う

ち下
お

ろす
刃
はもの

物より下
したがわ

側に左
ひだりて

手（右
みぎき

利きの人
ひと

の場
ばあ い

合）を置
お

いてはなりません。
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雪
ゆ き お

起こし

雪
ゆき お
起こしの目

もくてき
的、必

ひつよう
要時

じ き
期、適

てっ き
期

　雪
ゆきお

起こしは、雪
せつあつ

圧によって倒
たお

れた幼
よう

齢
れい

木
ぼく

を起
お

こし、ひもなどで固
こてい

定して、木
き

を通
つうちょく

直に育
そだ

てる作
さぎょう

業です。
　ただし、次

つぎ

の積
せきせつき

雪期まで固
こてい

定したまま放
ほうち

置しておくと積
せきせつ

雪で折
お

れたり、変
へんけい

形したりするので、秋
あき

にはひ
もをはずす必

ひつよう

要があります。針
はりがね

金は幹
みき

に食
く

い込
こ

むので使
つか

ってはいけません。

作
さぎょう
業の方

ほうほう
法

　雪
せつあつ

圧によって倒
たお

れた幼
よう

齢
れい

木
ぼく

は、倒
とうふく

伏と同
どうじ

時に山
やまがわ

側の根
ね

が浮
う

き上
あ

がることが多
おお

いので、雪
ゆきお

起こしでは根
ね

を
土
つち

の中
なか

に戻
もど

して、その上
うえ

に土
つち

をかけ、両
りょうあし

足でよく踏
ふ

み固
がた

めます。作
さぎょう

業は水
すいへい

平方
ほうこう

向に行
い

き来
き

するのが効
こうりつてき

率的
です（幼

よう

齢
れい

木
ぼく

の起
お

こし方
かた

は、本
ほん

テキスト「№09 安
あんぜん

全な育
いくりん

林作
さぎょう

業」を参
さんしょう

照してください）。
　ヒノキは積

せきせつ

雪に弱
よわ

く、多
たせつ

雪地
ちた い

帯では育
そだ

ちません。スギは多
たせつ

雪地
ちた い

帯でもよく育
そだ

ちますが、最
さいしん

深積
せきせつ

雪が１
いち

ｍ
以
いじょう

上になると雪
ゆきお

起こしが必
ひつよう

要になります。
　雪

ゆき お

起こしは大
たいへん

変な作
さぎょう

業であり、最
さいだい

大積
せきせつしん

雪深が1
いってんご

. 5ｍ以
いじょう

上の場
ばし ょ

所では、人
じんこうりん

工林の造
ぞうせい

成に際
さい

して雪
ゆき お

起こしの
作
さぎょう

業に対
たいおう

応できるかどうかよく検
けんとう

討する必
ひつよう

要があります。

雪
ゆき お
起こし作

さぎょう
業に潜

ひそ
む危

きけ ん
険因

いん し
子

　雪
ゆきお

起こし作
さぎょう

業に潜
ひそ

む危
きけ ん

険因
いん し

子を、災
さいがい

害事
じれ い

例を挙
あ

げて紹
しょうかい

介します。

災
さいがい

害事
じれ い

例①
まるいち

〈発
はっせい

生状
じょうきょう

況〉
　雪

ゆきお

起こし作
さぎょう

業現
げん ち

地を歩
ほこう

行中
ちゅう

、倒
とうふく

伏したササに上
あが

ったところ足
あし

が滑
すべ

って転
てんとう

倒した。その時
とき

ササの切
き

り株
かぶ

で
左
ひだり

手
て

のひらを切
せっそう

創した。
〈対

たいさく

策〉
　消

しょうせつ

雪直
ちょくご

後の林
りんち

地では多
おお

くの植
しょくせい

生が倒
とうふく

伏しています。歩
ほこう

行に当
あ

たっては足
あし

を引
ひ

っかけないように気
き

をつけ
なければなりません。特

とく

にササは滑
すべ

りやすいので不
ふ よ う い

用意に乗
の

らないようにしましょう。

災
さいがい

害事
じれ い

例②
まるに

〈発
はっせい

生状
じょうきょう

況〉
　倒

とうふく

伏した木
き

の幹
みき

にひもをしばり、２
ふたりぐみ

人組でひもを引
ひ

っ張
ぱ

って木
き

を起
お

こした。ひもの一
いっぽう

方をかん木
ぼく

の根
ねも と

元
に回

まわ

して１
ひとり

人で結
けっそく

束しようとしたが手
て

を滑
すべ

らしてひもを放
はな

してしまった。そのため木
き

は跳
は

ね返
かえ

り、側
そば

にい
た同

どうりょう

僚の顔
がんめん

面を打
う

った。
〈対

たいさく

策〉
　樹

じゅもく

木の幹
みき

や枝
えだ

は雪
ゆき

で押
お

さえられていても相
そうとう

当の弾
だんせい

性を残
のこ

していますので、跳
は

ね返
かえ

りには十
じゅうぶん

分注
ちゅうい

意しなけ
ればなりません。
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本文の資料：
全国林業改良普及協会編「ニューフォレスターズガイド」／藤森隆郎「森づくりの心得」全国林業改良普及協会／日本林業技術協
会編「森林・林業百科事典」丸善／河野晴哉、桑原正明、石井邦彦「安全な山仕事のために」全国林業改良普及協会／一般財団法
人 日本気象協会WEBサイト「熱中症ゼロへ」
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講
こ う ぎ

義のねらい
育
いくりん
林の基

きほん
本作

さぎょう
業を安

あんぜん
全に行

おこな
う方

ほうほう
法を習

しゅうとく
得する。

キーワード
刈
かりはらいき
払機、点

てんけん
検、３

さん
点
てん
支
し じ
持肩

かた か
掛けバンド、上

じょうげ
下作

さぎょう
業・往

おうふく
復刈

が
り禁

きん し
止、手

しゅこう
工具

ぐ
、安

あんぜん
全作

さぎょう
業、

つるの根
ねもと
元切

せつだん
断

安
あんぜん

全に関
かん

する留
りゅうい

意事
じ こ う

項
●�作
さぎょう
業前

まえ
の安

あんぜん
全確

かくにん
認を行

おこな
い、作

さぎょう
業の安

あんぜん
全確

かく ほ
保・危

きけん
険回

かい ひ
避動

どう さ
作を徹

てってい
底すること

●�上
じょうげ
下作

さぎょう
業の禁

きんし
止

●�近
きんせつ
接作

さぎょう
業の禁

きんし
止

●�作
さぎょう
業環

かんきょう
境の整

せい び
備

●�作
さぎょう
業地

ち
での安

あんぜん
全な歩

ほこう
行（足

あしもと
元の注

ちゅうい
意、刃

は
のある手

しゅこう
工具

ぐ
の携
けいこう
行上

じょう
の注
ちゅうい
意、歩

ほこう
行間
かんかく
隔）

●�落
らくせき
石のあるような危

きけん
険箇

かし ょ
所には近

ちかよ
寄らないこと

●�天
てんこう
候によっては、雷

かみなり
、熱

ねっちゅうしょう
中症等

など
に注

ちゅうい
意し、その予

よぼう
防（対

たいしょ
処）を施

ほどこ
すこと

●�作
さぎょう
業地

ち
で遭

そうぐう
遇するクマ、ハチ、ヘビ、マダニ、ウルシ類

るい
等
など
の危

きけ ん
険な動

どうしょくぶつ
植物の存

そんざい
在と、

その予
よぼう
防（対

たいしょほう
処法）

安
あんぜん
全な育

いくりん
林作

さぎょう
業

育
いくりん

林

No.09

No.09　安全な育林作業
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作
さぎょう

業前
まえ

の安
あんぜん

全確
かくにん

認（実
じっしゅう

習）

作
さぎょうい
業衣・保

ほ ご ぐ
護具のチェック

　作
さぎょう

業前
まえ

に、以
い か

下の作
さぎょうぎ

業着・保
ほ ご ぐ

護具が整
ととの

っているかチェックします。
・�作

さぎょうい

業衣
袖
そで

じまりの良
よ

い長
ながそで

袖・長
なが

ズボン（寒
さむ

い時
じ き

期は、暖
あたた

かく、軽
かる

い衣
いふ く

服）
・�履

は

き物
もの

足
あし

に合
あ

い、滑
すべ

りにくい丈
じょうぶ

夫なもの
・�ヘルメット
規
きかく

格に合
あ

ったもので、あごひもで正
ただ

しく着
ちゃくよう

用できるもの
・�すね当

あ

て
・�防

ぼうしん

振効
こう か

果のある手
てぶくろ

袋
・�耳

みみせん

栓やイヤマフ
・�バイザー（保

ほ ご

護網
もう

）や保
ほ ご

護眼
めが ね

鏡
・�防

ぼうほうもう

蜂網

※�安全装備品一覧は、本テキスト巻末の表を参照

基
きほんてき
本的な安

あんぜん
全チェック

　前
ぜんこう

項の作
さぎょうい

業衣・保
ほ ご ぐ

護具のチェックを行
おこな

ったら、作
さぎょう

業を始
はじ

める前
まえ

に、次
つぎ

の安
あんぜん

全項
こうもく

目について確
かくにん

認します（こ
こでは刈

かりはらいき

払機を使
しよう

用した作
さぎょう

業を想
そうてい

定）。
・�肩

かたかけ

掛バンドは正
ただ

しく着
ちゃくよう

用し、作
さぎょう

業時
じ

は機
きた い

体の所
しょてい

定位
い ち

置に接
せつぞく

続します。
・�作

さぎょう

業を始
はじ

める前
まえ

に現
げん ば

場の状
じょうきょう

況（地
ちけ い

形、刈
か

り払
はら

う草
くさ

の性
せいしつ

質、障
しょうがいぶつ

害物の位
い ち

置、周
しゅうい

囲の危
きけん

険度
ど

など）をよく確
たし

かめ、
移
いどう

動可
かの う

能な障
しょうがいぶつ

害物は除
じょきょ

去します。
・�作

さぎょうしゃ

業者から1
じゅうご

5ｍ以
い な い

内を危
きけ ん

険区
く い き

域とし、この中
なか

に人
ひと

が立
た

ち入
い

らないようにします。また、数
すうにん

人で共
きょうどう

同
作
さぎょう

業を行
おこな

う場
ばあ い

合は、緊
きんみつ

密に合
あいず

図しあうなどして常
つね

に安
あんぜん

全間
かんかく

隔を確
かくほ

保します。
・�作

さぎょう

業を開
かいし

始する前
まえ

に機
きた い

体各
かく ぶ

部を点
てんけん

検し、ネジ類
るい

の緩
ゆる

み、燃
ねんりょう

料漏
も

れ、損
そんしょう

傷、変
へんけい

形などの異
いじょう

常がないことを
確
かくにん

認します。
・�特

とく

に刈
かり

刃
ば

および刈
かり

刃
ば

取
と

り付
つ

け部
ぶ

は入
にゅうねん

念に点
てんけん

検します。
・�飛

ひさ ん

散防
ぼう ご

護カバーを所
しょてい

定の位
い ち

置に確
かくじつ

実に装
そうちゃく

着します。
・�刈

かり

刃
ば

はよく目
め た

立てされたものを使
しよう

用します。
・�刈

かり

刃
ば

に、欠
か

け、ひび割
わ

れ、曲
ま

がりなどがないことを確
かくにん

認します。
・�刈

かり

刃
ば

を締
し

め付
つ

け後
ご

、手
てま わ

回しして振
ふ

れや異
いおん

音がないことを確
たし

かめてください。振
ふ

れがあると異
いじょう

常振
しんどう

動や刈
かり

刃
ば

取
と

り付
つ

け部
ぶ

緩
ゆる

みの原
げんいん

因となり非
ひじょう

常に危
きけん

険です。
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基
きほ ん
本動

どう さ
作の復

ふくしょう
唱

　指
ゆびさ

差し呼
こしょう

称の目
もくてき

的は、作
さぎょう

業基
きじゅん

準に基
もと

づいた安
あんぜん

全作
さぎょう

業に必
ひつよう

要な確
かくにん

認行
こうどう

動です。
　下

したが

刈り作
さぎょう

業の指
ゆびさ

差し呼
こしょう

称例
れい

を次
つぎ

に挙
あ

げます。
・�作

さぎょう

業開
かい し

始前
まえ

に同
どうりょう

僚と向
む

き合
あ

って、肩
かたか

掛けバンドの正
ただ

しい着
ちゃくよう

用を確
かくにん

認して、「バンドよし」
・�刈

かりはらいき

払機を持
も

っての移
いどう

動の際
さい

に、刈
かり

刃
ば

を指
さ

して、「カバーよし」
・�現

げん ば

場の作
さぎょう

業位
い ち

置に着
つ

き、開
かいし

始前
まえ

に周
しゅうい

囲1
じゅうご

5ｍ以
いな い

内に人
ひと

が居
い

ないことを確
かくにん

認して、「安
あんぜん

全間
かんかく

隔よし」
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下
し た が

刈り作
さぎょう

業

刈
かりはらいき
払機の取

と
り扱
あつか
い

刈
かりはらいき

払機の持
も

ち運
はこ

び

　刈
かり

刃
ば

には付
ふぞく

属の刈
かり

刃
ば

カバーを装
そうちゃく

着するか、もしくは刈
かり

刃
ば

をはずして持
も

ち運
はこ

びます。車
くるま

で運
うんぱん

搬するときは、
ロープなどで荷

にだい

台に確
かくじつ

実に固
こてい

定します。
　作

さぎょう

業中
ちゅう

に中
ちゅうだん

断して移
いどう

動するときは、エンジンを停
ていし

止し、刈
かり

刃
ば

を前
まえ む

向きにして持
も

ち運
はこ

びます。

刈
かり

刃
ば

への接
せっしょく

触防
ぼう し

止
　刈

かり

刃
ば

に巻
ま

き付
つ

いた草
くさ

を取
と

り除
のぞ

いたり、刈
かり

刃
ば

や機
きた い

体の点
てんけん

検、燃
ねんりょう

料補
ほきゅう

給が必
ひつよう

要な場
ばあい

合は必
かなら

ずエンジンを停
ていし

止
し、刈

かり

刃
ば

の回
かいてん

転が完
かんぜん

全に停
ていし

止してから行
おこな

います。エンジンをかけたまま点
てんけん

検すると機
きたい

体の転
てんとう

倒等
など

により刈
かり

刃
ば

が回
まわ

り出
だ

すおそれがあります。

刈
かりはらいき
払機の点

てんけん
検（図

ず

9 -1）

　刈
かりはらいき

払機の点
てんけん

検については、本
ほん

テキストの「№03 刈
かりはらいき

払機のメンテナンス」に掲
けいさい

載しましたが、作
さぎょう

業前
まえ

点
てんけん

検について再
さいど

度掲
けいさい

載します。
　機

きかい

械の部
ぶひん

品の名
めいしょう

称は、機
きしゅ

種によって異
こと

なりますので、機
きしゅ

種の取
とりあつかい

扱説
せつめいしょ

明書で確
かくにん

認してください。
【点

てんけん

検項
こうもく

目】
刈
かり

刃
ば

・�取
と

り付
つ

けボルト緩
ゆる

み／割
わ

れ、欠
か

け、チップ飛
と

び、曲
ま

がり／刃
はさき

先磨
まも う

耗
飛
ひさ ん

散防
ぼう ご

護カバー

エンジン本体

燃料タンク

吊り金具

Uハンドル

スロットルレバー

操作桿飛散防護カバー

刈刃
歯車室 リコイルスタータ

コントロールレバー

図
ず

9-1　刈
かりはらいき

払機（Ｕハンドル）の構
こうぞう

造�
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・�取
と

り付
つ

け部
ぶ

緩
ゆる

み／破
はそん

損
ハンドル
・�取

と

り付
つ

け部
ぶ

緩
ゆる

み／曲
ま

がり、破
はそん

損
グリップ
・�オイル付

ふちゃく

着
スロットルレバー
・�動

うご

きが悪
わる

い
スロットルワイヤ
・�遊

あそ

び過
かだ い

大／過
かしょう

小／動
うご

きが悪
わる

い
肩
かた か

掛けバンド
・�フックの変

へんけい

形、損
そんしょう

傷／バンドのほつれ
エンジン取

と

り付
つ

け部
ぶ

・�緩
ゆる

み
燃
ねんりょう

料タンク
・�取

と

り付
つ

け部
ぶ

緩
ゆる

み／燃
ねんりょう

料パイプ損
そんしょう

傷／キャップパッキン損
そんしょう

傷
ギヤケース
・�刈

かり

刃
ば

取
と

り付
つ

けシャフトのガタ
マフラ
・�取

と

り付
つ

け部
ぶ

緩
ゆる

み／排
はいき

気ガス出
でぐち

口の詰
つ

まり
プロテクタ
・�プロテクタの変

へんけい

形、変
へんしょく

色
防
ぼうしん

振ゴム
・�磨

まも う

耗、亀
きれつ

裂、変
へんけい

形、ガタツキ
エンジン
・�エアクリーナーエレメントの清

せいそう

掃（図
ず

9-2）／燃
ねんりょう

料フィルタの点
てんけん

検清
せいそう

掃／スパークプラグの点
てんけん

検清
せいそう

掃、
調
ちょうせい

整／冷
れいきゃく

却空
くう き

気取
とりいれぐち

入口、シリンダフィンの点
てんけん

検清
せいそう

掃／シリンダ取
と

り付
つ

けボルトの増
まし

締
じ

め／エンジン
各
かくぶ

部の増
まし

締
じ

め／マフラカーボン落
お

とし／クラッチドラム汚
よご

れ除
じょきょ

去
本
ほんたい

体
・�ギヤケースグリース除

じょきょ

去／ドライシャフト

刈
かりはらいき
払機の正

ただ
しい装

そうちゃく
着（図

ず

9 - 3）

肩
かたかけ

掛式
しき

刈
かりはらいき

払機（Ｕハンドル）

　肩
かたか

掛けバンドの長
なが

さは、自
しぜん

然な姿
しせい

勢で刈
かりはらいき

払機を持
も

った時
とき

に、肩
かたか

掛けバンドがたるまず刈
かり

刃
ば

が水
すいへい

平になる
ように調

ちょうせつ

節し、バンドに変
へんけい

形や損
そんしょう

傷がないことを確
かくにん

認します。装
そうちゃく

着後
ご

に機
きた い

体を押
お

し下
さ

げ、フックが容
ようい

易に
はずれたりバンドが緩

ゆる

んだりしないことを確
かくにん

認します。

背
せおいしき

負式刈
かりはらいき

払機
　メインパイプを左

ひだりて

手で握
にぎ

り、右
みぎ

の背
せ お

負いバンドを右
みぎかた

肩に掛
か

けます。次
つぎ

にメインパイプを右
みぎ て

手に握
にぎ

り替
か
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図
ず

9-3　刈
かりはらいき

払機を正
ただ

しく装
そうちゃく

着したところ
肩
かた
バンド、腰

こし
バンド、股

また
バンドを装

そうちゃく
着して刈

かりはらいき
払機を吊

つ
り下

さ
げると、作

さぎょう
業中

ちゅう
に転

てんとう
倒し

ても刈
かり
刃
ば
が体

からだ
に接

せっしょく
触しにくい（届

とど
きにくい）ため、より安

あんぜん
全です。

� 図
ず

9-2　エアクリーナー

エアクリーナー

え、左
ひだり

の背
せ お

負いバンドを左
ひだり

肩
かた

にかけます。次
つぎ

に腰
こし

バンドのバックルをつなげます。
　両

りょうかた

肩に等
ひと

しく重
おも

みがかかるように背
せ お

負いバンドを調
ちょうせい

整します。

刈
かりはらいき
払機のエンジン始

しど う
動と停

ていし
止

エンジン始
しどう

動の前
まえ

に行
おこな

うこと

　エンジンを始
しどう

動する時
とき

は周
しゅうい

囲（1
じゅうご

5ｍ以
いな い

内）の安
あんぜん

全をよく確
たし

かめます。
・�始

しど う

動時
じ

は機
きた い

体をしっかりと保
ほ じ

持し、刈
かり

刃
ば

やスロットルレバーが地
じめん

面や周
しゅうい

囲の障
しょうがいぶつ

害物に触
ふ

れないよう機
きたい

体
をしっかり固

こてい

定します。
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エンジンの始
しどう

動
　機

きかい

械の部
ぶひん

品の名
めいしょう

称は、機
きしゅ

種によって異
こと

なりますので、機
きしゅ

種の取
とりあつかい

扱説
せつめいしょ

明書で確
かくにん

認してください。
・�コントロールレバーを「始

しどう

動」位
い ち

置にします。
・�キャブレタ下

か ぶ

部のプライマポンプでキャブレタに燃
ねんりょう

料を満
み

たします。
・�チョークレバーを上

あ

げて始
しどう

動（閉
しめ

）位
い ち

置にセットします。
・�機

きた い

体を安
あんてい

定した地
じめん

面に置
お

き、刈
かり

刃
ば

の周
しゅうい

囲の安
あんぜん

全を確
たし

かめてから、左
ひだりて

手でクラッチハウジングを押
お

さえな
がら右

みぎて

手でリコイルスタータを引
ひ

きます。
・�初

しょ

爆
ばく

後
ご

、しばらくそのままにしてエンジンの状
じょうたい

態を確
かくにん

認します。エンジンが停
ていし

止した場
ばあい

合、チョークレ
バーを運

うんてん

転（開
ひらき

）の位
い ち

置に戻
もど

し、再
さいど

度リコイルスタータを引
ひ

きます。
エンジンが回

まわ

り続
つづ

けている場
ばあい

合、約
やく

1
じゅう

0秒
びょう

後
ご

にチョークレバーを運
うんてん

転（開
ひらき

）の位
い ち

置に戻
もど

してそのまま暖
だんき

気
運
うんてん

転を行
おこな

います。
・�エンジン始

しどう

動後
ご

は２
に

～
から

３
さん

分
ぷん

間
かん

低
ていそく

速のまま暖
だんき

気運
うんてん

転します。
・�コントロールレバーがアイドリング位

い ち

置にない状
じょうたい

態でエンジンをかけると、始
しどう

動と同
どうじ

時に刈
かり

刃
ば

が回
まわ

り出
だ

し、非
ひじょう

常に危
きけん

険です。
・�エンジン始

しどう

動時
じ

は常
つね

に、コントロールレバーをアイドリング位
い ち

置（完
かんぜん

全に戻
もど

した状
じょうたい

態）にします。
・�エンジン始

しどう

動後
ご

、コントロールレバーをアイドリング位
い ち

置に戻
もど

した状
じょうたい

態で刈
かり

刃
ば

が回
まわ

らないことを確
かくにん

認し
ます。刈

かり

刃
ば

が回
まわ

り続
つづ

ける場
ばあい

合はエンジンを停
ていし

止し、スロットルワイヤ他
ほか

の点
てんけん

検整
せい び

備を行
おこな

います。
・�エンジンが始

しどう

動したら、異
いじょう

常振
しんどう

動・異
いおん

音が発
はっせい

生していないか確
かくにん

認してください。異
いじょう

常な振
しんどう

動・異
いおん

音があ
る場

ばあい

合は直
ただ

ちにエンジンを停
ていし

止し、販
はんばいてん

売店に修
しゅうり

理を依
いらい

頼してください。

エンジンの停
ていし

止
・�コントロールレバーを「始

しどう

動」位
い ち

置に戻
もど

し、スロットルレバーを離
はな

します。
・�エンジンスイッチを、指

ゆび

で「STOP」側
がわ

に押
お

し、エンジンを切
き

ります。

刈
かりはらいき
払機作

さぎょう
業の基

きほ ん
本動

どう さ
作

　市
しはん

販されている刈
かりはらいき

払機は、操
そうさ

作パイプを持
も

って刈
かり

刃
ば

を上
じょうほう

方から見
み

た時
とき

、左
ひだり

に回
かいてん

転するようにできています。
　刈

かりはらいき

払機の操
そうさ

作は右
みぎあし

足が軸
じくあし

足になり、右
みぎこし

腰骨
ぼね

付
ふき ん

近にパイプがくる右
みぎ

勝
がっ て

手（右
みぎき

利き用
よう

）に設
せっけい

計されています。
　肩

かたかけ

掛式
しき

（Ｕハンドル）の刈
かりはらいき

払機での基
きほん

本動
どう さ

作についてより詳
くわ

しく述
の

べます。
　この両

りょうて

手操
そう さ

作タイプの機
きしゅ

種は、右
みぎ

の腰
こし

に中
ちゅうしんじく

心軸を置
お

き、その前
ぜんぽう

方にU型
がた

のハンドルを両
りょうて

手で持
も

つ構
こうぞう

造で
あるため、右

みぎ

勝
がっ て

手ではあっても左
ひだりあし

足前
ぜんぽう

方・右
みぎあし

足後
こうほう

方という右
みぎ

斜
なな

めの構
かま

えで作
さぎょう

業することは困
こんなん

難です。どち
らかというと身

からだ

体を左
ひだり

斜
なな

めの状
じょうたい

態、つまり極
きょくたん

端にいうと右
みぎあし

足が前
まえ

、左
ひだりあし

足が後
うし

ろになり、中
ちゅうしん

心軸
じく

になる右
みぎこし

腰
骨
ぼね

が前
まえ

へ出
で

るような形
かたち

に必
ひつぜんてき

然的にならざるを得
え

ません。
　したがって作

さぎょう

業しながら前
ぜんぽう

方に進
すす

む場
ばあ い

合、通
つうじょう

常歩
ある

くような足
あし

の運
はこ

び、すなわち一
いっぽう

方についた足
あし

の位
い ち

置を
後
こうほう

方の足
あし

が越
こ

えていく歩
ある

き方
かた

はできません。では、どのような足
あし

の運
はこ

びになりやすいかというと、右
みぎあし

足が
前
まえ

、左
ひだりあし

足が後
こうほう

方にあるのですから、この状
じょうたい

態でできる限
かぎ

り右
みぎこし

腰骨
ぼね

が前
ぜんぽう

方にあるようにするためには、左
ひだりあし

足
を右

みぎあし

足のすぐ後
こうほう

方か、ほぼ真
まよこ

横まで引
ひ

き付
つ

けた後
あと

、右
みぎあし

足を前
まえ

へ送
おく

る（図
ず

9-4）という、見
みかた

方によっては右
みぎあし

足
から前

まえ

に踏
ふ

み出
だ

し、左
ひだりあし

足を次
つぎ

に引
ひ

き付
つ

けるような動
うご

きになります。この点
てん

が刈
かり

刃
ば

で足
あし

を切
き

りにくくし、
安
あんぜん

全であるということになるのでしょう。
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刈
かり
払
はら
い作

さぎょう
業の方

ほうほう
法

作
さぎょうしゃ

業者の間
かんかく

隔、上
じょうげ

下作
さぎょう

業の禁
きんし

止、進
しんこう

行方
ほうこう

向

　下
した が

刈りは何
なんにん

人かで斜
しゃめん

面を歩
ほこ う

行しながら横
よこ

に進
すす

み、刈
かりはらいき

払機を振
ふ

って刈
かり

払
はら

い作
さぎょう

業をします。そのために、
作
さぎょう

業範
はん い

囲が広
ひろ

くなりますから、作
さぎょうしゃ

業者はお互
たが

い周
しゅうい

囲に十
じゅうぶん

分注
ちゅうい

意することが大
たいせつ

切です（図
ず

9-5）。
　作

さぎょうしゃ

業者の配
はいち

置と作
さぎょう

業の進
すす

め方
かた

については、各
かく

地
ちほ う

方によって特
とくちょう

徴がありますが、等
とうこうせん

高線に沿
そ

って、斜
しゃめん

面に
向
む

かって右
みぎ

から左
ひだり

へ（進
しんこう

行方
ほうこう

向の左
ひだりて

手が斜
しゃめん

面の下
したがわ

側になります）横
よこ

移
いど う

動する作
さぎょう

業の進
すす

め方
かた

が一
いっぱんてき

般的です（図
ず

9-6）。
　横

よこ

移
いど う

動する場
ばあい

合は作
さぎょうしゃ

業者の処
しょり

理能
のうりょく

力、刈
か

り払
はら

う対
たいしょうぶつ

象物、地
ちけい

形条
じょうけん

件などを勘
かんあん

案して、上
じょうげ

下作
さぎょう

業、近
きんせつ

接作
さぎょう

業
にならないように、作

さぎょうしゃ

業者を配
はいち

置します。

刈
かり

刃
ば

の鋸
きょ

断
だん

位
い ち

置、キックバック防
ぼうし

止
　この項

こうもく

目については、本
ほん

テキストの「№08 育
いくりん

林作
さぎょう

業の種
しゅるい

類と目
もくてき

的」（前
ぜんしょう

章）に掲
けいさい

載しましたが、刈
かりはらいき

払機
を使

しよう

用するうえで安
あんぜん

全を確
かくほ

保するための重
じゅうよう

要事
じこ う

項ですので再
さいど

度掲
けいさい

載します。
　キックバックとはその言

ことば

葉の示
しめ

すとおり、鋸
きょ

断
だん

対
たいしょうぶつ

象物に回
かいてん

転する刃
はもの

物が当
あ

たった時
とき

、跳
は

ね返
かえ

される現
げんしょう

象
です。
　刈

かりはらいき

払機の刈
かり

刃
ば

は円
えんばん

盤状
じょう

なのでキックバックは刃
は

の全
ぜんしゅう

周のどこでも起
お

こります。右
みぎほうこう

方向へ跳
は

ね返
かえ

るキック
バックだけではなく、刈

かり

刃
ば

（操
そう さ

作桿
かん

）が、自
みずか

らの方
ほうこう

向に向
む

かってくることがあります。特
とく

に刈
かり

刃
ば

のキックバ
ックが起

お

こりやすい部
ぶぶん

分（図
ず

9-7、図
ず

9-8）があります。雑
ざっそう

草やかん木
ぼく

に隠
かく

れている伐
ばっこん

根などを確
たし

かめなが
ら作

さぎょう

業を進
すす

めます。
　刈

かり

刃
ば

を対
たいしょうぶつ

象物に当
あ

てる位
い ち

置は、安
あんぜん

全な切
せつだん

断ができる箇
かしょ

所（図
ず

9-9）とし、かん木
ぼく

等
など

を刈
か

り払
はら

う時
とき

には正
しょうめん

面
から3

さんじゅう

0度
ど

の位
い ち

置で、真
まよこ

横に切
き

り込
こ

む形
かたち

で当
あ

てるようにします（図
ず

9-10）。

下
かほう

方への刈
か

り払
はら

い禁
きん し

止
　上

じょうほう

方から下
か ほ う

方に向
む

かっての刈
か

り払
はら

いは禁
き ん し

止です。刈
か

り払
はら

った草
くさ

等
など

は下
か ほ う

方へ向
む

かいます。下
か ほ う

方への刈
か

り払
はら

いでは、刈
か

り払
はら

った草
くさ

がこれから刈
か

りとる物
もの

の上
うえ

に被
かぶ

さり、刈
か

り口
ぐち

が大
たいへん

変わかりにくくなること、
刃
は も の

物が足
あしもと

元に接
せっきん

近すること、そして足
あし

を滑
すべ

らせた時
とき

、刃
は も の

物が足
あし

に当
あ

たる可
かのうせい

能性が高
たか

くなるので非
ひじょう

常に

①

まず、
①右足を小幅に踏み出し、（→①́）
②左足がそれについていく形です。（→②′）

②

①́

②′

図
ず

9-4　刈
か

り払
はら

い作
さぎょう

業の足
あし

の進
すす

め方
かた
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5m危険区域

15m以上離れることが
望ましい

図
ず

9-5　近
きんせつ

接作
さぎょう

業の禁
き ん し

止

・半径5m以内には入らない
・上の人の範囲を余分に刈っ
てあげる

・通常、斜面の上を右側にし
て刈り払う

図
ず

9-6　上
じょうげ

下作
さぎょう

業の禁
き ん し

止と進
しんこう

行方
ほうこう

向

危
きけ ん

険です。

大
おおぶ

振り、往
おうふく

復刈
が

りはしない
　作

さぎょうしゃ

業者が刈
か

り幅
はば

の中
ちゅうおう

央に位
い ち

置し、鋸
のこ

先
さき

を右
みぎ

から左
ひだり

、左
ひだり

から右
みぎ

へと往
おうふく

復させながら刈
か

り払
はら

う方
ほうほう

法には次
つぎ

の
ような欠

けってん

点があり、良
よ

い方
ほう

法
ほう

とは言
い

えません。
・�刃

はさ き

先が左
ひだり

から右
みぎ

へ戻
もど

る時
とき

、刈
か

り払
はら

い物
ぶつ

が鋸
きょ し

歯の回
かいてん

転方
ほうこう

向と逆
ぎゃくほうこう

方向に刈
か

り払
はら

われるので、シャフトや身
からだ

体
に刈

か

り払
はら

い物
ぶつ

が覆
お

い被
かぶ

さり、それを取
と

り除
のぞ

くための不
ふあん

安全
ぜん

行
こうどう

動が多
おお

くなります。
・�大

おお

きく振
ふ

り回
まわ

すので刈
か

り幅
はば

が広
ひろ

くなり、そのため両
りょうたん

端で鋸
きょ し

歯が宙
ちゅう

に浮
う

き、鋸
のこぎり

の空
から

回
かいてん

転が多
おお

くなります。
また、両

りょうがわ

側を２
に

度
ど

刈
が

りする必
ひつよう

要が生
しょう

じます。
・�大

おお ぶ

振りするため、鋸
きょし

歯が刈
か

り払
はら

い物
ぶつ

に強
つよ

く当
あ

たって、機
きかい

械や両
りょう

手
て

に受
う

ける衝
しょうげき

撃が激
はげ

しくなります。これ
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かん木

30° 回転方
向

飛散防護カバー

図
ず

9-10　かん木
ぼく

等
など

の刈
か

り払
はら

い位
い ち

置

刈り払い対象物に
当てる位置

1/3

2/3

回転方
向

飛散防護カバー

図
ず

9-9　草
そう

類
るい

の刈
か

り払
はら

い位
い ち

置

図
ず

9-8　キックバック

キックバックを
起こしやすい部分

正面

飛散防護カバー

回
転方

向

図
ず

9-7　�  
キックバックを起

お
こしやすい部

ぶ ぶ ん
分�

飛散防護カバー
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は振
しんどう

動障
しょうがい

害の面
めん

からも良
よ

くありません。
・�往

おうふく

復刈
が

りすることで振
ふ

る回
かいすう

数（テンポ）が速
はや

くなるために疲
つか

れが早
はや

く、それだけ能
のうりつ

率が悪
わる

くなります。
　一

いっぽう

方で次
つぎ

のような刈
か

り払
はら

い動
どう さ

作は望
のぞ

ましい方
ほうほう

法として推
すいしょう

奨できます。作
さぎょうしゃ

業者は刈
かり

幅
はば

の下
したがわ

側に位
い ち

置します。
そして、刈

か

り払
はら

い物
ぶつ

は手
てま え

前から①
まるいちにさん

②③の順
じゅん

に刈
か

り払
はら

いながら進
すす

んでいきます（図
ず

9-11）。
・�振

ふ

り幅
はば

は比
ひかくてき

較的狭
せま

くなり、刈
か

り払
はら

い物
ぶつ

は下
したがわ

側にスムーズに除
じょきょ

去されます。動
どうさ

作にも無
む り

理、無
む だ

駄がありま
せん。
・�テンポが遅

おそ

いので、刈
か

り払
はら

い物
ぶつ

に鋸
きょ し

歯を強
つよ

くぶつけないため、機
きかい

械や両
りょう

手
て

に受
う

ける衝
しょうげき

撃が小
ちい

さくなります。
・�テンポが遅

おそ

くなり、作
さぎょう

業の持
じぞく

続時
じか ん

間が長
なが

くなって、能
のうりつ

率が良
よ

くなります。

刈
かり

刃
ば

の回
かいてん

転による小
こいし

石等
など

の飛
ひさ ん

散に注
ちゅうい

意
　刈

かりはらいき

払機の回
かいてん

転する刈
かり

刃
ば

が、石
いし

などの異
いぶつ

物に接
せっしょく

触すると、接
せっしょく

触した異
いぶつ

物や破
はそん

損した刈
かり

刃
ば

の破
はへ ん

片が飛
ひさん

散し、
作
さぎょうしゃ

業者自
じし ん

身や周
しゅうい

囲の人
ひと

に当
あ

たってケガをさせたり、物
もの

に当
あ

たって破
はそん

損させたりすることがあります。
　刈

かりはらいき

払機の作
さぎょう

業では、事
じぜん

前に作
さぎょう

業場
ばし ょ

所を確
かくにん

認するとともに、飛
ひさん

散物
ぶつ

防
ぼう ご

護カバーを適
てきせつ

切な位
い ち

置に取
と

り付
つ

ける
ことや、保

ほ ご

護眼
めが ね

鏡、フェイスシールド等
など

の防
ぼう ご

護具
ぐ

を身
み

につけることが重
じゅうよう

要です。

巻
ま

き付
つ

いた草
くさ

などの取
と

り除
のぞ

きに注
ちゅうい

意
刈
か

り払
はら

い作
さぎょう

業中
ちゅう

に、刈
かり

刃
ば

に草
くさ

やつるなどが巻
ま

き付
つ

いたり、詰
つ

まったりして止
と

まることがあります。この時
とき

、刃
は

は巻
ま

き付
つ

いた草
くさ

などの抵
ていこう

抗で止
と

まっているだけなので、エンジンを切
き

らずに取
と

り除
のぞ

くと、刃
は

が再
ふたた

び回
まわ

り出
だ

して大
たいへん

変危
きけん

険です。
巻
ま

き付
つ

いたり絡
から

んだりしたものを取
と

り除
のぞ

く際
さい

は、必
かなら

ずエンジンを停
ていし

止させ、刈
かり

刃
ば

が止
と

まったのを確
かくにん

認してから取
と

り除
のぞ

きます。

カマによる下
したが

刈り作
さぎょう

業
　刈

かりはらいき

払機での下
したが

刈り作
さぎょう

業と同
どうよう

様に進
しんこう

行方
ほうこう

向は、斜
しゃめん

面に向
む

かって右
みぎ

から左
ひだり

へ（進
しんこう

行方
ほうこう

向の左
ひだりて

手が斜
しゃめん

面の下
したがわ

側
になる）横

よこ

移
いど う

動するタイプが一
いっぱんてき

般的です。また、上
じょうげ

下作
さぎょう

業、近
きんせつ

接作
さぎょう

業にならないように、作
さぎょうしゃ

業者を配
はいち

置し
ます。
　足

あしもと

元の近
ちか

くを刈
か

り払
はら

ったり、急
きゅう

斜
しゃ

地
ち

の下
かほ う

方に向
む

かって無
む り

理な姿
しせい

勢で刈
か

り払
はら

ったりすると、姿
しせい

勢が不
ふあんてい

安定
になり、足

あし

などに怪
け が

我をすることがあります。この場
ばあい

合は刈
か

り払
はら

う対
たいしょうぶつ

象物から離
はな

れて刈
か

り払
はら

うか、対
たいしょうぶつ

象物
の下

したがわ

側に位
い ち

置して刈
か

り払
はら

うようにします。
　カマの操

そうさ

作能
のうりょく

力を超
こ

えるような太
ふと

いかん木
ぼく

や雑
ざつぼく

木は、無
む り

理をして切
き

らないようにします。その場
ばあい

合は腰
こし

ナタ、手
て

ノコなどを使
しよう

用して、処
しょり

理することが安
あんぜん

全です。

危
きけ ん
険な動

どうしょくぶつ
植物

ハチ

　本
ほん

テキストの「№08 育
いくりん

林作
さぎょう

業の種
しゅるい

類と目
もくてき

的」（前
ぜんしょう

章）でも触
ふ

れましたが、下
したが

刈りを行
おこな

う時
じ き

期は、ハチの
活
かつどう

動が活
かっぱつ

発な時
じ き

期と重
かさ

なりますので、ハチ刺
さ

されに対
たい

する予
よぼう

防と対
たいさく

策が欠
か

かせません。

マダニ（図
ず

9-12）
　近

きんねん

年話
わだ い

題となっているマダニに咬
か

まれる被
ひがい

害にも十
じゅうぶん

分注
ちゅうい

意してください。マダニが媒
ばいかい

介する感
かんせんしょう

染症には
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①
②

③

傾
斜
の
方
向

図
ず

9-11　刈
かりはらいき

払機の動
うご

かし方
かた

図
ず

9-12　マダニから身
み

を守
まも

る方
ほうほう

法

� 出典：国立感染症研究所「マダニ対策、今できること」
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重
じゅうしょう

症熱
ねっせい

性血
けっしょうばん

小板減
げんしょう

少症
しょうこうぐん

候群（SFTS）・ダニ媒
ばいかい

介脳
のうえん

炎・日
にほん

本紅
こうはん

斑熱
ねつ

・つつが虫
むしびょう

病・ライム病
びょう

などがあります。
マダニは全

ぜんこく

国に分
ぶんぷ

布しており、森
しんりん

林内
ない

等
など

で作
さぎょう

業を行
おこな

う場
ばあ い

合は、下
か き

記の事
じこう

項に注
ちゅうい

意してください。

	 �服
ふくそう

装

・�皮
ひ ふ

膚の露
ろしゅつ

出は避
さ

ける
・�衣

いふ く

服は、長
ながそで

袖、長
なが

ズボン、長
ながくつした

靴下等
など

を着
ちゃくよう

用し、衿
えり

首
くび

、袖
そでぐち

口、裾
すそ

からダニが入
はい

り込
こ

まないよう、袖
そで

じまり、
裾
すそ

じまりの良
よ

いものを着
ちゃくよう

用する
・�マダニを目

もくし

視で確
かくにん

認しやすくするため、明
あか

るい色
いろ

の服
ふく

を着
き

る
・�必

ひつよう

要に応
おう

じてダニ忌
き ひ

避剤
ざい

を携
けいこう

行し、特
とく

にダニの活
かつどうき

動期（春
はる

～
から

秋
あき

）は使
しよう

用する。忌
き ひ

避剤
ざい

を過
かし ん

信せず、他
ほか

の
予
よぼ う

防対
たいさく

策と組
く

み合
あ

わせて対
たいさく

策する

	 �作
さぎょう

業中
ちゅう

、作
さぎょう

業後
ご

等
など

における対
たいさく

策

・�休
きゅうけい

憩、休
きゅうそく

息時
じかんとう

間等には、自
じぶん

分の衣
いふく

服をたたいてダニを落
お

とす
・�敷

しきもの

物を使
つか

うなど、地
じめん

面に直
ちょくせつ

接腰
こし

を下
お

ろさないよう心
こころ

がける
・�終

しゅうぎょう

業時
じ

には、ダニが付
ふちゃく

着していないかお互
たが

いの服
ふくそう

装（頭
とうぶ

部、耳
みみ

の中
なか

と後
こう ぶ

部、首
くび

の回
まわ

りを含
ふく

む）を点
てんけん

検する
・�帰

きた く

宅後
ご

、咬
か

まれる可
かのうせい

能性の高
たか

い頭
とう ぶ

部（髪
かみ

の毛
け

の中
なか

）、耳
みみ

の中
なか

と耳
みみ

の後
こう ぶ

部、首
くび

の回
まわ

り、わきの下
した

、そけい
部
ぶ

、大
だい

腿
たい

内
ない

側
そく

、膝
ひざ

の後
こう ぶ

部などにダニや刺
し

咬
こう

痕
こん

がないか確
かくにん

認する
・�野

やせ い

生動
どうぶつ

物等
など

には、直
ちょくせつ

接触
ふ

れない

	 �ダニに刺
しこう

咬された場
ばあい

合の措
そ ち

置

・�ダニに咬
か

まれた時
とき

は、無
む り

理に引
ひ

き抜
ぬ

こうとせず、医
いりょう

療機
きか ん

関（皮
ひ ふ か

膚科など）で処
しょち

置（マダニの抜
ばっきょ

去、洗
せんじょう

浄など）
を受

う

ける
・�感

かんせんしょう

染症の初
しょき

期症
しょうじょう

状（頭
ずつ う

痛、発
はつねつ

熱等
など

）と思
おも

われる症
しょうじょう

状が現
あらわ

れた場
ばあ い

合は、医
いりょう

療機
きか ん

関で処
しょち

置、治
ちりょう

療等
など

を受
う

ける
・�ダニに咬

か

まれてから数
すう

週
しゅうかん

間程
てい ど

度は体
たいちょう

調の変
へん か

化に注
ちゅうい

意をし、発
はつねつ

熱等
など

の症
しょうじょう

状が認
みと

められた場
ばあい

合は医
いりょう

療機
きか ん

関で
診
しんさつ

察を受
う

ける

資料：�林野庁WEBサイト「森林内等の作業におけるダニ刺咬予防対策」

その他
ほか

の動
どうしょくぶつ

植物
　森

しんりん

林内
ない

には、他
ほか

にも人
にんげん

間に危
きがい

害を加
くわ

えるおそれのある動
どうしょくぶつ

植物が存
そんざい

在します。クマをはじめ、イノシシや
シカなどの大

おおがた

型動
どうぶつ

物と遭
そうぐう

遇することも多
おお

いですが、威
いかく

嚇したりしてはいけません。現
げんば

場への通
つうきん

勤途
とちゅう

中で車
くるま

の前
まえ

に飛
と

び出
だ

してくることもあるため、十
じゅうぶん

分に注
ちゅうい

意してください。
　また、マムシやヤマカガシなど毒

どく

をもつヘビに咬
か

まれた場
ばあい

合は、速
すみ

やかに医
いりょう

療機
きか ん

関で処
しょち

置を受
う

けてくだ
さい。
　その他

た

、ヤマヒル、ドクガ等
など

の毛
けむ し

虫、ウルシなどのかぶれる植
しょくぶつ

物も存
そんざい

在しますので、十
じゅうぶん

分に注
ちゅうい

意して
作
さぎょう

業してください。
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つる切
き

り作
さぎょう

業

つる切
き
り

　つる切
き

りは、造
ぞうりん

林木
ぼく

の幹
みき

折
お

れや幹
みき

曲
ま

がりを防
ふせ

ぐことを目
もくてき

的とします。つる類
るい

の造
ぞうりん

林木
ぼく

への巻
ま

きつきや覆
おお

い被
かぶ

さりは幹
みき

折
お

れや幹
みき

曲
ま

がりの主
しゅよう

要な原
げんいん

因で、造
ぞう

林
りんぼく

木に致
ちめいてき

命的な害
がい

を及
およ

ぼします。また、つる類
るい

は造
ぞう

林
りんぼく

木
の樹

じゅかん

冠を伝
つた

いながら他
ほか

の造
ぞうりん

林木
ぼく

に移
いど う

動するため、放
ほうち

置すれば群
ぐん

状
じょう

に集
しゅうちゅうてき

中的な被
ひがい

害を受
う

けることになります。
　地

じごしら

拵えや下
したが

刈りの早
はや

い段
だんかい

階でつる切
き

りも併
あわ

せて行
おこな

うことが大
たいせつ

切ですが、刈
かりはらいき

払機を使
つか

った下
したが

刈りでは、造
ぞう

林
りんぼく

木の誤
ごば つ

伐のおそれがあり、根
ねも と

元付
ふき ん

近のつるが残
のこ

りやすいため注
ちゅうい

意しなければなりません。つる切
き

りの
季
きせつ

節は、根
こんけい

茎の貯
ちょぞう

蔵養
ようぶん

分が少
すく

なくなる６
ろく

～
から

７
しち

月
がつ

頃
ごろ

が良
よ

いとされています。
　下

したが

刈り終
しゅうりょう

了後
ご

数
すう

年
ねん

間
かん

は、つるの状
じょうきょう

況を観
かんさつ

察し、つるが少
すく

なくても放
ほうち

置すれば被
ひがい

害が大
おお

きくなるので、つ
る切

き

りは必
かなら

ず実
じっこう

行します。
　つる切

き

りは、カマやナタで行
おこな

います。つるを持
も

って刃
はもの

物で切
き

る場
ばあ い

合には、切
せつだん

断位
い ち

置より下
した

を握
にぎ

らないよ
うにします。また、離

はな

れた位
い ち

置にあるつるをナタやカマで無
む り

理して切
せつだん

断しようとすると、枝
えだ

や他
ほか

のつるに
刃
はもの

物が接
せっしょく

触して手
てもと

元が狂
くる

ったり、バランスを崩
くず

し転
てんとう

倒するおそれがあります。片
かたば

刃のカマやナタを使
しよう

用す
る場

ばあい

合には、正
ただ

しい方
ほうこう

向（対
たいしょうぶつ

象物に食
く

い込
こ

む）からつるを切
せつだん

断します。
　造

ぞう

林
りん

木
ぼく

に絡
から

んでいるつるを幹
みき

の上
うえ

からナタなどで切
せつだん

断すると、幹
みき

に傷
きず

がつき、材
ざい

の腐
くさ

れ、変
へんしょく

色などの
原
げんいん

因となります。つるを幹
みき

から離
はな

して切
せつだん

断するか、幹
みき

に傷
きず

をつけないように手
て

ノコで切
せつだん

断します。
　幼

よう

齢
れい

木
ぼく

に絡
から

んだつるを無
む り

理にはずすと、木
き

の先
せんたん

端がむしり取
と

られることがあるので注
ちゅうい

意して作
さぎょう

業します。
なお、ツタウルシ、ヤマウルシなどは、触

ふ

れると炎
えんしょう

症を起
お

こし、ひどくかぶれることがあります。素
す で

手で
は触

さわ

らないようにします。
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除
じょばつ

伐作
さぎょう

業

除
じょばつ
伐

　除
じょばつ

伐では、目
もくてき

的とする樹
じゅしゅ

種のうち形
けいしつ

質の悪
わる

い木
き

、下
した が

刈り後
ご

に侵
しんにゅう

入してきた樹
じゅしゅ

種をチェーンソー、刈
かりはらいき

払機
やナタ、手

て

ノコなどで切
き

り除
じょきょ

去します。形
けいしつ

質の悪
わる

い木
き

、侵
しんにゅう

入してきた樹
じゅしゅ

種（広
こうようじゅ

葉樹）は、形
けいしつ

質がさまざまな
ので、重

じゅうしん

心位
い ち

置や材
ざい

の裂
さ

けやすさに注
ちゅうい

意して伐
ばっさい

採します。
　刈

かりはらいき

払機で除
じょばつ

伐する木
き

は直
ちょっけい

径８
はち

㎝以
い か

下とし、キックバックが起
お

こらない刈
かり

刃
ば

の位
い ち

置で切
せつだん

断します。チェー
ンソーを使

しよう

用する際
さい

には、防
ぼうご

護ズボンを着
ちゃくよう

用し、細
ほそ

い木
き

であっても方
ほうこう

向を定
さだ

め、受
う

け口
くち

、追
お

い口
くち

を入
い

れて
伐
ばっとう

倒します（図
ず

9-13）。伐
ばっとう

倒の際
さい

には、樹
じゅこう

高の２
に

倍
ばい

相
そうとう

当の範
はん い

囲内
ない

には他
ほか

の作
さぎょうしゃ

業者は立
た

ち入
い

らせません。
　また雪

せつがい

害等
など

で大
おお

きく湾
わんきょく

曲している木
き

は、幹
みき

の内
ない ぶ

部に力
ちから

がかかっているため、伐
ばっさい

採には注
ちゅうい

意が必
ひつよう

要です。
図
ず

9-14はその一
いちれい

例です。曲
ま

がっている内
うちがわ

側から切
き

り込
こ

みを入
い

れ、反
はんぱつりょく

発力を弱
よわ

めるなどして伐
き

り倒
たお

します。

受け口
追い口

図
ず

9-13　受
う

け口
くち

・追
お

い口
くち

①曲がっている内側（圧縮側）に
切り込みを入れ反発力を弱める

②反対側（引張側）に切り込みを入れる

図
ず

9-14　湾
わんきょく

曲して力
ちから

が加
くわ

わった木
き

を切
き

る手
てじゅん

順
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枝
え だ う

打ち作
さぎょう

業

枝
えだ う
打ち作

さぎょう
業の方

ほうほう
法

枝
えだ

の切
せつだん

断位
い ち

置と切
せつだん

断の仕
しかた

方

　枝
えだ

の切
せつだん

断作
さぎょう

業に当
あ

たっては、原
げんそく

則として幹
みき

に傷
きず

をつけないように注
ちゅうい

意します。幹
みき

に傷
きず

がつくとそこから
内
うちがわ

側に変
へんしょく

色が生
しょう

じて、材
ざい

の価
か ち

値を下
さ

げるからです。そのためには、切
せつだん

断の位
い ち

置に注
ちゅうい

意します。
　切

せつだん

断位
い ち

置は図
ず

9-15のとおりで、ａの場
ばし ょ

所を切
せつだん

断します。ｂの場
ばし ょ

所を切
せつだん

断すると幹
みき

に傷
きず

がついて変
へんしょく

色が
生
しょう

じます。枝
し

隆
りゅう

と呼
よ

ばれる枝
えだ

の付
つ

け根
ね

の膨
ふく

らみ（図
ず

9-15のｂの位
い ち

置）を切
せつだん

断すると変
へんしょく

色が生
しょう

じるので注
ちゅうい

意
が必

ひつよう

要です。
　また切

せつだん

断の方
ほうほう

法は、図
ず

9-16のとおりです。

枝
えだ う
打ち作

さぎょう
業の注

ちゅういてん
意点

　枝
えだう

打ちに必
ひつよう

要な器
き ぐ

具には、刃
はもの

物と木
きのぼ

登り器
き

があります。刃
はもの

物は、枝
えだう

打ち用
よう

ナタ、枝
えだう

打ちノコ、枝
えだう

打ち用
よう

小
こが た

型カマなどがあります。木
き

に登
のぼ

る器
き ぐ

具は、普
ふつう

通はしごや一
いっぽん

本はしご、木
きのぼ

登り器
き

があります。
　器

き ぐ

具の選
せんてい

定にあたっては、作
さぎょう

業の能
のうりつ

率と安
あんぜんせい

全性、使
つか

い勝
がっ て

手と疲
ひろう

労の度
どあい

合などを考
かんが

え、林
りん ち

地や体
からだ

に合
あ

った
ものを選

えら

びます。これらの器
き ぐ

具は、点
てんけん

検し、不
ふ ぐ あ い

具合のないものを使
しよう

用します。また木
き

に登
のぼ

る際
さい

には、墜
ついらく

落
制
せい し

止用
よう

器
き ぐ

具（安
あんぜんたい

全帯）を装
そうちゃく

着します。
・�はしごは、木

き

の大
おお

きさに合
あ

った長
なが

さのものを使
しよう

用すると作
さぎょう

業もしやすく安
あんぜん

全の確
かくほ

保にもつながる。
・�はしごは斜

しゃめん

面の上
うえがわ

側から木
き

に掛
か

け、しっかりと固
こてい

定する。石
いし

や岩
いわ

の所
ところ

ははしごの足
あし

の爪
つめ

が馴
な じ

染みにくい
のでよく注

ちゅうい

意して固
こてい

定する。
・�はしごは１

いち

～
から

２
に

段
だん

上
あ

がったところで横
よこゆ

揺れしたり、はしごが回
まわ

ったりしないかを確
たし

かめる。
・�はしごをかける時

とき

、以
いぜ ん

前に打
う

った枝
えだ

が隣
となり

の木
き

等
など

にかかり、顔
かお

の上
うえ

に落
お

ちてくる危
きけん

険もあるのでよく注
ちゅうい

意
する。

・�顔
がんぜん

前にある枝
えだ

は、目
め

の保
ほ ご

護のために先
さき

に打
う

ち落
お

とす。
・�いったんはしごの頂

ちょうてん

点に上
あ

がってから順
じゅん

に下
した

へ打
う

ち、下
さ

がったほうが安
あんぜん

全である。
・�刃

はも の

物を持
も

っていないほうの手
て

は安
あんぜん

全な位
い ち

置に置
お

く。
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枝の上下に凸凹や
太りの差のない枝

枝隆の発達した枝

枝下部分の太った枝
成長の旺盛な枝

ａ：正しい切断位置
ｂ：幹に傷がつき変色が生じる

枝下部分のへこんだ枝
成長の低下、または枯死した枝

a a

aa

b

b b

b

図
ず

9-15　枝
えだ

の正
ただ

しい切
せつだん

断位
い

置
ち

細い枝
1.5cm以下

A

太目の枝
2～ 4cm以上

B

1

1 1 1

22 2

33

4

C D

特に太い枝
4cm以上

・1.5cm以下の細い枝は、Aのように上から切断する。
・2～ 4cmの太さの枝の場合はBのように下から受け口を入れて上から落とす。
・4cm以上の太い枝になるとCのように枝の付け根から少し離れたところに、まず受け口を入れて
上から切断し、そこでできた大きな残枝を下から切断する。あるいはDのように最後は上から落
とすこともある。

図
ず

9-16　枝
えだ

の打
う

ち方
かた

　切
せつだん

断の手
てじゅん

順
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雪
ゆ き お

起こし作
さぎょう

業

雪
ゆき お
起こし

　雪
ゆきお

起こしは、積
つ

もった雪
ゆき

の圧
あつりょく

力や枝
えだ

や葉
は

に付
ふちゃく

着した雪
ゆき

の重
おも

さにより倒
たお

されたり、曲
ま

げられたりした樹
じゅもく

木
を引

ひ

き起
お

こして縄
なわ

などで固
こて い

定したりする作
さぎょう

業をいいます（図
ず

9-17）。積
せきせつ

雪条
じょうけん

件の違
ちが

いによって、作
さぎょう

業の
実
じっし

施期
きか ん

間、作
さぎょう

業方
ほうほう

法、作
さぎょう

業に使
しよう

用する材
ざいりょう

料や器
き ぐ

具などにも地
ちいき

域差
さ

があります。一
いっぱんてき

般的な時
じ き

期や方
ほうほう

法は次
つぎ

の
とおりです。
・�雪

ゆき お

起こしは、消
しょうせつ

雪後
ご

、１
いっ

カ月
げつ

以
いな い

内にできるだけ速
すみ

やかに行
おこな

うのが効
こうかてき

果的です。
・�倒

とうふく

伏や曲
ま

がりの状
じょうきょう

況をみて起
お

こす程
ていど

度を判
はんだん

断します。
・�倒

とうふく

伏した木
き

はどうしても根
ね

を傷
いた

められ、根
ねもと

元部
ぶ

が緩
ゆる

み動
うご

きやすくなっているので十
じゅうぶん

分な踏
ふ

み固
かた

めが必
ひつよう

要
です。
・�樹

じゅこう

高が３
さん

ｍ程
てい ど

度までは、ロープの一
いったん

端をかん木
ぼく

や伐
ばっこん

根あるいは他
ほか

の造
ぞうりん

林木
ぼく

に結
むす

んでおき、もう一
いったん

端を引
ひ

き起
お

こした造
ぞう

林
りんぼく

木に結
むす

ぶのがやりやすい順
じゅんじょ

序といわれています（図
ず

9-18）。
・�結

むす

びがほどけずに、幹
みき

を締
し

め付
つ

けない結
むす

び方
かた

としてもやい結
むす

びがあります（図
ず

9-19）。

雪
ゆき お
起こし作

さぎょう
業の注

ちゅういてん
意点

・�消
しょうせつ

雪直
ちょくご

後の林
りんち

地では多
おお

くの植
しょくせい

生が倒
とうふく

伏しているため、足
あし

を引
ひ

っ掛
か

けないように気
き

をつける。
・�ササは滑

すべ

りやすいので不
ふ よ う い

用意に乗
の

らないようにする。

アンカーは
切り株がよい

アンカーを
先にしばる

ロープの位置は
樹高の中央を
目安に

1/2

1/2

図
ず

9-17　雪
ゆ き お

起こしの方
ほうほう

法
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枝を利用して
図のように結ぶ

手を離すとこれでピタリと止まる
麻縄ならはずれない

図
ず

9-18　ひもの結
むす

び方
かた
（雪

ゆ き お
起こし） 図

ず
9-19　もやい結

むす
び

・�雪
ゆき お

起こしする木
き

を処
しょ ち

置する際
さい

に枝
えだ

等
など

の跳
は

ね返
かえ

りに注
ちゅうい

意する。
・�倒

たお

れた木
き

は雪
ゆき

に押
お

さえられていても相
そうとう

当の弾
だんせい

性を残
のこ

しているので、跳
は

ね返
かえ

りに注
ちゅうい

意する。
・�倒

たお

れた木
き

を起
お

こすには力
ちから

を要
よう

する。３
さん

ｍ以
いじょう

上の木
き

の場
ばあ い

合には、２
ふたり

人１
ひとくみ

組で作
さぎょう

業する。

本文の資料：
全国林業改良普及協会「ニューフォレスターズガイド」／林野庁WEBサイト「森林内等の作業におけるダニ刺咬予防対策」／国
立感染症研究所「マダニ対策、今できること」／河野晴哉、桑原正明、石井邦彦「安全な山仕事のために」全国林業改良普及協会
／厚生労働省WEBサイト「職場のあんぜんサイト」労働災害事例／尾鷲林政推進協議会WEBサイト「枝打ち作業の手順と注意」
／一般社団法人 日本農業機械工業会 刈払機部会「刈払機の正しい使い方」
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講
こ う ぎ

義のねらい
素
そざい
材生

せいさん
産のさまざまな場

ばめん
面で使

つか
われるチェーンソーワークを安

あんぜん
全に行

おこな
うことを習

しゅうとく
得する。

キーワード
チェーンソーワーク、伐

ばつぼく
木造

ぞうざい
材、作

さぎょう
業計

けいかく
画、枝

えだ
払
はら
い、玉

たま
切
ぎ
り、ため枝

えだ
、キックバック、

指
ゆびさ
差し呼

こしょう
称、山

やま
割
わ
り

安
あんぜん

全に関
かん

する留
りゅうい

意事
じ こ う

項
〈以

い か
下について、「伐

ばつぼく
木作

さぎょう
業における危

きけん
険と安

あんぜん
全確

かく ほ
保」の細

さいもく
目に関

かんれん
連づけて確

かくじつ
実に学

がくしゅう
習す

ること〉
●�チェーンソーを用

もち
いて行

おこな
う伐

ばつぼく
木造

ぞうざい
材作

さぎょう
業は林

りんぎょう
業作

さぎょう
業において最

もっと
も危

きけ ん
険であること

●�その危
きけんせい
険性を実

じっさい
際の災

さいがい
害事

じれ い
例を挙

あ
げながら十

じゅうぶん
分に学

がくしゅう
習すること

〈以
い か
下について、「枝

えだ
払
はら
い」の細

さいもく
目に関

かんれん
連づけて確

かくじつ
実に学

がくしゅう
習すること〉

●�ため枝
えだ
の切

せつだん
断では枝

えだ
の跳

は
ね返

かえ
りの危

きけん
険があること

●�チェーンソーによる枝
えだ
払
はら
いでのキックバックの危

きけんせい
険性について

●�同
どう じ
時に２

ふたり
人以

いじょう
上で同

どういつ
一の材

ざい
の枝

えだ
払
はら
いをしないこと

〈以
い か
下について、「玉

たま
切
ぎ
り」の細

さいもく
目に関

かんれん
連づけて確

かくじつ
実に学

がくしゅう
習すること〉

●�玉
たま
切
ぎ
り作

さぎょう
業を行

おこな
うときは、必

かなら
ず斜

しゃめん
面上

じょうぶ
部に立

た
って行

おこな
い、足

あし
を材

ざい
の下

した
に入

い
れないこ

と
●�同
どう じ
時に２

ふたり
人以

いじょう
上で同

どういつ
一の材

ざい
の玉

たま
切
ぎ
りをしないこと

チェーンソーによる
素
そ ざ い

材生
せ い さ ん

産の進
す す

め方
か たNo.10

チェーンソー伐
ばっとう

倒・造
ぞうざい

材・集
しゅうざい

材

No.10　チェーンソーによる素材生産の進め方
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伐
ばつぼく

木作
さぎょう

業における危
き け ん

険と安
あんぜん

全確
か く ほ

保

チェーンソー作
さぎょう
業時

じ
の心
こころがま
構え

　胸
きょうこう

高直
ちょっけい

径1
じゅうご

5㎝、高
たか

さが1
じゅう

0m少
しょうしょう

々の立
りゅうぼく

木であっても人
ひと

を死
ししょう

傷させる十
じゅうぶん

分な重
じゅうりょう

量があり、伐
ばつぼく

木は、危
きけ ん

険が
伴
ともな

う行
こう い

為です。
　この伐

ばつぼく

木を安
あんぜん

全に行
おこな

うには、「作
さぎょうしゃ

業者が、対
たいしょう

象木
ぼく

を作
さぎょう

業開
かい し

始から、終
しゅうりょう

了まで十
じゅうぶん

分なコントロール下
か

に置
お

くこと」がとても重
じゅうよう

要です。コントロールが可
かの う

能であるからこそ「安
あんぜん

全な伐
ばつぼく

木」と言
い

えるのです。しか
し、これは作

さぎょうしゃ

業者がコントロールできる能
のうりょく

力＝技
ぎじゅつ

術・技
ぎのう

能・判
はんだんりょく

断力を有
ゆう

していることが大
だい

前
ぜんてい

提でもありま
す（図

ず

10-1）。
　立

りゅうぼく

木は、立
りっちじょうけん

地条件・林
りんれい

齢・樹
じゅしゅ

種等
など

条
じょうけん

件がさまざまです。また、気
きしょう

象条
じょうけん

件もさらに付
つ

け加
くわ

わります。した
がって、対

たいしょう

象木
ぼく

をコントロール下
か

に置
お

くことができるか否
いな

かは、作
さぎょうしゃ

業者の能
のうりょく

力の高
こうてい

低に関
かか

わってきます。
　リスクを減

へ

らすということは、単
たん

に作
さぎょう

業方
ほうほう

法だけでなく、立
りゅうぼく

木と自
じぶ ん

分自
じし ん

身の能
のうりょく

力との関
かんけい

係から、作
さぎょう

業す
るかしないか決

き

めていくことも、重
じゅうよう

要な要
よう そ

素となります。
　伐

ばつぼく

木作
さぎょう

業を「安
あんぜん

全に」実
じっ し

施する要
ようけん

件はそれだけではありません。伐
ばつぼく

木による他
たし ゃ

者および物
もの

に対
たい

して損
そん

害
がい

を与
あた

えないことも同
どう じ

時に含
ふく

まれます。せっかく、立
りゅうぼく

木を目
もくてき

的どおりに倒
たお

しても、他
ほか

に損
そんがい

害を与
あた

えては
「安
あんぜん

全な」とは言
い

えません。またミスにより思
おも

わぬことも起
お

こり得
え

ます。そうなるのであればなおさらです。
　人

にんげん

間にミスはつきものです。このミスとは、見
み お

落とし・忘
ぼうきゃく

却・誤
ごに ん

認・錯
さっかく

覚等
など

、さまざまな要
よういん

因によります。
こうしたミスを減

へ

らすために実
じっし

施されているのが、リスクの発
はっせい

生する要
ようしょ

所要
ようしょ

所を重
じゅうてんてき

点的に確
かくにん

認・再
さい

確
かくにん

認す
る方

ほうほう

法です。それがまさしく指
ゆびさ

差し呼
こしょう

称確
かくにん

認であり自
じ こ

己管
かん り

理技
ぎじゅつ

術なのです。自
じ こ

己管
かん り

理技
ぎじゅつ

術を身
み

につけリス
ク判

はんだん

断のできる作
さぎょうしゃ

業者が、「安
あんぜん

全な伐
ばつぼく

木作
さぎょう

業」を実
じっこう

行できるのです。

対象木を
コントロール
できる能力

技 術

技 能 判断力

図
ず

10-1　安
あんぜん

全な伐
ばつぼく

木作
さぎょう

業の大
だい

前
ぜんてい

提
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　伐
ばつぼく

木作
さぎょう

業はさまざまな技
ぎじゅつ

術を組
く

み合
あ

わせることで、安
あんぜん

全を確
かくほ

保しています。したがって、山
やま

で作
さぎょう

業しよ
うという者

もの

はさまざまな技
ぎじゅつ

術を身
み

につけ、それを実
じつげん

現できる技
ぎの う

能を磨
みが

くことなしには、「安
あんぜん

全な作
さぎょう

業」は
怪
あや

しくなります。こうしたことを踏
ふ

まえ、以
い ご

後伐
ばつぼく

木造
ぞうざい

材について学
まな

んでいってください。

⑴
かっこいち

 基
きほんてき

本的な注
ちゅうい

意事
じこ う

項
　伐

ばつぼく

木造
ぞうざい

材作
さぎょう

業中
ちゅう

の労
ろうどうさいがい

働災害を未
みぜん

然に防
ふせ

ぎ、効
こうりつ

率の良
よ

い作
さぎょう

業を行
おこな

うために、次
つぎ

のことを心
こころ

がけましょう。

①
まるいち

�疑
ぎもんてん

問点を解
かいけつ

決してから作
さぎょう

業する
　初

しょしんしゃ

心者であれば、操
そうさ

作がぎこちなかったり、作
さぎょう

業に手
て ま ど

間取ったりするのは当
とうぜん

然です。自
じこりゅう

己流の判
はんだん

断や
自
じこりゅう

己流のチェーンソーの操
そう さ

作は、災
さいがい

害を招
まね

く可
かのうせい

能性もあります。疑
ぎもんてん

問点があるときはチェーンソーの
取
とりあつかい

扱説
せつめいしょ

明書を読
よ

んだり、職
しょくば

場の先
せんぱい

輩に質
しつもん

問したりして解
かいけつ

決するようにしましょう。

②
まるに

�合
あ い ず

図を行
おこな

う習
しゅうかん

慣をつける
　伐

ばつぼく

木造
ぞうざい

材作
さぎょう

業では山
やま

割
わ

り（後
こうじゅつ

述の図
ず

10-4参
さんしょう

照）を行
おこな

い、上
じょうげ

下作
さぎょう

業を避
さ

けるなど、作
さぎょうしゃ

業者同
どう し

士の間
かんかく

隔を
とります。このとき、必

ひつよう

要な作
さぎょう

業間
かんかく

隔はとりつつも、連
れんけい

携がとれる間
かんかく

隔を保
たも

つことが必
ひつよう

要です。また、
あらかじめ間

かんかく

隔をとったつもりが、作
さぎょう

業に夢
むちゅう

中になっているうちに、気
き

づくとすぐそばに作
さぎょうしゃ

業者がいた
ということもあるかもしれません。
　このときに重

じゅうよう

要なことは「合
あい ず

図」です。特
とく

に伐
ばっとう

倒作
さぎょう

業のときは、「予
よ び

備の合
あい ず

図」「本
ほん

合
あ い ず

図」「終
しゅうりょう

了の
合
あい ず

図」を確
かくじつ

実に行
おこな

います。「指
ゆびさ

差し呼
こしょう

称」も併
あわ

せて行
おこな

うと、より確
かくじつ

実に安
あんぜん

全確
かく ほ

保ができます。
　大

おお

きな声
こえ

、あるいは呼
よびこ

子で合
あいず

図と指
ゆびさ

差し呼
こしょう

称をすることは、他
ほか

の作
さぎょうしゃ

業者への注
ちゅうい

意を促
うなが

すこともできま
すし、自

じぶん

分自
じし ん

身への注
ちゅうい

意喚
かん き

起になるので、大
たいへん

変有
ゆうこう

効です。

③
まるさん

�新
し ん き

規就
しゅうぎょうしゃ

業者による労
ろうどうさいがい

働災害の傾
けいこう

向
　林

りんぎょう

業労
ろうどうさいがい

働災害において、新
しんき

規就
しゅうぎょうしゃ

業者によるものが多
おお

く発
はっせい

生しています。受
う

け口
くち

の水
すいへい

平切
ぎ

りと斜
なな

め切
ぎ

り
の終

お

わりの部
ぶぶん

分が一
いっち

致しておらず、伐
ばっとう

倒方
ほうこう

向が変
か

わり、木
き

が自
じぶ ん

分に倒
たお

れかかってきたなどの事
じれい

例が多
おお

く
見
み う

受けられます。これらの労
ろうどうさいがい

働災害は、法
ほうれい

令を守
まも

り、正
ただ

しく安
あんぜん

全な作
さぎょう

業手
てじゅん

順で行
おこな

うことで、未
みぜん

然に防
ぼうし

止
することができます。

④
まるよん

�身
か ら だ

体の調
ちょうし

子を整
ととの

える
　チェーンソー作

さぎょう

業では、常
つね

に状
じょうきょう

況に応
おう

じた正
せいかく

確な判
はんだん

断が求
もと

められます。睡
すいみん

眠不
ぶそ く

足や二
ふ つ か よ

日酔いなど、
身
からだ

体の調
ちょうし

子が万
ばんぜん

全ではないときは、判
はんだんりょく

断力が鈍
にぶ

ります。このようなときは木
き

を伐
き

るべきではありません。
体
たいちょう

調管
かん り

理に十
じゅうぶん

分配
はいりょ

慮することが安
あんぜん

全な作
さぎょう

業につながります。朝
あさ

のTBM（ツールボックスミーティング）
では、作

さぎょうしゃ

業者同
どう し

士で健
けんこうじょうたい

康状態を確
かくにん

認するようにしましょう。
　また、作

さぎょう

業を始
はじ

める前
まえ

には、準
じゅんび

備運
うんどう

動をして身
からだ

体を温
あたた

め、ケガをしにくくしましょう。水
すいぶん

分補
ほきゅう

給はこ
まめにしましょう。

⑤
まるご

�法
ほうれい

令を守
まも

る
　伐

ばつぼく

木造
ぞうざい

材作
さぎょう

業では、合
あい ず

図や退
たい ひ

避を含
ふく

めた伐
ばつぼく

木の作
さぎょう

業手
てじゅん

順、あるいは、かかり木
ぎ

処
しょ り

理などについて、
法
ほうれい

令で定
さだ

められた事
じこう

項を守
まも

って作
さぎょう

業を行
おこな

うことが必
ひつよう

要です。
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　「労
ろうどうさいがい

働災害は、偶
ぐうぜん

然起
お

きるものではなく、起
お

きるべくして起
お

きる」といわれます。法
ほうれい

令にのっとり、
十
じゅうぶん

分な安
あんぜん

全衛
えいせい

生管
かん り

理のもと、適
てきせつ

切な方
ほうほう

法で伐
ばつぼく

木等
とう

作
さぎょう

業を行
おこな

うことが、労
ろうどうさいがい

働災害の防
ぼうし

止につながります。

伐
ばつぼく
木作

さぎょう
業の災

さいがい
害事

じれ い
例

災
さいがい

害事
じれ い

例１
いち

　伐
ばっとう

倒木
ぼく

（伐
ばっこん

根直
ちょっけい

径 4
よんじゅう

0㎝、長
なが

さ2
にじゅう

0m）は所
しょてい

定の方
ほうこう

向に倒
たお

れたものの、1
じゅう

0mくらい前
ぜんぽう

方にあった胸
きょうこう

高直
ちょっけい

径
1
じゅうさん

3 cmのアオダモの木
き

2
に

本
ほん

に接
せっしょく

触し、アオダモが折
お

れず、その反
はんぱつ

発で伐
ばっとう

倒木
ぼく

の元
もと

口
くち

が跳
は

ね上
あ

がり、被
ひさいしゃ

災者
を直

ちょくげき

撃した（図
ず

10-2）。
〈原

げんいん

因〉
①
まるいち

�十
じゅうぶん

分な退
たい ひ

避距
きょ り

離をとらなかったこと。
②
まるに

�現
げ ん ば

場が急
きゅうしゃめん

斜面のため、退
たいひ

避が遅
おく

れたこと。
③
まるさん

�伐
ばっとう

倒予
よて い

定方
ほうこう

向に、小
しょうけいぼく

径木（アオダモ）があったこと。
〈対

たいさく

策〉
①
まるいち

�退
た い ひ

避路
ろ

の確
かく ほ

保を確
かくじつ

実に行
おこな

うこと。
②
まるに

�退
た い ひ

避距
きょ り

離は3
さん

m以
いじょう

上とすること。
③
まるさん

�伐
ばっとう

倒を行
おこな

う際
さい

には、接
せっしょく

触によって危
きけ ん

険を生
しょう

じるおそれのある立
りゅうぼく

木は、その状
じょうきょう

況に応
おう

じて予
あらかじ

め処
しょ り

理し
ておくこと。

災
さいがい

害事
じれ い

例２
に

　ヒノキの立
りゅうぼく

木に傷
きず

をつけないように、斜
しゃめん

面下
かほ う

方側
がわ

に方
ほうこうづ

向付けをして倒
たお

すことにした。伐
ばっとう

倒対
たいしょう

象木
ぼく

の地
ちじょう

上
約
やく

5
ご

ｍの位
い ち

置にワイヤロープをくくり付
つ

け、伐
ばっとう

倒方
ほうこう

向にある既
すで

に倒
たお

した木
き

に取
と

り付
つ

けた滑
かっしゃ

車にワイヤロー
プを通

とお

し、さらに滑
かっしゃ

車の側
そくほう

方にあるマツの切
きりかぶ

株に台
だい

付
つ

けしたけん引
いん

具
ぐ

（チルホール）に取
と

り付
つ

けた。
　その後

あと

、作
さぎょう

業員
いん

Aが伐
ばっとう

倒作
さぎょう

業にあたり、被
ひさいしゃ

災者Bは切
き

り株
かぶ

に台
だい

付
つ

けしたけん引
いん

具
ぐ

で伐
ばっとう

倒対
たいしょう

象木
ぼく

をけん引
いん

することとした。伐
ばっとう

倒木
ぼく

が傾
かたむ

きかけたとき、作
さぎょう

業に当
あ

たっていた作
さぎょう

業員
いん

Aは、被
ひさいしゃ

災者Bに大
おおごえ

声で避
ひな ん

難の
合
あい ず

図をしたが、被
ひさいしゃ

災者Bは付
ふき ん

近のヒノキに気
き

を取
と

られていて合
あいず

図に気
き

づかず、作
さぎょう

業員
いん

Ａは避
ひな ん

難したことを
確
かくにん

認せず伐
ばっとう

倒した。
　既

すで

に倒
たお

してあった数
すうほん

本の上
うえ

に伐
き

り倒
たお

したため、その衝
しょうげき

撃で伐
ばっとう

倒木
ぼく

が跳
はね あ

上がりそのうちの1
いっ

本
ぽん

（胸
きょうこう

高直
ちょっけい

径
約
やく

4
よんじゅう

0㎝）が被
ひさいしゃ

災者Bに当
あ

たり死
しぼう

亡した（図
ず

10-3）。
〈原

げんいん

因〉
①
まるいち

�伐
ばっとう

倒木
ぼく

が散
さんざい

在していた付
ふきん

近にけん引
いん

具
ぐ

を台
だい

付
つ

けして作
さぎょう

業を行
おこな

ったこと。
②
まるに

�伐
ばっとう

倒の際
さい

の安
あんぜん

全な避
ひなん

難場
ばし ょ

所をあらかじめ選
せんてい

定していなかったこと。
③
まるさん

�伐
ばっとう

倒する者
もの

が、他
ほか

の作
さぎょうしゃ

業者が避
ひなん

難したことを確
かくにん

認せず伐
ばっとう

倒したこと。
〈対

たいさく

策〉
①
まるいち

�伐
ばっとう

倒方
ほうほう

法、避
ひなん

難場
ばし ょ

所、合
あいず

図等
など

について作
さぎょう

業開
かい し

始前
まえ

に確
かくじつ

実に打
う

ち合
あ

わせること。
②
まるに

�けん引
いん

具
ぐ

を使
しよ う

用する際
さい

は、伐
ばっとう

倒方
ほうこう

向およびその付
ふきん

近並
なら

びに伐
ばっとう

倒の衝
しょうげき

撃による物
もの

の飛
ひら い

来、落
らっか

下、滑
かつどう

動等
など

による危
きけん

険が予
よそく

測される場
ばしょ

所に台
だい

付
つ

けしないこと。
③
まるさん

�付
ふ き ん

近にいる者
もの

が安
あんぜん

全な場
ばしょ

所に避
ひなん

難したことを確
かくにん

認して伐
ばっとう

倒すること。
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チルホール

ヒノキ

ヒノキ

伐倒した木

伐倒対象木

滑車

被災者［B］

［A］受
け
口

図
ず

10-3　伐
ばっとう

倒した木
き

が既
すで

に倒
たお

してあった木
き

に当
あ

たり、跳
は

ね上
あ

がった1
いっぽん

本が被
ひ さ い し ゃ

災者を直
ちょくげき

撃

伐倒

元口
跳ね上がり

被災者を
直撃

折れずに
反発

図
ず

10-2　伐
ばっとう

倒木
ぼく

の元
もと

口
くち

が跳
は

ね上
あ

がり、被
ひ さ い し ゃ

災者を直
ちょくげき

撃
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伐
ばっさい

採箇
か し ょ

所の事
じ ぜ ん

前踏
と う さ

査
　林

りんぎょう

業のどの作
さぎょう

業でも、作
さぎょう

業に着
ちゃくしゅ

手する前
まえ

の準
じゅんび

備は大
たいせつ

切です。特
とく

に伐
ばつぼく

木造
ぞうざい

材作
さぎょう

業では、林
りんぶん

分の状
じょうきょう

況
（林

りんれい

齢・樹
じゅしゅ

種等
など

）や地
ちけい

形等
とう

の状
じょうたい

態などについて事
じぜん

前に踏
とうさ

査（調
ちょうさ

査）し、全
ぜんたいてき

体的な状
じょうきょう

況を把
はあ く

握しておくことは
安
あんぜん

全に作
さぎょう

業する上
うえ

で極
きわ

めて重
じゅうよう

要です。
　その時

とき

、皆
かいばつ

伐、間
かんばつ

伐（利
りよう

用間
かんばつ

伐または保
ほいく

育間
かんばつ

伐）といった作
さぎょう

業内
ないよう

容、作
さぎょう

業に応
おう

じた伐
ばっさい

採方
ほうほう

法だけでなく
集
しゅうざい

材方
ほうほう

法についても確
かくにん

認しておく必
ひつよう

要があります（図
ず

10-4）。
　そして、これらの調

ちょうさ

査結
けっ か

果に基
もと

づいて、作
さぎょう

業の準
じゅんび

備を行
おこな

い、作
さぎょうしゃ

業者間
かん

で打
う

ち合
あ

わせをして作
さぎょう

業計
けいかく

画を作
つく

ることが大
たいせつ

切です。

①
まるいち

�地
ち け い

形の状
じょうきょう

況（平
へい ち

地であるか、傾
けいしゃ

斜であるか（傾
けいしゃ

斜の緩
かんきゅう

急、斜
しゃめん

面の向
む

き、北
きたむ

向き、南
みなみむ

向き等
など

）等
とう

を含
ふく

む。）
②
まるに

�地
ち し つ

質・水
みず

はけの状
じょうきょう

況（岩
がんせき

石地
ち

であるか、崩
ほうかい

壊地
ち

であるか、転
てんせき

石または浮
う

き石
いし

の量
りょう

及
およ

び水
みず

はけを含
ふく

む。）
③
まるさん

�埋
まいせつ

設物
ぶつ

・架
かく う

空線
せん

近
きんせつ

接の状
じょうきょう

況
④
まるよん

�伐
ばっとう

倒対
たいしょう

象の立
りゅうぼく

木の状
じょうきょう

況（伐
ばっとう

倒の対
たいしょう

象となる立
りゅうぼく

木の樹
じゅしゅ

種・樹
じゅれい

齢、胸
きょうこう

高直
ちょっけい

径・樹
じゅこう

高の状
じょうきょう

況、立
りゅうぼく

木の大
おお

きさの
ばらつき及

およ

び立
りゅうぼく

木の密
みつ ど

度を含
ふく

む。）
⑤
まるご

�つるがらみ・枝
えだ

がらみの状
じょうきょう

況
⑥
まるろく

�枯
こ

損
そん

木
ぼく

・風
ふうとうぼく

倒木の状
じょうきょう

況
⑦
まるしち

�下
か そ う

層植
しょくせい

生の状
じょうきょう

況（かん木
ぼく

・草
そうほん

本の粗
そみつ

密を含
ふく

む。）
⑧
まるはち

�緊
きんきゅう

急車
しゃりょう

両の走
そうこう

行経
けい ろ

路
⑨
まるきゅう

�携
けいたい

帯電
でんわとう

話等または無
むせん

線通
つうしん

信による通
つうしん

信が可
かのう

能である範
はんい

囲

資料：�厚生労働省「チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン」2020/1/31

縦割り（原則）

図
ず

10-4　山
やま
割
わ
りは、谷

たに
から見

みと お
通しの悪

わる
い尾

お ね
根に向

む
かって縦

たて わ
割りとするのが原

げんそく
則です。これは、上

じょうげ
下作

さぎょう
業を避

さ
けるためです。狭

せま
い谷

たに
や

見
みと お
通しの悪

わる
い山

やま
の稜

りょうせん
線を境

さかい
に山

やま
割
わ
りするのは避

さ
けます。
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作
さぎょう
業計

けいかくしょ
画書の作

さくせい
成・記

きにゅう
入例
れい

　作
さぎょう

業地
ち

の事
じ ぜ ん

前調
ちょうさ

査を終
お

えたら、次
つぎ

に作
さぎょう

業計
けいかく

画を作
つく

ります。作
さぎょう

業計
けいかく

画は、事
じぎょうしゃ

業者や林
りんぎょう

業現
げ ん ば

場責
せきにんしゃ

任者、
作
さぎょうしゃ

業者など現
げんば

場に関
かんけい

係する者
もの

がお互
たが

いの動
うご

きを把
はあく

握し、安
あんぜん

全に作
さぎょう

業をするための共
きょうつう

通認
にんしき

識を持
も

てるように
作
さくせい

成するものです。
　林

りんぎょう

業の作
さぎょう

業現
げん ば

場は、伐
ばっさい

採から集
しゅうざい

材・造
ぞうざい

材・運
うんぱん

搬まで、作
さぎょう

業工
こうてい

程が多
た き

岐にわたります。このため、伐
ばっさい

採の
工
こうてい

程だけでなく、すべての工
こうてい

程が見
みとお

通せる作
さぎょう

業計
けいかく

画を作
さくせい

成して、作
さぎょうしゃ

業者全
ぜんいん

員が互
たが

いの作
さぎょう

業内
ないよう

容を理
りかい

解でき
ることが必

ひつよう

要とされます。
　作

さぎょう

業計
けいかくしょ

画書の例
れい

を紹
しょうかい

介します（図
ず

10-5、図
ず

10-6）。
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図
ず

10-5　作
さぎょう

業計
けいかくしょ

画書の例
れい

①
まるいち
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図
ず

10-5　作
さぎょう

業計
けいかくしょ

画書の例
れい

②
まるに

� 出典：�厚生労働省「チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン」2020/1/31
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図
ず

10-6　機
き か い

械作
さぎょう

業計
けいかくしょ

画書の例
れい

①
まるいち
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図
ず

10-6　機
き か い

械作
さぎょう

業計
けいかくしょ

画書の例
れい

②
まるに

� 出典：厚生労働省「林業に新規参入する労働者に係る労働災害防止対策推進事業　安全な作業に必要な作業計画の作成支援」
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作
さぎょう

業前
まえ

の打
う

ち合
あ

わせ

打
う
ち合

あ
わせの必

ひつようせい
要性と目

もくてき
的

　チームを組
く

んで他
ほか

の人
ひと

と一
いっしょ

緒に作
さぎょう

業をすることは、生
せいめい

命にかかわる重
じゅうよう

要なことです。緊
きんきゅうじ

急時にすぐに誰
だれ

かに助
たす

けを求
もと

められることが単
たんどく

独で作
さぎょう

業をしないことの主
おも

な理
りゆ う

由ですが、それだけではありません。他
ほか

の
作
さぎょうしゃ

業者がいれば、けん引
いん

ロープの操
そう さ

作、丸
まる た

太の移
いど う

動、用
よう ぐ

具を取
と

りに行
い

く、危
きけ ん

険を察
さっ ち

知するなど、作
さぎょう

業を
効
こうりつてき

率的に進
すす

めることが可
かのう

能になります。
　他

ほか

の人
ひと

と一
いっしょ

緒に作
さぎょう

業するということは、共
きょうつう

通の目
もくてき

的を達
たっせい

成するために協
きょうりょく

力することです。作
さぎょう

業を開
かいし

始す
る際

さい

は、必
かなら

ず、その現
げん ば

場に関
かんけい

係する者
もの

が全
ぜんいん

員で打
う

ち合
あ

わせをします。作
さぎょう

業場
ば

所
しょ

が変
か

わったときはもちろ
ん、毎

まいにち

日の作
さぎょう

業をはじめる前
まえ

に作
さぎょう

業を指
し き

揮する者
もの

を中
ちゅうしん

心に、作
さぎょう

業の手
てじゅん

順、作
さぎょうしゃ

業者の配
はいち

置、作
さぎょう

業上
じょう

注
ちゅうい

意すべ
き事

じこう

項、作
さぎょう

業の合
あいず

図などについて十
じゅうぶん

分に確
かくにん

認をします。
　なお、作

さぎょう

業中
ちゅう

に打
う

ち合
あ

わせが必
ひつよう

要になり、作
さぎょう

業を行
おこな

っている者
もの

に近
ちか

づくときは、呼
よびこ

子などあらかじめ決
き

めておいた合
あいず

図をして、相
あいて

手の応
おうとう

答を確
たし

かめた上
うえ

で近
ちか よ

寄るようにします。
　打

う

ち合
あ

わせ項
こうもく

目の例
れい

は次
つぎ

のとおりです。

⑴
かっこいち

 �作
さぎょう

業手
てじゅん

順・人
じんいん

員の配
はいち

置・注
ちゅうい

意の必
ひつよう

要な場
ばしょ

所の確
かくにん

認
　１

ひと り ひ と り

人１人の作
さぎょうしゃ

業者が手
てじゅん

順を理
りか い

解し、他
ほか

の作
さぎょう

業員
いん

の動
うご

きを把
はあ く

握しておくことは安
あんぜん

全な作
さぎょう

業に欠
か

かせませ
ん。林

りんぎょう

業では、数
すうにん

人ずつの班
はん

に分
わ

かれて作
さぎょう

業に当
あ

たります。情
じょうほう

報は班
はん

内
ない

の作
さぎょう

業員
いん

に伝
つた

え、共
きょうつう

通認
にんしき

識のもと
で作

さぎょう

業を進
すす

めます。とくに注
ちゅうい

意の必
ひつよう

要な危
きけん

険な場
ばしょ

所は、全
ぜんいん

員での確
かくにん

認を徹
てってい

底しましょう。

⑵
かっこに

 同
どういつ

一斜
しゃめん

面の上
じょうげ

下での作
さぎょう

業の禁
きんし

止
　同

どういつ

一斜
しゃめん

面の上
じょうほう

方と下
かほ う

方で作
さぎょう

業をすることは、極
きわ

めて危
きけ ん

険です。たとえ同
どう じ

時でなくても、作
さぎょう

業している
場
ばし ょ

所の下
したがわ

側に入
はい

るということは、自
みずか

ら事
じ こ

故を呼
よ

び込
こ

む行
こう い

為になります。他
ほか

の作
さぎょうしゃ

業者がどこでどのような
作
さぎょう

業に当
あ

たっているかに気
き

を配
くば

りながら作
さぎょう

業をすることが重
じゅうよう

要です。

⑶
かっこさん

 近
きんせつ

接作
さぎょう

業の禁
きんし

止
　作

さぎょうしゃ

業者同
どう し

士および作
さぎょうはん

業班同
どう し

士の間
かんかく

隔は、常
つね

に安
あんぜん

全な距
きょり

離（樹
じゅこう

高の2
にてんご

. 5倍
ばい

）をとります。また同
おな

じ班
はん

内
ない

にお
ける作

さぎょう

業で、同
どう じ

時に２
に

本
ほん

以
いじょう

上の伐
ばつぼく

木を行
おこな

ってはいけません。作
さぎょうしゃ

業者はお互
たが

いの位
い ち

置関
かんけい

係を確
かくにん

認し合
あ

い、
安
あんぜん

全を確
かくほ

保して作
さぎょう

業をします。

⑷
かっこよん

 狭
せま

い沢
さわ

（谷
たに

）での作
さぎょう

業は危
きけん

険
　傾

けいしゃ

斜地
ち

では、伐
ばっとう

倒方
ほうこう

向が谷
たにがわ

側に向
む

かっていない場
ばあい

合でも、つるの切
せつだん

断などで伐
ばっとう

倒木
ぼく

が谷
たにがわ

側に倒
たお

れること
があります。このとき、谷

たに

の向
む

かい側
がわ

で作
さぎょう

業をしている者
もの

には確
かくにん

認しにくく、大
たいへん

変危
きけ ん

険です。

⑸
かっこご

 作
さぎょう

業中
ちゅう

、作
さぎょうしゃ

業者に不
ふ よ う い

用意に近
ちか

づかない
　チェーンソーを使

しよ う

用している最
さいちゅう

中に、相
あい て

手に接
せっきん

近する必
ひつよう

要がある場
ばあ い

合には、必
かなら

ず事
じぜ ん

前に決
き

めておいた
合
あいず

図で知
し

らせ、相
あいて

手が気
き

づいてから近
ちか

づきます。作
さぎょうしゃ

業者が急
きゅう

に振
ふ

り向
む

いたときにチェーンソーの刃
は

が当
あ

た
ったり、作

さぎょうしゃ

業者が驚
おどろ

いた衝
しょうげき

撃でミスを起
お

こしてケガを招
まね

いたりする危
きけんせい

険性があるので、十
じゅうぶん

分に注
ちゅうい

意をします。
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⑹
かっころく

 転
てんらく

落・墜
ついらく

落・滑
かつらく

落の注
ちゅういてん

意点
　山

やま

では思
おも

わぬところでつまずいて大
おお

きな事
じ こ

故につながる可
かのうせい

能性があります。特
とく

に急
きゅうしゃめん

斜面での作
さぎょう

業では、
転
てんらく

落、墜
ついらく

落、滑
かつらく

落などが起
お

きないよう細
さいしん

心の注
ちゅうい

意を払
はら

う必
ひつよう

要があります。
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枝
えだ

払
はら

い

枝
えだ
払
はら
い

枝
えだ

払
はら

い作
さぎょう

業のポイント

　伐
ばっとう

倒木
ぼく

の枝
えだ

払
はら

いについては、採
さい

材
ざい

が可
かの う

能な範
はん い

囲にあるものは、すべて切
き

り払
はら

うことが必
ひつよう

要です。伐
ばつぼく

木
造
ぞうざい

材作
さぎょう

業の全
ぜん

工
こうてい

程の中
なか

に占
し

める枝
えだ

払
はら

いの時
じかんてき

間的比
ひり つ

率はかなり大
おお

きく、またこの作
さぎょう

業による労
ろうどうさいがい

働災害の発
はっせい

生
件
けんすう

数も多
おお

いので十
じゅうぶん

分注
ちゅうい

意して作
さぎょう

業する必
ひつよう

要があります。
　チェーンソーによる枝

えだ

払
はら

い作
さぎょう

業で注
ちゅうい

意しなければならない事
じこう

項としては、ソーチェーンで枝
えだ

などの細
ほそ

い
部
ぶぶ ん

分を切
き

る時
とき

には、バーが踊
おど

ったり、跳
は

ねたりすることがあります。チェーンソーでの枝
えだ

払
はら

いは、十
じゅうぶん

分
注
ちゅうい

意して行
おこな

います。
　枝

えだ

払
はら

い作
さぎょう

業のポイントは次
つぎ

のとおりです。

⑴
かっこいち

 �枝
えだ

払
はら

いする材
ざい

の周
しゅうい

囲をよく点
てんけん

検し、材
ざい

の安
あんてい

定を確
かくにん

認の上
うえ

、足
あし ば

場を確
かくほ

保してから作
さぎょう

業に着
ちゃくしゅ

手すること。

　伐
ばっとう

倒木
ぼく

の枝
えだ

払
はら

いをする場
ばあい

合、足
あしば

場には枝
しじょう

条、ササ、かん木
ぼく

等
など

の障
しょうがいぶつ

害物があり、かつ斜
しゃめん

面を歩
ほこう

行すること
から、枝

えだ

払
はら

いする伐
ばっとう

倒木
ぼく

の周
しゅうい

囲をよく点
てんけん

検します。枝
えだ

払
はら

い作
さぎょう

業中
ちゅう

における材
ざい

の転
てんらく

落等
など

による災
さいがい

害を予
よぼう

防す
るため、材

ざい

の安
あんてい

定を確
かくにん

認し、足
あしば

場を確
かくほ

保してから作
さぎょう

業に着
ちゃくしゅ

手することが肝
かんじん

心です。

⑵
かっこに

 �危
き け ん

険を伴
ともな

う材
ざい

上
じょう

での枝
えだ

払
はら

いは行
おこな

わないこと

　材
ざい

の部
ぶぶ ん

分に乗
の

っての枝
えだ

払
はら

い作
さぎょう

業は、転
てんらく

落や墜
ついらく

落による災
さいがい

害を受
う

ける恐
おそ

れが大
おお

きく、また小
しょうけい

径材
ざい

の上
うえ

での
作
さぎょう

業は体
からだ

のバランスが保
たも

ちにくく足
あしば

場も狭
せま

い上
うえ

に危
きけ ん

険を伴
ともな

うことから絶
ぜったい

対に行
おこな

ってはいけません。

⑶
かっこさん

 �枝
えだ

払
はら

いは原
げんそく

則として山
やまがわ

側に位
い ち

置し、元
もと

口
くち

から梢
こずえ

に向
む

かって進
すす

め、材
ざい

面
めん

に沿
そ

って平
へいかつ

滑に切
き

り払
はら

うこと

　作
さぎょうしゃ

業者は原
げんそく

則として山
やまがわ

側に位
い ち

置し、枝
えだ

払
はら

いは山
やまがわ

側および伐
ばっとう

倒木
ぼく

の元
もと

口
くち

側
がわ

から順
じゅんじ

次梢
こずえ

に向
む

かって進
すす

め、材
ざい

面
めん

に沿
そ

って平
へいかつ

滑に切
き

り払
はら

うことが原
げんそく

則であり、チェーンソーを材
ざい

面
めん

に食
く

い込
こ

ませないよう注
ちゅうい

意します。

⑷
かっこよん

 �長
なが

い枝
えだ

は、一
いち ど

度に切
き

り落
お

とさず、まず幹
みき

から 3
さんじゅう

0㎝以
いじょう

上のところで一
いち ど

度切
き

り、重
じゅうりょう

量を軽
けいげん

減してから根
ね

元
もと

を切
き

る
ようにし、枝

えだ

の裂
さ

けや跳
は

ね返
かえ

りを防
ぼうし

止すること

　長
なが

い枝
えだ

は概
がい

してその根
ねもと

元が太
ふと

く、重
じゅうりょう

量もあるため、チェーンソーバーが枝
えだ

に噛
か

まれたりします。一
いったん

旦先
さき

の方
ほう

を切
き

り落
お

とし重
じゅうりょう

量を軽
けいげん

減した後
あと

、改
あらた

めて根
ね

元
もと

を切
き

るようにします。

⑸
かっこご

 �キックバックの危
きけんせい

険性のあるガイドバーの先
せんたん

端で枝
えだ

を切
き

らないようにする

　また枝
えだ

払
はら

い作
さぎょう

業は、チェーンソーのバーの先
せんたん

端を使
つか

う傾
けいこう

向になりがちなので、キックバック現
げんしょう

象を起
お

こ
さないように注

ちゅうい

意する必
ひつよう

要があります（図
ず

10-7）。

⑹
かっころく

 �枝
えだ

を切
き

っている最
さいちゅう

中に、ガイドバーの先
せんたん

端が木
き

や他
ほか

の枝
えだ

に接
せっしょく

触しないようにする

⑺
かっこなな

 �支
ささ

え枝
えだ

については、伐
ばっとう

倒木
ぼく

の安
あんてい

定を確
たし

かめながら切
き

り払
はら

うこと

　地
じめん

面に接
せっ

して伐
ばっとう

倒木
ぼく

を支
ささ

えている枝
えだ

（支
ささ

え枝
えだ

）は他
ほか

の枝
えだ

を切
き

り払
はら

った後
あと

、材
ざい

の反
はんてん

転が可
かのう

能な場
ばあい

合のみ、
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斜
しゃめん

面の上
じょうぶ

部から材
ざい

を反
はんてん

転させたうえ、材
ざい

の安
あんてい

定を確
たし

かめてから切
き

り払
はら

うこと（図
ず

10-8）。材
ざい

の反
はんてん

転が
不
ふ か の う

可能な場
ばあい

合は集
しゅうざい

材した後
あと

に切
き

り払
はら

うようにすること。また、支
ささ

え枝
えだ

でない枝
えだ

であっても切
き

り払
はら

いが困
こんなん

難
な枝

えだ

については同
どうよう

様の取
と

り扱
あつか

いをすることが肝
かんよう

要です。

⑻
かっこはち

 �材
ざい

等
など

に押
お

さえられ弓
ゆみじょう

状になっている枝
えだ

は、反
はんぱつりょく

発力を弱
よわ

めるための切
き

り込
こ

みを入
い

れてから根
ねもと

元切
ぎ

りをすること

　伐
ばっとう

倒木
ぼく

に押
お

さえられ弓
ゆみ

なりになっている枝
えだ

やかん木
ぼく

は、不
ふ よ う い

用意に切
き

るとはねてくる危
きけ ん

険があるので、
反
はんぱつりょく

発力を減
げんさい

殺してから切
き

り払
はら

うこと（図
ず

10-9）。

⑼
かっこきゅう

 �原
げんそく

則として、同
どういつ

一の枝
えだ

を同
どう じ

時に２
ふたり

人以
いじょう

上で枝
えだ

払
はら

いしないこと

　同
どういつ

一材
ざい

を複
ふくすう

数の作
さぎょうしゃ

業者で枝
えだ

払
はら

いすると、枝
えだ

払
はら

い作
さぎょう

業が進
すす

むにしたがって、材
ざい

の安
あんてい

定度
ど

が悪
わる

くなること、
および接

せっきん

近した作
さぎょう

業になる恐
おそ

れがあることなどから危
きけん

険です。

枝
えだ
払
はら
い作

さぎょう
業の災

さいがい
害事

じれ い
例

　枝
えだ

払
はら

いにおける災
さいがい

害の事
じ

例
れい

を紹
しょうかい

介します。

伐
ばっとう

倒木
ぼく

の枝
えだ

払
はら

い作
さぎょう

業中
ちゅう

にチェーンソーで�
自
じぶ ん

分の大
だいたい

腿部
ぶ

を切
き

る

〈発
はっせい

生状
じょうきょう

況〉
　スギ・ヒノキ林

りん

の木
き

を伐
ばっとう

倒し、集
しゅうざい

材・搬
はんしゅつ

出作
さぎょう

業を行
おこな

っていたところ、伐
ばっとう

倒木
ぼく

の枝
えだ

払
はら

いをしていた作
さぎょう

業員
いん

キックバックが
起こりやすい場所

図
ず

10-7　ガイドバーの根
ね も と

元を使
つか

い、キックバックに注
ちゅうい

意する
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支え枝

図
ず

10-8　支
ささ

え枝
えだ

は、材
ざい

の安
あんてい

定を確
かくにん

認してから切
き

る

図
ず

10-9　切
き

った枝
えだ

のつけ根
ね

が跳
は

ねて当
あ

たると大
たいへん

変危
き け ん

険

がチェーンソーで自
じぶん

分の左
ひだり

の大
だいたい

腿部
ぶ

を切
き

った。現
げんば

場付
ふき ん

近はかなりの傾
けいしゃ

斜地
ち

であり、しかも多
たすう

数の木
き

が重
かさ

な
り合

あ

うような状
じょうたい

態で伐
ばっとう

倒されていた。枝
えだ

払
はら

い作
さぎょう

業中
ちゅう

もしくは移
いどう

動しようとした時
とき

に、足
あし

を滑
すべ

らせたか、か
ん木

ぼく

などに足
あし

が引
ひ

っかかったことが考
かんが

えられる。
〈対

たいさく

策〉
①
まるいち

�下
か し

肢の切
せっそう

創防
ぼう し

止用
よう

保
ほ ご ぐ

護具（防
ぼうご

護ズボン）着
ちゃくよう

用を徹
てってい

底する。
②
まるに

�伐
ばっとう

倒木
ぼく

などが重
かさ

なり合
あ

った場
ばしょ

所での枝
えだ

払
はら

い作
さぎょう

業は、材
ざい

の安
あんてい

定を確
かくにん

認し、足
あしば

場を確
かくほ

保してから行
おこな

う。
③
まるさん

�傾
けいしゃ

斜地
ち

での枝
えだ

払
はら

い作
さぎょう

業は、原
げんそく

則として山
やまがわ

側に立
た

って行
おこな

う。
④
まるよん

�転
てんとう

倒・転
てんらく

落などのおそれのある材
ざい

の上
うえ

では、枝
えだ

払
はら

い作
さぎょう

業は行
おこな

わない。
⑤
まるご

�跳
は

ね返
かえ

るおそれのある「ため枝
えだ

」は、ノコ目
め

を入
い

れてから枝
えだ

払
はら

い作
さぎょう

業を行
おこな

う。
⑥
まるろく

�周
しゅうい

囲に足
あし

を引
ひ

っかけそうなかん木
ぼく

などの障
しょうがいぶつ

害物がないか確
かくにん

認する。
⑦
まるしち

�チェーンソーを携
けいこう

行して移
いどう

動する時
とき

にはチェーンブレーキをかける。
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玉
たま

切
ぎ

り

材
ざいもく
木価

か ち
値の見

みき わ
極め

　伐
ばっさい

採した木
き

から目
もくてき

的の長
なが

さに切
き

り離
はな

された木
もくざい

材（丸
まるた

太）は「玉
たま

」と呼
よ

び、根
ねもと

元から、一
いちばん

番玉
だま

、二
に

番
ばん

玉
だま

…と
言
い

います。このような丸
まるた

太を切
き

り離
はな

す作
さぎょう

業を「玉
たま

切
ぎ

り」と呼
よ

びます。
　この玉

たま

切
ぎ

り作
さぎょう

業は「商
しょうひん

品」づくりであり、玉
たま

切
ぎ

りの仕
しかた

方次
しだ い

第で価
か ち

値が上
あ

がりもするし、下
さ

がりもするの
で、大

たいへん

変重
じゅうよう

要な作
さぎょう

業です。その意
い み

味で、玉
たま

切
ぎ

りの仕
しかた

方を決
き

める「採
さい

材
ざい

」の技
ぎじゅつ

術は商
しょうひんりょく

品力を高
たか

め、採
さいさんせい

算性を
高
たか

めるための重
じゅうよう

要なスキルだと言
い

わなければなりません。
　採

さい

材
ざい

方
ほうしん

針の例
れい

として、静
しずおか

岡森
しんりん

林管
かん り

理署
しょ

の造
ぞうざい

材寸
すんぽう

法表
ひょう

を紹
しょうかい

介します（表
ひょう

10-1）。地
ちいき

域ごとに採
さい

材
ざい

、用
よう と

途に
特
とくしょく

色があります。

材
ざい
の安

あんてい
定確

かくにん
認

　玉
たま

切
ぎ

り作
さぎょう

業は、危
きけん

険度
ど

が大
おお

きく災
さいがい

害発
はっせい

生率
りつ

が高
たか

いので、安
あんぜん

全への十
じゅうぶん

分な注
ちゅうい

意が必
ひつよう

要です。
　玉

たま

切
ぎ

りする場
ばあい

合に無
む り

理な作
さぎょう

業姿
しせ い

勢は絶
ぜったい

対に避
さ

けなければなりません。例
たと

えば、凹
くぼち

地に渡
わた

り木
き

になったよ
うな材

ざい

を、そのまま凹
くぼち

地に立
た

ってチェーンソーを肩
かた

より上
うえ

まで差
さ

し上
あ

げるような格
かっこう

好で玉
たま

切
ぎ

りする作
さぎょう

業は、
大
たいへん

変危
きけ ん

険です。このような場
ばあい

合には、無
む り

理に玉
たま

切
ぎ

りせず、正
せいじょう

常な姿
しせ い

勢で玉
たま

切
ぎ

れる部
ぶぶん

分だけをまず玉
たま

切
ぎ

り、
渡
わた

り木
ぎ

になっている部
ぶぶん

分はそのままつなぎ材
ざい

としておくなり、あるいは正
せいじょう

常に玉
たま

切
ぎ

りできる所
ところ

まで移
いど う

動さ
せてから玉

たま

切
ぎ

りするなど現
げんば

場の状
じょうきょう

況に応
おう

じた処
しょち

置を講
こう

じます。
　主

おも

な注
ちゅういてん

意点は次
つぎ

のとおりです。
・�作

さぎょう

業は、材
ざい

の状
じょうきょう

況と地
ちけ い

形に応
おう

じて、くさび、まくら木
ぎ

、杭
くい

、支
しちゅう

柱等
など

を使
しよ う

用し、材
ざい

を安
あんてい

定させた上
うえ

で行
おこな

います。
・�切

きりはな

離しは斜
しゃめん

面の上
うえがわ

側で行
おこな

い、足
あし

を材
ざい

やのこ刃
ば

の下
した

に入
い

れないこと。
・�斜

しゃめん

面で玉
たま

切
ぎ

った材
ざい

は、安
あんてい

定する場
ばしょ

所まで転
ころ

がすか、ロープ止
ど

め、歯
は ど

止め等
など

をして安
あんてい

定させること。
・�原

げんそく

則として、同
どういつ

一の材
ざい

を同
どう じ

時に２
ふたり

人以
いじょう

上で玉
たま

切
ぎ

らないこと。

材
ざい
の切

き
り離
はな
し方
かた
－玉
たま
切
ぎ
りの基

きほ ん
本

　伐
ばっさい

採した木
き

を目
もくてき

的の長
なが

さに切
き

り離
はな

す作
さぎょう

業「玉
たま

切
ぎ

り」の重
じゅうようせい

要性は、前
ぜんじゅつ

述した（「材
ざいもく

木価
か ち

値の見
みきわ

極め」）とおり
です。玉

たま

切
ぎ

りでは丸
まる た

太を直
ちょっかく

角に切
せつだん

断する必
ひつよう

要がありますが、チェーンソーを使
しよ う

用して勘
かん

で玉
たま

切
ぎ

りしても
丸
まるた

太はなかなか直
ちょっかく

角に切
き

ることはできません。
　直

ちょっかく

角に丸
まる た

太を玉
たま

切
ぎ

りするコツは、チェーンソーの構
こうぞう

造を利
りよう

用することです。チェーンソー本
ほんたい

体を丸
まるた

太の
上
うえ

に置
お

いたときに、丸
まるた

太とガイドバーはほぼ直
ちょっかく

角に近
ちか

い状
じょうたい

態となっています。この構
こうぞうてき

造的特
とくせい

性を利
りよう

用して
玉
たま

切
ぎ

ります。
①
まるいち

�まず、チェーンソー本
ほんたい

体底
てい ぶ

部を丸
まるた

太に乗
の

せます。
②
まるに

�次
つぎ

に、丸
まるた

太に対
たい

してガイドバーが直
ちょっかく

角になるように合
あ

わせます（ガイドバーに対
たい

して垂
すいちょく

直方
ほうこう

向を示
しめ

すマ
ーカー（ガンマーク）がチェーンソーに付

つ

いていれば、真
まうえ

上から見
み

て、マーカーと丸
まるた

太が平
へいこう

行になるよ
うに合

あ

わせる）。
③
まるさん

�丸
ま る た

太からチェーンソーを離
はな

さず、ソーチェーンが木
き

に接
せっしょく

触するまで自
じぶ ん

分の方
ほう

へ引
ひ

き寄
よ

せ、ソーチェー
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採　材　方　針

１．切断面は原則直伐りとし、合板用については根張りを切り落とすこと。

２．低質材以外の節は切り残しがないようにし、節径は50㎜以下とする。

３．木口径の３分の１以上の伐倒割れや玉切り割れは、市場での受入れが困難であることから取り除くか低質材とする。

４．スギの黒芯が顕著なものは合板用か低質材とする。

５．腐れやシミは市場での受入れが困難であるため低質材とする。

６．全長級について延寸（余尺）を10㎝加えること。

７．一番玉は、根元で◎印の基準材を採材する。ただし、地際から１ｍ以内に曲がり・腐れ等の欠点があり、基準材が
採材できない場合は当該欠点を除去し、基準材を採材する。

８．柱材も前記と同様に採材するものとするが、直材および柱径級であれば１番玉に限らない。

９．ケヤキ等の有用広葉樹や高品質材の採材は監督職員の指示を受けること。

10．需要ニーズや市場動向に応じ採材を変更する場合もある。

11．品質劣化を防ぎ有利販売につなげるため、伐採後３カ月以内を目安に出荷できるようにすること。

12．これによりにくい場合は、都度監督職員と協議すること。

材 種 樹 種
採 材 寸 法

摘 要
長　級 ｍ 径　級 ㎝

通し柱適材14 ～ 226.0

直材14上◎4.0

合板用18 ～ 50（元口）4.0

柱適材14 ～ 22◎3.0

直材20上
2.0

合板用18 ～ 50（元口）

通し柱適材14 ～ 226.0

直材14上◎4.0

合板用16 ～ 50（元口）4.0

柱適材14 ～ 22◎3.0

直材20上
2.0

合板用16 ～ 50（元口）

少節・直材60上4.0

3上4.0

3上2.0

ス ギ

ヒノキ

モ ミ

Ｎ

一般材

低質材

表
ひょう

10-1　造
ぞうざい

材寸
すんぽう

法表
ひょう
（例

れい
）�

� 資料：関東森林管理局WEBサイト「静岡森林管理署」
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ンを回
かいてん

転させて切
き

り込
こ

みます。
　切

き

り離
はな

す材
ざい

に圧
あっしゅく

縮力
りょく

、引
ひっぱり

張力
りょく

がかかった状
じょうたい

態での材
ざい

の切
き

り離
はな

し方
ほうほうとう

法等については、本
ほん

テキスト「№
11 安

あんぜん

全な造
ぞうざい

材作
さぎょう

業」で説
せつめい

明します。

玉
たま
切
ぎ
り作

さぎょう
業の災

さいがい
害事

じれ い
例

玉
たま

切
ぎ

りした材
ざい

が滑
すべ

り落
お

ち、挟
はさ

まれ死
しぼう

亡

〈発
はっせい

生状
じょうきょう

況〉
　斜

しゃ ど

度約
やく

2
にじゅうご

5度
ど

の斜
しゃめん

面において伐
ばっとう

倒後
ご

、枝
えだ

払
はら

いを行
おこな

い、次
つぎ

に玉
たま

切
ぎ

り作
さぎょう

業を行
おこな

った。玉
たま

切
ぎ

りしていた伐
ばっとう

倒木
ぼく

は当
とうがい

該斜
しゃめん

面に沿
そ

って何
なんぼん

本か重
かさ

なり合
あ

っていた。
　被

ひさいしゃ

災者は重
かさ

なり合
あ

っている伐
ばっとう

倒木
ぼく

の上
じょうぶ

部にあった材
ざい

（胸
きょうこう

高直
ちょっけい

径 4
よんじゅうご

5 ㎝、長
なが

さ約
やく

1
じゅうろく

6 ｍ）の一
いちばん

番玉
だま

を切
せつだん

断し
ようとしたが、完

かんぜん

全に切
せつだん

断することができず、切
き

り離
はな

さない状
じょうたい

態のまま、この箇
かし ょ

所より4
よんてんに

. 2ｍ下
したがわ

側で二
に

番
ばん

玉
だま

を切
せつだん

断した。
　二

に

番
ばん

玉
だま

がその重
じゅうりょう

量により脱
だつらく

落した際
さい

の衝
しょうげき

撃により、一
いちばん

番玉
だま

も脱
だつらく

落して滑
すべ

り落
お

ちた。
　この一

いちばん

番玉
だま

が被
ひさいしゃ

災者に激
げきとつ

突し、被
ひさいしゃ

災者は一
いちばん

番玉
だま

と斜
しゃめん

面下
したがわ

側にあった玉
たま

切
ぎ

り材
ざい

との間
あいだ

に挟
はさ

まれ、死
しぼう

亡した。
〈原

げんいん

因〉
①
まるいち

�伐
ばっとう

倒木
ぼく

同
どう し

士が重
かさ

なり合
あ

っており、不
ふあんてい

安定な状
じょうたい

態にあったこと。
②
まるに

�斜
しゃめん

面における作
さぎょう

業であるにもかかわらず、玉
たま

切
ぎ

りする際
さい

に、伐
ばっとう

倒木
ぼく

を斜
しゃめん

面に沿
そ

った状
じょうたい

態のまま作
さぎょう

業を行
おこな

い、なおかつ、ワイヤ等
など

により当
とうがい

該伐
ばっとう

倒木
ぼく

の滑
かつらく

落防
ぼう し

止措
そ ち

置を講
こう

じていなかったこと。
③
まるさん

�一
いちばん

番玉
だま

を完
かんぜん

全に切
き

り離
はな

さずに二
に

番
ばん

玉
だま

の玉
たま

切
ぎ

り作
さぎょう

業を行
おこな

ったこと。
〈対

たいさく

策〉
①
まるいち

�伐
ばっとう

倒木
ぼく

が重
かさ

なり合
あ

ったまま造
ぞうざい

材作
さぎょう

業を行
おこな

わないこと。
②
まるに

�造
ぞうざい

材作
さぎょう

業を行
おこな

う場
ばあ い

合には、伐
ばっとう

倒木
ぼく

を斜
しゃめん

面と直
ちょっかく

角の方
ほうこう

向にし、杭
くい

止
ど

め等
など

の措
そ ち

置を講
こう

じてから行
おこな

うこと。
作
さぎょう

業条
じょうけん

件により、前
ぜんき

記の措
そ ち

置を講
こう

じることが困
こんなん

難な場
ばあい

合には、ワイヤロープで縛
しば

る等
など

の転
てんらく

落防
ぼう し

止措
そ ち

置を
講
こう

じてから行
おこな

うこと。
③
まるさん

�玉
たま

切
ぎ

りは、その都
つ ど

度確
かくじつ

実に行
おこな

うこと。

本文の資料
石垣正喜・米津 要「研修教材版　伐木造材のチェーンソーワーク」全国林業改良普及協会／厚生労働省「林業に新規参入する労働
者に係る労働災害防止対策推進事業　安全な作業に必要な作業計画の作成支援」／厚生労働省WEBサイト「職場のあんぜんサイト」
／関東森林管理局WEBサイト
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講
こ う ぎ

義のねらい
作
さぎょう
業前

まえ
の安

あんぜん
全確

かくにん
認、材

ざい
の動

うご
きの予

よそ く
測、安

あんぜん
全作

さぎょう
業が質

しつ
の良

よ
い造

ぞうざい
材につながり、また作

さぎょう
業

効
こうりつ
率の良

よ
さにもつながることを習

しゅうとく
得する。

キーワード
チェーンソー、伐

ばっとう
倒、造

ぞうざい
材、集

しゅうざい
材、素

そざ い
材生

せいさん
産、作

さぎょうい
業衣、保

ほ ご ぐ
護具、枝

えだ
払
はら
い、玉

たま
切
ぎ
り、危

きけん
険

因
いん し
子、ガイドバー、６

ろく
ポイントシステム

安
あんぜん

全に関
かん

する留
りゅうい

意事
じ こ う

項
〈作

さぎょう
業前

まえ
の安

あんぜん
全確

かくにん
認を行

おこな
い、作

さぎょう
業の安

あんぜん
全確

かく ほ
保・危

きけん
険回

かい ひ
避動

どう さ
作を徹

てってい
底すること〉

〈実
じっしゅう
習の開

かい し
始に際

さい
しては、作

さぎょう
業手

てじゅん
順、研

けんしゅうせい
修生の配

はい ち
置、合

あい ず
図などの連

れんらくほう
絡法、その他

た
作
さぎょう
業に

必
ひつよう
要な事

じこう
項（以

い か
下）について十

じゅうぶん
分に打

う
ち合

あ
わせること〉

●�上
じょうげ
下作

さぎょう
業の禁

きんし
止

●�近
きんせつ
接作

さぎょう
業の禁

きんし
止

●�作
さぎょう
業環

かんきょう
境の整

せい び
備

●�作
さぎょう
業地

ち
での安

あんぜん
全な歩

ほこう
行（足

あしもと
元の注

ちゅうい
意、チェーンソー携

けいこう
行上

じょう
の注
ちゅうい
意）

〈実
じっしゅう
習の実

じっ し
施においては、以

い か
下を留

りゅうい
意すること〉

●�落
らくせき
石のあるような危

きけん
険箇

かし ょ
所には近

ちかよ
寄らないこと

●�天
てんこう
候によっては、雷

かみなり
、熱

ねっちゅうしょう
中症等

など
に注

ちゅうい
意し、その予

よぼう
防（対

たいしょ
処）を施

ほどこ
すこと

●�作
さぎょう
業地

ち
で遭

そうぐう
遇するクマ、ハチ、ヘビ、マダニ、ウルシ類

るい
等
など
の危

きけ ん
険な動

どうしょくぶつ
植物の存

そんざい
在と、

その予
よぼう
防（対

たいしょほう
処法）

●�枝
えだ
払
はら
い実

じっしゅう
習においては、複

ふくすうにん
数人で同

おな
じ木

き
に取

と
り付

つ
くことは大

たいへん
変危

きけ ん
険なので、作

さぎょう
業

は１
ひとり
人ずつ行

おこな
うこと

安
あんぜん
全な造

ぞうざい
材作

さぎょう
業

チェーンソー伐
ばっとう

倒・造
ぞうざい

材・集
しゅうざい

材

No.11

No.11　安全な造材作業
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No.11　安全な造材作業

作
さぎょう

業前
まえ

の安
あんぜん

全確
かくにん

認（実
じっしゅう

習前
まえ

の確
かくにん

認）

・�作
さぎょうい

業衣・保
ほ ご ぐ

護具のチェック（振
しんどう

動障
しょうがい

害の予
よぼ う

防）（ヘルメット、呼
よびこ

子、防
ぼうさいめん

災面（バイザー）、耳
みみせん

栓（イヤマフ）、
防
ぼうしん

振用
よう

グローブ、チェーンソー防
ぼうご

護衣
い

（防
ぼう ご

護ズボン）、安
あんぜん

全靴
ぐつ

等
など

）
・�道

どう ぐ

具の準
じゅんび

備・確
かくにん

認
・�安

あんぜん

全チェック項
こうもく

目
・�基

きほ ん

本動
どう さ

作の復
ふくしょう

唱等
など

※�作業前の安全確認は必ず行い、不足がある場合は実習を行わないこと。
※�作業班長等が作成する作業計画書の内容を確認、班全員で情報共有する手順を説明する。
※�安全装備品一覧は本テキスト巻末の表を参照。
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枝
えだ

払
はら

いの実
じっさい

際

枝
えだ
払
はら
いの注

ちゅういてん
意点

　材
ざい

を枝
えだ

払
はら

いする際
さい

の注
ちゅういてん

意点は、本
ほん

テキスト「№10 チェーンソーによる素
そざ い

材生
せいさん

産の進
すす

め方
かた

」で紹
しょうかい

介しま
した（注

ちゅういてん

意点のまとめ表
ひょう

11-1）。
　ここでは、概

がいよう

要をふり返
かえ

ります。

材
ざい

の安
あんてい

定確
かくにん

認
　枝

えだ

払
はら

い作
さぎょう

業で、枝
えだ

払
はら

いを行
おこな

う材
ざい

の安
あんてい

定確
かくにん

認は、極
きわ

めて重
じゅうよう

要な事
じこ う

項です。例
たと

えば、斜
しゃめん

面に対
たい

し横
よこ む

向きに倒
たお

した時
とき

を想
そうてい

定しましょう。これは、いつ転
ころ

がっても不
ふ し ぎ

思議ではない不
ふあんてい

安定な状
じょうたい

態です。それが斜
しゃめん

面上
じょう

に留
とど

まっているというのは、下
した

になった太
ふと

い枝
えだ

が支
ささ

えになり、辛
かろ

うじて保
たも

っているということに過
す

ぎません。
　このような方

ほうこう

向に倒
たお

した場
ばあい

合、倒
たお

れた後
あと

も切
き

り株
かぶ

に付
つ

いているのであれば、伐
ばっとう

倒後
ご

直
ただ

ちに切
き

り離
はな

さない
で、材

ざい

の安
あんてい

定に一
ひとやく

役買
か

わせる必
ひつよう

要があります。倒
たお

した後
あと

すぐに株
かぶ

から切
き

り離
はな

すことは、少
すく

なからず、安
あんてい

定
を保

ほしょう

証してくれるものを捨
す

てているのと同
おな

じです。ただし、倒
たお

れた後
あと

、付
つ

いている部
ぶぶん

分がごくわずかであ
れば、枝

えだ

払
はら

い作
さぎょう

業中
ちゅう

にはずれて転
ころ

がる危
きけん

険がありますから、あらかじめ切
き

り離
はな

し次
つぎ

の状
じょうたい

態のものと同
おな

じ扱
あつか

いをすべきです。
　伐

ばっとうじ

倒時に、つるが切
き

れてしまったのであれば、これは仕
しかた

方ありませんから、簡
かんたん

単に転
ころ

がりそうであれば
安
あんてい

定するところまで移
いどう

動させて、材
ざい

の安
あんてい

定状
じょうたい

態の確
かく ほ

保をすることです。また、それが困
こんなん

難であれば、ロー
プ・ワイヤ等

など

で上
じょうほう

方の切
き

り株
かぶ

に結
むす

んでおくのも安
あんぜんせい

全性を高
たか

める工
くふう

夫です。
　こうした状

じょうたい

態の材
ざい

を枝
えだ

払
はら

いする場
ばあい

合は、元
もと

口
くち

から目
め

に付
つ

く枝
えだ

を片
かた

っ端
ぱし

から切
き

らないで、材
ざい

の安
あんてい

定に大
おお

き
く働

はたら

いている枝
えだ

（だいたいは、下
したえだ

枝）を最
さいご

後にすべきです。

枝
えだ
払
はら
いの基

きほ ん
本技

ぎじゅつ
術

　すばやく、安
あんぜん

全に、不
ふひつよう

必要な力
ちから

を用
もち

いず、枝
えだ

払
はら

いを実
じっこう

行するための体
からだ

の使
つか

い方
かた

やチェーンソーの扱
あつか

い方
かた

について紹
しょうかい

介します。

作
さぎょう

業の姿
しせい

勢
　枝

えだ

払
はら

いでは、体
からだ

を曲
ま

げて作
さぎょう

業をする必
ひつよう

要がなく、腰
こし

下
した

から膝
ひざ

までの間
あいだ

で枝
えだ

の切
き

り払
はら

いができる高
たか

さが
作
さぎょう

業を進
すす

めやすい高
たか

さです（写
しゃしん

真11-1）。
　作

さぎょう

業姿
しせ い

勢は、両
りょうあし

足を開
ひら

いて安
あんてい

定の良
よ

い姿
しせ い

勢で立
た

ち、体
からだ

に寄
よ

せてチェーンソーを操
そうさ

作します。枝
えだ

払
はら

い作
さぎょう

業
中
ちゅう

に、足
あし

の位
い ち

置を動
うご

かすことが、足
あし

にソーチェーンが触
ふ

れる事
じ こ

故につながるため、足
あし

が安
あんてい

定していること
がとても重

じゅうよう

要です。
　リスクの回

かいひ

避のために、足
あし

の位
い ち

置（前
ぜんしん

進する）は、作
さぎょうしゃ

業者とチェーンソーガイドバーの間
あいだ

に枝
えだ

払
はら

い対
たいしょう

象の
材
ざい

がある（チェーンソーのガイドバーが材
ざい

の向
む

こう側
がわ

にある）時
とき

のみ、位
い ち

置を変
か

えるようにします。

チェーンソーの支
ささ

え方
かた

－疲
ひろ う

労防
ぼう し

止
　チェーンソーを近

ちか

くに寄
よ

せて仕
しごと

事をします。チェーンソーを近
ちか

くで持
も

てば背
せなか

中にかかる緊
きんちょう

張が少
すく

なくな
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表
ひょう

11-1　枝
えだ

払
はら

いの注
ちゅういてん

意点�

⑴ �枝払いする材の周囲をよく点検し、材の安定を確認の上、足場を確保してから作業に着手すること。

⑵ �危険を伴う材上での枝払いは行わない。

⑶ �枝払いは原則として山側に位置し、元口から梢に向かって進め、材面に沿って平滑に切り払う。

⑷ �長い枝は、一度に切り落とさず、まず幹から30㎝以上のところで一度切り、重量を軽減してから根元を切るようにし、枝の裂
けや跳ね返りを防止する。

⑸ �キックバックの危険性のあるガイドバーの先端で枝を切らないようにする。

⑹ �枝を切っている最中に、ガイドバーの先端が木や他の枝に接触しないようにする。

⑺ �支え枝については、伐倒木の安定を確かめながら切り払う。

⑻ �材等に押さえられ弓状になっている枝は、反発力を弱めるための切込みを入れてから根元切りをする。

⑼ �原則として、同一の枝を同時に２人以上で枝払いしない。

伐
ばっとうぼく
倒木に弓

ゆみ
なりに引

ひ
っかかっていた枝

えだ
などが裂

さ
けて弾

はじ
けると危

きけ ん
険です。図

ず
11-1　

ります。
　伐

ばっとう

倒に関
かか

わる作
さぎょう

業では、伐
ばっとう

倒そのものよりも枝
えだ

払
はら

いが最
もっと

も時
じか ん

間を要
よう

し重
じゅう

労
ろうどう

働です。したがって、チェー
ンソーの重

おも

さを腕
わんりょく

力だけで支
ささ

えずに、できる限
かぎ

り幹
みき

にチェーンソーの重
おも

さを預
あず

けたり（写
しゃしん

真11-2）、左
ひだりあし

脚
と幹

みき

で支
ささ

えながら（写
しゃしん

真11-3）、チェーンソーを操
そうさ

作します。
　枝

えだ

の状
じょうたい

態によっては、ガイドバーの下
したば

刃（下
したがわ

側）での切
き

り下
さ

げ（写
しゃしん

真11-4）、ガイドバーの上
うわば

刃（上
うえがわ

側）で
の切

き

り上
あ

げ（写
しゃしん

真11-5）をチェーンソーの底
ていぶ

部を支
してん

点として利
りよう

用し、てこの要
ようりょう

領で行
おこな

います。下
したば

刃での切
き

り下
さ

げ、上
うわば

刃での切
き

り上
あ

げを使
つか

い分
わ

けて用
もち

いることで、枝
えだ

払
はら

い作
さぎょう

業での疲
つか

れを軽
けいげん

減することができます。
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写
しゃしん

真11-1　枝
えだ

払
はら

い作
さぎょう

業を進
すす

めやすい高
たか

さ
腰
こし
下
した
から膝

ひざ
までの間

あいだ
で枝

えだ
の切

き
り払

はら
いができる高

たか
さが体

からだ
への負

ふた ん
担

が小
ちい
さい高

たか
さです。

写
しゃしん

真11-2　チェーンソーの支
ささ

え方
かた

－幹
みき

に重
おも

さを預
あず

ける 写
しゃしん

真11-3　チェーンソーの支
ささ

え方
かた

－左
ひだりあし

脚と幹
みき

で支
ささ

える

写
しゃしん

真11-4　�てこの応
おうよう

用－ガイドバーの下
し た ば

刃（下
したがわ

側）での
切
き

り下
さ

げ
写
しゃしん

真11-5　�てこの応
おうよう

用－ガイドバーの上
う わ ば

刃（上
うえがわ

側）での
切
き

り上
あ

げ
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キックバックの危
きけん

険
　ガイドバーの先

せんたん

端部
ぶ

の使
しよ う

用を避
さ

けます。

枝
えだ

払
はら

いは山
やまがわ

側で元
もと

口
くち

から先
せんたん

端へ
　枝

えだ

払
はら

いは原
げんそく

則として山
やまがわ

側に立
た

ち、元
もと

口
くち

から梢
こずえ

に向
む

かって進
すす

め（写
しゃしん

真11-6）、材
ざい

面
めん

に沿
そ

って平
へいかつ

滑に切
き

り払
はら

います（写
しゃしん

真11-7）。支
ささ

えの枝
えだ

を切
き

り離
はな

した途
とた ん

端に材
ざい

が転
ころ

がり、材
ざい

の下
した

で作
さぎょう

業をしていればその下
したじ

敷きに
なる危

きけんせい

険性が極
きわ

めて高
たか

くなります。

長
なが

い枝
えだ

は二
に

度
ど

切
ぎ

り
　長

なが

い枝
えだ

は一
いち ど

度に切
き

り落
お

とさず、まず幹
みき

から 3
さんじゅう

0㎝以
いじょう

上のところで一
いち ど

度切
き

り、重
じゅうりょう

量を軽
けいげん

減してから根
ね

元
もと

を
切
き

るようにし、枝
えだ

の裂
さ

けや跳
は

ね返
かえ

りを防
ぼう し

止します（写
しゃしん

真11-8）。また、枝
えだ

が短
みじか

く軽
かる

くなっているので、ガ
イドバーが挟

はさ

まれたり、チェーンがはずれてしまうということも防
ふせ

ぐことができます。このチェーンがは

写
しゃしん

真11-6　枝
えだ

払
はら

いは山
やまがわ

側で元
もと

口
くち

から先
せんたん

端へ

写
しゃしん

真11-7　材
ざい

面
めん

に沿
そ

って平
へいかつ

滑に切
き

り払
はら

う

写
しゃしん

真11-8　長
なが

い枝
えだ

は二
に

度
ど

切
ぎ

り

❶❷
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ずれるという事
じ こ

故は、ガイドバーが挟
はさ

まれそうになった時
とき

、それを防
ふせ

ごうとチェーンを回
かいてん

転させたまま
無
む り

理に引
ひ

き抜
ぬ

くことが原
げんいん

因です。

枝
えだ
払
はら
い作

さぎょう
業の手

てじゅん
順

　枝
えだ

払
はら

いは、時
じか ん

間と労
ろうりょく

力がかかる作
さぎょう

業です。チェーンソーを使
つか

った効
こうりつてき

率的な方
ほうほう

法を学
まな

ぶことで、多
おお

くの
労
ろうりょく

力を省
はぶ

くことができます。
　枝

えだ

払
はら

い作
さぎょう

業に『６
ろく

ポイントシステム』という方
ほうほう

法があります（図
ず

11-2、図
ず

11-3）。北
ほくおう

欧で始
はじ

まったもので、
次
つぎ

のようなステップ１
いち

～
から

６
ろく

のチェーンソーの動
うご

きをイメージしながら作
さぎょう

業をするものです。各
かく

ステップで
は、チェーンソーの重

じゅうりょう

量を腕
うで

で支
ささ

えることなく、伐
ばっとうぼく

倒木や脚
あし

に預
あず

けながら前
ぜんしん

進していきます。まずは、エ
ンジンをかけない状

じょうたい

態で、何
なんど

度もイメージトレーニングを行
おこな

ってから実
じっせん

践するのが良
よ

いでしょう。
　図

ず

11-2のステップ１
いち

～
から

６
ろく

は、材
ざい

の山
やまがわ

側に立
た

って、元
もと

口
くち

から先
せんたん

端（手
てまえ

前）に向
む

かって枝
えだ

払
はら

いを進
すす

めている
状
じょうきょう

況で、各
かく

ステップの動
うご

きを図
ずかい

解にしました。ステップごとの体
からだ

とチェーンソーの動
うご

きを解
かいせつ

説します。

ステップ１
いち

・�チェーンソーの重
おも

さを木
き

で支
ささ

えるようにします。
・�チェーンソーの上

うわば

刃（送
おく

りソーチェーン）で枝
えだ

を切
き

り払
はら

います。
・�体

からだ

の重
じゅうしん

心を右
みぎあし

足にかけます。
・�右

みぎあし

足を材
ざい

にもたせかけて、しっかりとバランスをとります。

ステップ２
に

・�ガイドバーを材
ざい

にのせます。
・�材

ざい

の上
うえがわ

側の枝
えだ

を上
うわ ば

刃（送
おく

りソーチェーン）で枝
えだ

を切
き

り払
はら

います。
・�体

からだ

の重
じゅうしん

心を左
ひだりあし

足にかけます。
・�右

みぎあし

足でチェーンソーを支
ささ

えます。

ステップ３
さん

・�チェーンソーの重
じゅうりょう

量を材
ざい

と右
みぎあし

足で支
ささ

えます。
・�チェーンソーの下

したば

刃（引
ひ

っ張
ぱ

られるソーチェーン）で枝
えだ

を切
き

り払
ばら

いします。
・�体

からだ

の重
じゅうしん

心を左
ひだりあし

足にかけます。

ステップ４
よん

・�チェーンソーの重
じゅうりょう

量を材
ざい

と右
みぎあし

足で支
ささ

えます。
・�上

うわ ば

刃（送
おく

りソーチェーン）で枝
えだ

を切
き

り払
はら

います。太
ふと

い枝
えだ

の場
ばあ い

合には、下
したば

刃（引
ひ

っ張
ぱ

られるソーチェーン）で
切
せつだん

断することも可
かのう

能です。

ステップ５
ご

・�チェーンソーの重
じゅうりょう

量を材
ざい

で支
ささ

えます。
・�上

うわ ば

刃（送
おく

りソーチェーン）で切
き

り払
はら

います。
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ステップ❶へ

ステップ

１
ステップ

２
ステップ

３

ステップ

４
ステップ

５
ステップ

６

ステップ●→●は、重心の移動
のみ。チェーンソーが自分の側
にある●～●では、絶対に歩い
てはいけません。

ステップ❸→❹は、重心の移動
のみ。チェーンソーが自分の側
にある❷～❺では、絶対に歩い
てはいけません。

幹の上のチェーンソーの動き
幹または左足にチェーンソーの重さを預けながら、
❶～❻の順で枝払いを行います。

１
２ ３

１ ２ ３

６ ５ ４

ガイドバーがこちら側（幹の向こう側）にある時だけ足を進めます。

ステップ❹→❺。左手のグリップ位置の変化に注目

みき

みき

じゅんいちからろく えだはら おこな

ひだりあし おも あず

ぜったい ある

じゅうしんさん から よん

に　から　ご

い ど う

じ ぶ ん がわ

うえ うご

図
ず

11-2　正
しょうめん

面から見
み

た６
ろく

ポイントシステム

� 資料：全国林業改良普及協会「林業現場人　道具と技　Vol.２」
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・�この時
とき

、アクセルトリガーは親
おやゆび

指で操
そうさ

作します。
・�体

からだ

の重
じゅうしん

心を両
りょうあし

足にかけます。

ステップ６
ろく

・�チェーンソーの重
じゅうりょう

量を材
ざい

で支
ささ

えます。
・�下

した ば

刃（引
ひ

っ張
ぱ

られるソーチェーン）で切
き

り払
はら

います。
・�体

からだ

の重
じゅうしん

心を右
みぎあし

足にかけます。
・�次

つぎ

にステップ１
いち

からの動
どうさ

作を繰
く

り返
かえ

します。

　枝
えだ

と枝
えだ

の間
あいだ

がかなり離
はな

れている場
ばあい

合にはステップ３
さん

まで行
おこな

い、それから、チェーンソーをステップ１
いち

の
ポジションに戻

もど

して次
つぎ

の枝
えだ

に移
いど う

動します。
　材

ざい

の下
したがわ

側の枝
えだ

は、ステップ１
いち

～
から

６
ろく

までを２
に

回
かい

繰
く

り返
かえ

してから、まとめて切
き

り払
はら

うのが適
てき

しています。な
お、地

じめん

面に設
せっち

置している材
ざい

の場
ばあ い

合には、材
ざい

を回
まわ

してから、下
した

枝
えだ

を払
はら

います。

枝
えだ
払
はら
い作

さぎょう
業の災

さいがい
害事

じれ い
例（急

きゅうしゃめん
斜面で枝

えだ
払
はら

い中
ちゅう

、材
ざい

とともに転
ころ

げ落
お

ち、枝
えだ

が刺
さ

さる）

〈発
はっせい

生状
じょうきょう

況〉
　斜

しゃめん

面に対
たい

し真
まよ こ

横に倒
たお

されていたブナの伐
ばっとうぼく

倒木を斜
しゃめん

面下
かほ う

方からチェーンソーで枝
えだ

払
はら

いしたところ、その伐
ばっ

倒
とうぼく

木が滑
かつらく

落した。これとともに作
さぎょうしゃ

業者も斜
しゃめん

面を転
てんらく

落、その途
とちゅう

中伐
ばっとうぼく

倒木に残
のこ

っていた枝
えだ

が作
さぎょうしゃ

業者に刺
さ

さった。
さらにこのブナの伐

ばっとうぼく

倒木が横
よこ

に滑
すべ

りながら落
らっか

下したために傷
きず

口
くち

が開
ひら

き、死
しぼう

亡したものと推
すいてい

定される。

〈原
げんいん

因〉
①
まるいち

�作
さぎょう

業現
げん ば

場が4
よんじゅうよん

4度
ど

と急
きゅうけいしゃ

傾斜面
めん

だった。
②
まるに

�積
せきせつ

雪があり、滑
すべ

りやすい状
じょうきょう

況であった。
③
まるさん

�伐
ばっとうぼく

倒木に杭
くい

止
ど

め等
など

をしないまま、斜
しゃめん

面下
したがわ

側から枝
えだ

払
はら

いを行
おこな

った。

〈対
たいさく

策〉
①
まるいち

�転
てんらく

落または滑
すべ

るおそれのある伐
ばっとうぼく

倒木は、杭
くい

止
ど

め等
など

の措
そ ち

置をしてから枝
えだ

払
はら

いをする。また、この措
そ ち

置を
関
かんけい

係作
さぎょうしゃ

業者に周
しゅうち

知徹
てってい

底させる。
②
まるに

�山
さんりん

林作
さぎょう

業の現
げんば

場には、止
しけつ

血帯
たい

等
など

救
きゅうきゅう

急用
よう ぐ

具を備
そな

え付
つ

けるとともに携
けいたい

帯や無
むせん

線など緊
きんきゅう

急連
れんらく

絡体
たいせい

制を確
かくりつ

立する。
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次に、右手首と肘の操作でステップ❷とは裏返しになる向きでチェーンソーを伐倒木
の上にのせますが、再びここでの左手のグリップ位置の変化に注目してください。こ
のようなグリップ位置の移動のしやすさという点で、６ポイントシステムは操作のし
やすい手袋の使用が前提になっています。

ステップ

１

ステップ

３

ステップ

４

ステップ

５

ステップ

６

ステップ❶と❷の左手がグリップしているハンドルの位置の変化に注目してください。手の
中をスルスルとハンドルが動きますが、親指は開かず「グー」の形を維持し続けています。

伐倒木にのせたチェーンソー底部前縁のラインを支点に、テコの動きで枝を払います。
ここからガイドバーを伐倒木にのせながらステップ❷に移ります。

必要に応じてステップ❶の要領で枝を払い、ソーチェーンバーが、伐倒木
を挟んで完全に自分とは反対の側になった時点でチェーンソー底部を伐倒
木の上を滑らせながら前進します。

最初にチェーンソーの重量は底部右角（線ではなく点のイメージになります）に預け、
払う枝がある場合には、ここを支点にしたテコの動きで枝払いをします。

ステップ

２

次にチェーンソーの左後方底部を左膝の上部で支えながら、上体の重心を前進させる
のと同時にチェーンソーを前に進めます（つまり、ステップ❷～❺でチェーンソーが
前進する距離は、この間の上体の重心移動分プラスαだけになります。絶対に歩いて
はいけません）。

ステップ❶へ

１

２

３

６

５

４

側面から６ポイントシステムの動きを分析
丸太を上から見た図。❶～❻の順でガイドバーを動かし枝払いを行います。

そくめん ぶんせきうごろく

ま る た み ず じゅんいち から ろく うご えだはら おこなうえ

図
ず

11-3　側
そくめん

面から見
み

た６
ろく

ポイントシステム①
まるいち



No.11　安全な造材作業

225
チェーンソー伐倒・造材・集材

図
ず

11-3　側
そくめん

面から見
み

た６
ろく

ポイントシステム②
まるに

� 資料：全国林業改良普及協会「林業現場人　道具と技　Vol.２」

次に、右手首と肘の操作でステップ❷とは裏返しになる向きでチェーンソーを伐倒木
の上にのせますが、再びここでの左手のグリップ位置の変化に注目してください。こ
のようなグリップ位置の移動のしやすさという点で、６ポイントシステムは操作のし
やすい手袋の使用が前提になっています。

ステップ

１

ステップ

３

ステップ

４

ステップ

５

ステップ

６

ステップ❶と❷の左手がグリップしているハンドルの位置の変化に注目してください。手の
中をスルスルとハンドルが動きますが、親指は開かず「グー」の形を維持し続けています。

伐倒木にのせたチェーンソー底部前縁のラインを支点に、テコの動きで枝を払います。
ここからガイドバーを伐倒木にのせながらステップ❷に移ります。

必要に応じてステップ❶の要領で枝を払い、ソーチェーンバーが、伐倒木
を挟んで完全に自分とは反対の側になった時点でチェーンソー底部を伐倒
木の上を滑らせながら前進します。

最初にチェーンソーの重量は底部右角（線ではなく点のイメージになります）に預け、
払う枝がある場合には、ここを支点にしたテコの動きで枝払いをします。

ステップ

２

次にチェーンソーの左後方底部を左膝の上部で支えながら、上体の重心を前進させる
のと同時にチェーンソーを前に進めます（つまり、ステップ❷～❺でチェーンソーが
前進する距離は、この間の上体の重心移動分プラスαだけになります。絶対に歩いて
はいけません）。

ステップ❶へ

１

２

３

６

５

４

側面から６ポイントシステムの動きを分析
丸太を上から見た図。❶～❻の順でガイドバーを動かし枝払いを行います。

そくめん ぶんせきうごろく

ま る た み ず じゅんいち から ろく うご えだはら おこなうえ
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玉
たま

切
ぎ

りの基
き ほ ん

本、玉
たま

切
ぎ

りの実
じっさい

際

力
ちから
のかかり方

かた
の確

かくにん
認

　伐
ばっとう

倒した木
き

を枝
えだ

払
はら

いした後
あと

は、玉
たま

切
ぎ

りをします。玉
たま

切
ぎ

りは、木
き

の特
とくちょう

徴や使
しようもくてき

用目的に合
あ

わせて長
なが

さを決
き

め
て切

せつだん

断することです。
　玉

たま

切
ぎ

りするときには、横
よこ

たわっている木
き

の周
まわ

りの地
ちけ い

形にも気
き

を配
くば

らなくてはなりません。作
さぎょう

業技
ぎじゅつ

術を
間
まちが

違ってしまうと、危
きけん

険が伴
ともな

うからです。例
たと

えば、圧
あっしゅく

縮されている側
がわ

を切
き

り込
こ

みすぎるとバーが挟
はさ

まり、
抜
ぬ

き取
と

るのに苦
くろう

労するでしょう。また、張
ちょうりょく

力が働
はたら

いているほうを切
き

りすぎると引
ひ

き抜
ぬ

けや割
わ

れが生
しょう

じてし
まいます。
　切

き

り倒
たお

した木
き

に、上
じょうげ

下でどのように引
ひっぱり

張力
りょく

とその反
はんたい

対の圧
あっしゅく

縮力
りょく

が働
はたら

いているか、切
せつだん

断した後
あと

に切
き

り離
はな

し
た材

ざい

がどのように動
うご

くかなど、作
さぎょう

業をはじめる前
まえ

に段
だん ど

取りを練
ね

る必
ひつよう

要があります。
　他

ほか

にも、斜
しゃめん

面の下
したがわ

側で作
さぎょう

業をすると、切
き

り離
はな

した材
ざい

が脚
あし

の上
うえ

に落
お

ちてきたり、材
ざい

が転
ころ

がってきて下
したじ

敷き
になったりすることも考

かんが

えられます。斜
しゃめん

面上
じょうぶ

部に立
た

って作
さぎょう

業を進
すす

め、危
きけん

険が予
よそう

想される場
ばあい

合には、ロープ、
ワイヤ、丸

まるた

太などを使
しよう

用するなど、丸
まるた

太を安
あんてい

定させる対
たいさく

策を立
た

ててから行
おこな

うようにします。

玉
たま
切
ぎ
りの切

せつだん
断手
てじゅん
順と材

ざい
のテンション状

じょうたい
態（片

か た も
持ち、両

りょう
持
も

ち）

　玉
たま

切
ぎ

りも伐
ばっとう

倒の場
ばあい

合の追
お

い口
くち き

切りと同
どうよう

様に、ガイドバーの長
なが

さと材
ざい

の太
ふと

さによってその方
ほうほう

法は若
じゃっかん

干異
こと

な
り、材

ざい

の置
お

かれた状
じょうたい

態によってもまた異
こと

なります。

玉
たま

切
ぎ

りの切
せつだん

断手
てじゅん

順
①
まるいち

�ガイドバーが材
ざい

の径
けい

より長
なが

い時
とき

　鋸
きょだん

断部
ぶ

の径
けい

よりもガイドバーが長
なが

い場
ばあ い

合の2
ふた

つの方
ほうほう

法を紹
しょうかい

介します。
　１

ひと

つめは、図
ず

11-4のアに示
しめ

すように、なるべくチェーンソーを材
ざい

の手
てま え

前側
がわ

の低
ひく

い位
い ち

置 A 点
てん

にスパイク
で固

こてい

定させ、一
いっき

気に扇
おうぎがた

形に切
き

る方
ほうほう

法です。
　２

ふた

つめは、図
ず

11-4のイに示
しめ

すようにチェーンソーを材
ざい

の上
うえがわ

側 A 点
てん

に当
あ

て、ガイドバーの幅
はば

の半
はんぶん

分位
くらい

切
き

り込
こ

み（①
まるいち

の部
ぶぶ ん

分）、チェーンソーを手
てまえ

前に引
ひ

き寄
よ

せつつ、ガイドバーの先
せんたん

端を上
あ

げないようにしながら、
②
まるに、さん

、③と手
てま え

前側
がわ

をなるべく低
ひく

く切
き

り下
さ

げ、B 点
てん

にスパイクで固
こて い

定させたあとは、④
まるよん、ご、ろく

、⑤、⑥と扇
おうぎがた

形に切
き

る方
ほうほう

法です。

②
まるに

�ガイドバーが材
ざい

の径
けい

より短
みじか

い時
とき

　大
たいけい

径木
ぼく

の玉
たま

切
ぎ

りではガイドバーの長
なが

さが切
せつだん

断する径
けい

より短
みじか

い場
ばあ い

合があります。ここでは、材
ざい

が地
じめ ん

面に
接
せっち

地している場
ばあい

合と材
ざい

の下
した

にガイドバーを差
さ

し入
い

れることができる場
ばあい

合の玉
たま

切
ぎ

りの手
てじゅん

順を紹
しょうかい

介します。
　材

ざい

が接
せっ ち

地している場
ばあい

合には、図
ず

11-5のウに示
しめ

すように、まず初
はじ

めに材
ざい

の上
うえがわ

側 A 点
てん

にチェーンソーをス
パイクで固

こて い

定し、ガイドバーを垂
すいちょく

直になるまで立
た

て①
まるいち、に

、②を切
き

ります。次
つぎ

に③
まるさん

を切
き

りながら B 点
てん

にスパ
イクを移

うつ

し、④
まるよん

を切
き

り、更
さら

に⑤
まるご

を切
き

りながらスパイクを C 点
てん

に移
うつ

して⑥
まるろく

を切
き

ります。最
さい ご

後にチェーンソ
ーを引

ひ

きながらガイドバーの全
ぜんちょう

長を使
つか

って⑦
まるなな

を切
き

ります。
　材

ざい

の下
した

にガイドバーを差
さ

し入
い

れることができる場
ばあ い

合には、図
ず

11-5のエに示
しめ

すように、①
まるいち、に

、②を切
き

り、
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次
つぎ

に材
ざい

の下
した

から③
まるさん

を切
き

り上
あ

げておきます。あとはウの手
てじゅん

順と同
どうよう

様です。
　このように大

たいけい

径木
ぼく

では材
ざい

の向
む

こう側
がわ

を切
き

ったあと、スパイクの固
こてい

定位
い ち

置を何
なんかい

回か移
いどう

動させなければなり
ません。このため、引

ひ

き曲
ま

がりを起
お

こしやすいので十
じゅう

分
ぶん

注
ちゅうい

意する必
ひつよう

要があります。この引
ひ

き曲
ま

がりを防
ふせ

ぐ
ために、玉

たま

切
ぎ

り位
い ち

置の見
みとお

通し線
せん

にあらかじめ線
せん

を引
ひ

くなど、適
てきとう

当な処
しょち

置を行
おこな

うことも一
いちあん

案です。
（注

ちゅういてん

意点）
　大

たいけい

径材
ざい

では玉
たま

切
ぎ

りの最
さいちゅう

中に、ガイドバーが材
ざい

に挟
はさ

まれることがよくあり、斜
しゃめん

面での玉
たま

切
ぎ

りでは挟
はさ

まれ
ないほうがむしろめずらしいくらいです。ガイドバーはいったん挟

はさ

まれると引
ひ

き抜
ぬ

くのに厄
やっかい

介であり、
くさびを打

う

っても容
ようい

易に抜
ぬ

けません。挟
はさ

まれないうちにくさびを打
う

つように心
こころ

がけることが必
ひつよう

要です。
　どうかするとガイドバーが挟

はさ

まれてからくさびを打
う

ち、ガイドバー、ソーチェーンが抜
ぬ

けずに、盛
さか

ん

③ ③

④ ④

① ①

⑤ ⑤
⑥ ⑥

② ②

切り下げ 切り下げ

（A）

（A）

先
回
し

先
回
し

元
回
し

先
回
し

（B）

ア イ

図
ず

11-4　バーの長
なが

さが材
ざい

の直
ちょっけい

径より長
なが

いときの玉
たま

切
ぎ

り

③

④①

⑤

⑥

⑦

②

③

④

① ⑤

⑥
⑦

②

切断部

切り下げ

先回し

先回し
くさび

先回し

（A）

（B）

（C）

（下切りができないとき）

切断部

（下切りができるとき）

元
回
し

切り上げ

先回し

くさび

元
回
し

先回し

先回し

（A）

（B）

（C）

ウ エ

図
ず

11-5　バーの長
なが

さが材
ざい

の直
ちょっけい

径より短
みじか

いときの玉
たま

切
ぎ

り
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にエンジンを吹
ふ

かしているのを見
み

かけますが、これは禁
きんもつ

物です。いったん挟
はさ

まれたらエンジンは回
かいてん

転し
てもチェーンが回

まわ

らないため、クラッチが滑
すべ

り、クラッチシューやクラッチドラムの異
いじょう

常摩
まも う

耗を起
お

こし、
場
ばあい

合によってはクラッチスプリングが伸
の

びてしまったり切
せつだん

断したりするようなことになりかねません。
　また、挟

はさ

まれた場
ばあい

合にガイドバーをてこにしてこじったりすることを見
み

かけることもありますが、こ
れも禁

きんもつ

物です。バーの変
へんけい

形はもちろんのこと、バーの取
とりつけ

付部
ぶ

やハンドル部
ぶ

を損
そんしょう

傷するばかりでなく、
最
さいあく

悪の場
ばあい

合はチェーンソーが使
つか

えなくなるようなことになるので注
ちゅうい

意しなければなりません。

片
かたも

持ち材
ざい

や両
りょう

持
も

ち材
ざい

の玉
たま

切
ぎ

り
　玉

たま

切
ぎ

りは、横
よこ

になった材
ざい

が木
き

の上
うえがわ

側・下
したがわ

側でどのような力
ちから

（圧
あっしゅく

縮、引
ひっぱり

張）が働
はたら

いているか、切
き

り離
はな

した材
ざい

がどのように動
うご

くかを想
そうてい

定して行
おこな

わなければなりません。材
ざい

に圧
あっしゅく

縮、引
ひっぱり

張の力
ちから

がかかっている片
かたも

持ち材
ざい

、
両
りょう

持
も

ち材
ざい

で、基
きほん

本となる玉
たま

切
ぎ

りの方
ほうほう

法を次
つぎ

に紹
しょうかい

介します。

①
まるいち

片
か た も

持ち材
ざい

の玉
たま

切
ぎ

り

　このような状
じょうたい

態の材
ざい

は、材
ざい

の上
うえがわ

側に引
ひ

っ張
ぱ

る力
ちから

が働
はたら

き、下
したがわ

側に圧
あっしゅく

縮の力
ちから

が働
はたら

いています。図
ず

11-6の右
みぎ

に示
しめ

すように最
さいしょ

初に下
したがわ

側から直
ちょっけい

径の１
さんぶんのいち

/３くらいガイドバーの背
せ

を使
つか

って切
き

り上
あ

げ、いったんガイドバー
を抜

ぬ

いて上
うえがわ

側に移
うつ

し水
すいへい

平に切
き

り下
さ

げます。この場
ばあい

合に注
ちゅうい

意しなければならないのは、引
ひ

き違
ちが

いを作
つく

らない
ことで、前

ぜんこう

項で述
の

べた大
たいけい

径材
ざい

の玉
たま

切
ぎ

りの場
ばあい

合の引
ひ

き曲
ま

がりを防
ふせ

ぐ措
そ ち

置と同
おな

じ方
ほうほう

法を考
かんが

えなければなりませ
ん。また切

き

り離
はな

す時
とき

、材
ざい

が落
らっ か

下するので、材
ざい

の下
した

に足
あし

を踏
ふ

み入
い

れないように注
ちゅうい

意します。

②

①

図
ず

11-6　片
か た も

持ち材
ざい

の玉
たま

切
ぎ

り

②

①

図
ず

11-7　両
りょう

持
も

ち材
ざい

の玉
たま

切
ぎ

り



No.11　安全な造材作業

229
チェーンソー伐倒・造材・集材

②
まるに

�両
りょう

持
も

ち材
ざい

の玉
たま

切
ぎ

り

　橋
はし

状
じょう

になった材
ざい

は、材
ざい

の上
うえがわ

側に圧
あっしゅく

縮する力
ちから

が働
はたら

き、下
したがわ

側に引
ひ

っ張
ぱ

りの力
ちから

が働
はたら

いています。図
ず

11-7の右
みぎ

に示
しめ

すようにして片
かたも

持ち材
ざい

とは逆
ぎゃく

の方
ほうこう

向から玉
たま

切
ぎ

ります。玉
たま

切
ぎ

りの際
さい

に裂
さ

けやすくガイドバーも挟
はさ

まれや
すいので注

ちゅうい

意しなければなりません。
　上

じょうげ

下からの合
あ

わせ切
ぎ

りは大
たいけい

径材
ざい

になるほど引
ひ

き違
ちが

い、ヌケ、木
こぐち

口割
わ

れができやすくなりますので注
ちゅうい

意し
なければなりません。引

ひ

き違
ちが

いを作
つく

らない方
ほうほう

法として、鋸
きょだん

断部
ぶぶ ん

分を見
みとお

通し、あらかじめ線
せん

をつけることも
１
ひと

つの方
ほうほう

法です。

作
さぎょう
業に潜

ひそ
む危

きけ ん
険

①
まるいち

�斜
しゃめん

面での作
さぎょう

業に限
かぎ

らず、材
ざい

がヤガラ（乱
らんざつ

雑に重
かさ

なる）になった時
とき

の玉
たま

切
ぎ

りも危
きけん

険です。
　この場

ばあ い

合には重
かさ

なり合
あ

った材
ざい

の上
うえ

のほうから順
じゅんじ

次玉
たま

切
ぎ

りますが、ヤガラになった材
ざい

はそのままでは
一
いちおう

応安
あんてい

定していても、１
ひと

玉
たま

を玉
たま

切
ぎ

ると重
じゅうしん

心位
い ち

置が変
か

わって不
ふあんてい

安定になり、転
てんどう

動したり滑
すべ

ったりするので、
できるだけヤガラとならないよう、必

ひつよう

要に応
おう

じ早
はや

め早
はや

めに玉
たま

切
ぎ

りすることが必
ひつよう

要です。

②
まるに

�斜
しゃめん

面での作
さぎょう

業の安
あんぜん

全を期
き

するためには、材
ざい

に対
たい

して斜
しゃめん

面上
うえがわ

側に位
い ち

置して作
さぎょう

業するのが原
げんそく

則です。
　玉

たま

切
ぎ

りで最
もっと

も注
ちゅうい

意しなければならないのは材
ざい

の転
てんどう

動です。伐
ばっとうぼく

倒木は幹
みき

や枝
しじょう

条が地
じめん

面に接
せっち

地しているこ
とによって安

あんてい

定していますが、枝
えだ

払
はら

いや玉
たま

切
ぎ

りが進
すす

むに従
したが

って安
あんてい

定度
ど

が悪
わる

くなり、転
てんどう

動したりすること
があります。作

さぎょう

業中
ちゅう

に材
ざい

が動
うご

き出
だ

しても斜
しゃめん

面上
うえがわ

側に位
い ち

置していれば危
きけん

険を避
さ

けられますが、斜
しゃめん

面下
したがわ

側に
いれば危

きけん

険は避
さ

けられません。
　したがって、どうしても斜

しゃめん

面下
したがわ

側で作
さぎょう

業しなければならない場
ばあい

合には、伐
ばっこん

根等
など

を利
りよ う

用して材
ざい

を落
お

ちつ
かせるか、あるいは止

と

め杭
くい

を打
う

つなり、ロープで固
こてい

定するなどして、材
ざい

が転
てんどう

動しないように十
じゅうぶん

分な措
そ ち

置
を行

おこな

ってから作
さぎょう

業しなければなりません。なお、作
さぎょう

業に取
と

りかかる前
まえ

に付
ふき ん

近の小
こ

しば、枝
しじょう

条などをよく
取
と

り除
のぞ

いて足
あしば

場を整
せいび

備します。

図
ず

11-8　スパイクを丸
まる た
太に押

お
しつけ、右

みぎ て
手でリアハンドルを

持
も
ち上

あ
げながら左

ひだりて
手でフロントハンドルを押

お
さえて

切
き
ると、太

ふと
い木

もくざい
材の玉

たま
切
ぎ
りも容

よう い
易になります。

くさびの使用

図
ず

11-9　くさびの使
し よ う

用
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①

②

図
ず

11-10　小
しょう

～中
ちゅう

径
けい

木
ぼく

のくさび位
い ち

置
図
ず

11-11　斜
しゃめん
面の下

か ぶ
部での作

さぎょう
業は、材

ざい
が転

てんどう
動したときに

危
きけ ん
険です。

③
まるさん

�２
ふ た り

人で作
さぎょう

業する場
ばあ い

合はお互
たが

いの連
れんけい

携を十
じゅうぶん

分取
と

り、常
つね

に相
あい て

手の動
どう さ

作、作
さぎょう

業の進
しんこう

行状
じょうきょう

況などを把
はあ く

握し、鋸
きょ

断
だん

間
ま ぎ わ

際には作
さぎょう

業をいったん中
ちゅうし

止し、合
あい ず

図を送
おく

り、相
あい て

手側
がわ

の応
おうとう

答を確
かくにん

認した後
あと

、切
き

り離
はな

しを行
おこな

うように
することが肝

かんよう

要です。

玉
たま
切
ぎ
り作

さぎょう
業の災

さいがい
害事

じれ い
例

玉
たま

切
ぎ

り作
さぎょう

業中
ちゅう

、材
ざい

が転
ころ

がり激
げきとつ

突され死
しぼう

亡

〈発
はっせい

生状
じょうきょう

況〉
　道

どう ろ

路の山
やまがわ

側斜
しゃめん

面にあるスギ立
りゅうぼく

木約
やく

1
じゅっ

0本
ぽん

の伐
ばっさい

採後
ご

に造
ぞうざい

材に取
と

りかかった。伐
ばっとうぼく

倒木が折
お

り重
かさ

なるように倒
たお

れていたため、玉
たま

切
ぎ

りを終
お

えた上
うえがわ

側の材
ざい

がチェーンソーの振
しんどう

動等
など

で滑
すべ

り出
だ

し下
かほ う

方に転
てんらく

落、斜
しゃめん

面下
か

で伐
ばっとうぼく

倒木
の枝

えだ

払
はら

い作
さぎょう

業を行
おこな

っていた被
ひさいしゃ

災者を直
ちょくげき

撃した。

〈原
げんいん

因〉
①
まるいち

�伐
ばっとうぼく

倒木が重
かさ

なり合
あ

っていて滑
すべ

りやすい状
じょうたい

態にもかかわらず、転
てんらく

落防
ぼう し

止のための措
そ ち

置が講
こう

じられていな
かったこと。

②
まるに

�伐
ばつぼく

木・造
ぞうざい

材等
など

の作
さぎょう

業を行
おこな

う場
ばあ い

合は、その下
かほう

方に作
さぎょうしゃ

業者等
など

が立
た

ち入
い

ることを禁
きんし

止する必
ひつよう

要があったにもか
かわらず、その下

かほう

方に立
た

ち入
い

り、作
さぎょう

業を行
おこな

ったこと。
③
まるさん

�作
さぎょう

業指
し き し ゃ

揮者は、朝
あさ

のミーティングで作
さぎょう

業配
はい ち

置のみを指
し じ

示し、安
あんぜん

全対
たいさく

策について具
ぐたいてき

体的な作
さぎょう

業計
けいかく

画を立
た

てていなかったこと。

〈対
たいさく

策〉
①
まるいち

�玉
たま

切
ぎ

り材
ざい

の転
てんらく

落防
ぼう し

止のため、杭
くい

止
ど

め等
など

の措
そ ち

置を講
こう

じること。
②
まるに

�上
じょうげ

下作
さぎょう

業を禁
きん し

止し、やむを得
え

ず下
かほ う

方へ立
た

ち入
い

る場
ばあ い

合には、上
じょうほう

方の作
さぎょうしゃ

業者に連
れんらく

絡し、作
さぎょう

業が中
ちゅうし

止され、
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安
あんぜん

全を確
かくにん

認したあと、立
た

ち入
い

ること。
③
まるさん

�綿
めんみつ

密な作
さぎょう

業計
けいかく

画および具
ぐたいてき

体的な安
あんぜん

全対
たいさく

策を立
た

て、作
さぎょうしゃ

業者に対
たい

し、周
しゅうち

知徹
てってい

底を図
はか

ること。

本文の資料
厚生労働省「平成25年度厚生労働省委託事業林業に新規参入する労働者に係る労働災害防止対策推進事業報告書」／厚生労働省
「職場の安全サイト」／全国林業改良普及協会「林業現場人 道具と技　Vol.２」／石垣正喜・米津 要「研修教材版　伐木造材のチ
ェーンソー ワーク」全国林業改良普及協会／ジェフ・ジェプソン「『なぜ？』が学べる実践ガイド　納得して上達！　伐木造材術」
全国林業改良普及協会／ハスクバーナ「チェンソー作業マニュアル」／林業機械化協会「伐木造材作業基準・解説」／スリーエム
研究会「正しい作業のやり方－伐木造材から集運材まで－」
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日
にほんご
本語 インドネシア語

ご
ベトナム語

ご
ラオス語

ご

２サイクルエンジン mesin 2 tak (langkah) Động cơ hai thì ເຄ່ື່� ອງຈັັກ 2 ຮອບ

３
さん
点
てんしじかたか
支持肩掛けバンド tali penyangga bahu 3 titik Dây đai đeo vai an toàn hỗ trợ 3 điểm ສາຍຮັດ ນິິ ລະ ໄພພາດບ່່ າ 3 ຈຸຸດ

６
ろく
ポイントシステム sistem 6 poin Phương pháp cưa cành 6 điểm ລະບົົບ 6 ຈຸຸດ

HH活
かつどう
動

kegiatan HH (Hiyari Hatto/kegiatan 
nyaris celaka)

Hoạt động cận nguy (CN) ກິິດຈະກໍໍາ HH

アサリ出
だ
し merapikan sudut mata gergaji Mở răng cưa ຄີີມ

安
あんぜん
全 keselamatan An toàn ຄວາມປອດໄພ

安
あんぜんえいせいきょういく
全衛生教育 pelatihan keselamatan dan kesehatan Giáo dục về an toàn và sức khỏe

ການຮຽນຮູ້� ກ່່ ຽວກັບຄວາມ ປອດ ແລະ ສຸຸ ຂະສຶກ

ສາ

安
あんぜんさぎょう
全作業 pekerjaan yang aman Thực hiện lao động an toàn ວຽກທ່ີ່� ປອດໄພ

安
あんぜんそうち
全装置 Perangkat keselamatan Thiết bị an toàn ອຸຸປະກອນຄວາມປອດໄພ

安
あんぜんたいさく
全対策 penanganan keselamatan Các biện pháp an toàn ມາດຕະການຄວາມປອດໄພ

安
あんぜん
全に関

かん
する留

りゅうい
意

hal yang perlu diperhatikan tentang 
keselamatan

Những điểm cần lưu ý về an toàn ການເອົົາ ໃຈໃສ່່ຄ ວາມ ປອດ ໄພ

安
あんぜんりょく
全力 Kompetensi keselamatan Năng lực an toàn ຄວາມ ປອດ ໄພ

育
いくりんさぎょう
林作業 pekerjaan budidaya hutan Công tác trồng rừng ວຽກ ງານປູູກ ຝັັງ

イヤマフ penutup telinga (earmuff) Nút bịt tai chống ồn ອັັນຄອບ ຫູູຫຼຸ � ດ ສຽງ

植
う
え付
つ
け Penanaman bibit Trồng cây ການປູູກ

受
う
け口
くち Titik potongan takik (undercut) Góc ຮອຍບາກຫຼັັ� ກ

枝
えだう
打ち Pemangkasan dahan Cắt tỉa cành ການຕັດ ແຕ່່ງກິ່່� ງ ໄມ້້

枝
えだはら
払い pemotongan dahan Cắt bỏ nhánh cây ການຕັດງ່່ າ ໄມ້້

追
お
い口
くち Titik potongan belakang (back cut) Rãnh cắt ຮອຍບາກເພ່ື່� ອຕັັດ

往
おうふくが
復刈り memotong rumput secara bolak-balik Cắt lia qua lại ຕັັດຫຍ້້ າ

屋
おくがいろうどう
外労働 pekerjaan di luar ruangan Lao động ngoài trời ການເຮັັດ ວຽກ ກາງ ແຈ້້ງ

ガイドバー Bilah batang gergaji Thanh ray dẫn hướng ສາຍ ພານລຳຳ� ລຽງ

カッター mata potong (gergaji) Dao cắt ຄັັດ ເຕີ້້�

カマ sabit Lưỡi liềm ກ່່ ຽວ

刈
かりば
刃 pisau pemotong rumput Lưỡi cắt cỏ ໃບ ເລ່ື່� ອຍຕັດຫຍ້້ າ

刈
かりば
刃の目

め た
立て mengasah pisau pemotong Mài sắc lưỡi cắt ປາຍ ແຫຼຼ ມ ຂອງ ໃບ ເລ່ື່� ອຍຕັດຫຍ້້ າ

刈
かりはらいき
払機 mesin pemotong rumput Máy cắt cỏ ເຄ່ື່� ອງຕັດຫຍ້້ າ

間
かんばつさぎょう
伐作業 pekerjaan penjarangan Công việc cắt tỉa ການຈັັດປ່່ າ

機
きかい
械 mesin Máy móc ເຄ່ື່� ອງ

危
きけんいんし
険因子 faktor bahaya Nhân tố nguy hiểm (yếu tố rủi ro) ປັັດໄຈຄວາມສ່່ ຽງ

危
きけんげん
険源 sumber bahaya Nguồn nguy hiểm ແຫຼ່່ � ງອັັນຕະລາຍ

危
きけん
険ステッカー stiker bahaya Nhãn dán cảnh báo nguy hiểm ສະຕິກ ເກີີ ທ່ີ່�  ຊ້ີ້�  ບອກຄວາມອັນຕະ ລາຍ

危
きけんせいぶつ
険生物 makhluk hidup berbahaya Sinh vật nguy hiểm ສັັດ ທ່ີ່�  ເປັັນອັນຕະ ລາຍ

危
きけん
険な動

どうしょくぶつ
植物 tumbuhan dan hewan berbahaya Động thực vật nguy hiểm ພືື ດ ແລະສັດອັນຕະ ລາຍ

危
きけん
険の見

み
える化

か
活
かつどう
動 kegiatan visualisasi bahaya Hoạt động trực quan hóa rủi ro ກິິດຈະກໍໍາການເບິ່່� ງເຫັັນອັນຕະ ລາ ຍ

危
きけん
険マーカー penanda bahaya Đánh dấu nguy hiểm ເຄ່ື່� ອງໝາຍອັັນຕະລາຍ

危
きけんよちかつどう
険予知活動 kegiatan prediksi bahaya Hoạt động dự đoán nguy hiểm ກິິດຈະກໍໍາການຄາດຄະເນອັນຕະ ລາ ຍ

危
きけ ん よ ち
険予知トレーニング pelatihan prediksi bahaya Đào tạo dự đoán nguy hiểm ການຝຶກອົົບຮົົມກ່່ ຽວກັັບການຄາດຄະເນອັນຕະລາຍ

危
きけ ん よ ち
険予知ミーティング rapat prediksi bahaya Cuộc họp dự đoán nguy hiểm ກອງປະຊຸຸມຄາດຄະເນອັນຕະລາຍ

キックバック putaran balik (gergaji) Cưa giật ngược ຈ່່ າຍ ເງິິນຄືືນ
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技
ぎのうしゃ
能者 teknisi Kỹ thuật viên ຄົົນທ່ີ່� ມີີທັັກສະ

共
きょうつう
通 Biasa Tài liệu chung ທົ່່�ວໄປ

緊
きんきゅうりだつそうち
急離脱装置 perangkat pelepasan darurat Thiết bị tháo khẩn cấp ອຸຸປະກອນປົ ດລັອກສຸຸກເສີີນ

キンク berbelit Xoắn ງໍໍ

傾
けいしゃち
斜地 lereng Vùng đất dốc ຄ້້ ອຍ

健
けんこうかんり
康管理 pengontrolan kesehatan Chăm sóc sức khỏe ການຄຸ້້� ມຄອງສຸຸຂະພາບ

健
けんこうけいえい
康経営 pengelolaan kesehatan Quản lý sức khỏe ການບໍລິຫານສຸ ຂະ ພາບ

現
げんばかんり
場管理 Pengelolaan area kerja/lapangan Quản lý hiện trường ການຄຸ້້� ມຄອງສະຖານທ່ີ່�

厚
こうせいろうどうしょう
生労働省

kementerian kesehatan, tenaga kerja 
dan kesejahteraan sosial

Bộ Y tế, Lao động và Phúc lợi
ກະຊວງສາທາລະນະສຸຸກ, ແຮງງານ ແລະ 

ສະຫວັດດີີການ

混
こんごうねんりょう
合燃料 bahan bakar campuran Trộn lẫn nhiên liệu ນ້ຳຳ� �ມັນປະສົມ

コンテナ苗
なえ pot semai Cây giống ươm trong thùng nhựa ຖາດກ້້ າ ເບ້້ຍ

災
さいがいじれい
害事例 Contoh kasus kecelakaan kerja Các vụ tai nạn ເຫດ ໄພພິບັດ

作
さぎょうい
業衣 pakaian kerja Quần áo lao động ເຄ່ື່� ອງນຸ່່� ງເຮັັດວຽກ

作
さぎょうけいかく
業計画 rencana kerja Kế hoạch làm việc ແຜນການເຮັັດວຽກ

作
さぎょうよう
業用防

ぼうごい
護衣 pakaian pelindung untuk bekerja Quần áo bảo hộ lao động ອຸຸ ປະ ກອນປ້້ອງກັນທ່ີ່� ໃຊ້້ ໃນຍາມ ເຮັັດ ວຽກ

笹
ささかりば
刈刃 Pisau bundar pemotong Lưỡi cưa sắt tròn ໃບ ເລ່ື່� ອຍມົນ

挿
さ
し木
き
苗
なえ Bibit stek Giâm cành cây giống ການຄັດຕົ້້�ນກ້້ າ

シカ対
たいさく
策 penanggulangan terhadap rusa Đối sách với hươu ມາດຕະການຕ້້ານກວາງ

地
じごしら
拵え Pengolahan tanah Chuẩn bị đất trồng (rừng) ເຄ່ື່� ອງປັ້້� ນດິນເຜົົາ

資
しざい
材 bahan Vật liệu ວັັດສະດຸຸ

事
じぜんとうさ
前踏査 investigasi awal Khảo sát sơ bộ ການສຳຳ�ຫຼຼ  ວດ ເບື້້� ອງຕົ້້�ນ

下
したが
刈り pemotongan semak belukar Cắt cỏ ຕັັດຫຍ້້ າ

下
したが
刈り作

さぎょう
業 pekerjaan pemotongan semak belukar Công việc cắt cỏ ວຽກງານປູູກຝັັງ

獣
じゅうがいぼうじょ
害防除 Pengendalian hewan perusak Kiểm soát loài gây hại ການຄວບຄຸຸມສັັດຕູູພືື  ດ

集
しゅうざい
材 pengumpulan kayu Gom gỗ ການເກັັບກ່່ ຽວ ໄມ້້

集
しゅうざいき
材機 mesin pengumpul kayu Máy gom gỗ ເຄ່ື່� ອງ ເກັັບກ່່ ຽວ ໄມ້້

集
しゅうざいさぎょう
材作業 Pekerjaan pengumpulan kayu Công việc gom gỗ ວຽກເກັັບກ່່ ຽວ ໄມ້້

手
しゅこうぐ
工具 Perkakas tangan Dụng cụ cầm tay ເຄ່ື່� ອງມືື

主
しゅばつ
伐 penebangan utama Chặt tái sinh ການຕັດຕົ້້�ນຕໍ  ການຕັດຕໍ

上
じょうげさぎょう
下作業

Pekerjaan di bagian atas dan bawah 
lereng bersamaan

Làm việc trên cao lại làm cả thao tác bên 

dưới
ການເຮັັດ ວຽກບ່່ອນຕ່ຳຳ� � ແລະ ບ່່ອນສູູ ງ

上
じょうげさぎょう
下作業・往

おうふくが
復刈り禁

きんし
止

Dilarang melakukan pekerjaan 
di bagian atas dan bawah lereng 
bersamaan dan pemotongan rumput 
secara bolak-balik

Cấm đang làm việc trên cao lại làm cả thao 

tác bên dưới, cấm cắt lia qua lại
ການເຮັັດ ວຽກບ່່ອນຕ່ຳຳ� � ແລະ ບ່່ອນສູູ ງ ແລະ ຕັັດ

ຫຍ້້ າ

職
しょくぎょうびょう
業 病 penyakit akibat pekerjaan Bệnh nghề nghiệp ພະຍາດອາຊີີບ

植
しょくさい
栽 penanaman Trồng trọt ການປູູກ

食
しょくじ
事バランスガイド panduan pola makan sehat Hướng dẫn cân bằng bữa ăn ຄູ່່� ມືື ການກິນຢ່່າງສົມດູູນ

除
じょばつ
伐 pembersihan Loại bỏ cây kí sinh ການເກັັບກູ້້�

人
じんこうりん
工林 hutan buatan Rừng nhân tạo ປ່່ າ ປະດິດ

振
しんどうしょうがい
動障害 gangguan getaran Bệnh rung chấn nghề nghiệp ຄວາມຜິດປົກ ກະຕິ ທ່ີ່�  ເກີີດຈາກ ການສັ່່�ນ

森
しんりんがいちゅう
林害虫 hama hutan Côn trùng rừng ສັັດຕູູພືື  ດປ່່ າ

森
しんりんせいび
林整備 pemeliharaan hutan Cải tạo rừng ຮັັກສາປ່່ າໄມ້້

森
しんりんひがい
林被害 kerusakan hutan Phá hoại rừng ຄວາມເສຍຫາຍຂອງປ່່ າໄມ້້
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スプライス sambungan (splice) Mối nối ປະປົົນ

生
せいかつしゅうかん
活習慣リスク Risiko gaya hidup Nguy cơ (bệnh) do lối sống ຄວາມສ່່ ຽງຕໍ່່� ການດໍາລົົງຊີີວິິດ

造
ぞうざいさぎょう
材作業 Produksi kayu Công việc đốn gỗ ວຽກ ແປຮູູ ບ ໄມ້້

造
ぞうざい
材 Pekerjaan pemotongan kayu Đốn gỗ ໄມ້້ ແປຮູູ ບ

造
ぞうりん
林 reboisasi Đốn cây ການປູູກປ່່ າ

ソーチェーン rantai gergaji Xích ສາຍໂສ້້

素
そざいせいさん
材生産 produki material Sản xuất nguyên liệu thô ການຜະລິິດວັັດສະດຸຸ

玉
たまぎ
切り pemotongan kayu gelondongan Cắt thân gỗ tròn ເຄ່ື່� ອງຕັດລູູ ກມົນ

ため枝
えだ ranting yang melengkung Cành cây nhiều nhánh ງ່່ າ ຍອດ

断
だんせん
線 pemutusan (putus) Đứt dây ຂາດ

チェーンオイル oli rantai Dầu tra lưỡi cưa ນ້ຳຳ� �ມັນໂສ້້

チェーンソー gergaji mesin Máy cưa ເລ່ື່� ອຍ

チェーンソーワーク pekerjaan gergaji mesin Công việc cưa bằng máy ວຽກ ເລ່ື່� ອຍ

チップソー mata gergaji bulat Lưỡi cưa tròn ໃບ ເລ່ື່� ອຍວົງ ເດືື ອນ

継
つ
ぎ方
かた cara penyambungan Cách ghép nối (các bộ phận) ວິິທີີການເຂົ້້� າຮ່່ ວມ

つる切
き
り memotong tanaman merambat Cắt thân cây dây leo ເຄ່ື່� ອງຕັັດເຄືື ອ

つるの根
ね
元
もとせつだん
切断

memotong pangkal tanaman 
merambat Cắt rễ cây dây leo ການຕັດ ຮາກ ເຄືື ອ ໄມ້້

定
ていきてんけん
期点検 pemeriksaan rutin Kiểm tra định kì ການກວດກາແຕ່່ລະໄລຍະ

手
て
ノコ gergaji tangan Cưa cầm tay ເລ່ື່� ອຍມືື

デプスゲージ pengukur kedalaman (depth gauge) Thước đo độ sâu (phần nhô ra trước máy cắt) ເຄ່ື່� ອງວັັດແທກຄວາມເລິິກ

点
てんけん
検 pemeriksaan Kiểm tra ການກວດກາ

転
てんとうぼうし
倒防止 pencegahan jatuh Đề phòng ngã (đổ) ການປ້້ອງກັນການລົ້້� ມ

天
てんねんりん
然林 hutan alami Rừng tự nhiên ປ່່ າທໍໍາມະຊາດ

道
どうぐ
具 Alat Dụng cụ, công cụ ເຄ່ື່� ອງມືື

都
とどうふけんろうどうきょく
道府県労働局 Dinas ketenagakerjaan prefektur Sở Lao động các tỉnh ຫ້້ອງການແຮງງານແຂວງ

内
ないかく
角 Sudut dalam Góc phía trong ມຸຸມພາຍໃນ

苗
なえぎ
木 bibit pohon Cây giống ເບ້້ຍ

苗
なえはた
畑 Kebun bibit Cánh đồng cây giống ໜານຕົ້້�ນກ້້ າ

ナタ golok Dao bổ củi (rựa) ດ້້ າມ

熱
ねつ
けいれん kejang (akibat panas) Chuột rút do nhiệt ອາ ການຊັກຍ້້ອນໄຂ້້

熱
ねつしっしん
失神 heat syncope Sốc nhiệt ngất xỉu ອາ ການເປັັນລົມຍ້້ອນຄວາມຮ້້ອນ

熱
ねっしゃびょう
射病 heat stroke Bệnh say nóng ໂລກ ແພ້້ຄ ວາມຮ້້ອນ

熱
ねっちゅうしょう
中症 hyperthermia Say nắng (sốc nhiệt)  ເປັັນລົມ

熱
ねつひろう
疲労

kelelahan akibat terlalu panas (heat 
exhaustion, heat prostration) Kiệt sức do nhiệt ອາ ການເມ່ື່� ອຍລ້້ າຈາກຄວາມຮ້້ອນ

ノコ gergaji Cưa cầm tay ເລ່ື່� ອຍ

鋸
のこば
刃 mata gergaji Lưỡi cưa ໃບ ເລ່ື່� ອຍ

バイザー visor Tấm che mặt ແວ່່ນຕາ

ハインリッヒの法
ほうそく
則 Hukum Heinrich

Định luật Heinrich (giảm thiểu tai nạn lao 

động)
ກົົດ ເກນຂອງເຮັັນຣິິດ (Heinrich)

裸
はだかなえ
苗

bibit yang sudah berakar (belum 
dimasukan ke dalam pot) Cây rễ trần ເບ້້ຍ ທ່ີ່� ມີ ແຕ່່ກິ່່ � ງ ແລະ ຮາກ

ハチ lebah Con ong ເຜິ້້� ງ

ハチ刺
さ
され sengatan lebah Bị ong chích ເຜິ້້� ງ ຕອດ

バックスロープ型
がた tipe kemiringan belakang (tipe back 

slope) Kiểu dốc ngả ra sau ຄວາມ ລາດຊັນດ້້ ານຫຼັັ� ງ
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伐
ばっさいかしょ
採箇所 lokasi penebangan Khu vực đốn cây ບ່່ອນຕັດ ໄມ້້

伐
ばっしゅつさぎょう
出作業

pekerjaan penebangan dan 
pengangkutan pohon

Khi đốn hạ cây (và thu gỗ về) ວຽກງານຕັດໄມ້້

伐
ばっとう
倒 tebangan Đốn ngã cây ການຕັດ

伐
ばっとうさぎょう
倒作業 pekerjaan penebangan pohon Khi đốn ngã cây ວຽກຕັັດ

伐
ばつぼくさぎょう
木作業 pekerjaan pemotongan batang pohon Khi khai thác chặt hạ gỗ ວຽກຕັັດ

伐
ばつぼくぞうざい
木造材 Kayu tebangan Chặt hạ gỗ ຕັັດໄມ້້

刃
は と
研ぎ mengasah mata pisau Mài lưỡi cắt ການລັບ ໃບມີດ

飛
ひさんぼうご
散防護カバー

tutup pelindung (supaya tidak 
menyebar/beterbangan)

Tấm chặn bảo vệ ຝາຄອບປ້້ອງກັນເສ ດ ແຕກຫັກ

ヒヤリハット活
かつどう
動 Kegiatan nyaris kecelakaan Hoạt động cận nguy ວຽກທ່ີ່� ເກືື ອບຈະເກີີດອຸຸບັັດຕິິເຫດ

病
びょうがい
害 penyakit

Bệnh hại (cây trồng, vật nuôi,..) (thiệt hại 
do bệnh) ພະຍາດ

疲
ひろうちくせきど
労蓄積度 tingkat akumulasi kelelahan kerja Mức độ mệt mỏi ລະດັບຄວາມ ເມ່ື່� ອຍລ້້ າ  ທ່ີ່� ສະສົມ

フック型
がた tipe kait Kiểu móc ປະ ເພດຂໍ ເກາະ

プレゼンティーイズム損
そんしつ
失 kerugian kerja karena sakit

Mất sự hiện diện (đi làm nhưng đầu óc trên 
mây) ພາ ວະ ທ່ີ່� ຄົນງານບໍ່່�  ສາ ມາດ ເຮັັດ ວຽກ ໄດ້້ ເຕັັມ ທ່ີ່�

保
ほいくかんばつ
育間伐

penjarangan tanaman sekitar pohon 
agar tanaman inti tumbuh dengan 
baik

Chặt tỉa thưa vườn ươm ການຄັດສັນຕົ້້�ນກ້້ າ

防
ぼうしんてぶくろ
振手袋 sarung tangan anti getar Găng tay chống rung ຖົົງມືືຕ້້  ານການສັ່່�ນສະເທືື ອນ

保
ほ ご ぐ
護具 peralatan pelindung Thiết bị bảo hộ ອຸຸປະກອນປ້້ອງກັັນ

保
ほご め が ね
護眼鏡 kacamata pelindung Kính bảo hộ ແວ່່ນຕາ ນິິ ລະ ໄພ

巻
ま
き落
お
とし

pengumpulan ranting, semak, rumput 
untuk ditumpuk

Kĩ thuật giữ thăng bằng cơ thể ຫຸຼຸ� ດ

摩
まもう
耗 pembibitan Sự bào mòn ຫຼຸ້້� � ຍຫ້້ ຽນ

実
みしょうなえ
生苗 bibit (seedling) Cây con ເບ້້ຍ

耳
みみせん
栓 penutup telinga Nút bịt tai (chống ồn) ແນວອັດ ຫູູ

無
むさいがい
災害 nol kecelakaan kerja Không tai nạn ຢຸຸດຕິິໄພພິິບັັດ

目
め た
立て Mengasah (gergaji dll) Mài, giũa ຈຸຸດເດັ່່� ນ

メンテナンス pemeliharaan Bảo dưỡng ບໍໍາລຸຸງຮັັກສາ

ヤスリ amplas Cái giũa ຕະ ໄບ

野
やせいどうぶつ
生動物 hewan liar Động vật hoang dã ສັັດປ່່ າ

山
やまわ
割り pemangkasan hutan Phân chia khu vực núi ການຈັັດສັນພູູ

有
ゆうがい
害な動

どうしょくぶつ
植物

tumbuhan dan hewan berbahaya/
merugikan

Thực động vật có hại ພືື ດ ແລະສັດ ທ່ີ່�  ເປັັນອັນຕະ ລາຍ

雪
ゆきお
起こし Petir (saat hujan salju) Chống cây gãy đổ mùa tuyết ຫິິ ມະຕົກ

指
ゆびさ
差し呼

こしょう
称 menunjuk dan mengucap Chỉ và hô gọi tên ຫຼັັ� ກ ການໃຊ້້ມືື  ຊ້ີ້�  ໄປພ້້ ອມກັບ ການເວົ້້� າ

指
ゆびさ
差し唱

しょうわ
和 menunjuk dan mengulang Chỉ và hô vang khẩu hiệu ຫຼັັ� ກການໃຊ້້ມືື ຊ້ີ້� ໄປພ້້ ອມໆກັັບການເວົ້້� າ

腰
ようつうよぼうたいそう
痛予防体操 senam pencegahan nyeri pinggang Bài tập ngừa đau lưng ການອອກກຳຳ�ລັ ງ ກາຍ ເພ່ື່� ອປ້້ອງກັນບໍ່່�  ໃຫ້້ ເຈັັບ ແອວ

リスクアセスメント penilaian risiko Đánh giá rủi ro ການປະ ເມີີນຄວາມສ່່ ຽງ

利
りようかんばつ
用間伐

pemanfaatan kayu (hasil penebangan 
penjarangan tanaman)

Áp dụng tỉa thưa ການໃຊ້້ ປະ ໂຫຍດຈາກ ການຕອນ

林
りんぎょうじぎょうたい
業事業体 perusahaan kehutanan Xí nghiệp kinh doanh lâm nghiệp ຫົົວໜ່່ ວຍທຸຸລະກິິດປ່່ າໄມ້້

林
りんぎょう
業の社

しゃかいてきせきにん
会的責任

tanggung jawab sosial industri 
kehutanan

Trách nhiệm xã hội của ngành lâm nghiệp ຄວາມຮັັບຜິິດຊອບຕໍ່່� ສັັງຄົົມຂອງປ່່ າໄມ້້

林
りんやちょう
野庁 Direktorat Jenderal Kehutanan Cục Lâm nghiệp ອົົງການປ່່ າໄມ້້

労
ろうどうきじゅんかんとくしょ
働基準監督署 Kantor pengawas ketenagakerjaan Văn phòng Thanh tra Tiêu chuẩn Lao động ຫ້້ອງການກວດກາມາດຕະຖານແຮງງານ

労
ろうどうさいがい
働災害 kecelakaan kerja Tai nạn lao động ອຸຸບັດຕິ ເຫດ ແຮງ ງານ

ワイヤロープ tali kawat Dây cáp ສາຍເຊືື ອກ
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項
こうもく
目番

ばん
号
ごう

項
こうもく
目名

めい
実
じっしゅう
習内

ないよう
容 安

あんぜん
全装

そう
備
び
品
ひん

07 安
あんぜん
全な造

ぞうりん
林作

さぎょう
業

地
じごしら
拵え作

さぎょう
業

ヘルメット、呼
よびこ
子、防

ぼうさいめん
災面（バイザー）、

耳
みみせん
栓（イヤマフ）、防

ぼうほう
蜂ネット、防

ぼうしん
振用

よう
グローブ、

チェーンソー防
ぼうご
護衣

い
、刈

かりはらいき
払機腰

こし
バンド、股

また
バンド、

すね当
あ
て、防

ぼうご
護ブーツ、安

あんぜん
全靴

ぐつ
等
など

〈必
ひつよう
要に応

おう
じて選

せんたく
択すること〉

植
しょくさい
栽作

さぎょう
業

ヘルメット、呼
よびこ
子、防

ぼうさいめん
災面（バイザー）、防

ぼうほう
蜂ネット、

グローブ、防
ぼうご
護ブーツ、

甲
こう
ガード付

つ
き先

さきしん
芯入

い
り足

た び
袋・安

あんぜん
全靴

ぐつ
等
など

〈必
ひつよう
要に応

おう
じて選

せんたく
択すること〉

09 安
あんぜん
全な育

いくりん
林作

さぎょう
業 下

した が
刈り作

さぎょう
業

ヘルメット、呼
よびこ
子、防

ぼうさいめん
災面（バイザー）、

耳
みみせん
栓（イヤマフ）、防

ぼうほう
蜂ネット、防

ぼうしん
振用

よう
グローブ、

刈
かりはらいき
払機腰

こし
バンド、股

また
バンド、すね当

あ
て、防

ぼうご
護ブーツ、

甲
こう
ガード付

つ
き先

さきしん
芯入

い
り足

た び
袋・安

あんぜん
全靴

ぐつ
等
など

11 安
あんぜん
全な造

ぞうざい
材作

さぎょう
業 造

ぞうざい
材作

さぎょう
業

ヘルメット、呼
よびこ
子、防

ぼうさいめん
災面（バイザー）、

耳
みみせん
栓（イヤマフ）、防

ぼうしん
振用

よう
グローブ、

チェーンソー防
ぼうご
護衣

い
（防

ぼう ご
護ズボン）、防

ぼうご
護ブーツ、

安
あんぜん
全靴

ぐつ
等
など

安
あんぜん
全装

そ う び
備品

ひん
一
いちらん
覧表

ひょう

各
かく
項
こうもく
目の実

じっ し
施において必

ひつよう
要な安

あんぜん
全装

そう び
備品
ひん
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数
す う じ

字、A~Z

６
ろく
ポイントシステム…………………… 215, 221, 224
Mスターコンテナ… ……………………………… 118
Ｓより（左

ひだり
より）……………………………… 89, 92, 94

WBGT（湿
しっきゅうこっきゅうおんど
球黒球温度）………………………………… 40

Ｚより（右
みぎ
より）………………………………………… 89

あ

アイスプライス………………………………………… 96
アサリ…………………………………… 54, 65, 66, 68
アシナガバチ………………………………………… 135
圧
あっしゅく
縮止

ど
め加

かこ う
工…………………………………………… 97

アナフィラキシーショック…………… 134, 162, 164
安
あんぜん
全靴
ぐつ
…………………………………………… 16, 132

衣
いふく
服………………………………16, 35, 38, 177, 188
エピペン…………………………………………135, 164
大
おお
ガマ………………………………………………… 160

か

肩
かたかけ
掛式
しき
刈
かりはらいき
払機…………………………56, 60, 160, 180

片
かたも
持ち材

ざい
……………………………………………… 228

カッター………………………………… 71, 78, 81, 84
カマ…… 55, 104, 112, 136, 138, 160, 172, 186
カラマツ根

ねかぶしんぐされびょう
株心腐病………………………………… 128

刈
かりはらいき
払機用

よう
回
かいてん
転刈

かり ば
刃（JISB9212）……………… 58, 160

危
きけん
険ステッカー………………………………………… 24

危
きけん
険の見

み
える化

か
……………………………………… 2, 23

危
きけん
険マーカー…………………………………………… 24
危
きけん
険マップ……………………………………………… 24
危
きけん
険予

よ ち
知ミーティング…………………………………2, 8

キックバック……… 54, 60, 70, 71, 81, 156, 162, 
168, 183, 190, 196, 210, 220

忌
き
避
ひ
剤
ざい
…………………………………… 149, 155, 188

緊
きんきゅう
急離

りだ つ
脱装

そう ち
置…………………………………… 60, 160

キンク………………………………………… 88, 89, 91
くさび…………………………………… 212, 227, 229
クマ……………………………………… 124, 131, 155
クワ……………………………… 104, 113, 120, 146
ゲージ………………………………………… 71, 79, 85

小
こがた
型携
けいたい
帯用
よう
万
まんりき
力（バイス）……………………………… 82

腰
こし
バンド………………………………56, 61, 160, 181
固
こていしき
定式スロットル……………………………………… 61

混
こんごう
合燃

ねんりょう
料……………………………………… 54, 69, 86

コンテナ（苗
なえ
）…………………… 115, 120, 141, 144

さ

作
さぎょう
業計
けいかく
画…………………… 2, 7 , 10, 196, 201, 230

作
さぎょう
業計
けいかくしょ
画書…………………………………… 8, 14, 202

柵
さくば
張り………………………………………………… 147
笹
ささかりば
刈刃………………………………… 54, 59, 64, 160
挿
さ
し木

きな え
苗………………………………… 109, 115, 117

挿
さ
し穂

ほ
………………………………………………… 117

シージング………………………………………… 92, 94
シカ……………………………… 124, 147, 149, 153
じぐざぐ植

う
え（千

ちどり
鳥植

う
え）…………………………… 142

地
じごしら
拵え……………… 17, 109, 112, 115, 131, 138
上
じょうげ
下作
さぎょう
業の禁

きんし
止…… 131, 138, 142, 176, 183, 215

ショートスプライス……………………………… 96, 99
食
しょくじ
事バランスガイド………………………… 26, 43, 44
枝
しりゅう
隆………………………………………………172, 192
心
しんづな
綱……………………………………………………… 89

巣
す
植
う
え……………………………………………142, 143

スギ赤
あかがれ
枯病

びょう
…………………………………………… 128

スギカミキリ……………………………………127, 129
スギ黒

くろつぶはがれびょう
粒葉枯病……………………………………… 128

スギノアカネトラカミキリ…………… 127, 129, 169
すくい角

かく
………………………………………………… 67

スズメバチ…………………………………………… 135
ストランド（子

こ
なわ）…………………………………… 89

スペード………………………………… 113, 120, 146
正
せいさんかくけい
三角形植

う
え（三

さんかく
角植

う
え）……………… 123, 142, 143

正
せいほうけい
方形植

う
え（方

ほうけい
形植

う
え）………………… 123, 142, 143

背
せおいしき
負式刈

かりはらいき
払機………………………………56, 160, 180

セミチゼル型
がた
……………………………………… 79, 82

セミロングスプライス…………………………… 96, 99

た

タイストラップ………………………………………… 78
玉
たまぎ
切り…………………… 196, 212, 214, 226, 230
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チェーンオイル……………………………… 71, 76, 86
チェーンソー防

ぼうご
護衣

い
………………………16, 132, 216

チゼル型
がた
……………………………………… 79, 80, 82

チッパー型
がた
……………………………………………… 78

チップソー………………………… 54, 59, 64, 65, 68
チューブ苗

なえ
………………………………………118, 120

チルホール…………………………………………… 199
墜
ついらく
落制

せい し
止用
よう
器
き ぐ
具（安

あんぜん
全帯
たい
）………………………170, 191

ツタウルシ………………………………………134, 189
土
つちつ
付き苗

なえ
……………………………………………… 118

ディプル………………………………… 113, 121, 146
テープ巻

ま
き…………………………………………… 148

手
てぶくろ
袋………………… 16, 54, 71, 99, 156, 160, 177
デプスゲージ…………………………… 71, 79, 81, 85
砥
といし
石………………………………………………104, 106
トップハンドル型

がた
……………………………………… 75

トビクサレ…………………………………………… 127
ドライブリンク………………………………………… 78
トリガー式

しき
スロットル………………………………… 61

な

なげし角
かく
………………………………………………… 67

ナタ………… 88, 105, 112, 120, 136, 142, 167, 
172, 190

ならたけ病
びょう
…………………………………………… 128

南
なんきん
京結
むす
び……………………………………………… 102

ねじ結
むす
び（材

ざいもく
木結
むす
び）………………………………… 100

熱
ねつ
けいれん………………………………………… 26, 34
熱
ねつ
失
しっしん
神……………………………………………… 26, 34

熱
ねっしゃびょう
射病……………………………………………… 26, 34
熱
ねっちゅうしょう
中症……………………… 26, 34, 35, 40, 42, 162
熱
ねつ
疲
ひろ う
労……………………………………………… 26, 34

ノコ……………………… 113, 120, 131, 136, 172
ノネズミ……………………………………………… 124

は

裸
はだかなえ
苗……………………………………… 115, 120, 141

刃
はちょうけいしゃかく
頂傾斜角……………………………………………… 66
バックスロープ型

がた
……………………………………… 85

バッテリーチェーンソー……………………………… 75
飛
ひさん
散防

ぼう ご
護カバー……………… 57, 60, 70, 160, 163, 

177, 185
ピッチ………………………………………… 80, 90, 96
ヒノキカワモグリガ………………………………… 127

ヒノキ漏
ろうしびょう
脂病………………………………………… 128

ヒヤリハット活
かつどう
動（HH活

かつどう
動）… ……………2, 4 , 19, 28

普
ふつう
通より…………………………………………… 89, 92

フック型
がた
…………………………………………… 71, 85

プランティングチューブ……………… 113, 121, 145
プレゼンティーイズム損

そんしつ
失…………………………… 29

フレミッシュアイ……………………………………… 98
ベケット加

かこう
工…………………………………………… 96

偏
へんしんぼく
心木…………………………………………………… 73

保
ほいく
育間
かんばつ
伐………………………………………… 16, 201

ポイズンリムーバー………………………………… 135
防
ぼうおん
音保

ほ ご ぐ
護具……………………………………………… 16

防
ぼうご
護ズボン………………… 16, 132, 190, 211, 216
保
ほ ご ぼ う
護帽…………………………………………………… 16
保
ほ ご
護眼

めが ね
鏡………………………………………………… 16

保
ほ ご も う
護網…………………………………………………… 16
ポット苗

なえ
………………………………… 118, 120, 144

本
ほん
合
あい ず
図（退

たいひ
避確
かくにん
認）…………………………………… 198

ま

マイクロチゼル型
がた
………………………………… 79, 82

マダニ……………………………………………135, 186
股
また
バンド……………………………… 17, 60, 61, 160
マツノザイセンチュウ……………………………… 127
丸
まる
ノコ刃

ば
……………………………… 59, 64, 65, 160

無
むぶしざい
節材……………………………………………169, 171
もやい結

むす
び………………………………………100, 193

や

ヤマウルシ………………………………………134, 189
山
やまゆきなえぎ
行苗木……………………………………………… 115

指
ゆびさ
差し呼

こしょう
称…………………………………21, 178, 197

指
ゆびさ
差し唱

しょうわ
和……………………………………………… 21

腰
ようつう
痛予

よぼ う
防体
たいそう
操…………………………………………… 27

ら

ラングより……………………………………………… 89
乱
らん
巻
ま
き防

ぼう し
止……………………………………………… 93

リアハンドル型
がた
………………………………………… 75

リスクアセスメント…………………………… 2, 22, 28
両
りょうも
持ち材

ざい
……………………………………………… 228

ルーピング………………………………………116, 119
ロングスプライス………………………………… 96, 99
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こくない

内において林
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